
史
料
研
究
・
成
果
公
開

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
よ
る
研
究
・
成
果

特
定
共
同
研
究

【
古
代
史
料
領
域
】

研
究
課
題　

�

奈
良
平
安
時
代
の
大
規
模
写
経
群
形
成
に
関
す
る
史
料
学
研
究
―
小
川
八
幡

神
社
大
般
若
経
を
核
と
し
て
―

研
究
経
費　

一
五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

稲
田
奈
津
子

　

所
内
共
同
研
究
者	

山
口
英
男　

黒
須
友
里
江　

小
塩
慶　

髙
島
晶
彦　

中
村
覚　

渋

谷
綾
子

　

所
外
共
同
研
究
員	

川
尻
秋
生
（
早
稲
田
大
学
）　

坂
本
亮
太
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

杉
本
一
樹
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）　

竹
中
康
彦
（
和
歌
山
県

立
博
物
館
）　

西
本
昌
弘
（
関
西
大
学
）　

野
尻
忠
（
九
州
国
立
博

物
館
）　

本
郷
真
紹
（
立
命
館
大
学
）　

宮
﨑
肇
（
東
京
大
学
）　

渡

辺
晃
宏
（
奈
良
大
学
）　

吉
川
真
司
（
京
都
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

和
歌
山
県
紀
美
野
町
の
小
川
八
幡
神
社
が
所
蔵
す
る
大
般
若
経
（
小
川
八
幡
神
社
経
）

は
、
全
六
〇
〇
巻
（
現
状
は
折
本
六
〇
〇
帖
）
が
現
存
し
、
約
一
二
〇
巻
の
奈
良
時
代
写

経
、
約
三
八
〇
巻
の
平
安
時
代
写
経
を
含
む
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
に
学

界
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
古
代
の
文
化
史
・
地
域
史
等
に
豊
か
な
情
報
を
提
供
す
る
研
究

対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
利
用
の
た
め
の
詳
細
な
原
本
調
査
が
待
た
れ
て

い
た
史
料
群
で
あ
る
。
関
係
諸
方
面
の
尽
力
に
よ
っ
て
環
境
が
整
い
、
二
〇
一
九
年
度
よ

り
原
本
調
査
に
も
と
づ
く
調
書
作
成
と
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
特
に
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、
各
経
巻
の
時
代
判
定

で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
本
大
般
若
経
の
成
立
過
程
（
複
数
経
巻
群
の
取
り
合
わ
せ
が
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
）
の
分
析
で
あ
る
。
そ
の
検
討
に
は
、
料
紙
・
紙
質
・
書
風
の
分

析
が
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
古
写
経
調
査
の

基
準
デ
ー
タ
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
近
年
、
各
方
面
で
進
展
し
て

い
る
大
規
模
古
写
経
群
の
調
査
成
果
と
の
比
較
研
究
の
素
材
と
も
な
り
、
幅
広
い
研
究
発

展
が
期
待
で
き
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

現
状
の
全
六
〇
〇
巻
は
、
多
様
な
書
写
時
期
や
書
写
背
景
を
も
つ
経
巻
群
が
と
り
あ
わ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
奥
書
等
に
よ
り
そ
の
書
写
事
情
が
具
体
的
に
判
明
す
る
経
巻
は

一
部
に
と
ど
ま
る
。
そ
こ
で
本
共
同
研
究
で
は
、
料
紙
・
書
風
・
書
写
形
態
な
ど
の
分
析

に
重
点
を
置
き
、
各
経
巻
の
時
代
判
定
や
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
よ
り
、
と
り
あ
わ
せ
の
状
況

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

料
紙
調
査
に
お
い
て
は
、
豊
富
な
調
査
経
験
を
も
つ
本
所
技
術
部
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
〝
職
人
的
所
見
〟
を
共
有
す
る
手
段
と
し
て
、
透
過
光

撮
影
デ
ー
タ
の
収
集
も
お
こ
な
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
時
代
ご
と
に
紙
質
に
顕
著
な
相
違

が
認
め
ら
れ
、
時
代
判
定
も
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

書
風
調
査
に
お
い
て
は
、
情
報
学
を
専
門
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
自
動
認
識
に
よ
る
文
字

の
切
り
出
し
デ
ー
タ
の
収
集
を
お
こ
な
い
、
書
史
を
専
門
と
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
分
析

が
進
め
ら
れ
、
一
部
に
つ
い
て
は
筆
者
の
判
定
が
可
能
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
文
字
デ
ー
タ
収
集
に
関
し
て
は
、
文
字
の
重
な
り
や
字
間
に
関
す
る
デ
ー
タ
な

ど
、
さ
ら
な
る
高
度
化
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

書
写
形
態
に
つ
い
て
は
、
書
写
に
際
し
て
の
料
紙
利
用
の
在
り
方
（
料
紙
の
規
格
、
継

ぎ
方
な
ど
）、
界
線
の
引
き
方
や
文
字
の
配
置
な
ど
が
詳
細
に
観
察
さ
れ
、
そ
の
成
果
に

も
と
づ
く
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
や
時
代
判
定
が
試
み
ら
れ
た
。
奈
良
・
平
安
写
経
の
豊
富
な
調
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査
経
験
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
が
多
く
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
代
判
定
が
進
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
性
や
作
成
階
層
な
ど
様
々
な
要
素
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

　

本
共
同
研
究
の
成
果
は
、次
年
度
以
降
に
成
果
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

【
中
世
史
料
領
域
】

研
究
課
題　
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
・
社
家
文
書
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

一
五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

金
子
拓

　

所
内
共
同
研
究
者	

遠
藤
基
郎　

遠
藤
珠
紀　

木
下
竜
馬　

川
本
慎
自　

林
晃
弘　

石

津
裕
之

　

所
外
共
同
研
究
員	

伊
藤
真
昭
（
京
都
西
山
短
期
大
学
）　

宇
野
日
出
生
（
同
志
社
大

学
）　

加
藤
直
弥
（
國
學
院
大
学
）　

久
留
島
典
子
（
神
奈
川
大
学
）　

五
島
邦
治
（
京
都
芸
術
大
学
）　

志
賀
節
子　

高
橋
敏
子　

竹
田

和
夫
（
新
潟
大
学
）　

辰
田
芳
雄
（
岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等
学
校
）　

谷
徹
也
（
立
命
館
大
学
）　

谷
口
央
（
東
京
都
立
大
学
）　

中
川
学

（
東
北
大
学
）　

野
田
泰
三
（
京
都
橘
大
学
）　

東
昇
（
京
都
府
立

大
学
）　

藤
田
恒
春
（
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
編
纂
会
）　

藤
本
仁
文

（
京
都
府
立
大
学
）　

三
枝
暁
子
（
東
京
大
学
）　

山
本
宗
尚
（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）　

橫
井
靖
仁
（
関
西
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

こ
れ
ま
で
史
料
編
纂
所
で
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
（
京
都
府
賀
茂
別
雷
神
社
所
蔵
）

に
つ
い
て
継
続
的
な
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
画
像
や
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
そ
の
公
開
を
進
め

て
き
た
。
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
は
、
近
年
の
京
都
府
に
よ
る
調
査
で
約
一
四
〇
〇
〇
点
に

整
理
さ
れ
た
が
、
史
料
編
纂
所
で
は
こ
の
う
ち
五
九
〇
四
点
（
三
一
七
七
〇
コ
マ
）
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
終
え
て
い
る
（
二
〇
二
二
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
）。

　

同
社
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
賀
茂
一
社
争
乱
と
い
わ
れ
る
祠

官
と
氏
人
と
の
争
い
以
前
の
も
の
は
少
な
く
、
こ
れ
以
後
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
頃
ま
で
の
文
書
を
非
常
に
多
く
残
し
て
い
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
こ

の
期
間
の
文
書
約
八
〇
〇
〇
点
の
う
ち
、
中
世
を
中
心
に
調
査
・
撮
影
を
さ
ら
に
継
続
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
の
公
開
（
研
究
資
源
化
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
用
い
た
賀
茂
別
雷
神
社
、
同
社
の
文
書
、
お
よ
び
同
社
の
神
事
、
組
織
、
所
領
に

つ
い
て
、
ま
た
、
同
社
の
文
書
を
用
い
た
中
近
世
の
政
治
史
、
文
化
史
な
ど
の
研
究
を
行

う
。
さ
ら
に
今
期
は
、
社
司
家
・
氏
人
家
所
蔵
文
書
へ
も
調
査
を
広
げ
て
研
究
を
行
う
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

共
同
研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
賀
茂
社
に
関
す
る
関
心
に
基
づ
き
、
賀
茂
別
雷
神
社
・
史

料
編
纂
所
ほ
か
史
料
所
蔵
機
関
に
お
い
て
調
査
を
進
め
、
研
究
会
に
て
そ
の
成
果
を
報
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
史
（
中
世
・
近
世
）・
神
社
神
道
史
な
ど
多
様
な
立
場
か
ら
参

加
す
る
共
同
研
究
参
加
者
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
研
究
成
果
の
共
有
が
進
ん
だ
。
ま
た

今
年
度
は
、
共
同
研
究
員
で
は
な
い
が
、
賀
茂
社
の
史
料
に
関
心
を
持
ち
研
究
を
行
っ
て

い
る
ゲ
ス
ト
研
究
者
（
若
山
憲
昭
氏
）
を
お
招
き
し
、
研
究
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

若
山
氏
は
二
〇
二
四
年
度
か
ら
共
同
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
様
の
関
心
を
持

つ
研
究
者
の
組
織
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
は
四
五
一
点
二
二
一
九
コ
マ
を
撮
影
し
た
。
ま
た
、
氏
人
家
文
書

と
し
て
中
世
後
期
の
文
書
を
多
く
含
む
岩
佐
家
文
書
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
寄
託
）
の
撮

影
を
行
い
、
六
三
五
点
一
七
四
八
コ
マ
の
撮
影
を
行
い
、
史
料
編
纂
所H

i-CA
T
 Plus

か

ら
公
開
し
た
。

【
近
世
史
料
領
域
】

研
究
課
題　
近
世
大
名
家
臣
家
史
料
の
「
読
み
直
し
」
と
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

一
二
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

小
宮
木
代
良

　

所
内
共
同
研
究
者	

及
川
亘　

石
津
裕
之

　

所
外
共
同
研
究
員	

阿
部
大
地
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）　

伊
藤
昭
弘
（
佐
賀
大
学
）　

大

平
直
子
（
佐
賀
市
文
化
財
課
）　

佐
藤
孝
之
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
　

清
水
雅
代
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）　

田
久
保
佳
寛
（
小
城
市
教
育

委
員
会
）　

田
畑
春
香
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）　

野
下
俊
樹
（
佐
賀

県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
）　

本
多
美
穂
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）　
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松
田
和
子
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

佐
賀
藩
家
臣
坊
所
鍋
島
家
史
料
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
の
う
ち
の
近
世
初
期
の
部

分
を
対
象
と
し
、
多
久
家
史
料
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
当
該
史
料
群
一
点
毎
の
「
読
み
直

し
」
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
、
代
表
者
お
よ
び
本
所
近
世
第
一
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
佐
賀
県

立
図
書
館
等
、
主
に
佐
賀
県
内
の
自
治
体
・
機
関
等
に
お
い
て
県
内
近
世
史
料
の
調
査
・

研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
複
数
の
研
究
者
と
と
も
に
、
特
定
共
同
研
究
近
世
史
料
領
域
（
二

〇
一
四
年
度
～
二
〇
一
五
年
度
に
代
表
者
小
宮
「
佐
賀
藩
家
臣
多
久
家
史
料
の
研
究
」、

二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
一
七
年
度
に
代
表
者
小
宮
「
近
世
初
期
大
名
家
に
お
け
る
大
身
家

臣
史
料
群
の
研
究
資
源
化
」）
に
お
い
て
、
佐
賀
藩
家
臣
多
久
家
文
書
の
近
世
前
期
分
約

七
五
〇
点
の
「
読
み
直
し
」
と
研
究
資
源
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
七
年
度
か
ら
二
〇
二
二
年
度
に
か
け
て
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
🄒
、
二
〇
一
七

年
度
～
二
〇
二
二
年
度　

課
題
番
号17K

03095 
代
表
小
宮
木
代
良
「
近
世
大
名
家
臣
家

史
料
の
共
同
分
析
」）に
引
き
継
が
れ
、そ
の
成
果
は
、二
〇
二
二
年
十
一
月
に
報
告
書『
多

久
家
文
書
の
「
読
み
な
お
し
」』（
多
久
家
文
書
研
究
会
編
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究

成
果
報
告
二
〇
二
二
―
一
）
と
し
て
ま
と
め
た
。
以
上
の
経
験
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

前
提
と
し
て
、
多
久
家
文
書
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
佐
賀
藩
家
臣
坊
所
鍋
島
家
史
料
（
佐

賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
の
う
ち
の
近
世
初
期
の
部
分
を
対
象
と
し
、
史
料
一
点
毎
の
「
読

み
直
し
」
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
坊
所
鍋
島
家
文
書
研
究
会
を

結
成
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し
て
本
共
同
研
究
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
宮
が

代
表
、
及
川
・
石
津
・
伊
藤
が
分
担
者
で
あ
る
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
🄒
「
近
世

初
期
大
名
発
給
無
年
号
文
書
の
研
究
資
源
化
―
坊
所
鍋
島
家
史
料
を
対
象
と
し
て
―
」（
二

〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
五
年
度
）
と
も
連
動
さ
せ
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
完
成
さ

せ
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

今
年
度
は
、
鍋
島
勝
茂
書
状
約
一
六
〇
通
の
検
討
を
終
え
た
。
本
共
同
研
究
と
し
て
開

始
す
る
前
の
昨
年
度
に
、
鍋
島
直
茂
書
状
を
中
心
に
約
七
〇
通
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ

で
、
坊
所
鍋
島
家
文
書
中
に
あ
わ
せ
て
約
五
〇
〇
通
伝
来
し
て
い
る
鍋
島
直
茂
文
書
お
よ

び
同
勝
茂
文
書
全
体
の
半
分
近
く
を
検
討
し
た
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
直
茂
・
勝
茂
の
花

押
の
分
析
を
進
め
て
い
る
。

【
海
外
史
料
領
域
】

研
究
課
題　
本
所
所
蔵
在
外
日
本
関
係
史
料
の
多
角
的
利
用
の
た
め
の
翻
訳
研
究

研
究
経
費　

二
〇
〇
万
円
（
他
、
繰
越
金
一
三
八
万
円
）

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

松
方
冬
子

　

所
内
共
同
研
究
者	

岡
美
穂
子　

大
東
敬
典

　

所
外
共
同
研
究
員	

大
野
晃
嗣
（
東
北
大
学
）　

イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
ダ
ー
レ

ン　

野
澤
丈
二
（
早
稲
田
大
学
）　

フ
ォ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ペ
イ
セ

レ
（
翻
訳
家
）　

森
田
由
紀
（
翻
訳
家
）　

久
礼
克
季
（
川
村
学
園

女
子
大
学
）　

冨
田
暁
（
岡
山
大
学
）　

中
砂
明
徳
（
京
都
大
学
）

真
下
裕
之
（
神
戸
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
本
所
に
所
蔵
さ
れ
る
十
六
～
十
九
世
紀
の
欧
文
史
料
が
、
刊
行
・
未
刊

行
を
問
わ
ず
そ
の
史
料
価
値
に
応
じ
た
十
分
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、

そ
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
ひ
ろ
く
学
界
に
還
元
し
、
多
角
的
な
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
扱
う
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ
ィ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｖ

Ｏ
Ｃ
）
と
い
う
、
広
域
的
な
組
織
の
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
群
は
、
当
時
の
世
界

を
見
る
際
に
、
貴
重
か
つ
豊
富
な
情
報
を
提
供
す
る
が
、
今
ま
で
は
お
も
に
日
本
の
対
外

関
係
と
い
う
限
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に
翻
訳
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、

東
洋
史
、
西
洋
史
の
研
究
者
も
交
え
て
、
日
葡
関
係
史
、
日
蘭
関
係
史
の
方
法
的
蓄
積
を

ほ
か
に
応
用
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
需
要
も
大
き
い
。
本
研
究
に
よ
り
、
本

所
所
蔵
欧
文
史
料
を
利
用
す
る
研
究
者
が
増
え
、
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
幅
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
し
い
問
題
群
に
光
が
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
は

な
い
形
で
の
活
用
も
可
能
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

①
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
と
中
国
史
の
知
見
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
名
や
人
名
等
の

正
確
な
同
定
が
可
能
と
な
っ
た
。
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②
昨
年
度
同
様
、
定
期
的
に
史
料
翻
訳
を
進
め
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
ア
ジ
ア

の
支
配
者
と
の
契
約
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

契
約
に
関
す
る
範
疇
や
分
類
、
地
理
的
分
布
な
ど
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
情
報
を
、
国
内
外

の
学
会
で
発
表
し
た
。

　

③
デ
ィ
オ
ゴ
・
ド
・
コ
ウ
ト
『
デ
カ
ダ
ス
・
ダ
・
ア
ジ
ア
』
を
読
み
進
め
る
に
あ
た
っ

て
の
時
代
背
景
を
理
解
し
、
地
名
の
同
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

【
複
合
史
料
領
域
】

研
究
課
題　
荘
園
絵
図
調
査
方
法
論
の
高
度
化
と
調
査
関
連
情
報
の
学
術
資
源
化
に
関
す

る
研
究

研
究
経
費　

一
七
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

井
上
聡

　

所
内
共
同
研
究
者	

藤
原
重
雄　

黒
嶋
敏　

小
瀬
玄
士　

畑
山
周
平　

中
村
覚　

海
上

貴
彦

　

所
外
共
同
研
究
員	

海
野
聡
（
東
京
大
学
）　

守
田
逸
人
（
香
川
大
学
）　

清
水
亮
（
埼

玉
大
学
）　

高
橋
傑
（
慶
應
義
塾
普
通
部
）　

坂
本
亮
太
（
和
歌
山

県
立
博
物
館
）　

高
田
祐
一
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）　

大
邑
潤
三

（
東
京
大
学
）　

額
田
雅
裕（
関
西
大
学
）　

田
中
水
萌（
神
戸
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

史
料
編
纂
所
で
は
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
古
代
・
中
世
荘
園
絵
図
の
調
査
を
実
践

し
、
そ
の
成
果
を
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』（
本
編
・
釈
文
編
）
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
。

現
在
、
釈
文
編
の
最
終
冊
を
ま
と
め
る
段
階
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
果
た
せ
な
か
っ
た

絵
図
原
本
調
査
・
現
地
調
査
等
の
完
遂
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
従
前
に
収
集
し

た
膨
大
な
調
査
情
報
の
う
ち
、『
聚
影
』に
未
収
載
の
各
種
情
報（
調
査
記
録
・
各
種
地
図
・

航
空
写
真
ほ
か
）
を
整
理
・
総
括
し
、
今
後
の
研
究
進
展
に
む
け
た
学
術
基
盤
を
整
備
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
西
日
本
地
域
を
中
心
に
、
未
完
と

な
っ
て
い
る
絵
図
調
査
を
、
現
地
状
況
に
精
通
し
た
共
同
研
究
員
と
共
に
実
践
す
る
こ
と

で
、
研
究
の
精
緻
化
・
高
度
化
を
図
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
調
査
関
連
情

報
の
整
理
・
統
合
を
進
め
、
こ
れ
ら
が
学
界
共
有
の
学
術
資
源
と
な
る
よ
う
整
備
を
行
う
。

情
報
共
有
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
援
用
し
つ
つ
、
既
存
の
「
史
料
編
纂

所
所
蔵
荘
園
絵
図
模
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
「
地
理
情
報
蓄
積
シ
ス
テ
ム
」
に
収
載
す
る

と
と
も
に
、
様
々
な
機
関
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
人
文
地
理
情
報
と
の
双
方
向
性
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
分
野
を
超
え
た
諸
研
究
の
基
盤
と
な
る
よ
う
意
図
し
て
い
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

前
年
度
に
続
き
、『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影　

釈
文
編
４
』
刊
行
に
む
け
て
、
共
同
研
究

員
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
中
世
荘
園
絵
図
原
本
の
補
充
調
査
な
ら
び
に
現
地
踏
査
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
つ
ま
た
従
前
に
行
っ
て
き
た
調
査
デ
ー
タ
の
再
検
討
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、
そ
の
成
果
を
二
〇
二
四
年
三
月
刊
行
の
『
同
聚
影
』
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。史
料
編
纂
所
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
営
々
と
進
め
て
き
た
基
幹
事
業
た
る『
同

聚
影
』
の
編
纂
・
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
、
共
同
研
究
員
の
知
見
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
調
査
方
法

や
成
果
提
示
の
在
り
方
な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
総
括
で
き
た
こ
と
は
、
極
め
て
有
意
義

な
経
験
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
は
、
今
後
の
画
像
史
料
解
析
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
す
る
諸
研
究
に
大
い
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
既
調

査
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
積
極
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
汎
用
的

な
利
用
環
境
が
整
備
で
き
る
よ
う
企
図
し
た
。
具
体
的
に
は
、
絵
図
関
連
地
名
を
対
象
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
座
標
情
報
化
や
、
絵
図
料
紙
・
法
量
情
報
な
ど
各
種
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成

で
あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
内
に
あ
る
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
高
度
化
を
図
り
、
当
該
デ
ー
タ

の
実
装
を
始
め
た
。
さ
ら
に
、
同
シ
ス
テ
ム
を
他
機
関
と
連
携
し
て
運
用
し
う
る
環
境
構

築
を
目
指
し
て
、
共
同
研
究
員
の
所
属
す
る
諸
組
織
と
の
調
整
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
共
同
研
究

研
究
課
題　
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	
林
遼　

畑
山
周
平　

山
田
太
造　

髙
島
晶
彦
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所
外
共
同
研
究
員	

石
井
伸
宏
（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
）　

佐
々
木
創
（
京
都
芸
術
大

学
）　

角
田
朋
彦
（
駒
澤
大
学
）　

坪
井
剛
（
佛
教
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
は
、京
都
市
の
桂
川
西
岸
に
位
置
す
る
松
尾
大
社
が
所
蔵
す
る
史
料
群
を
調
査
・

研
究
し
、
研
究
資
源
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
松
尾
大
社
は
山
城
国
の
古
社
と

し
て
大
宝
年
間
に
創
建
さ
れ
た
。
国
家
祈
祷
を
担
う
二
十
二
社
の
内
、
上
七
社
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
特
に
山
城
国
で
は
賀
茂
神
社
と
並
ぶ
古
社
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
そ
の
た

め
古
代
よ
り
催
行
さ
れ
て
い
る
松
尾
祭
は
、「
国
祭
」
と
も
呼
ば
れ
、
応
仁
の
乱
ま
で
勅

使
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
本
社
の
他
、
洛
中
の
西
七
条
の
旅
所
を
は
じ
め
、
神
領
と
し
て

伯
耆
国
東
郷
荘
、
越
中
国
松
永
荘
、
丹
波
国
桑
田
荘
な
ど
多
く
の
荘
園
を
有
し
、
神
事
を

催
行
し
て
き
た
。

　

神
事
を
担
っ
た
の
は
創
建
時
か
ら
祠
官
を
勤
め
た
秦
氏
で
あ
る
。
本
社
に
伝
わ
っ
た
史

料
と
、
社
家
に
伝
わ
り
今
日
で
は
松
尾
大
社
に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
と
が
、
今
日
、
松
尾
大

社
所
蔵
史
料
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
松
尾
大
社
で
目
録
整
備
さ
れ
た
の
が
一
八

〇
二
点
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
新
出
史
料
も
発
見
さ
れ
、
全
体
で
は
二
五
〇
〇
点
ほ

ど
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
と
し
て
は
古
代
か
ら
近
代
ま
で
幅
広
く
、
朝
廷
・
幕
府

か
ら
の
発
給
文
書
の
他
、
年
中
行
事
、
祝
詞
、
補
任
状
、
社
家
日
誌
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

良
質
な
史
料
を
有
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
現
状
の
目
録
校
訂
及
び
新
出
史
料
の
目
録
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
全
体
像
の
把
握
を
行
い
つ
つ
、
神
社
史
料
の
料
紙
研
究
を
進
め
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く
公
開
す
る
た
め
博
物
館
で
の
展
示
を
行
い
、
か
つ
ま
た
、
学
界
共

有
の
財
産
と
す
る
べ
く
、
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
デ
ー
タ
公
開
を
進
め
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

松
尾
大
社
が
所
蔵
し
て
い
る
史
料
は
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
幅
広
い
時
代
性
を
有
し
、

か
つ
ま
た
、
公
家
・
武
家
・
社
家
そ
れ
ぞ
れ
が
発
給
し
て
い
る
多
様
性
が
あ
る
。
一
二
四

七
号
以
降
の
社
家
の
東
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
史
料
は
裏
打
ち
の
み
が
施
さ
れ
、
新
出
史
料

に
つ
い
て
は
当
時
の
状
態
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
良
質
な
史
料
群
は
、
石
清
水

八
幡
宮
や
賀
茂
神
社
が
所
蔵
し
て
い
る
史
料
群
と
比
し
て
も
遜
色
が
な
い
。
神
社
史
及
び

料
紙
の
科
学
的
調
査
・
分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

史
料
の
デ
ー
タ
公
開
に
つ
い
て
は
、
松
尾
大
社
の
御
厚
意
に
よ
り
史
料
編
纂
所
の
人
文

学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
二
〇

二
二
年
度
末
に
一
二
四
六
号
ま
で
公
開
で
き
た
。
本
研
究
で
は
引
き
続
き
目
録
の
校
訂
及

び
、
社
家
の
東
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
一
二
四
七
号
以
降
と
新
出
史
料
に
つ
い
て
目
録
作
成

を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
新
出
史
料
及
び
既
存
の
撮
影
さ
れ
た
史
料
に
つ
い
て
、
一
部
近
代

史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
公
開
に
つ
い
て
は
所
蔵
機
関
で
あ
る
松
尾
大
社
と
の
意

見
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
整
備
を
進
め
つ
つ
、
公
開
を
延
期

し
て
い
る
。

　

ま
た
本
研
究
で
の
成
果
に
つ
い
て
、
二
〇
二
四
年
に
京
都
文
化
博
物
館
と
鳥
取
市
歴
史

博
物
館
に
て
特
別
展
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
新
出
史
料
や
史
料
整
備
、
そ
れ
ら
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
課
題　
中
近
世
古
文
書
の
料
紙
に
関
す
る
総
合
的
科
学
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

貫
井
裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

山
田
太
造　

尾
上
陽
介　

小
瀬
玄
士　

渋
谷
綾
子　

髙
島
晶
彦

　

所
外
共
同
研
究
員	

天
野
真
志
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）　

小
倉
慈
司
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
）　

富
田
正
弘
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）　

長
村
祥
知

（
富
山
大
学
）　

野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）　

柳
原
敏
昭
（
東

北
大
学
）　

高
橋
修
（
茨
城
大
学
）　

大
山
恒
（
茂
木
町
教
育
委
員

会
）　

名
和
知
彦
（
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
）　

阿
部
哲
人
（
米

沢
市
上
杉
博
物
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

古
文
書
や
古
記
録
類
の
料
紙
は
近
年
、
自
然
科
学
的
な
知
識
や
手
法
を
応
用
し
、
繊
維

や
添
加
物
等
の
物
質
的
情
報
の
分
析
、
抄
紙
過
程
で
生
じ
た
痕
跡
の
確
認
な
ど
の
科
学
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
史
料
の
多
様
な
情
報
を
科
学
的
に
検
証
し
、
古
文

書
料
紙
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
検
討
を
行
う
。

　

研
究
で
は
、
複
数
種
類
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
料
紙
の
構
造
を
非

破
壊
的
に
調
査
す
る
。
特
に
、
構
成
物
の
種
類
・
量
・
密
度
等
の
質
的
解
析
を
行
い
、
料
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紙
の
製
造
手
法
や
地
域
的
・
時
期
的
特
性
を
抽
出
、
生
産
・
使
用
の
実
態
を
検
討
す
る
と

と
も
に
歴
史
的
・
社
会
的
変
遷
の
復
元
を
行
う
。
対
象
史
料
は
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
島

津
家
文
書
」、
金
沢
文
庫
・
陽
明
文
庫
・
松
尾
大
社
・
仁
和
寺
の
所
蔵
史
料
、
ふ
み
の
森

も
て
ぎ
所
蔵
「
茂
木
文
書
」、
東
北
大
学
保
管
「
結
城
白
河
家
文
書
」、
上
杉
博
物
館
所
蔵

「
上
杉
家
文
書
」
等
で
あ
る
。
抄
紙
過
程
で
付
与
さ
れ
る
糸
目
や
簀
目
、
皺
な
ど
の
表
面

情
報
も
調
査
し
、
中
世
か
ら
戦
国
期
に
お
け
る
公
家
・
武
家
文
書
の
地
域
的
特
質
や
歴
史

的
変
遷
の
検
討
を
行
う
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

今
年
度
は
令
和
五
年
度
加
速
器
科
学
国
際
育
成
事
業
、
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研

究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
、科
研
費
等
の
共
同
研
究
と
連
携
し
、本
所
所
蔵「
島

津
家
文
書
」
を
は
じ
め
、
寿
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、「
上
杉
家
文
書
」、「
結
城
白

河
文
書
」、
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
等
の
調
査
を
実
施
し
た
。
複
数
種
類
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ

ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
料
紙
の
撮
影
を
行
い
、
繊
維
素
材
や
填
料
の
含
有
量
に
お
け
る

時
代
的
・
地
域
的
変
遷
を
分
析
す
る
た
め
の
科
学
情
報
の
抽
出
・
蓄
積
を
行
っ
た
。
科
学

情
報
の
解
析
は
現
在
も
進
め
て
お
り
、
本
共
同
研
究
終
了
後
も
継
続
す
る
。
現
在
ま
で
の

結
果
と
し
て
、「
上
杉
家
文
書
」
等
で
切
紙
（
竪
切
紙
）
の
形
態
や
繊
維
材
料
の
三
椏
利

用
な
ど
、
東
国
に
お
け
る
文
書
料
紙
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
り
、
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
や

「
島
津
家
文
書
」
な
ど
西
日
本
と
は
料
紙
の
製
法
や
使
い
方
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
料
紙
の
構
成
物
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
他
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
わ

れ
た
物
理
化
学
分
析
の
結
果
と
比
較
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、料
紙
の
製
造
手
法
や
地
域
的
・

時
期
的
特
性
を
中
心
と
し
た
情
報
抽
出
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
利

用
し
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た
史
料
の
修
理
・
保
存
の
研
究
を
進
め
る
研
究
者
た
ち
と
保

存
科
学
の
方
法
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
査
・
研
究
デ
ー
タ
の

利
用
・
公
開
と
し
て
、
博
物
館
展
示
で
の
成
果
発
信
を
二
〇
二
四
年
度
前
半
に
予
定
し
て

い
る
。

研
究
課
題　
高
野
山
子
院
伝
来
資
料
の
分
野
横
断
的
研
究
―
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
を
中

心
に
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

坂
口
太
郎
（
高
野
山
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

渡
邉
正
男　

高
橋
慎
一
朗

　

所
外
共
同
研
究
員	

伊
藤
聡
（
茨
城
大
学
）　

大
河
内
智
之
（
奈
良
大
学
）　

木
本
誠
二

（
高
野
町
教
育
委
員
会
）　

桐
田
貴
史
（
石
水
博
物
館
）　

小
林
雄

一
（
京
都
先
端
科
学
大
学
）　

鈴
木
智
大
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

高
橋
悠
介
（
慶
應
義
塾
大
学
）　

土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
）　

花

田
卓
司
（
帝
塚
山
大
学
）　

藤
本
孝
一
（
龍
谷
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
は
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
の
伝
来
資
料
に
つ
い
て
、
分
野
横
断
的
な

調
査
・
研
究
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
金
剛
三
昧
院
は
、
高
野
山
に
所
在
す
る
子
院
の
中

で
も
、
史
料
的
価
値
の
高
い
古
文
書
を
多
く
伝
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
未
翻
刻
の
中

世
・
近
世
文
書
も
見
ら
れ
、
今
後
調
査
を
進
め
る
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

西
南
院
に
も
膨
大
な
古
文
書
・
聖
教
が
伝
来
し
て
お
り
、
と
く
に
平
安
・
鎌
倉
期
の
訓
点

資
料
や
、
高
野
山
の
建
築
指
図
・
両
部
神
道
書
を
含
む
こ
と
か
ら
、
国
語
学
・
建
築
学
・

神
道
学
な
ど
の
他
分
野
と
の
共
同
調
査
も
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
①
『
金
剛
三
昧
院
文
書
』『
西
南
院
文
書
』
中
の
未
翻
刻
文
書
・

棟
札
の
紹
介
、
②
金
剛
三
昧
院
・
西
南
院
所
蔵
資
料
の
調
査
・
撮
影
の
継
続
、
③
西
南
院

所
蔵
の
訓
点
資
料
（
平
安
・
鎌
倉
期
）・
神
道
印
信
（
室
町
・
戦
国
期
～
近
世
）・
神
道
書

な
ど
の
目
録
調
製
、
以
上
の
課
題
を
設
定
し
て
共
同
研
究
を
推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

高
野
山
伝
来
史
料
の
研
究
資
源
化
を
進
め
、
そ
の
重
要
性
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

金
剛
三
昧
院
で
は
、
中
世
・
近
世
文
書
の
整
理
を
継
続
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
同
院

所
蔵
『
舎
利
勘
文
』（
伝
貞
慶
編
）
を
翻
刻
し
、
類
本
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
ま
た
、

同
院
客
殿
の
持
仏
の
間
に
安
置
さ
れ
た
「
地
蔵
菩
薩
立
像
」
と
「
八
臂
弁
財
天
坐
像
」
に

つ
い
て
も
、
山
本
勉
氏
の
協
力
を
仰
ぎ
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
前
者
が
平
安
後

期
制
作
の
木
彫
像
で
、
か
つ
後
世
に
別
の
姿
に
改
変
さ
れ
た
希
少
な
仏
像
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
納
入
品
の
墨
書
一
巻
（
縱
四
・
八
㎝
）
も
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
者
は
天
文

五
年
（
一
五
三
六
）
の
像
内
銘
記
を
有
す
る
も
の
で
、
戦
国
期
の
宿
院
仏
師
の
造
像
活
動
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に
貴
重
な
新
事
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
古
文
書
・
古
典
籍
・
棟
札
・
画
像
・
仏
像
を
、「
国
宝

多
宝
塔
造
立
八
〇
〇
年
記
念 

企
画
展 

高
野
山
金
剛
三
昧
院
」（
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
）

で
展
示
し
、
大
き
な
注
目
を
得
た
。
美
術
史
家
や
博
物
館
学
芸
員
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ

て
、
調
査
成
果
の
社
会
還
元
が
促
進
さ
れ
た
の
は
有
益
で
あ
っ
た
。

　

西
南
院
に
つ
い
て
は
、
重
要
文
化
財
『
西
南
院
文
書
』
第
九
巻
に
収
め
ら
れ
た
、
元
応

二
年
（
一
三
二
〇
）
の
高
野
山
大
塔
供
養
の
記
録
を
翻
刻
し
、
後
宇
多
院
の
密
教
興
隆
と

の
関
係
を
考
察
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
西
南
院
に
伝
わ
る
同
供
養
の
指
図
を
紹
介
し
、
高
野

山
の
根
本
大
塔
の
沿
革
に
つ
い
て
建
築
史
的
な
検
討
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
西
南
院
に
所

蔵
さ
れ
る
平
安
・
鎌
倉
期
の
訓
点
資
料
や
中
近
世
神
道
資
料
の
調
査
を
実
施
し
、
書
誌
情

報
の
入
力
を
進
め
た
。
そ
の
過
程
で
、
室
町
期
の
神
道
印
信
・
血
脈
に
見
え
る
僧
侶
の
動

向
を
整
理
し
、
室
町
前
期
の
西
南
院
に
お
い
て
、
す
で
に
神
道
灌
頂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
た
。

研
究
課
題　
多
可
町
杉
原
紙
研
究
所
所
蔵
寿
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
近
世
和
紙
と

の
比
較
研
究

研
究
経
費　

四
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

安
平
勝
利
（
多
可
町
教
育
委
員
会
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

山
家
浩
樹　

髙
島
晶
彦

　

所
外
共
同
研
究
員	

湯
山
賢
一
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）　

大
川
昭
典
（
元
高
知
県

紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）　

地
主
智
彦（
文
化
庁
）　

本
多
俊
彦（
金

沢
学
院
大
学
文
学
部
）　

富
田
正
弘
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

多
可
町
杉
原
紙
研
究
所
所
蔵
寿
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、二
〇
一
九
・

二
〇
二
〇
年
度
に
湯
山
賢
一
を
研
究
代
表
と
し
て
、
紙
の
縦
横
寸
法
・
厚
さ
・
重
さ
・
密

度
、
原
材
料
や
填
料
、
製
紙
法
な
ど
物
理
的
技
術
的
な
面
の
解
明
を
試
み
、
一
六
〇
点
に

つ
い
て
繊
維
填
料
等
の
顕
微
鏡
写
真
の
撮
影
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
料

紙
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
に
報
告
書
と
し
て
刊
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
な
お
残
る
分
を
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三
年
度
で
継
続
し
て
調
査
し
た
。
湯
山
共
同
研

究
で
は
近
代
の
も
の
で
あ
る
寿
岳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
近
世
和
紙
生
産
の
地
域
分
布
の
状

況
を
推
察
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
原
材
料
の
繊
維
に
パ
ル
プ
が
多
く

配
合
さ
れ
る
こ
と
、
抄
紙
技
術
近
代
化
の
進
行
、
紙
製
品
の
全
国
的
な
均
一
化
も
判
明
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
紙
の
名
称
に
は
檀
紙
・
奉
書
・
杉
原
・
美
濃
・
森
下
・
典

具
帖
・
鳥
の
子
・
間
似
合
・
打
雲
・
中
折
・
半
紙
・
延
紙
・
八
寸
・
三
栖
・
宇
陀
・
高
野
・

西
ノ
内
・
程
村
・
泉
貨
な
ど
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
名
称
を
も
つ
も
の
が
少
な
く
な
く
、

で
き
る
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
近
世
和
紙
の
特
徴
を
系
譜
的
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
安
平
共
同
研
究
で
は
、
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
が

収
集
し
た
近
世
前
中
期
の
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
百
工

比
照
紙
類
と
寿
岳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
系
譜
関
係
の
度
合
い
が
い
か

な
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
近
世
に
お
け
る
杉
原
紙
・
奉
書
紙
系

統
の
展
開
を
よ
り
よ
く
見
通
す
た
め
に
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
文
書
の
近
世
部
分
の

料
紙
調
査
を
加
え
、
も
っ
て
寿
岳
ら
に
よ
っ
て
播
磨
発
祥
と
さ
れ
た
杉
原
紙
の
変
遷
を
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

寿
岳
文
章
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
の

湯
山
代
表
の
共
同
研
究
で
調
査
を
行
っ
た
う
ち
の
一
六
〇
点
に
つ
い
て
、
二
〇
二
一
度
、

解
説
・
調
査
デ
ー
タ
・
Ｃ
染
色
液
検
査
顕
微
鏡
写
真
を
載
せ
た
報
告
書
を
刊
行
し
、
近
代

和
紙
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
調
査
の
残
り
分
に
つ
い
て
、
二
〇
二
二
・
二
〇

二
三
年
度
に
全
て
調
査
を
終
え
た
。
縦
横
寸
法
・
厚
さ
・
重
さ
・
密
度
・
簀
目
本
数
・
糸

目
幅
・
原
料
・
填
料
・
非
繊
維
物
質
等
の
デ
ー
タ
は
全
て
明
ら
か
に
な
り
、
顕
微
鏡
写
真

も
撮
影
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
採
取
し
た
繊
維
片
に
つ
い
て
、
Ｃ
染
色
液
検
査
（
六
十

五
点
）
も
終
え
、
検
査
結
果
の
画
像
撮
影
（
五
二
六
カ
ッ
ト
）
も
終
え
た
。
い
ず
れ
も
、

多
可
町
那
珂
ふ
れ
あ
い
館
・
史
料
編
纂
所
に
備
え
ら
れ
た
。

　

百
工
比
照
の
紙
類
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
再
確
認
の
調
査
を
終
え
た
。
反
射
光
に
よ
る

顕
微
鏡
写
真
撮
影
（
一
一
一
点
七
八
〇
カ
ッ
ト
）
に
よ
っ
て
、
大
部
分
の
料
紙
の
繊
維
の

種
類
、
非
繊
維
物
質
の
状
態
、
填
料
の
有
無
な
ど
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
簀
目
・
糸
目

幅
・
板
目
・
刷
毛
目
・
地
色
な
ど
の
デ
ー
タ
も
測
定
・
観
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
顕
微
鏡
写

真
及
び
測
定
・
観
察
の
記
録
を
史
料
編
纂
所
に
備
え
ら
れ
た
。
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島
津
家
文
書
の
近
世
文
書
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
調
査
し
た
と
こ
ろ
の
中
世
の

檀
紙
・
杉
原
紙
系
統
の
料
紙
を
使
う
も
の
と
推
定
し
た
女
房
奉
書
・
宣
旨
・
老
中
奉
書
に

加
え
、
綸
旨
と
同
じ
紙
を
使
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
口
宣
案
の
料
紙
を
調
査

し
た
結
果
、
推
定
通
り
の
結
果
を
得
た
。
近
世
に
お
け
る
公
武
文
書
料
紙
の
使
い
分
け
の

一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
か
と
思
う
。

研
究
課
題　
大
和
国
宇
智
郡
所
在
寺
院
史
料
の
研
究
資
源
化
―
金
石
文
を
中
心
に
―

研
究
経
費　

四
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

下
村
周
太
郎
（
早
稲
田
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

菊
地
大
樹　

尾
上
陽
介　

木
下
竜
馬

　

所
外
共
同
研
究
員	

高
木
徳
郎
（
早
稲
田
大
学
）　

佐
藤
亜
聖
（
滋
賀
県
立
大
学
）　

山

崎
竜
洋
（
五
條
市
教
育
委
員
会
）　

上
椙
英
之
（
国
立
文
化
財
機

構
奈
良
文
化
財
研
究
所
）　

大
久
保
治
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

服
部
光
真
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

大
和
国
宇
智
郡
（
現
・
奈
良
県
五
條
市
）
は
、
大
和
国
の
南
半
分
を
占
め
る
吉
野
郡
と

河
内
国
お
よ
び
紀
伊
国
と
境
を
接
す
る
「
国
境
地
帯
」
で
あ
り
、
大
和
街
道
（
古
代
下
ツ

道
）
と
吉
野
川
と
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
と
も
な
っ
て
い
る
。
平
安
期
に
は
興
福
寺
の
影

響
が
強
く
及
ぶ
ほ
か
、
近
隣
の
多
武
峰
や
金
峯
山
の
進
出
も
受
け
る
。
さ
ら
に
、
中
世
に

入
る
と
、
高
野
山
（
真
言
宗
）
や
葛
城
山
（
修
験
道
）
と
も
濃
厚
に
接
触
す
る
と
と
も
に
、

井
上
内
親
王
・
他
戸
親
王
に
由
来
す
る
御
霊
信
仰
の
メ
ッ
カ
と
も
な
る
。

　

本
研
究
で
は
、
上
記
の
通
り
宗
教
的
に
多
彩
な
表
情
を
見
せ
る
宇
智
郡
に
所
在
す
る
、

栄
山
寺
を
は
じ
め
と
し
た
創
建
が
古
代
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
寺
院
が
所
蔵
す
る
史
料
の
研

究
資
源
化
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
文
書
史
料
や
聖
教
史
料
に
加
え
、
建
造
物
の
墨
書
銘

や
石
造
物
の
銘
文
な
ど
金
石
文
史
料
に
つ
い
て
も
、
調
査
対
象
と
し
て
積
極
的
に
取
り
上

げ
る
こ
と
と
す
る
。
金
石
文
史
料
は
当
該
地
域
の
宗
教
史
的
動
向
や
信
仰
形
態
を
復
元
す

る
上
で
、
文
書
史
料
の
欠
落
を
補
う
有
用
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り

判
読
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
ひ
か
り
拓
本
や
赤
外
線

撮
影
な
ど
の
専
門
家
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

栄
山
寺
の
八
角
堂
に
お
い
て
、
墨
書
銘
の
調
査
を
行
い
、
赤
外
線
写
真
お
よ
び
ひ
か
り

拓
本
に
よ
る
撮
影
を
実
施
し
た
。
昨
年
度
も
一
度
、
調
査
・
撮
影
を
試
み
て
い
た
が
、
当

初
の
予
想
以
上
に
退
色
や
剥
落
が
進
ん
で
お
り
、
研
究
資
源
化
に
向
け
て
は
改
め
て
機
材

を
見
直
し
て
再
調
査
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
改
め
て
調
査
・

撮
影
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
同
所
が
所
蔵
す
る
写
真
帳
や
調
書
を

調
査
し
た
こ
と
で
、
旧
宇
智
郡
所
在
寺
院
に
い
ま
だ
十
分
に
調
査
・
研
究
資
源
化
さ
れ
て

い
な
い
中
近
世
の
文
書
史
料
や
金
石
文
史
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
ご
所
蔵
者
の
ご
理
解
と
市
立
五
條
文
化
博
物
館
の
ご

協
力
を
得
て
、
生
蓮
寺
所
蔵
大
日
寺
旧
蔵
文
書
お
よ
び
三
箇
家
文
書
を
全
点
撮
影
し
た
。

前
者
は
点
数
は
少
な
い
も
の
の
鎌
倉
期
の
文
書
を
含
む
点
で
重
要
で
あ
る
。
後
者
は
中
世

後
期
か
ら
近
世
ま
で
通
じ
て
多
数
の
史
料
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
戦
国
期
大
和
国

宇
智
郡
に
お
け
る
惣
郡
一
揆
の
存
在
を
示
す
研
究
史
上
著
名
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る

他
、
近
世
の
日
記
や
医
学
書
な
ど
特
徴
的
な
史
料
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、
中

世
文
書
を
所
蔵
す
る
と
見
ら
れ
る
寺
院
に
い
く
つ
か
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
が
、
所
在
不

明
な
ど
を
理
由
に
調
査
・
撮
影
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
史
料
の
所
在
確

認
も
踏
ま
え
、
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

研
究
課
題　
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文
書
関
係
史
料
の
比
較
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

渡
辺
美
季
（
東
京
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

須
田
牧
子　

黒
嶋
敏　

岡
本
真

　

所
外
共
同
研
究
員	

荒
木
和
憲
（
九
州
大
学
）　

辻
大
和
（
横
浜
国
立
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
明
清
時
代
中
国
の
公
文
書
な
ら
び
に
そ
の
関
連
文
書
が

複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
中
近
世
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
読
み
解
く
際
の
貴
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重
な
史
料
で
あ
り
、
中
近
世
日
本
に
お
け
る
中
国
公
文
書
の
社
会
的
価
値
を
具
体
的
に
検

討
し
得
る
好
素
材
で
も
あ
る
。
す
で
に
あ
る
程
度
、
基
礎
的
デ
ー
タ
の
作
成
や
国
内
の
類

似
文
書
の
デ
ー
タ
集
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
古
文
書
学
的
に
位
置

付
け
る
た
め
に
は
、
明
清
国
内
に
お
け
る
様
式
・
形
態
や
作
成
・
発
給
過
程
に
つ
い
て
の

制
度
的
研
究
と
、
実
際
に
発
給
さ
れ
た
同
類
文
書
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
～
二
二
年
度
一
般
共
同
研

究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文
書
関
係
史
料
の
比
較
研
究
」
に
引
き
続
き
、
①
形

式
・
作
成
・
発
給
に
関
わ
る
中
国
側
の
諸
規
定
の
調
査
を
進
め
、
②
そ
れ
ら
の
規
定
と
編

纂
所
の
所
蔵
史
料
と
を
対
照
し
た
上
で
、
③
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
・
韓
国
学
中
央
研
究

院
に
お
い
て
明
清
中
国
か
ら
朝
鮮
に
発
給
さ
れ
た
同
類
文
書
（
原
本
）
と
の
比
較
検
討
を

実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
規
定
と
実
態
の
両
面
か
ら
そ
れ
ら
の
文
書
の
古
文
書
学
的
位

置
付
け
を
明
ら
か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
共
有
し
得
る
レ
ベ
ル
で
の
「
史
料
の
研
究
資

源
化
」
を
目
指
し
た
い
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
に
よ
り
二
〇
二
〇
年
以
来
保
留
し
続
け
て

い
た
韓
国
調
査
を
よ
う
や
く
実
施
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
で
あ
る
。
韓
国
で
は
、
日

本
・
琉
球
同
様
、
中
国
の
朝
貢
国
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
対
し
て
明
清
中
国
か
ら
発
給
さ
れ
た

（
あ
る
い
は
朝
鮮
が
中
国
か
ら
受
給
し
た
）各
種
公
文
書（
原
本
）の
熟
覧
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
中
国
か
ら
日
本
・
琉
球
へ
発
給
さ
れ
た
公
文
書
、
お
よ
び
中
国
国
内
で
発
給

さ
れ
た
公
文
書
と
具
体
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お

け
る
編
纂
所
所
蔵
の
明
清
公
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
東
国
大
学
校
Ｈ
Ｋ
＋
事
業
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ノ
と
し
て
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

公
文
書
」
を
共
催
し
、
二
〇
一
九
年
度
以
降
の
研
究
蓄
積
を
も
と
に
研
究
代
表
者
を
含
む

四
名
が
研
究
報
告
を
行
っ
た
ほ
か
、
一
名
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
こ
れ
に
よ
り

韓
国
を
中
心
と
し
た
海
外
の
研
究
者
と
研
究
視
点
・（
暫
定
的
）
成
果
・
課
題
な
ど
を
共

有
す
る
と
同
時
に
、
質
疑
討
論
を
通
じ
て
本
研
究
に
対
す
る
有
意
義
な
情
報
や
提
言
も
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
度
の
研
究
成
果
を
活
か
す
べ
く
、
今
後
、
可
及
的
速
や
か
に
韓
国
調
査
の
成
果
報

告
書
の
作
成
・
刊
行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

研
究
課
題　
日
本
史
用
語
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
再
構
築
に
む
け
て

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

N
adia K

anagaw
a （Furm

an U
niversity

）

　

所
内
共
同
研
究
者	

小
塩
慶　

遠
藤
基
郎　

菊
地
大
樹　

西
田
友
広　

堀
川
康
史

　

所
外
共
同
研
究
員	

Christoffer Bovbjerg 

（U
niversity of California

）　D
avid 

Eason 

（
関
西
外
語
大
学
）　Joan Piggott 

（U
niversity of 

Southern California

）　M
atthieu Felt 

（U
niversity of 

Florida

）　Paula Curtis 

（U
niversity of California

）　

黄

霄
龍
（
東
京
大
学
）　

佐
藤
雄
基
（
立
教
大
学
）　

山
口
え
り
（
広

島
市
立
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

日
本
史
研
究
の
国
際
化
、
と
り
わ
け
外
国
語
に
よ
る
発
信
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、こ
う
し
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
べ
く
、史
料
用
語
・

研
究
概
念
の
外
国
語
訳
を
蓄
積
し
、「
応
答
型
翻
訳
支
援
シ
ス
テ
ム
」（O

nline Glossary 
of Japanese H

istorical T
erm

s

）
を
通
じ
て
国
内
外
の
研
究
者
の
利
用
に
供
し
て
き

た
。
本
Ｄ
Ｂ
は
二
〇
二
一
年
に
運
用
を
一
時
停
止
し
た
も
の
の
、
国
内
外
の
研
究
者
の
要

望
に
応
え
て
、
二
〇
二
三
年
度
に
「
日
本
史
用
語
翻
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
。
本
共
同
研
究
で
は
、
本
Ｄ
Ｂ
の
利
用

価
値
を
高
め
る
べ
く
、
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー（
用
語
集
）
デ
ー
タ
の
追
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、

翻
訳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
日
本
古
代
・
中
世
史
料
翻
訳
の
知
見
を
蓄
積
す
る
。
本

共
同
研
究
を
通
じ
て
、日
本
史
研
究
国
際
化
の
基
盤
整
備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

二
〇
二
一
年
夏
に
運
用
を
停
止
し
た
「
応
答
型
翻
訳
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
「
日
本
史
用

語
翻
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
再
公
開
を
実
現
し
た
。
設
計
・
公
開

に
あ
た
っ
て
は
、
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
。

　

英
語
六
九
〇
〇
件
（
新
規
入
力
五
一
〇
〇
件
＋
維
新
史
料
綱
要
一
八
〇
〇
件
）・
フ
ラ

ン
ス
語
五
〇
〇
件
の
デ
ー
タ
を
新
規
に
入
力
し
た
。
入
力
に
あ
た
っ
て
は
、
国
外
の
共
同

研
究
員
が
登
録
す
べ
き
著
書
・
論
文
の
情
報
収
集
や
許
諾
の
取
得
連
絡
な
ど
を
務
め
た
。
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ま
た
、
共
同
研
究
員
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
所
外
の
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
究
成
果
か
ら
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
・
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
許
可
を
得
た
。

　

二
〇
一
七
・
一
八
年
度
の
一
般
共
同
研
究
「
日
本
史
用
語
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
蓄
積
と
改

良
に
む
け
て
」
で
着
手
し
、
二
〇
二
二
年
度
に
再
開
し
た
『
沙
汰
未
練
書
』
の
翻
訳
を
一

通
り
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
共
同
研
究
員
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
精
度
の

高
い
日
本
語
訳
・
英
語
訳
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

関
連
す
る
研
究
成
果
と
し
て
、
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
の
黄
霄
龍
・
堀
川
康
史
の
共
編
に

よ
り
、『
海
外
の
日
本
中
世
史
研
究
：「
日
本
史
」・
自
国
史
・
外
国
史
の
交
差
』（
勉
誠
社
、

二
〇
二
三
年
）
を
出
版
し
た
。
本
書
に
はCurtis

・
佐
藤
・
菊
地
、
二
〇
一
七
―
一
八
年

度
一
版
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
も
寄
稿
し
て
い
る
。

研
究
課
題　
未
撮
影
史
料
を
中
心
と
す
る
陽
明
文
庫
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

藤
井
讓
治
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

遠
藤
珠
紀　

尾
上
陽
介　

林
晃
弘

　

所
外
共
同
研
究
員	

名
和
知
彦
（
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
課
題
は
、摂
関
家
の
一
つ
近
衞
家
の
文
庫
で
あ
る
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
の
調
査
・

研
究
を
行
い
、
さ
ら
な
る
研
究
資
源
化
を
志
す
も
の
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
に
は
、
古
代
か

ら
近
代
に
至
る
ま
で
膨
大
な
史
料
が
伝
来
し
て
い
る
。
史
料
編
纂
所
で
は
、
古
く
か
ら
所

蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
進
め
、
図
書
室
に
お
い
て
写
真
帳
な
ど
の
複
本
、
近
年
で
は
大

型
科
研
の
成
果
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
公
開
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
所
蔵
史
料
の
規

模
が
大
き
い
た
め
、
ま
だ
未
撮
影
、
未
調
査
の
史
料
、
撮
影
済
み
で
も
十
分
に
利
用
さ
れ

て
い
な
い
史
料
、
一
具
で
あ
る
が
分
か
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
史
料
が
多
数
存
在
す
る
。

陽
明
文
庫
で
は
複
数
の
目
録
に
よ
っ
て
史
料
が
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
一
般
文

書
目
録
」
は
、
戦
前
京
都
帝
国
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
折
の
整
理
に
基
づ
く
も
の
で
、

所
蔵
史
料
の
中
で
も
多
く
を
占
め
る
。
本
研
究
課
題
で
は
「
一
般
文
書
目
録
」
に
分
類
さ

れ
た
史
料
を
中
心
に
悉
皆
調
査
を
行
い
、
史
料
群
の
性
格
、
ま
た
個
別
の
史
料
的
性
格
を

検
討
し
つ
つ
、
細
目
録
を
作
成
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
年
度
は
五
月
・
六
月
・
七
月
の
三
回
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
に
お
い
て
史
料
調

査
を
実
施
し
た
。
陽
明
文
庫
に
は
多
数
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
調
査
で
は
、
主
に
一

般
文
書
目
録
「
家
門
」「
仏
教
」「
神
祇
」
に
記
さ
れ
る
史
料
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
区
分

の
史
料
は
多
数
に
上
り
、
ま
た
他
の
区
分
に
関
連
史
料
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
悉
皆
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
七
月
・
十
月
に
は
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
、

関
係
史
料
の
調
査
お
よ
び
今
後
の
研
究
課
題
遂
行
の
た
め
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
研
究
課
題
で
の
調
査
に
よ
り
、
所
蔵
史
料
の
研
究
に
よ
る
豊
臣
期
政
治
史
の
深
化
、

陽
明
文
庫
に
残
る
鎌
倉
時
代
の
史
料
の
写
か
ら
そ
の
伝
来
過
程
、
近
衛
家
で
の
写
作
成
に

至
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、ま
た
多
数
残
る
後
陽
成
天
皇
関
係
史
料
の
翻
刻
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
収
め
た
。
こ
れ
は
、
共
同
研
究
と
し
て
、
所
蔵
者
で
あ
る
陽
明
文
庫
の
ご

教
示
を
得
つ
つ
、
専
門
を
異
に
す
る
複
数
名
で
検
討
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
今
後
、
研
究
資
源
と
し
て
広
く
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

成
果
の
一
部
は
、
藤
井
讓
治
「
近
衞
前
久
書
状
―
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
の
所
司
代
就

任
―
」、
尾
上
陽
介
「『
御
写
物
』」、
遠
藤
珠
紀
「
二
条
亭
城
介
事
、
か
ち
ん
の
事
」（
い

ず
れ
も
『
陽
明
文
庫
講
座　

図
５
』
二
〇
二
三
年
一
一
月
所
収
）、
遠
藤
珠
紀
「
後
陽
成

天
皇
宸
記
翻
刻
」「
陽
明
文
庫
所
蔵
後
陽
成
天
皇
宸
翰
翻
刻
」（
橋
本
政
宣
編
『
後
陽
成
天

皇
』
宮
帯
出
版
、
二
〇
二
四
年
一
月
）
と
し
て
紹
介
し
た
。
ま
た
来
年
度
の
『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
に
お
い
て
も
成
果
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

研
究
課
題　
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
む
け
た

調
査
・
研
究
―
原
本
所
在
未
確
認
文
書
の
翻
刻
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

堀
本
一
繁
（
福
岡
市
博
物
館
）

　

所
内
共
同
研
究
者	
井
上
聡

　

所
外
共
同
研
究
員	
佐
藤
祐
花
（
福
岡
市
博
物
館
）

研
究
の
概
要
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（
１
）
課
題
の
概
要

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
謄
写
本
「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
八
冊
（
二
〇
七
一
・
九

一
―
三
〇
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
筑
前
国
西
部
に
お
け
る
中
世
を
主
体
と
す
る
古
文
書

を
採
訪
し
、
一
一
三
〇
点
余
を
写
し
取
っ
た
文
書
集
で
あ
る
。「
児
玉
韞
採
集
」
の
名
称

が
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、
児
玉
韞
（
筑
前
国
怡
土
郡
王
丸
村
、
現
・
福
岡
県
糸
島
市
王
丸
）

は
内
閣
修
史
局
編
修
久
米
邦
武
が
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
八
月
に
採
訪
し
た
時
点
で

の
所
蔵
者
で
あ
り
、
実
際
に
採
集
を
行
っ
た
の
は
韞
の
祖
父
児
玉
琢
（
一
七
七
三
～
一
八

二
九
）
で
あ
る
。
琢
は
、
平
安
時
代
末
期
～
戦
国
時
代
に
怡
土
郡
を
本
拠
と
し
た
原
田
氏

の
所
伝
を
記
述
し
た
『
改
正
原
田
𧪄
』
十
巻
（
末
尾
二
巻
は
編
纂
の
た
め
採
集
し
た
中
世

文
書
四
五
二
点
を
附
録
と
し
て
収
録
）
を
編
纂
し
、
青
柳
種
信
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』

の
編
纂
で
は
助
力
を
行
い
、
当
該
地
域
の
中
世
文
書
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

収
録
文
書
の
半
数
以
上
は
原
文
書
の
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
本
謄
写
本
の
底
本
が
長
ら

く
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、本
謄
写
本
の
史
料
的
価
値
を
高
め
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
収
録
文
書
目
録
作
成
の
成
果
を
踏
ま
え
、
原
本
の
所

在
が
未
確
認
の
文
書
を
中
心
に
翻
刻
化
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
用
の
促
進
を
図
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

謄
写
本
「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
翻
刻
の
前
提
作
業
と
し
て
、
収
録
文
書
の
原
本
調
査
を

実
施
し
た
。
収
録
文
書
の
半
数
以
上
は
原
文
書
の
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
本
謄
写
本
の
史

料
的
価
値
を
高
め
て
い
る
が
、「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
所
収
文
書
と
原
本
と
を
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
本
所
在
不
明
文
書
の
書
写
の
正
確
性
、
お
よ
び
書
写
時
の
改
変

の
あ
り
方
を
判
定
す
る
材
料
と
し
た
。

　

本
研
究
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
公
開
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
大

い
に
活
用
し
た
。
原
本
の
所
在
が
不
明
の
文
書
、
あ
る
い
は
、
原
本
調
査
が
及
ば
な
か
っ

た
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
、「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
収
録
文
書

と
の
比
較
校
訂
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

原
本
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
所
在
不
明
史
料
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
五
冊
一
号
「
原
田
所
蔵
古
文
書
写
」、
同
五
冊
二
号
「
原
田
家
入
用

古
文
書
」
等
に
収
録
す
る
原
田
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
編
纂
所
で
は
四
種
の
影
写
本
「
原

田
文
書
」（
三
〇
七
一
・
二
六
―
二
、
三
〇
七
一
・
二
六
―
四
、
三
〇
七
一
・
二
六
―
一
三
、

三
〇
七
一
・
三
六
―
一
六
五
）
を
有
す
る
が
、
影
写
後
、
原
本
の
所
在
は
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
影
写
本
の
情
報
を
手
掛
か
り
に
、
福
島
県
会
津
若
松
市
内
調
査
に
お
い
て
本
宗
家

の
菩
提
寺
興
徳
寺
を
確
認
し
、
歴
代
の
墓
碑
銘
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
福
岡
市
内
調
査
に
お
い
て
「
児
玉
韞
採
集
文
書
」
一
冊
二
号
「
諸
氏
古
文
書
」

所
収
「
早
良
郡
脇
山
村
飯
田
伊
八
所
蔵
文
書
抄
」
の
原
本
を
発
見
し
、
二
〇
二
三
年
度
末

に
福
岡
市
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

研
究
課
題　
吉
野
修
験
関
係
史
料
の
調
査

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

服
部
光
真
（
公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

海
上
貴
彦　

堀
川
康
史

　

所
外
共
同
研
究
員	

榎
原
雅
治
（
公
益
財
団
法
人
地
震
予
知
総
合
研
究
振
興
会
）　

坂

本
亮
太
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）　

松
田
度
（
大
淀
町
教
育
委
員

会
）　

三
宅
徹
誠
（
公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
は
、
大
和
国
吉
野
山
を
対
象
に
、
関
係
史
料
の
詳
細
調
査
に
よ
っ
て
研
究
資
源

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
吉
野
山
は
古
代
・
中
世
以
来
の
山
岳
信
仰
・
修
験
道
の
一
大
拠

点
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
宗
教
史
・
寺
院
史
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ

ま
で
も
諸
機
関
に
よ
っ
て
精
力
的
に
史
料
調
査
が
進
め
ら
れ
、
関
係
史
料
の
集
成
も
さ
れ

て
い
る
が
、
な
お
中
世
に
遡
る
関
係
史
料
の
な
か
に
も
未
調
査
の
も
の
や
、
本
格
的
検
討
、

研
究
資
源
化
が
十
分
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
廃
仏
毀
釈
の
影
響
も
大
き
く
、
個
々
の

史
料
の
伝
来
や
機
能
に
関
わ
る
分
析
に
つ
い
て
は
な
お
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
、
具
体
的
に
は
櫻
本
坊
所
蔵
『
大
般
若
経
』
と
前
坊
家
文
書
な
ど
の
未
採

訪
史
料
を
対
象
と
し
、
調
書
採
取
・
写
真
撮
影
な
ど
の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
個
別
に
史
料
分
析
を
行
い
、
一
山
寺
院
史
研
究
、
地
域
社
会
史
研
究
、

『
大
般
若
経
』
研
究
、
寺
院
史
料
論
、
吉
野
の
地
域
史
研
究
と
い
っ
た
視
角
か
ら
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
調
査
史
料
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
公
刊
や
画
像
公
開
に
よ
り
吉
野
修
験

関
係
史
料
の
研
究
資
源
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
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（
２
）
研
究
の
成
果

　

櫻
本
坊
所
蔵
『
大
般
若
経
』
調
査
は
、
昨
年
度
の
（
１
）
鎌
倉
時
代
の
写
経
を
主
体
と

す
る
一
部
約
三
二
六
帖
に
引
き
続
き
、（
２
）
豊
臣
秀
頼
寄
進
の
一
部
約
四
八
〇
帖
と
経

函
二
〇
函
の
調
査
と
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

　
（
１
）
写
経
に
つ
い
て
は
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
の
一
日
頓
写
経
を
中
心
と
し
、

平
安
時
代
後
期
や
室
町
期
の
写
経
、
鎌
倉
期
の
春
日
版
経
を
含
む
混
合
経
と
み
ら
れ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
正
応
二
年
一
日
頓
写
経
は
、
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
大
和
般
若
寺
の
僧
を

勧
進
聖
と
し
、
置
恩
寺
、
吉
野
山
岩
蔵
寺
、
伊
賀
清
浄
光
寺
な
ど
で
分
担
書
写
さ
れ
た
。

宋
人
沙
弥
の
書
写
も
確
認
さ
れ
、
西
大
寺
流
律
僧
ら
を
中
心
と
す
る
事
業
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
西
大
寺
流
に
よ
る
吉
野
山
へ
の
関
与
は
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

も
そ
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
筆
跡
に
注
目
す
る
と
、
一
巻
の
な
か
で
複
数

の
筆
跡
が
確
認
さ
れ
る
例
が
あ
る
一
方
で
、
同
じ
筆
跡
で
複
数
何
巻
も
書
写
さ
れ
て
い
る

例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
分
析
に
よ
り
「
一
日
頓
写
」
の
実
態
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に

し
得
る
見
通
し
が
得
ら
れ
た
。

　
（
２
）
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
豊
臣
秀
頼
に
よ
り
吉
野
山
の
子
守
社
に
寄
進
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
年
に
子
守
社
が
焼
失
し
た
の
を
受
け
た
再
興
事
業
の
一
環
と
み
ら

れ
る
。
城
禅
寺
（
播
磨
か
）
に
最
初
奉
納
さ
れ
た
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
五
山
版
経
と

宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
写
経
が
多
数
を
占
め
る
が
、
鎌
倉
期
の
写
経
（「
則
兼
」
黒
印

あ
り
）、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
写
経
（
池
大
明
神
旧
蔵
）、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）

写
経
（
吉
舎
八
幡
宮
旧
蔵
）、
版
経
（
周
防
玖
珂
山
王
社
旧
蔵
）
な
ど
が
取
り
混
ぜ
ら
れ

て
一
部
を
な
す
。
全
体
と
し
て
、
高
野
山
や
熊
野
と
の
比
較
に
よ
り
豊
臣
家
に
よ
る
吉
野

山
復
興
の
特
質
を
検
討
し
う
る
基
本
史
料
で
あ
る
。
宝
徳
二
年
写
経
は
二
〇
一
八
・
二
〇

一
九
年
度
一
般
共
同
研
究
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
吉
野
山
修
験
関
係
史
料
の

保
存
・
利
用
の
た
め
の
研
究
」
に
お
け
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
「
櫻
本
坊
文
書
」
の

調
査
で
確
認
さ
れ
た
『
大
般
若
経
』
の
僚
巻
で
あ
り
、『
大
般
若
経
』
全
体
の
な
か
で
検

討
す
る
こ
と
で
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
本
の
再
評
価
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
『
大
般
若
経
』
調
査
の
な
か
で
、
櫻
本
坊

旧
蔵
資
料
と
し
て
、
五
山
版
『
大
般
若
経
』
と
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
写
『
大
般
若
経
』

各
一
帖
が
見
出
さ
れ
た
。
前
者
は
（
２
）
の
僚
巻
で
、
後
者
は
（
１
）
の
う
ち
平
安
後
期

写
経
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
。
散
逸
し
た
分
も
含
め
た
櫻
本
坊
伝
来
『
大
般
若
経
』

の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

前
坊
家
文
書
は
子
守
社
神
職
を
務
め
た
前
坊
家
に
伝
来
し
た
文
書
で
あ
る
。
本
研
究
を

契
機
と
し
て
松
田
度
氏
が
地
元
有
志
と
継
続
的
な
整
理
を
開
始
し
、
全
体
像
の
解
明
が
進

ん
で
い
る
。
本
研
究
で
は
昨
年
度
に
続
き
中
世
文
書
お
よ
び
そ
の
写
し
を
対
象
に
十
三
点

の
調
査
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
戦
国
期
の
檀
那
売
渡
状
や
吉
野
山
で
の
地
下
衆
の
台
頭

に
関
わ
る
文
書
が
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
越
智
氏
旧
臣
の
堤
家
や
宇
智
郡
の
二
見

家
な
ど
他
家
に
伝
来
し
た
文
書
が
あ
り
、
複
合
的
な
性
格
を
持
っ
た
文
書
群
で
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
原
本
が
整
理
途
中
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
架
蔵
の
写
真
帳
も
閲
覧
し
た
。

　

金
峯
山
寺
文
書
は
、
南
北
朝
期
の
文
観
御
教
書
や
金
峯
山
草
創
記
な
ど
七
点
の
中
世
文

書
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
吉
野
山
の
中
世
史
に
関
わ
る
基
本
史
料
で
あ
り
、

櫻
本
坊
所
蔵
『
大
般
若
経
』、
前
坊
家
文
書
と
も
内
容
上
の
関
連
性
が
深
く
、
合
わ
せ
て

検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

研
究
課
題　
「
中
井
家
文
書
」
の
建
築
指
図
と
帳
簿
類
の
総
合
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

海
野
聡
（
東
京
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

新
井
重
行　

田
島
公

　

所
外
共
同
研
究
員	

藤
井
恵
介
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）　

角
田
真
弓
（
東
京
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

主
た
る
検
討
対
象
で
あ
る
「
中
井
家
文
書
」（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
）
は
、

京
都
大
工
頭
中
井
家
で
作
成
さ
れ
た
資
料
群
の
一
部
で
、
内
裏
造
営
に
関
す
る
建
築
指
図

と
帳
簿
類
か
ら
な
る
。
同
史
料
の
う
ち
、
建
築
指
図
の
大
半
は
、
平
井
聖
編
著
『
中
井
家

文
書
の
研
究
』
一
～
十
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
六
～
一
九
八
五
年
）
と
し
て
出

版
さ
れ
て
い
る
が
、
帳
簿
類
と
の
検
討
は
不
足
し
て
い
る
。

　

史
料
編
纂
所
で
は
、
宮
内
庁
の
協
力
を
得
て
『
中
井
家
文
書
の
研
究
』
の
出
版
時
に
撮

影
し
た
建
築
指
図
の
四
×
五
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お
り
、
同
様
に
帳
簿
類
の
デ

ジ
タ
ル
化
お
よ
びH

i-CA
T
 Plus

に
よ
る
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
申
請
者
ら
は
、
建
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築
史
的
見
地
か
ら
、
帳
簿
類
の
翻
刻
・
読
解
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
手
法
な
ど
の

蓄
積
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
史
料
編
纂
所
が
宮
内
庁
の
許
可
を
得
て
保
有
す
る
建
築
指
図

（
上
掲
書
に
未
掲
載
の
も
の
を
含
む
）
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
全
面
的
に
再
検
討
し
、
併
せ

て
帳
簿
類
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
を
、
建
築
指
図
に
付
加
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

て
総
合
的
な
検
討
を
行
う
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　
「
中
井
家
文
書
」を
建
築
史
的
視
点
か
ら
共
同
で
精
読
す
る
こ
と
で
、建
築
情
報
の
抽
出
・

建
築
技
術
の
解
明
と
い
う
研
究
手
法
を
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
研
究

会
に
お
け
る
釈
文
の
作
成
、
研
究
集
会
に
よ
る
報
告
な
ど
に
よ
り
着
実
に
蓄
積
を
重
ね
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
本
一
般
共
同
研
究
と
と
も
に
、
基
盤
研
究
🄐
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
工
匠
関
連

史
料
に
も
と
づ
く
建
築
生
産
史
の
再
構
築
と
技
術
蓄
積
・
伝
播
の
解
明
」（
研
究
代
表
者
：

海
野
聡
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
業
す
る
こ
と
で
、
中
国
・
韓
国
に
所
蔵
さ
れ
る
同
様
の

史
料
群
の
残
存
状
況
や
、
そ
の
分
析
手
法
の
共
有
な
ど
の
点
で
、
大
い
に
成
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
お
い
て
、
国

際
研
究
集
会
『
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
（
４
）』（
海
野

科
研
等
と
共
催
）
に
お
け
る
報
告
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
史
料
の
講
読
を
共
同
で
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
中
井
家
文
書
」
の
う
ち
す

で
に
出
版
・
公
表
さ
れ
て
い
る
建
築
指
図
と
、
直
接
的
に
対
応
す
る
帳
簿
の
記
載
と
の
具

体
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
の
知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
検
討
を
継
続

し
、
有
効
な
分
析
手
法
の
提
示
を
目
指
す
。
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
画
像
に
メ

タ
デ
ー
タ
と
し
て
付
与
す
る
な
ど
の
方
法
で
活
用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

研
究
課
題　
蒐
集
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
た
「
魚
魯
愚
鈔
」
の
情
報
資
源
化
及
び
平
安
・

鎌
倉
期
の
除
目
書
の
総
合
的
研
究

研
究
経
費　

四
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

志
村
佳
名
子
（
信
州
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

田
島
公　

尾
上
陽
介　

新
井
重
行　

小
塩
慶

　

所
外
共
同
研
究
員	

小
倉
慈
司
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

除
目
に
関
す
る
諸
記
録
や
関
連
儀
式
書
の
記
事
を
集
成
し
た
『
魚
魯
愚
鈔
』
の
活
字
本

に
は
、
古
代
学
協
会
編
『
魚
魯
愚
鈔
』（『
史
料
拾
遺
』
第
四
～
八
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九

七
〇
～
七
七
年
）
が
あ
る
が
、
そ
の
底
本
や
校
訂
の
過
程
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
二
〇
二

二
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
蒐
集
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
活
用
し
た
『
魚

魯
愚
鈔
』
の
情
報
資
源
化
と
除
目
研
究
の
基
盤
形
成
」
に
お
い
て
、
陽
明
文
庫
本
を
底
本

と
し
た
よ
り
良
質
な
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

　

本
研
究
で
は
、
そ
の
成
果
を
基
に
『
魚
魯
愚
鈔
』（
別
録
を
含
む
）
に
引
用
さ
れ
る
主

要
な
除
目
書
（「
院
御
書
」・「
春
玉
秘
抄
」・「
綿
書
」・「
九
抄
」・「
中
山
抄
」
等
）
に
つ

い
て
、
そ
の
伝
本
と
の
比
較
研
究
を
行
い
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
除
目
書
の
発
展
・
継

承
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
除
目
関
係
史
料
は
禁
裏
・
公
家
文
庫
に
も
多
数
架
蔵
さ
れ
、

貴
族
社
会
の
実
態
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
史
料
群
で
あ
る
が
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
。そ
れ
ら
の
史
料
を
熟
知
し
た
研
究
者
が
集
ま
り
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、古
代
・

中
世
の
重
要
な
宮
廷
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
除
目
儀
と
そ
の
次
第
を
ま
と
め
た
除
目
書
の
総

合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
研
究
は
、二
〇
二
二
年
度
の
一
般
共
同
研
究「
蒐
集
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
活
用
し
た『
魚

魯
愚
鈔
』
の
情
報
資
源
化
と
除
目
研
究
の
基
盤
形
成
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
『
魚
魯
愚
鈔
』

の
新
た
な
翻
刻
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
更
な
る
除
目
書
群
の
構
造
的
解
明
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
魚
魯
愚
鈔
』『
魚
魯
愚
別
録
』
の
デ
ー
タ
量
は
膨
大
で
あ
り
、

よ
り
正
確
な
本
文
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
に
は
時
間
を
か
け
て
校
正
を
行
い
、
よ
り
使

い
勝
手
が
よ
い
形
式
へ
と
変
換
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
当
初
の
計
画
を
若
干
変

更
し
、
正
確
な
デ
ー
タ
の
作
成
に
時
間
を
か
け
た
。
本
研
究
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
本
文

デ
ー
タ
の
う
ち
、
例
え
ば
除
目
の
申
文
に
つ
い
て
は
『
平
安
遺
文
』・『
鎌
倉
遺
文
』
に
も

収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
検
索
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
本
研
究
に
よ
っ
て
作
成
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
中
下
級
官
人
の
任
官
デ
ー
タ
や
、

除
目
作
法
の
構
造
が
よ
り
明
確
に
な
り
、『
大
日
本
史
料
』
二
編
・
三
編
の
編
纂
等
に
有

益
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
公
家
文
庫
や
朝
廷
故

実
に
精
通
し
た
研
究
者
と
連
携
し
、
有
益
な
助
言
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陽
明
文
庫
の
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他
史
料
と
の
関
連
や
、
古
代
・
中
世
の
除
目
書
に
関
す
る
全
般
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

研
究
課
題　
智
感
版
大
般
若
経
の
研
究
資
源
化
を
通
じ
た
中
世
後
期
東
国
宗
教
文
化
の
研

究
：
慶
珊
寺
本
を
中
心
に

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

梅
沢
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

堀
川
康
史　

川
本
慎
自　

林
遼　

山
家
浩
樹

　

所
外
共
同
研
究
員	

近
藤
祐
介
（
鶴
見
大
学
）　

櫻
井
唯
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）

白
川
宗
源
（
東
洋
大
学
）　

西
尾
知
己
（
関
東
学
院
大
学
）　

貫
井

裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）　

三
輪
眞
嗣
（
神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

横
浜
市
金
沢
区
慶
珊
寺
が
所
蔵
す
る
大
般
若
経
全
六
〇
〇
巻
は
混
成
経
で
、
正
中
二
年

（
一
三
二
五
）
の
安
達
貞
泰
の
奥
書
を
持
つ
一
群
と
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）、
足
利
尊

氏
の
発
願
に
よ
り
、
勧
進
僧
智
感
と
そ
の
後
継
者
が
刊
行
し
た
一
群
（
通
称
「
智
感
版
大

般
若
経
」）
と
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　

後
者
の
智
感
版
大
般
若
経
は
関
東
各
地
に
同
版
経
が
残
存
し
て
お
り
、
助
成
し
た
鎌
倉

府
関
係
者
の
名
前
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
後
期
東
国
の
宗
教
・
文
化
・

政
治
史
研
究
上
、
注
目
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
珊
寺
所
蔵
の
智
感
版
大
般
若

経
は
、
一
九
六
一
年
の
調
査
概
報
が
あ
る
の
み
で
、
十
分
な
調
査
・
研
究
資
源
化
が
な
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。

　

本
共
同
研
究
で
は
、
二
〇
二
一
～
二
二
年
度
に
か
け
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
共
同

で
実
施
し
た
全
点
の
撮
影
を
踏
ま
え
、
調
書
・
目
録
の
作
成
を
通
じ
て
全
容
を
明
ら
か
に

す
る
。
ま
た
、
他
機
関
・
他
寺
院
が
所
蔵
す
る
智
感
版
大
般
若
経
や
関
連
史
資
料
の
調
査

を
実
施
し
、
史
料
と
し
て
の
利
用
可
能
性
を
高
め
、
慶
珊
寺
所
蔵
大
般
若
経
を
起
点
に
中

世
後
期
東
国
の
宗
教
文
化
を
と
り
ま
く
環
境
を
検
討
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

智
感
版
大
般
若
経
は
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）、
足
利
尊
氏
の
発
願
に
よ
り
刊
行
さ

れ
た
版
経
で
あ
る
。
関
東
各
地
に
同
版
経
が
残
存
し
て
お
り
、
助
成
し
た
鎌
倉
府
関
係
者

の
名
前
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
後
期
東
国
の
宗
教
・
文
化
・
政
治
史
研

究
上
、
注
目
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
史
料
の
性
質
上
、
研
究
資
源
化
は
十
分
で
な
い
。

本
研
究
で
は
、
慶
珊
寺
（
横
浜
市
金
沢
区
）
が
所
蔵
す
る
一
群
を
中
心
に
智
感
版
の
調
査

を
実
施
し
、
中
世
後
期
東
国
の
宗
教
文
化
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
、
慶
珊
寺
本
の
調
査
を
二
度
実
施
し
、
金
沢
文
庫
寄
託
分
約
九
十
帖

に
つ
き
、
一
紙
長
な
ど
を
含
め
た
詳
細
な
調
書
を
作
成
し
た
。
諸
本
を
比
較
す
る
際
の
基

準
と
な
り
う
る
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
他
機
関
が
所
蔵
す
る
智

感
版
大
般
若
経
と
し
て
、
栃
木
県
立
博
物
館
寄
託
甲
斐
円
通
寺
旧
蔵
本
（
巻
四
〇
一
に
足

利
氏
満
の
識
語
あ
り
）・
常
楽
寺
美
術
館
所
蔵
安
房
大
山
寺
旧
蔵
本
（
巻
十
一
に
足
利
尊

氏
の
識
語
あ
り
）
の
智
感
版
大
般
若
経
を
調
査
・
撮
影
し
た
。
こ
の
う
ち
常
楽
寺
美
術
館

所
蔵
本
は
全
貌
の
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、全
六
〇
〇
巻
の
調
査
を
実
施
し
、

未
報
告
の
奥
書
等
を
見
出
す
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
泉
涌
寺
所
蔵
の
近
世
後
期
史
料
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

佐
藤
雄
介
（
学
習
院
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

山
口
和
夫　

林
晃
弘

　

所
外
共
同
研
究
員	

西
谷
功（
花
園
大
学
）　

佐
藤
一
希（
大
阪
大
学
）　

桑
原
優
子（
宗

教
法
人
泉
涌
寺
）　

高
山
結
衣
（
宗
教
法
人
泉
涌
寺
）　

池
上
宥
昭

（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
新
那
智
山
今
熊
野
観
音
寺
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

近
世
の
泉
涌
寺
は
歴
代
天
皇
及
び
皇
子
女
・
女
院
の
葬
送
を
担
い
、
寺
内
に
陵
所
も
有

し
た
菩
提
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

幾
度
の
火
災
を
経
な
が
ら
も
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
文
書
史
料
は
お
よ
そ
一
七
〇
〇

件
、
さ
ら
に
は
未
整
理
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
内
容
は
法
会
関
係
、
公
武
と
の
折
衝
関
係
、
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金
融
関
係
、
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
。
中
で
も
近
世
後
期
は
数
的
多
数
を
占
め
る
の
み
な

ら
ず
、
泉
涌
寺
に
関
す
る
出
来
事
を
包
括
的
に
記
し
た
『
日
並
記
』
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存

し
、
個
々
の
史
料
を
『
日
並
記
』
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
天
皇
・
皇
子
女
・
女
院
の
葬

送
お
よ
び
供
養
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
公
武
関
係
、
泉
涌
寺
に
お
け
る
国
家
安
寧
を
祈
る
儀

式
（
修
正
会
な
ど
）、
経
済
面
や
組
織
と
し
て
の
寺
院
運
営
の
実
態
な
ど
を
多
面
的
に
復

元
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
『
泉
涌
寺
史
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
四
年
）
を
は
じ
め
同
寺
所
蔵
史
料

を
公
刊
し
た
も
の
に
当
該
期
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
す
ら

周
知
さ
れ
て
い
な
い
。よ
っ
て
本
共
同
研
究
で
は
、泉
涌
寺
所
蔵
の
未
紹
介
史
料
の
調
査
・

研
究
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
及
び
目
録
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
今
後
の
活
用
の
基
礎

と
し
、
広
く
研
究
に
寄
与
し
た
い
。
撮
影
画
像
は
史
料
編
纂
所
の
図
書
室
で
公
開
し
、
泉

涌
寺
で
は
宝
物
館
で
の
展
示
を
通
し
て
広
く
成
果
を
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
共
同
研
究
で
は
、主
に
泉
涌
寺
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
の
史
料
調
査
を
行
っ
た
。

　

泉
涌
寺
で
の
調
査
で
は
、
共
同
研
究
員
が
各
自
の
問
題
関
心
に
基
づ
き
史
料
を
熟
覧
す

る
と
と
も
に
、
近
世
後
期
の
同
寺
を
研
究
す
る
う
え
で
基
礎
と
な
る
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
撮

影
を
行
っ
た
。
撮
影
史
料
は
、『
日
並
記
』
文
久
二
年
七
月
～
慶
応
元
年
十
二
月
分
一
〇

冊
（
Ｆ
二
五
〇
―
五
一
～
六
〇
）・
一
八
九
〇
コ
マ
と
、「
御
凶
事
式
」
一
六
冊
（
御
一
会

四
四
―
一
～
二
）・
一
四
六
三
コ
マ
で
あ
る
。「
御
凶
事
式
」
は
近
世
後
期
の
天
皇
・
皇
后

の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
後
年
に
絵
画
と
文
章
で
ま
と
め
た
史
料
の
写
本
で
あ
り
、
歴
史
的

事
実
に
忠
実
で
は
な
い
部
分
も
み
ら
れ
る
が
、
当
時
の
儀
礼
の
あ
り
方
を
知
る
う
え
で
参

考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、同
所
所
蔵
の
泉
涌
寺
関
係
史
料
と
、近
世
後
期
の
朝
廷
・

幕
府
関
係
の
原
本
・
複
製
史
料
を
調
査
し
た
。
特
に
、
文
久
二
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
武

家
伝
奏
を
つ
と
め
た
野
宮
定
功
の
記
録
（『
野
宮
定
功
伝
奏
在
職
中
記
録
』
全
六
七
冊
の

う
ち
閲
覧
可
能
分
）
を
共
同
で
調
査
し
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
進
め
、
泉
涌
寺
に
関
す
る
記

事
を
把
握
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
三
月
一
九
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
共
同
研
究
内
で
の
成
果
報
告
会

を
開
催
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
成
果
の
一
部
は
泉
涌
寺
宝
物
館
心
照
殿
で
の

企
画
展
に
反
映
さ
せ
た
。

研
究
課
題　
福
田
文
書
の
調
査
・
研
究

研
究
経
費　

三
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

高
橋
修
（
茨
城
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

金
子
拓

　

所
外
共
同
研
究
員	

藤
井
達
也
（
水
戸
市
立
博
物
館
）　

中
根
正
人
（
筑
波
技
術
大
学
）

山
縣
創
明
（
茨
城
県
立
歴
史
館
）　

森
木
悠
介
（
東
海
村
立
図
書

館
）　

額
賀
大
輔
（
笠
間
市
教
育
委
員
会
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

福
田
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
常
陸
国
笠
間
郡
の
福
田
村
（
現
笠
間
市
福
田
）
に
拠
点
を
構

え
た
こ
と
に
始
ま
る
在
地
領
主
（
村
落
領
主
）
で
あ
る
。
南
北
朝
期
ま
で
に
は
笠
間
郡
全

域
を
領
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
笠
間
氏
の
被
官
と
な
る
が
、
笠
間
氏
が
滅
び
た
後
、
佐
竹

氏
の
配
下
に
加
わ
る
。
関
ケ
原
合
戦
後
に
は
、
秋
田
転
封
と
な
っ
た
佐
竹
氏
に
従
い
、
秋

田
藩
士
と
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

　

福
田
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
（
以
下
「
福
田
文
書
」）
は
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
に
収

め
ら
れ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
原
本
の
影
写
本
が
架
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
原
本
の
所

在
は
そ
の
後
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
近
売
り
立
て
に
よ
り
流
出
し
、

幸
い
に
も
購
入
に
よ
り
大
半
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
共
同
研
究
で
は
、
常
陸
の
中
世
武
家
領
主
や
、
秋
田
藩
士
の
伝
来
文
書
に
関
心
を

持
つ
研
究
者
が
共
同
し
て
、「
福
田
文
書
」
に
つ
い
て
一
点
一
点
の
原
本
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
の
翻
刻
を
校
訂
し
直
し
、
料
紙
の
形
状
等
に
つ
い
て
も
現
状
記
録
を
作
成
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
を
広
く
学
会
に
公
開
し
、
ま
た
常
陸
の
中
世
史
に
関

心
を
持
つ
地
元
住
民
、
特
に
笠
間
市
民
に
は
、
身
近
な
歴
史
を
考
え
る
素
材
と
し
て
提
供

し
た
い
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　
「
福
田
文
書
」
は
十
六
点
の
中
世
文
書
を
含
む
文
書
群
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
、
近
年
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
常
陸
国
の
御
家
人
で
あ
り
、
や
が
て
戦
国
領

主
に
成
長
す
る
武
家
・
笠
間
氏
に
従
い
、
笠
間
郡
内
福
田
村
を
領
有
し
た
福
田
家
の
伝
来

文
書
で
あ
る
。
一
村
規
模
の
武
家
領
主
の
家
わ
け
文
書
と
し
て
、
笠
間
氏
を
は
じ
め
と
す
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る
上
位
の
武
家
と
の
関
係
や
村
落
支
配
の
実
情
を
う
か
が
わ
せ
る
興
味
深
い
内
容
を
も

つ
。『
茨
城
県
史
料
』
等
で
す
で
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
再
検
討
で
き
た
。
特
に
主
家
の
笠
間
氏
の
み
な
ら
ず
宇
都
宮
氏
と
も

関
係
を
も
っ
て
い
た
事
実
や
、
近
隣
の
江
戸
領
で
起
こ
っ
た
神
生
の
乱
の
余
波
が
当
該
地

域
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
原
史
料
を
詳
細
に
観

察
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
武
家
領
主
が
ど
の
よ
う
な
料
紙
使
用

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
文
書
を
受
け
て
い
た
の
か
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
秋

田
県
公
文
書
館
で
の
調
査
に
よ
り
、
近
隣
の
寺
崎
村
の
領
主･

寺
﨑
氏
と
あ
わ
せ
て
、
福

田
家
の
系
譜
に
か
か
わ
る
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
熊
本
藩
京
都
留
守
居
上
田
久
兵
衛
関
係
資
料
」
の
研
究

資
源
化

研
究
経
費　

四
九
万
九
〇
〇
〇
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

今
村
直
樹
（
熊
本
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

箱
石
大　

菊
地
智
博

　

所
外
共
同
研
究
員	

白
石
烈
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
熊
本
藩
京
都
留
守
居
上
田
久
兵
衛
関
係
資

料
」
の
研
究
資
源
化
を
目
的
と
す
る
。
近
世
京
都
に
諸
藩
が
設
置
し
た
京
都
留
守
居
に
つ

い
て
は
近
年
関
心
が
高
ま
り
、
特
に
幕
末
期
以
降
に
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
間
に
お
い
て
展

開
さ
れ
た
政
治
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
こ
れ
ら
を
「
公
論
社
会
」
と
位
置

づ
け
る
研
究
も
発
表
さ
れ
、
幕
末
期
と
維
新
期
を
接
続
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
分
析
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
熊
本
藩
京
都
留
守
居
上
田
久
兵
衛
の
政
治
活
動
は
、
当
該
期
の
政
局
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
主
要
資
料
の
一
部
が
活
字
化
さ
れ
て
い
る（
宮
地
正
人
編
・

解
説
『
幕
末
京
都
の
政
局
と
朝
廷
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
）。
し
か
し
、
上
田
久

兵
衛
の
原
資
料
群
の
全
体
像
は
不
明
な
ま
ま
で
、
利
用
環
境
の
向
上
と
研
究
の
深
化
が
強

く
望
ま
れ
て
も
い
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
上
田
久
兵
衛
関
係
資
料
の
目
録
作
成
・
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
い
、

同
時
に
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
細
目
録
に
反
映
さ
せ
、
当
該
資
料
群
を
学
界
に
広

く
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

上
田
久
兵
衛
文
書
の
う
ち
、
特
に
史
料
的
価
値
が
高
い
「
上
田
久
兵
衛
日
記
」
原
本
と
、

史
料
編
纂
所
所
蔵
の
維
新
史
料
引
継
本
「
上
田
久
兵
衛
日
記
」（
写
本
、
全
二
十
六
冊
）

の
照
合
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
ず
、
写
本
で
し
か
残
っ

て
い
な
い
日
記
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
時
に
、
写
本
に
も
筆
写
時
に
脱
字
や
省
略

箇
所
が
複
数
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
研
究
の
際
は
原
本
と
写
本
の
双
方
を

参
照
す
る
必
要
が
あ
り
、
両
史
料
群
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き

た
点
は
大
き
な
成
果
だ
っ
た
。

　

写
本
の
重
要
性
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
全
冊
（
一
九
五
五
コ
マ
）
を
デ
ジ
タ
ル
撮

影
し
た
。
さ
ら
に
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（H

i-CA
T

）」
に
て
全
画
像
を
公
開

し
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
環
境
を
改
善
で
き
た
点
も
成
果
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

日
記
原
本
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
価
値
の
高
さ
を
、
上
田
の
地
元
で
あ
る
熊
本
県
で
紹

介
す
る
一
環
と
し
て
、
熊
本
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
「
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
展　

土

方
歳
三
資
料
館
×
肥
後
熊
本
藩
」
へ
の
日
記
原
本
二
冊
の
出
陳
に
協
力
し
た
。
特
別
展
の

入
場
者
数
は
一
万
三
五
三
二
人
を
数
え
、
か
つ
地
元
紙
『
熊
本
日
日
新
聞
』
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
を
広
く
地
域
に
還
元
で
き
た
こ
と
は
、
共
同
研
究
と
し
て
の

成
果
だ
っ
た
。

　

目
録
作
成
作
業
で
は
、
仮
目
録
が
紙
媒
体
で
項
目
表
記
の
統
一
も
で
き
て
い
な
い
状
態

だ
っ
た
た
め
、
統
一
項
目
を
設
定
し
た
う
え
で
エ
ク
セ
ル
入
力
作
業
を
進
め
、
当
該
史
料

群
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
環
境
整
備
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
涅
槃
山
西
教
寺
所
蔵
史
料
の
研
究
資
源

研
究
経
費　

四
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	
佐
藤
も
な
（
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
）

　

所
内
共
同
研
究
者	
林
晃
弘

　

所
外
共
同
研
究
員	
上
野
大
輔
（
慶
應
義
塾
大
学
）　

興
津
香
織
（
日
本
大
学
）　

芹
口
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真
結
子
（
岐
阜
大
学
）　

町
田
聡
（
文
京
区
教
育
委
員
会
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

文
京
区
本
郷
に
所
在
す
る
西
教
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
は
、
東
京
大
学
に
隣
接
し
、

酒
井
雅
楽
頭
家
か
ら
移
築
さ
れ
た
「
赤
門
」
を
表
門
と
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
同
寺
所
蔵
史
料
を
調
査
し
、
研
究
資
源
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
史
料
群
は
、
中
興
の
慧
海
潮
音
（
一
七
八
三
～
一
八
三
六
）
に
関
連
す
る

文
物
を
中
心
に
、
五
〇
〇
点
以
上
に
の
ぼ
る
。
慧
海
は
、
富
永
仲
基
の
大
乗
非
仏
説
論
に

異
を
唱
え
て
『
掴
裂
邪
網
編
』
を
著
す
な
ど
、
学
匠
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
真
宗
学
の

み
な
ら
ず
天
台
や
華
厳
等
の
教
学
に
も
通
じ
、
様
々
な
古
写
本
を
収
集
し
、
各
地
で
講
義

を
行
っ
た
。
西
教
寺
に
は
慧
海
に
よ
る
識
語
が
付
さ
れ
た
古
写
経
類
や
、
直
筆
の
草
稿
な

ど
が
残
さ
れ
、
そ
の
学
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
慧
海
は
当
時
の
文
人
・
知
識
人
と
も
交
流
が
あ
り
、
因
幡
若
桜
藩
主
の
池
田
定

常
（
松
平
冠
山
）、
書
家
の
中
沢
雪
城
、
漢
詩
人
の
菊
池
五
山
、
豪
商
石
田
醒
斎
ら
の
漢

詩
や
書
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
仏
教
に
対
す
る
関
心
や
学
問
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
り
様
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
関
す
る
史
料

も
伝
存
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
学
・
日
本
史
学
の
分
野
に
関
わ
る
多
様
な
史
料
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
二
つ
の
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
で
の
調
査
に
よ
り
研
究
資
源
化
し
、
成
果
を
学

界
に
提
供
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
共
同
研
究
で
は
毎
月
一
回
程
度
の
史
料
調
査
を
実
施
し
、『
涅
槃
山
西
教
寺
文
庫
目

録
』（
二
〇
一
三
年
）
の
目
録
情
報
の
再
検
討
と
、
未
掲
載
の
近
世
・
近
代
文
書
の
調
書

の
作
成
を
進
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
整
理
で
あ
っ
た
版
本
類
に
つ
い
て
概
要
を
調
査

し
、
中
性
紙
箱
に
仕
分
け
、
調
書
の
作
成
に
着
手
し
た
。
七
月
三
一
日
～
八
月
一
日
、
二

月
一
三
日
～
一
四
日
の
調
査
で
は
、
史
料
編
纂
所
の
機
材
を
用
い
て
第
一
箱
か
ら
第
五
箱

の
途
中
ま
で
約
二
〇
〇
件
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
。
撮
影
画
像
に
つ
い
て
は
、
目
録
情
報

を
付
し
、
史
料
編
纂
所
図
書
室
内
の
端
末
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
世

後
期
の
住
職
で
あ
る
慧
海
潮
音
の
著
作
に
つ
い
て
、
寺
外
に
所
在
す
る
自
筆
本
・
写
本
の

把
握
に
つ
と
め
た
。

　

二
〇
二
四
年
三
月
六
日
に
、
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
ホ
ー
ル
に
て
公
開

講
演
会
「
近
世
寺
院
の
世
界
―
涅
槃
山
西
教
寺
と
慧
海
潮
音
―
」
を
開
催
し
た
。
報
告
者

と
題
目
は
以
下
の
通
り
。

　
　

①
佐�

藤
も
な
（
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
）「
西
教
寺
に
お
け
る
調
査

概
要
」

　
　

②
町
田
聡
（
文
京
区
教
育
委
員
会
）「
区
指
定
文
化
財
・
西
教
寺
表
門
に
つ
い
て
」

　
　

③
興
津
香
織
（
日
本
大
学
文
理
学
部
）「
慧
海
潮
音
に
つ
い
て
」

　
　

④
林�

晃
弘
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）「
池
田
冠
山
書
状
を
よ
む
―
西
教
寺
文
書
に

み
る
江
戸
の
文
人
世
界
―
」

　
　

⑤
一�

色
大
悟
（
京
都
大
学
学
術
研
究
展
開
セ
ン
タ
ー
）「
仏
教
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と

慧
海
潮
音
」

　

仏
教
学
と
日
本
近
世
史
の
研
究
者
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
で
、慧
海
潮
音
の
著
作
や
、

慧
海
宛
の
池
田
冠
山
書
状
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
近
世
後
期
の
仏
教
思
想
の
一

側
面
と
、
江
戸
の
文
人
の
仏
教
へ
の
関
心
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
調
査

に
お
い
て
は
、
高
橋
悠
介
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
・
斯
道
文
庫
）、
前
田
晃
祐
氏
（
慶
應
義

塾
大
学
・
大
学
院
生
）、
伊
藤
文
一
氏
（
同
）、
小
林
優
里
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、

平
澤
加
奈
子
氏
（
同
）
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
得
た
。

研
究
課
題　
近
江
国
惣
村
文
書
を
対
象
と
し
た
横
断
的
原
本
研
究
の
試
み

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

宇
佐
見
隆
之
（
滋
賀
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

末
柄
豊　

井
上
聡　

高
島
晶
彦　

渋
谷
綾
子

　

所
外
共
同
研
究
員	

青
柳
周
一
（
滋
賀
大
学
）　

水
野
章
二
（
滋
賀
県
立
大
学
）　

大
河

内
勇
介
（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
（
以
下
、
史
料
館
）
寄
託
菅
浦
文
書
は
惣
村
研
究
の

基
本
史
料
で
あ
り
、
申
請
者
等
は
再
校
訂
に
も
と
づ
く
史
料
集
の
刊
行
に
む
け
た
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
同
文
書
の
モ
ノ
と
し
て
の
検
討
が
必
要
と
の
認
識
に
至
り
、
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史
料
編
纂
所
と
と
も
に
料
紙
の
紙
質
調
査
を
中
心
に
据
え
た
共
同
研
究
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
近
世
の
偽
作
が
疑
わ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
中
世
段
階
の
作
成
と
考
え
て

問
題
な
い
こ
と
、
料
紙
の
使
用
法
や
筆
跡
分
析
か
ら
疑
念
の
あ
っ
た
史
料
の
真
正
さ
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　

他
方
で
、
年
貢
請
取
状
な
ど
領
主
の
支
配
に
か
か
わ
る
文
書
に
見
出
さ
れ
る
料
紙
の
紙

質
・
用
法
等
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
年
代
・
領
主
の
別
と
い
か
な
る
相
関
を
示
す
の
か
と

い
っ
た
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
答
え
る
に
は
他
の
文
書
群

と
の
比
較
が
重
要
だ
が
、
惣
村
文
書
に
関
す
る
原
本
研
究
の
蓄
積
は
非
常
に
薄
い
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
こ
で
本
課
題
で
は
、
史
料
館
が
保
管
す
る
他
の
中
世
惣
村
文
書
（
今
堀
日
吉
神
社
文

書
・
大
嶋
奥
津
島
文
書
な
ど
）
に
対
象
を
拡
大
し
、
近
江
国
の
惣
村
文
書
を
横
断
的
に
、

文
書
類
型
に
即
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
原
本
研
究
の
手
法
を
用
い
て
総
合
的
な

分
析
を
進
め
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
惣
村
文
書
の
史
料
学
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

調
査
対
象
文
書
の
選
定
や
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
と
い
っ
た
事
前
調
整
を
行
っ

た
の
ち
、
一
二
月
に
史
料
館
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
「
菅
浦
文
書
」「
大

嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
」
原
本
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
菅
浦
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
成
立
年
代
や
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
疑
義
が
よ
せ
ら

れ
て
い
た
「
堅
田
証
状
」
関
連
史
料
に
つ
い
て
、
料
紙
分
析
に
加
え
て
、
筆
跡
検
討
な
ど

を
実
施
し
た
。
結
果
と
し
て
昨
年
度
取
り
組
ん
だ
鎌
倉
期
の
文
書
群
と
同
様
に
、
疑
義
の

多
く
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
づ
い
て
村
落
を
支
配
し
た
領
主
関

係
を
明
確
に
す
る
た
め
、年
貢
・
公
事
な
ど
の
請
取
状
を
対
象
と
し
て
、そ
の
形
式
検
討
・

料
紙
分
析
を
進
め
た
。
領
主
ご
と
に
一
定
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
特
徴
か
ら
発

給
者
未
詳
の
史
料
に
つ
い
て
検
討
・
考
証
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た

在
地
村
落
相
互
間
の
応
答
が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
分
析
し
、
そ
の

多
く
が
杉
原
系
の
良
質
な
料
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
国
期
に

菅
浦
を
支
配
し
た
大
名
浅
井
氏
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
発
給
文
書
を
系
統
的
に
分
析
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
高
倍
率
顕
微
鏡
を
用
い
て
詳
細
な
料
紙
分
析
を
進
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
「
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
近
江
国
内
の
有
力
惣
村
史
料

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
菅
浦
文
書
」
と
共
通
点
を
も
つ
史
料
を
選
定
し
て
、
比
較

調
査
に
努
め
た
。
具
体
的
に
は
、
延
暦
寺
発
給
史
料
、
惣
村
支
配
に
関
わ
る
置
文
・
定
書

を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
践
し
た
。
詳
細
な
結
果
分
析
を
待
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
「
菅
浦
文
書
」
の
分
析
結
果
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と
み
ら
れ
、
惣
村
レ
ベ
ル

に
お
い
て
共
通
す
る
条
件
が
揃
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
関
連
史
料
の
調
査
と
し
て
は
、「
菅
浦
文
書
」
に
関
わ
り

が
深
い
「
竹
生
島
文
書
」
を
引
き
続
き
調
査
す
る
と
と
も
に
、
米
原
市
の
「
章
斎
文
庫
文

書
」
な
ど
、
北
近
江
に
残
さ
れ
る
比
較
対
象
と
し
て
有
効
な
も
の
を
検
討
し
た
。

　

以
上
の
成
果
は
、
現
在
刊
行
準
備
を
進
め
て
い
る
『
菅
浦
文
書
集
成
（
仮
）』（
吉
川
弘

文
館
よ
り
上
下
二
冊
で
刊
行
予
定
）
に
反
映
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
課
題　
大
阪
青
山
大
学
所
蔵
武
家
受
発
給
文
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
室
町
幕
府

文
書
を
中
心
に
―

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

小
倉
嘉
夫
（
大
阪
青
山
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

村
井
祐
樹　

山
家
浩
樹　

末
柄
豊

　

所
外
共
同
研
究
員	

飛
鳥
井
拓
（
亀
岡
市
文
化
資
料
館
）　

田
中
誠
（
四
天
王
寺
大
学
）

山
田
徹
（
同
志
社
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

本
研
究
の
目
的
は
、
大
阪
青
山
大
学
（
以
下
、
本
学
）
が
所
蔵
す
る
文
書
に
つ
い
て
、

室
町
幕
府
や
そ
の
配
下
に
つ
ら
な
る
武
家
諸
階
層
の
受
発
給
文
書
を
中
心
に
、
本
来
い
か

な
る
寺
社
あ
る
い
は
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
こ
と
を
通
じ
、
学
術
的
な
利

用
の
高
度
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。

　

本
学
は
数
多
く
の
中
世
史
料
を
所
蔵
す
る
が
、
歌
書
を
は
じ
め
と
す
る
典
籍
に
比
べ
、

文
書
に
対
す
る
注
目
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
個
々
に
収
集
さ
れ
た
文
書
の
な
か
に
は

室
町
幕
府
関
係
の
文
書
が
多
数
存
在
し
、
足
利
家
歴
代
の
発
給
文
書
を
は
じ
め
、
執
事
お

よ
び
管
領
奉
書
、
幕
府
奉
行
人
奉
書
、
大
名
の
発
給
文
書
（
細
川
・
大
内
・
大
友
氏
ほ
か

の
諸
氏
）
な
ど
、
多
様
な
内
実
を
誇
っ
て
い
る
。
収
集
文
書
は
、
本
来
の
文
書
群
か
ら
切
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り
離
さ
れ
た
か
た
ち
で
存
在
し
て
お
り
、
活
用
す
る
際
、
い
ず
れ
の
寺
社
や
家
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
か
、
関
連
史
料
は
い
か
な
る
も
の
が
あ
る
か
の
検
討
が
必
須
に
な
る
。
そ
の
な

か
で
室
町
幕
府
関
係
文
書
は
訴
訟
を
契
機
と
し
て
発
給
さ
れ
た
文
書
が
多
く
、
も
と
も
と

伝
来
し
た
箇
所
が
相
対
的
に
解
明
し
や
す
い
文
書
が
少
な
く
な
い
と
い
う
特
長
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、個
々
の
文
書
原
本
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
実
施
し
、法
量
・

封
式
・
紙
質
な
ど
の
基
本
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
図
版
と
あ
わ
せ
て
信
頼
で
き
る
翻
刻
を
公

表
す
る
の
と
あ
わ
せ
、
伝
来
元
に
関
す
る
検
討
結
果
を
示
す
こ
と
で
、
本
学
所
蔵
文
書
の

研
究
素
材
と
し
て
の
価
値
を
高
め
、
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
研
究
に
お
い
て
は
、
室
町
幕
府
を
中
心
と
し
た
武
家
文
書
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。

主
な
文
書
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　
　

・
足
利
尊
氏
・
義
詮
ほ
か
将
軍
発
給
文
書
（
直
義
を
含
む
）

　
　

・
奉
行
人
奉
書

　
　

・
執
事
・
管
領
・
奉
行
人
発
給
文
書

　
　

・
大
内
氏
・
赤
松
氏
等
守
護
発
給
文
書

　
　

・
守
護
被
官
発
給
文
書

　
　

・
公
家
発
給
文
書

　
　

・
女
房
奉
書　

等

　

総
点
数
一
一
〇
点
、
時
代
も
南
北
朝
期
～
戦
国
期
に
わ
た
り
、
内
容
も
多
種
多
様
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
原
本
も
あ
る
が
、
多
く
は
学
界
未
把
握

の
も
の
で
、
公
開
・
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
研
究
者
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

研
究
課
題　
対
馬
西
山
寺
関
係
文
書
の
総
合
的
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

顧
明
源
（
九
州
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

川
本
慎
自

　

所
外
共
同
研
究
員	

伊
藤
幸
司（
九
州
大
学
）　

程
永
超（
東
北
大
学
）　

山
口
華
代（
長

崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

近
世
の
日
朝
関
係
は
二
元
的
外
交
（
二
重
構
造
）
と
さ
れ
、
外
交
権
は
江
戸
幕
府
が
掌

握
し
、
日
常
的
な
外
交
の
実
務
は
対
馬
藩
に
任
さ
れ
て
い
た
。
対
馬
に
あ
っ
た
以
酊
庵
は

日
朝
通
交
の
外
交
機
構
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
釜
山
倭
館
に
あ
っ
た
東

向
寺
・
東
向
寺
僧
や
清
書
役
僧
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
つ
れ
て
、
対
馬
に
あ
っ
た
西
山

寺
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
近
世
対
馬
藩
に
お
け
る
西
山
寺
は
、
藩
内
の
臨
済
宗
僧
録
を
務

め
な
が
ら
、
清
書
役
僧
支
配
の
立
場
を
据
え
て
外
交
機
構
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
日
本
・
韓
国
に
現
存
す
る
膨
大
な

対
馬
関
係
史
料
か
ら
西
山
寺
関
係
史
料
を
調
査
し
、
西
山
寺
を
手
掛
か
り
に
し
て
近
世
日

朝
関
係
史
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
計
画
と
し
て
は
ま
ず
、
対
馬
歴
史
研
究
セ

ン
タ
ー
に
寄
託
す
る
西
山
寺
文
書
を
中
心
に
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
西
山
寺
が
所
蔵
す
る

史
料
群
の
全
体
像
の
把
握
に
努
め
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
な
か
か
ら
日
朝
関
係
史
料
を
抽

出
し
、
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

①
対
馬
西
山
寺
文
書
は
対
馬
市
厳
原
町
の
西
山
寺
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の

大
半
が
近
世
文
書
で
あ
り
、
寺
社
関
係
の
ほ
か
、
朝
鮮
外
交
に
関
す
る
史
料
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
同
文
書
群
に
外
交
関
係
の
も
の
が
含

ま
れ
る
の
は
、
西
山
寺
に
以
酊
庵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
西
山
寺
関
係
資
料
」
解
題
）。
た
だ
し
、
二
〇
二
三

年
度
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
同
文
書
群
が
以
酊
庵
と
は
関
係
な
く
、
西
山
寺
に
独
自
に
伝

来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

②
西
山
寺
所
蔵
文
書
と
対
馬
藩
政
記
録
『
毎
日
記
』
な
ど
と
照
合
し
、
西
山
寺
歴
代
住

持
の
復
元
を
試
み
、
住
持
帳
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
住
持
の
存
在
が
判
明
し
た
。
↓
「
西

山
寺
歴
代
住
持
一
覧
表
（
稿
）」

　

③
西
山
寺
文
書
の
伝
来
経
緯
を
検
討
す
る
成
果
の
一
部
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
史
学

会
大
会
日
本
近
世
史
部
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。
当
該
報
告
は
、
近
年
、
日
朝
通
交
に
お

け
る
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
と
さ
れ
た「
柳
川
一
件
」に
対
す
る
再
検
討
が
盛
り
上
が
っ

た
と
い
う
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
、
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
い
「
柳
川
一
件
」
後
、
流
罪

に
処
さ
れ
た
対
馬
の
外
交
僧
規
伯
玄
方
（
以
酊
庵
二
世
、
幻
住
派
）
の
弟
子
筋
の
処
遇
に
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つ
い
て
考
察
を
行
い
、「
柳
川
一
件
」
後
、
対
馬
藩
が
依
然
と
し
て
規
伯
玄
方
の
弟
子
筋

を
起
用
し
、
彼
ら
を
西
山
寺
や
長
寿
院
に
入
寺
さ
せ
、「
以
酊
庵
輪
番
制
」
と
並
行
し
て
、

西
山
寺
を
頂
点
と
す
る
藩
の
外
交
僧
体
制
を
創
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
西
山
寺

文
書
に
外
交
関
係
の
も
の
が
含
ま
れ
る
の
は
、
⑴
対
馬
外
交
僧
の
法
系
上
の
連
続
性
（
幻

住
派
）、
⑵
近
世
に
お
け
る
西
山
寺
が
依
然
と
し
て
対
馬
藩
の
外
交
機
構
と
し
て
機
能
し

て
い
る
と
い
う
二
つ
の
理
由
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

研
究
課
題　
富
山
県
下
（
越
中
国
）
中
近
世
文
書
の
研
究
資
源
化

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

萩
原
大
輔
（
富
山
市
郷
土
博
物
館
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

畑
山
周
平　

田
島
公　

林
晃
弘

　

所
外
共
同
研
究
員	

長
村
祥
知
（
富
山
大
学
）　

塩
崎
久
代
（
石
川
県
史
近
世
史
料
編

さ
ん
室
）　

佐
藤
圭（
越
前
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）　

高
森
邦
男（
富

山
県
公
文
書
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

富
山
県
下
（
越
中
国
）
所
在
の
中
近
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に

編
纂
さ
れ
た
『
富
山
県
史　

史
料
編
』
が
多
く
を
捕
捉
し
て
い
る
。
し
か
し
、
刊
行
か
ら

半
世
紀
近
く
が
過
ぎ
、
県
内
各
所
で
新
た
な
史
料
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
地
域

の
博
物
館
学
芸
員
が
情
報
と
し
て
押
さ
え
、
ま
た
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も

時
折
あ
る
が
、
全
国
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。

　

本
共
同
研
究
で
は
、
富
山
県
内
の
歴
史
資
料
を
知
悉
す
る
共
同
研
究
者
と
連
携
し
、
現

地
で
の
史
料
調
査
・
写
真
撮
影
を
行
う
。『
富
山
県
史　

史
料
編
』
以
後
の
未
翻
刻
史
料
、

新
た
に
見
出
さ
れ
た
史
料
群
の
意
義
付
け
を
図
り
、
中
世
・
近
世
の
越
中
史
の
再
構
築
を

図
る
足
掛
か
り
と
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
研
究
者
が
県
内
所
蔵
の
重
要
史
料
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

本
共
同
研
究
で
は
、
富
山
県
下
の
史
料
の
う
ち
、
射
水
市
新
湊
博
物
館
・
宮
﨑
文
庫
記

念
館
（
黒
部
市
）
の
所
蔵
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
関
係
史
料
の
調
査
を
富
山

県
公
文
書
館
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
等
で
行
っ
た
。

　

射
水
市
新
湊
博
物
館
で
は
、「
柴
屋
文
書
」（
御
書
類
巻
）・「
木
倉
豊
信
旧
蔵
資
料
」
の

調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
前
者
は
京
都
大
学
国
史
研
究
室
影
写
本
「
柴
保
二
氏
所
蔵
文
書
」

（
史
料
編
纂
所
写
真
帳
は
そ
れ
を
撮
影
し
た
も
の
）
の
一
部
で
、
主
に
加
賀
藩
前
田
家
の

当
主
・
家
臣
の
受
給
文
書
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
田
利
常
宛
の
豊
臣
秀
頼
や
徳
川

秀
忠
の
書
状
な
ど
を
含
む
。
後
者
は
こ
れ
ま
で
芳
春
院
（
ま
つ
）
の
書
状
四
五
通
が
図
録

『
増
補
改
訂
芳
春
院
ま
つ
の
書
状
』（
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
、
二
〇
一
七
年
）
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
他
に
前
田
利
長
書
状
六
点
・
利
常
書
状
八
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
含
め
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

　

宮
﨑
文
庫
記
念
館
所
蔵
史
料
は
実
業
家
宮
﨑
隆
造
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
全
容

は
目
録
『
庫
書
筆
覧
』（
二
〇
一
六
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
二
度
に
わ
た
り
文
書
・

典
籍
類
の
調
査
を
行
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
三
条
西
家
本
「
春
玉
秘
抄
」
が
見
い
だ
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
長
く
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
の
調
査
に
よ
り
原
本
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
高
山
寺
旧
蔵
聖
教
、
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
、
佐
々

成
政
書
状
（
徳
山
次
郎
右
衛
門
宛
）、
嘉
永
七
年
甲
寅
地
震
雑
記
（『
新
収
日
本
地
震
史
料
』

所
収
史
料
の
原
本
）
等
の
史
料
を
確
認
し
、
四
十
件
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

特
に
宮
﨑
文
庫
記
念
館
の
所
蔵
史
料
は
、
古
代
・
中
世
・
近
世
に
わ
た
る
多
様
な
内
容
を

持
つ
史
料
群
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
専
門
と
す
る
研
究
者
の
共
同
研
究
と
し
て
実

施
し
た
こ
と
で
、
史
料
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
幕
末
期
幕
府
外
交
の
研
究
と
関
連
史
料
の
資
源
化

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

福
岡
万
里
子
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

小
野
将　

立
石
了

　

所
外
共
同
研
究
員	

吉
﨑
雅
規
（
横
浜
開
港
資
料
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

幕
末
期
の
幕
府
外
交
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
東
大
史
料
）
所
蔵
の
維
新

関
係
貴
重
史
料
群
（
特
に
外
務
省
引
継
書
類
）
を
基
軸
史
料
と
し
て
研
究
を
行
い
、
安
政
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期
の
開
港
に
伴
い
創
設
さ
れ
た
外
国
奉
行
・
神
奈
川
奉
行
に
関
係
す
る
史
料
群
、
及
び
特

に
一
八
六
〇
年
代
に
派
遣
さ
れ
た
遣
米
・
遣
欧
使
節
団
に
関
す
る
史
料
に
関
し
て
、調
査
・

収
集
整
理
と
研
究
資
源
化
を
図
る
。
そ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
（
横
開
）

所
蔵
・
寄
託
の
神
奈
川
奉
行
関
連
史
料
な
ど
関
係
す
る
幕
末
期
幕
府
外
交
史
料
の
調
査
、

及
び
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
の
「
外
交
と
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
行
う
日
本
関
連
在
外
資
料
の
調
査
と
連
携
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
幕
末
期
幕
府
の

外
交
及
び
関
連
組
織
の
実
像
を
解
明
す
る
た
め
の
研
究
基
盤
を
構
築
す
る
。研
究
成
果
は
、

二
〇
二
四
年
以
降
、
関
連
史
料
の
リ
ス
ト
や
目
録
情
報
と
し
て
刊
行
・
公
開
し
て
い
く
と

と
も
に
、
横
開
で
準
備
中
の
特
別
展
「
外
国
奉
行
と
神
奈
川
奉
行
」（
仮
称
、
二
〇
二
四

年
九
～
一
一
月
開
催
予
定
）
や
、
歴
博
で
推
進
す
る
上
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
物
（
論

文
・
国
際
研
究
集
会
）
な
ど
に
昇
華
さ
せ
、
ま
た
東
大
史
料
維
新
史
料
室
で
進
め
る
『
幕

末
外
国
関
係
文
書
』
の
編
纂
準
備
に
も
活
用
し
て
い
く
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

①
歴
博
で
は
現
在
「
外
交
と
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
二
二
～
二

七
年
度
）
の
下
、
幕
府
遣
外
使
節
団
に
由
来
す
る
在
外
日
本
関
係
資
料
（
各
国
君
主
宛
て

贈
進
品
や
国
書
等
）
の
調
査
を
米
欧
の
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
こ
れ

と
両
輪
を
成
す
作
業
と
し
て
、
本
研
究
で
は
東
大
史
料
所
蔵
の
外
務
省
引
継
書
類
に
残
る

文
字
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
作
業
を
行
っ
た
。

　

②
上
記
の
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
一
八
六
〇
年
万
延
元
年
遣
欧
使
節
団
に
関
す
る

「
亜
行
御
用
留
」
や
一
八
六
一
年
文
久
遣
欧
使
節
団
に
関
す
る
「
英
仏
御
用
留
」
な
ど
、

関
係
史
料
の
簿
冊
の
調
査
通
読
と
細
目
録
の
作
成
を
進
め
た
。
そ
れ
を
通
じ
、
贈
進
品
の

準
備
・
調
達
経
緯
を
含
め
、
使
節
団
の
準
備
過
程
の
詳
細
が
判
明
し
て
き
て
い
る
。
ま
た

歴
博
寄
託
「
柴
田
剛
中
関
係
資
料
」
や
個
人
蔵
「
五
味
安
郎
右
衛
門
関
係
資
料
」
等
、
そ

の
他
の
関
連
資
料
の
調
査
も
併
せ
て
行
っ
た
が
、
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
共
同
研
究
員

の
間
で
随
時
共
有
し
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
査
対
象
へ
の
洞
察
が
深
め

ら
れ
、
学
会
報
告
や
論
文
執
筆
な
ど
、
今
後
の
成
果
報
告
へ
向
け
た
貴
重
な
知
見
が
得
ら

れ
た
。

　

③
横
開
で
は
現
在
、
特
別
展
「
外
国
奉
行
と
神
奈
川
奉
行
」
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
の

実
施
の
た
め
の
基
盤
的
作
業
と
し
て
、
本
共
同
研
究
の
枠
組
み
で
、
東
大
史
料
所
蔵
外
務

省
引
継
書
類
中
の
外
国
奉
行
・
神
奈
川
奉
行
関
係
史
料
を
は
じ
め
、
様
々
な
機
関
に
所
蔵

さ
れ
る
関
連
史
料
群
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
本
研
究
に
よ
り
、
幕
末
期
幕
府
外
交
に
関

連
す
る
各
地
の
広
範
な
史
料
群
の
研
究
資
源
化
が
進
捗
し
、
幕
末
外
国
奉
行
・
神
奈
川
奉

行
の
組
織
・
業
務
を
対
象
と
す
る
研
究
基
盤
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

④
中
で
も
、
従
来
研
究
が
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
神
奈
川
奉
行
の
業
務
、
横
浜
に
お
け

る
対
外
折
衝
の
様
相
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
東
大
史
料
・
歴
博
・
横
開
の
所
蔵
・
寄

託
史
料
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、今
後
の
展
示
な
ど
の
場
で
特
記
の
う
え
、

公
表
の
予
定
で
あ
る
。

　

⑤
二
〇
二
四
年
三
月
八
日
に
今
年
度
の
作
業
と
成
果
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会
を

実
施
し
た
。
福
岡
は
報
告
「
幕
末
期
幕
府
外
交
の
研
究
と
関
連
史
料
の
資
源
化
―
今
年
度

の
調
査
内
容
・
成
果
と
展
望
」
を
、
𠮷
﨑
は
報
告
「
幕
末
期
外
国
方
・
神
奈
川
奉
行
に
関

す
る
史
料
群
に
つ
い
て
」
を
行
い
、
小
野
が
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を
し
た
上
で
、
参
加

者
で
議
論
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
通
じ
、
幕
末
期
幕
府
外
交
に
関
す
る
様
々
な
史
料
群
へ
の

理
解
が
、
三
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
間
の
議
論
か
ら
よ
り
深
ま
る
と
と
も
に
、
三
機
関

の
今
後
の
有
意
義
な
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
国
書
の
復
元
的
研
究

研
究
経
費　

五
〇
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

木
土
博
成
（
九
州
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

岡
本
真

　

所
外
共
同
研
究
員	

木
村
可
奈
子
（
滋
賀
県
立
大
学
）　

古
川
祐
貴
（
弘
前
大
学
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　
「
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
国
書
」
は
、
か
つ
て
江
戸
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
に
あ
っ
た
諸
外
国

か
ら
の
「
国
書
」
群
を
指
し
、
一
一
〇
点
ほ
ど
か
ら
な
る
。
そ
の
う
ち
、
大
部
分
を
占
め

る
朝
鮮
、
琉
球
の
も
の
に
限
れ
ば
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
外
務

省
外
交
史
料
館
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
、
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
、
九
州
国
立
博
物
館
に

お
い
て
所
蔵
が
確
認
で
き
、
近
代
に
入
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
複
数
機
関
に
散
ら
ば
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
、
こ
う
し
た
「
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
国
書
」
と
密
接
に
関
わ
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る
写
本
や
写
真
資
料
な
ど
、
豊
富
な
研
究
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ

う
し
た
編
纂
所
の
持
つ
研
究
資
源
と
、
上
記
の
国
書
原
本
と
を
複
合
的
に
考
察
し
、
近
世

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
書
を
介
し
た
外
交
の
特
質
に
迫
る
。

　

具
体
的
に
は
、
各
機
関
に
散
ら
ば
る
史
料
の
原
本
調
査
、
高
精
細
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影

を
行
う
と
と
も
に
、「
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
国
書
」
の
か
つ
て
の
ま
と
ま
り
を
一
覧
化
す
る
。

そ
の
上
で
、
そ
こ
に
何
が
含
ま
れ
、
何
が
含
ま
れ
な
い
か
を
整
理
し
、「
紅
葉
山
文
庫
旧

蔵
国
書
」
の
伝
存
状
態
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
所
蔵
史
料
は
、こ
れ
ま
で
撮
影
が
ほ
と
ん
ど
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、

研
究
者
が
閲
覧
す
る
こ
と
さ
え
む
ず
か
し
か
っ
た
が
、
本
研
究
共
同
研
究
者
の
粘
り
強
い

交
渉
に
よ
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
一
）
十
月
七
日
付
け
中
山
王
宛
て
土
屋
政
直
返
書
案

を
は
じ
め
、
計
一
三
点
の
史
料
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館

が
管
理
す
る
琉
球
関
係
史
料
（
正
徳
二
年
十
月
七
日
付
け
中
山
王
宛
て
徳
川
幕
府
老
中
返

翰
控
ほ
か
、
計
二
六
点
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
撮

影
デ
ー
タ
をH

i-CA
T
 Plus

で
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
蔵
者
の
内
諾
を
得
て
い
る
。

　

す
で
に
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
国
書
も
あ
わ
せ

て
、こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
個
別
に
知
ら
れ
て
い
た
史
料
群
を
通
覧
し
、
た
と
え
ば
ど
れ
が
ど
れ
の
写
し
で

あ
る
か
と
い
っ
た
、
文
書
同
士
の
関
連
性
が
見
出
せ
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
国
書
群
を
構
造

的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
撮
影
す
る
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
専
門
分
野

の
者
が
熟
覧
し
、
た
と
え
ば
、
料
紙
の
確
認
や
、
作
成
過
程
の
物
証
と
な
る
針
孔
の
確
認

を
行
う
こ
と
、
国
書
の
作
成
の
背
景
に
あ
る
幕
府
の
外
交
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
課
題　
「
佐
伯
藩
御
用
日
記
」
を
用
い
た
地
震
活
動
の
分
析

研
究
経
費　

三
五
万
円

研
究
組
織

　

研
究
代
表
者	

加
納
靖
之
（
東
京
大
学
）

　

所
内
共
同
研
究
者	

杉
森
玲
子　

及
川
亘　

小
瀬
玄
士

　

所
外
共
同
研
究
員	

大
邑
潤
三
（
東
京
大
学
）　

榎
原
雅
治
（
公
益
財
団
法
人
地
震
予

知
総
合
研
究
振
興
会
）　

水
野
嶺
（
公
益
財
団
法
人
地
震
予
知
総

合
研
究
振
興
会
）　

甲
斐
玄
洋
（
佐
伯
市
歴
史
資
料
館
）

研
究
の
概
要

（
１
）
課
題
の
概
要

　

各
地
に
残
る
近
世
の
藩
日
記
を
、
地
震
動
の
長
期
に
わ
た
る
観
察
記
録
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
近
代
以
前
の
人
々
は
地
震
を
気
象
現
象
の
一
種
と
と
ら

え
て
お
り
、
日
記
で
は
、
地
震
動
は
天
気
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
日
記
の
よ
う
な

長
期
に
わ
た
る
日
記
に
記
さ
れ
た
地
震
動
の
記
録
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
地
震
の
定
点
観

測
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
明
治
以
降
の
近
代
的
な
観
測
デ
ー
タ
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
数
百
年
に
わ
た
る
一
定
の
場
所
に
お
け
る
地
震
の
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
課
題
で
は
大
分
県
佐
伯
市
歴
史
資
料
館
の
所
蔵

す
る
「
佐
伯
藩
御
用
日
記
」
の
調
査
を
実
施
す
る
。

　

東
九
州
は
、
日
向
灘
や
安
芸
灘
・
伊
予
灘
・
豊
後
水
道
な
ど
で
繰
り
返
し
発
生
す
る
地

震
に
よ
っ
て
被
害
が
生
じ
た
り
揺
れ
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
地
震
学
的
に
注
目

さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
近
世
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
地
域
の
地
震
活

動
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
研
究
の
成
果

　

佐
伯
を
含
む
日
向
灘
周
辺
で
は
、
Ｍ
七
・
〇
～
七
・
五
程
度
の
地
震
の
発
生
確
率
が
今

後
三
〇
年
で
八
〇
％
と
さ
れ
る
が
、
九
州
地
域
で
の
地
震
史
料
の
収
集
は
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
近
代
以
前
の
地
震
情
報
は
十
分
で
は
な
い
。
本
課
題
で
は
、「
佐
伯
藩
郡
方
町
方

御
用
日
記
」
を
調
査
し
て
地
震
記
事
の
収
集
を
進
め
た
。「
佐
伯
藩
郡
方
町
方
御
用
日
記
」

は
、
佐
伯
藩
の
郡
方
町
方
に
よ
る
日
記
で
あ
り
、
郡
方
（
村
・
浦
方
）
お
よ
び
、
町
方
（
城

下
町
）
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
政
治
・
社
会
史
の
基
本
史
料
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

見
出
し
た
有
感
地
震
の
記
事
は
三
三
件
で
あ
る
。
ま
た
、
嘉
永
七
年
日
記
の
巻
末
に
記

さ
れ
て
い
る
「
嘉
永
七
年
別
記
」
を
分
析
し
た
。
こ
れ
は
、
安
政
元
年
の
南
海
地
震
お
よ

び
伊
予
西
部
の
地
震
に
つ
い
て
特
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

地
震
動
や
被
害
地
震
の
記
述
に
つ
い
て
精
査
し
作
成
し
た
一
覧
表
は
、
日
向
灘
周
辺
を

含
め
た
地
震
活
動
の
理
解
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。「
嘉
永
七
年
別
記
」
は
既
刊
の

史料研究・成果公開（　　）123



地
震
史
料
集
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
震
に
よ
る
被
害
や
揺
れ
の
状
況
、
余
震
の
発

生
状
況
に
つ
い
て
、
地
震
学
的
な
分
析
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
と
な
る
。
さ
ら
に
、
避
難

や
救
済
、
地
震
後
に
想
定
さ
れ
る
津
浪
・
火
災
へ
の
藩
と
し
て
の
対
応
に
関
す
る
記
述
も

あ
り
、
今
後
発
生
し
う
る
地
震
災
害
に
あ
た
っ
て
の
防
災
・
減
災
や
復
旧
・
復
興
に
つ
い

て
考
え
る
上
で
も
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
た
。
安
政
二
年
に
発
生
し
た
安
政
江
戸
地
震
の

伝
聞
情
報
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
地
震
災
害
に
関
す
る
情
報
伝
達
を
明
ら
か
に
す
る
一
助

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

連
携
す
る
別
途
経
費
に
よ
っ
て
安
永
四
年
～
明
治
二
年
の
九
五
年
分
の
全
文
撮
影
を
実

施
し
た
。外

部
資
金
に
よ
る
研
究
・
成
果

科
学
研
究
費
助
成
事
業

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
と
学
融
合
的
歴
史
叙
述
へ
の
応
用
研
究

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
六

三
、
研
究
期
間	

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
五
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

菊
地
大
樹

　
　

研
究
分
担
者	

井
上
聡
（
以
上
史
料
編
纂
所
）、
七
海
雅
人
（
東
北
学
院
大
学
）、
佐

藤
亜
聖
（
滋
賀
県
立
大
学
）、
榎
本
渉
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
）、
上
椙
英
之
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　
　

研
究
協
力
者	

阿
部
龍
一（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）、泉
田
邦
彦（
石
巻
市
教
育
委
員
会
）、

櫻
井
成
昭
（
大
分
県
教
育
委
員
会
）、
高
橋
敏
子
（
元
史
料
編
纂
所
）、

田
中
則
和
（
東
北
学
院
大
学
）

六
、
研
究
の
概
要

（
一
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
課
題
は
、
選
択
集
中
的
な
現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
蓄
積
さ

れ
た
拓
本
・
写
真
な
ど
の
研
究
資
源
を
整
理
公
開
し
、
新
た
な
歴
史
叙
述
の
開
拓
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
拓
本
作
成
お
よ
び
拓
本
撮
影
方
法
を
研
究
開

発
し
、
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
公
開
の

金
石
文
拓
本
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
良
に
よ
り
、
他
機
関
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
た

研
究
資
源
活
用
・
分
析
の
高
度
化
を
目
指
す
。
並
行
し
て
、
伝
統
文
化
的
景
観
の
保
護
や

地
域
復
興
に
資
す
る
歴
史
研
究
の
方
法
を
核
と
し
な
が
ら
、
文
化
財
か
ら
歴
史
研
究
の
素

材
へ
と
金
石
文
活
用
に
向
け
た
史
料
学
的
研
究
を
展
開
し
、
歴
史
地
理
情
報
に
も
注
目
し

て
従
来
の
書
誌
情
報
と
と
も
に
登
録
を
進
め
る
。
最
終
的
に
、
歴
史
学
全
体
が
依
存
し
て

き
た
「
文
献
史
料
」
中
心
の
歴
史
叙
述
か
ら
脱
却
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
活
発
に
な
っ

て
き
た「
モ
ノ
史
料
」を
活
用
し
た
歴
史
叙
述
の
方
法
を
、欧
米
に
お
け
る
マ
テ
リ
ア
ル
・

カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
の
動
向
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
国
際
的
な
日
本
研
究
の
視
野
か
ら
展
開
し
、

情
報
発
信
し
て
ゆ
く
。

（
二
）
研
究
実
績

　

最
終
年
度
に
あ
た
り
、CO

V
ID
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感
染
拡
大
が
第
五
類
に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

研
究
計
画
の
遂
行
が
よ
り
確
実
と
な
っ
た
。ま
ず
年
度
初
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
り
、

参
加
者
相
互
の
連
携
体
制
を
確
認
し
、
全
体
計
画
の
も
と
班
単
位
を
中
心
と
し
た
具
体
的

計
画
を
相
談
し
た
。
①
東
日
本
班
は
、
前
年
度
に
宮
城
県
石
巻
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

同
市
博
物
館
に
お
い
て
共
催
し
た
企
画
展
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
他
後
援
）
の
成
果
を

総
括
し
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
継
続
的
に
現
石
巻
市
域
の
板
碑
群
を
再
度
把
握
し
、
東

日
本
大
震
災
後
の
被
害
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
拓
本
採
集
な
ど
の
記
録
調
査
や
過
去
の
調

査
の
検
証
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。
こ
の
新
た
な
調
査
研
究
の
方
向

を
見
定
め
る
た
め
、
展
示
で
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
同
市
長
塩
谷
板
碑
群
の
拓
本
調
査
お

よ
び
周
辺
板
碑
群
の
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
②
西
日
本
班
は
、
引
き
続
き
高
野
山
町
石

研
究
会
と
の
協
力
に
よ
り
高
野
山
町
石
調
査
を
実
施
し
た
。
町
石
正
面
の
拓
本
採
集
完
了

を
受
け
、
本
年
度
中
に
側
面
も
含
め
た
す
べ
て
の
拓
本
採
集
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
二
回
の
調
査
を
計
画
し
て
い
た
が
、
六
月
に
発
生
し
た
土
砂

崩
れ
の
た
め
参
詣
道
が
通
行
止
め
と
な
り
、
第
二
回
の
調
査
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
③
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
Ｄ
Ｂ
技
術
開
発
班
は
、
金
石
文
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
抜

本
的
改
良
・
新
シ
ス
テ
ム
完
成
を
受
け
て
、
公
開
に
向
け
て
の
問
題
点
を
検
討
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
史
料
編
纂
所
図
書
部
と
協
力
し
な
が
ら
、
従
来
の
書
誌
情
報
を
再
検
討
し
、
修
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正
を
実
施
し
た
。
上
椙
英
之
は
ひ
か
り
拓
本
技
術
の
実
用
化
を
受
け
て
、
高
野
山
町
石
の

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
④
歴
史
地
理
情
報
研
究
班
は
新
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
連
動

し
、
歴
史
地
理
情
報
蓄
積
シ
ス
テ
ム
次
期
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
設
計
を
実
施
し
た
。
⑤
歴
史
叙

述
・
国
際
日
本
学
研
究
班
は
、
九
月
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
お
い
て
研
究
代
表
者
が
共

催
し
た
国
際
研
究
集
会Ｔ

ʰｉｎｋｉｎɡ　ｔʰｒｏｕɡʰ	“M
inshū	Bukkyō:”	Ｐｏｐｕˡａｒ　ʙｕｄｄʰｉｓⅿ

　
ａｎｄ　ｔʰｅ　Ｓｔｕｄｙ　ｏｆ　Ｐｒｅ︲ⅿ

ｏｄｅｒｎ　Ｊａｐａｎ

に
、
本
研
究
課
題
に
関
連
す
る
三
名
の
若
手
研
究

者
の
参
加
を
依
頼
し
、
研
究
代
表
者
と
と
も
に
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
⑤
そ
の
他
、
書
籍

購
入
等
に
よ
っ
て
研
究
の
総
括
を
行
い
、各
メ
ン
バ
ー
が
論
文
執
筆
・
研
究
発
表
等
に
よ
っ

て
成
果
を
発
信
し
た
。

（
三
）
進
捗
状
況

　

今
年
度
は
、
研
究
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
り
、
前
年
度
後
半
に
引
き
続
き
、
蓄
積
し

て
き
た
調
査
研
究
成
果
の
公
開
、
市
民
へ
の
還
元
、
さ
ら
に
は
国
際
発
信
を
意
識
し
、
当

初
の
研
究
計
画
を
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
日
本
班
で
は
、
石
巻
市
長
塩
谷
板
碑
群

の
調
査
を
出
発
点
と
し
て
、
あ
ら
た
な
研
究
課
題
を
積
極
的
に
模
索
し
た
。
西
日
本
班
は

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
最
終
段
階
に
あ
っ
た
が
、
自
然
災
害
に
よ
り
拓
本
採
集
を
完
了
で
き

な
か
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
班
は
、
金
石
文
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
抜
本
的
改
良
を
受
け
、
さ

ら
に
歴
史
地
理
情
報
蓄
積
シ
ス
テ
ム
次
期
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
設
計
を
実
施
し
た
こ
と
は
画
期

的
で
あ
っ
た
。
同
時
に
最
終
年
度
の
公
開
を
計
画
し
て
い
た
が
、
後
述
の
二
〇
二
四
年
度

へ
の
課
題
繰
越
に
と
も
な
い
、新
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
問
題
点
や
書
誌
デ
ー
タ
の
確
認
・

修
正
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
、
公
開
を
延
期
し
た
。
研
究
成
果
の
積
極
的
発
信
に
も
取
り

組
ん
だ
が
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
・
プ
リ
ン	

ス
ト
ン
大
学
に
お
け
る
国
際
研
究
集
会
に
お
い

て
、
本
研
究
課
題
に
よ
る
成
果
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　

な
お
、
前
記
の
高
野
山
に
お
け
る
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
る
町
石
の
悉
皆
調
査
が
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
二
四
年
度
に
課
題
を
繰
り
越
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
悉
皆
調
査
を
完
了
さ
せ
る
と
同
時
に
拓
本
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
将
来
的
に
は
本

課
題
の
成
果
を
柱
と
す
る
調
査
報
告
書
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
東
日
本

班
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
新
た
な
研
究
課
題
へ
の
展
開
を
期
し
て
、
関
連
拓
本
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
直
接
経
費
の
う
ち
一
三
二
万
円
を
二
〇
二
四

年
度
に
繰
り
越
し
た
。

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応
じ
た
人
文
科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
一
〇

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
五
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

山
家
浩
樹

　
　

研
究
分
担
者	

本
郷
恵
子
、
尾
上
陽
介
、
井
上
聡
、
山
田
太
造
、
小
瀬
玄
士
、
林
晃

弘
、
中
村
覚
、
渋
谷
綾
子
（
以
上
史
料
編
纂
所
）、
阿
児
雄
之
（
東

京
国
立
博
物
館
）、
馬
場
基
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
長
年
に
亘
り
逐
次
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
史
資
料
に
関
す
る
諸
デ
ー
タ
を

対
象
と
し
て
、

①
多
様
か
つ
大
量
な
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
永
続
的
な
提
供
を
可
能
に
す
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と

②
膨
大
な
デ
ー
タ
群
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応

じ
た
必
要
デ
ー
タ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
確
立
す
る
こ
と

③
紙
史
資
料
以
外
の
人
文
科
学
研
究
資
源
へ
の
適
用
可
能
性
の
分
析
・
検
証
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
り
、
人
文
科
学
研
究
資
源
の
あ
り
方
を
一
新
し
て

ゆ
く
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

前
年
度
ま
で
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
以
下
に
示
す
三
課
題
を
実
施
し
た
。

①
多
様
か
つ
大
量
な
デ
ー
タ
の
統
合
と
永
続
的
な
提
供
を
可
能
に
す
る
環
境
整
備

　

史
料
編
纂
所
に
お
け
る
基
幹
で
あ
る
所
蔵
史
料
目
録
Ｄ
Ｂ
（H

i-CA
T

）
と
史
資
料
の

物
理
的
デ
ー
タ
（
紙
質
・
状
態
・
修
理
履
歴
な
ど
）
を
集
約
す
る
「
史
料
情
報
統
合
管
理

シ
ス
テ
ム
」
と
の
連
携
方
式
の
確
立
に
努
め
た
。
特
に
「
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研

究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
に
お
け
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出
課
題
「
異
分
野
共

創
に
よ
る
史
料
学
Ｄ
Ｘ
の
確
立
」（
提
案
代
表
者
：
尾
上
陽
介
）
と
連
携
し
、
上
杉
博
物
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館
所
蔵
上
杉
文
書
や
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
の
調
査
な
ど
六
件
の
原
本
史
料
調
査
・
分
析
を

行
い
、
そ
の
結
果
の
登
録
を
試
行
し
た
。

②
デ
ー
タ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
と
提
示
手
法
の
確
立

　

引
き
続
き
①
の
成
果
を
も
と
に
、
史
料
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た

め
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
方
式
の
確
立
に
つ
と
め
た
。
史
料
デ
ー

タ
の
分
類
や
可
視
化
の
手
法
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
ト
ピ
ッ
ク
モ
デ
ル
Ｌ
Ｄ
Ａ
・
Ｓ
Ｔ

Ｍ
と
い
っ
た
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
手
法
の
適
用
を
進
め
る
こ
と
で
デ
ー
タ
駆
動
型
デ
ー
タ
提

示
モ
デ
ル
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ	

を
進
め
、
そ
の
成
果
を
国
際
会
議PN

C2023

に
て
報

告
し
た
。

③
紙
史
資
料
以
外
の
人
文
科
学
研
究
資
源
へ
の
適
用
可
能
性
の
分
析
・
検
証

　

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
出
土
木
簡
や
東
京
国
立

博
物
館
蔵
ガ
ラ
ス
原
板
を
も
と
に
し
た
史
料
画
像
の
利
活
用
を
前
提
と
し
た
適
用
手
法
に

つ
い
て
も
検
証
を
進
め
た
。
特
に
ガ
ラ
ス
原
板
に
関
す
る
史
料
画
像
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ

利
用
条
件
を
設
定
す
る
な
ど
二
次
利
用
可
能
な
形
式
と
し
て
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究
―
収
集
ス
キ
ー
ム
の
錬
成
と
関
連
歴
史
情
報
と
の

統
合
に
よ
る
―

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
二

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
五
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
六
五
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

末
柄
豊

　
　

研
究
分
担
者	

井
上
聡
・
川
本
慎
自
・
遠
藤
珠
紀
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）・
久
留

島
典
子
（
神
奈
川
大
学
）・
林
譲
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）・
大
山
航

（
東
京
電
機
大
学
）・
耒
代
誠
仁
（
桜
美
林
大
学
）・
村
川
猛
彦
（
和

歌
山
大
学
）・
桑
田
訓
也
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
筆
跡
・
花
押
画
像
の
安
定
的
な
収
集
環
境
を
前

提
に
、
デ
ー
タ
蓄
積
の
質
・
量
を
一
層
拡
大
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
人
文
学
的
な
手
法

に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
方
法
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
筆
跡
・
花
押
研
究
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
を
招
来
す
る
こ
と
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
・
花
押
を
正
確
に
読
む
・
理
解

す
る
た
め
の
学
術
基
盤
を
作
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
筆
跡
・
花
押
画
像
の
典
拠
と
な
っ

た
原
史
料
に
関
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
ほ
か
膨
大
な
関
連
情
報
を
十
全
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ら
の
形
象
が
帯
び
た
歴
史
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
最
大
限
に
汲
み
上
げ
て
ゆ
く
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

本
研
究
は
前
年
度
と
同
じ
く
次
の
五
つ
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
た
。

　

①
デ
ー
タ
収
集
の
拡
充
と
収
集
方
針
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
以
外
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
史
料
群
へ
の
対
応
を
強
め
る
こ
と
、
古
代
・
中
世
史
料
か

ら
近
世
史
料
へ
と
拡
張
し
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
に
意
を
用
い
た
。
結
果
、
筆
跡
デ
ー
タ
を
三

〇
〇
〇
〇
件
余
、花
押
デ
ー
タ
を
三
二
五
〇
〇
件
余
と
、あ
わ
せ
て
六
万
件
を
越
え
る
デ
ー

タ
を
新
規
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

②
公
開
に
よ
る
社
会
的
発
信
の
強
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
史
料
編
纂
所
が
公
開
す
る
電
子

く
ず
し
字
字
典
Ｄ
Ｂ
」「
花
押
Ｄ
Ｂ
」に
て
①
の
新
規
登
録
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

他
機
関
連
携
に
よ
る
「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
も
反
映
さ
せ

た
。
く
わ
え
て
同
連
携
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
も
協
力
し
、
新
た
に
東
京
国
立
博
物
館
と
の

連
携
も
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
画
像
解
析
技
術
の
更
な
る
革
新
と
多
様
な
手
法
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
は
、
新
規
に
登

録
し
た
①
の
デ
ー
タ
を
対
象
に
機
械
学
習
を
進
め
て
、
字
形
読
解
シ
ス
テ
ム
Ｍ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｚ

Ｏ
の
機
能
強
化
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
特
に
花
押
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
研
究
分
担
者

な
ら
び
に
協
力
者
の
支
援
を
得
て
、
従
前
と
は
異
な
る
手
法
に
よ
る
解
析
実
験
に
着
手
す

る
こ
と
も
で
き
た
。

　

④
人
物
情
報
を
媒
介
と
し
た
筆
跡
・
花
押
分
析
の
高
度
化
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
新
規
登
録
デ
ー
タ
の
人
物
情
報
を
、
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
内
に
あ
る
人
物
レ
ポ
ジ
ト
リ
へ
と
移
行
す
る
と
と
も
に
、
特
に
系
図
情
報
と
の
連
動
を

円
滑
に
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
た
。

　

⑤
史
料
学
的
情
報
と
の
統
合
に
よ
る
筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
用
研
究
で
は
、
前
年

度
に
つ
づ
き
文
書
様
式
ご
と
の
字
配
り
や
花
押
配
置
に
つ
い
て
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
を
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通
じ
て
、
筆
跡
・
花
押
デ
ー
タ
の
自
動
収
集
や
そ
の
解
析
に
つ
い
て
実
験
を
行
っ
た
。
特

に
経
典
史
料
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を
強
め
て
、
一
定
の
成
果
を
達
成
し
て
い
る
。

　

な
お
、
研
究
分
担
者
で
あ
っ
た
林
譲
氏
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
一
三
日
に
惜
し
く
も
逝

去
さ
れ
た
。
同
氏
は
本
科
研
の
直
接
の
前
提
で
あ
る
基
盤
研
究
🄐
「
前
近
代
人
物
情
報
論

の
構
築
に
向
け
た
花
押
・
筆
跡
の
網
羅
的
収
集
と
汎
用
的
利
用
に
関
す
る
研
究
」
ほ
か
複

数
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
つ
と
め
ら
れ
、
精
力
的
に
筆
跡
・
花
押
画
像
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
個
人
研
究
に
お
い
て
も
筆
跡
・
花
押
に
関
す
る
実
証

的
な
研
究
を
牽
引
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
学
恩
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た
い
。

在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ

ブ
拠
点
の
形
成

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
三

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

七
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
二
二
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

保
谷
徹
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

研
究
分
担
者	

岡
美
穂
子
・
小
野
将
・
箱
石
大
・
水
上
た
か
ね
（
以
上
、
史
料
編
纂

所
）・
谷
本
晃
久
（
北
海
道
大
学
）

　
　

連
携
研
究
者	

杉
本
史
子
・
山
田
太
造
・
立
石
了
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）

　
　

研
究
協
力
者	

有
泉
和
子
・
犬
飼
ほ
な
み
・
及
川
将
基
・
加
藤
絵
里
子
（
以
上
、
学

術
専
門
職
員
）・
横
山
伊
徳
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）・
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー	

シ
ュ
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
任
研
究

員
）・
ト
ラ
ビ
ス	

サ
イ
フ
マ
ン（
立
命
館
大
学
）・
ワ
ジ
ム	

ク
リ
モ
フ
・

ワ
シ
ー
リ
ー
・
シ
ェ
プ
キ
ン
（
以
上
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東

洋
古
籍
文
献
研
究
所
）・
ル
ー
ク	

ロ
バ
ー
ツ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
）・
ロ
バ
ー
ト	

ヘ
リ
ヤ
ー（
ウ
ェ
イ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト
大
学
）・
ダ
ニ

エ
ル	

ボ
ツ
マ
ン
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
）・
佐
々
木
利
一
・
鈴
木
健
治
・

鈴
木
仁
・
兎
内
勇
津
留
・
田
村
将
人
（
以
上
、
北
海
道
大
学
）・
東

俊
佑
（
北
海
道
博
物
館
）

六
、
研
究
の
概
要

　

明
治
維
新
一
五
〇
年
を
契
機
に
、
①
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
と
研
究
資
源

化
を
推
進
し
、
四
つ
の
重
点
研
究
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
補
充
調
査
と
史
料
研
究
を
お
こ
な

う
。
②
幕
末
維
新
関
係
貴
重
史
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
と
史
料
研

究
を
進
め
る
。
③
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
幕
末

維
新
関
係
史
料
の
基
幹
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
事
業
の
推
進
・
研
究
用
語
や
史
料
用
語
の

英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
を
お
こ
な
う
。
こ
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
機
的
に
連
携

し
、
世
界
史
の
中
の
明
治
維
新
研
究
を
進
め
る
。
幕
末
維
新
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ヴ
化
に
よ
る
公
開
や
研
究
成
果
の
国
際
発
信
に
つ
と
め
、
維
新
史
料
研
究
の
国
際
ハ

ブ
拠
点
形
成
を
目
指
す
。

　

以
下
、
研
究
実
績
の
概
要
を
か
か
げ
る
。

Ⅰ　

在
外
日
本
関
係
史
料
調
査
と
研
究
資
源
化
の
課
題

（
１
）
海
外
史
料
調
査
を
再
開
し
、
英
仏
所
在
日
本
関
係
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
Ｔ

Ｎ
Ａ
所
蔵
英
国
海
軍
省
文
書
の
調
査
・
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
（
三
月
）。
南
欧
班
（
研
究

分
担
者
：
岡
美
穂
子
）
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
所
在
史
料
の
調
査
（
二
月
）
を
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）
横
浜
開
港
資
料
館
と
連
携
し
た
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
史
料
（
約
八
万
コ
マ
）
の
デ
ジ

タ
ル
公
開
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
文
書
館
長
の
最
終
合
意
を
得
た
。
具
体
的
な
公

開
作
業
は
次
年
度
実
施
さ
れ
る
。

（
３
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
に
よ
り
各
班
と
も
ロ
シ
ア
調
査
は
実
施
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
紙
コ
ピ
ー
で
収
集
し
た
複
製
史
料
分
を
整
理
・
目
録
化
し
、
仮
製
本
二
八

冊
分
を
書
庫
へ
入
れ
て
公
開
を
準
備
し
た
。
先
行
研
究
で
収
集
し
た
デ
ジ
タ
ル
史
料
画
像

も
閲
覧
室
端
末
で
順
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
し
て
い
る
（
ロ
シ
ア
Ⅰ
Ⅱ
班
）。

（
４
）
一
二
月
一
日
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
研
究
協
力
者

を
招
聘
し
、
研
究
会
（
第
一
五
回
ポ
ド
ゾ
ル
会
）
を
開
催
し
た
（
ロ
シ
ア
Ⅲ
班
、
研
究
分

担
者
：
谷
本
晃
久
）。

（
５
）
オ
ラ
ン
ダ
所
在
日
本
関
係
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。T

he	J.K
.	van	den	

Broek	Collection
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
収
集
し
（H

erm
an	J.	M

oeshart

博
士

寄
贈
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
一
八
四
枚
＋
冊
子
一
部
）、
史
料
編
纂
所
図
書
室
に
て
所
蔵
・
公
開

し
た
。
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（
６
）
南
欧
班
で
は
引
き
続
き
、
イ
タ
リ
ア
貴
族
に
よ
る
日
本
・
シ
ベ
リ
ア
訪
問
記
「
日

本
と
シ
ベ
リ
ア
」（
ル
キ
ー
ノ
・
ダ
ル
・
ヴ
ェ
ル
メ
著
、
一
八
八
五
年
改
正
第
二
版
）
の

精
訳
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。

Ⅱ　

維
新
関
係
貴
重
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
課
題

（
７
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
史
談
会
本
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
実
施
し
、
今

年
度
は
「
春
屋
雑
史
」「
嘉
永
随
筆
（
関
縫
殿
介
記
）」「
癸
丑
零
報
」「
無
造
作
日
記
」「
日

本
海
岸
防
禦
法
考
案
」
な
ど
、
一
六
六
冊
一
万
七
三
六
コ
マ
を
撮
影
し
た
。
次
年
度
以
降

順
次
ウ
ェ
ブ
公
開
に
供
し
て
い
く
。
史
談
会
本
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
完
了
し
た
。

総
計
二
一
一
二
冊
（
一
二
万
三
九
四
三
コ
マ
）
で
あ
る
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
外
務
省
引

継
書
類
中
の
外
交
紀
事
本
末
底
本
の
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
（
約
一
万
コ
マ
）。

（
８
）
維
新
関
係
貴
重
史
料
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
科
研
費
で
以
下
の
史
料
を
購
入
し
て

研
究
に
供
し
た
。

　
「
皆
川
遯
堂
関
係
史
料
」（
全
六
一
点
）：
東
京
府
士
族
皆
川
昌
（
宗
昌
）
の
史
料
群
。

皆
川
昌
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
水
戸
近
郷
に
生
ま
れ
、
昌
平
黌
で
学
ん
だ
。
維
新

後
は
新
発
田
藩
、
つ
い
で
岩
鼻
県
、
島
根
県
、
飾
磨
県
の
官
吏
と
な
り
、
明
治
二
三
年
に

土
木
局
で
非
職
と
な
っ
て
い
る
。
履
歴
・
系
図
に
加
え
、「
蝸
廬
叢
書
」（
二
五
冊
）
と
題

し
た
幕
末
の
情
報
留
が
目
を
ひ
く
。
一
部
を
『
幕
末
事
変
録
』（
博
友
社
、
明
治
二
七
年
）

と
し
て
刊
行
し
た
も
の
の
原
本
か
。
ほ
か
に
、
数
学
の
翻
訳
や
土
木
・
測
量
学
の
稿
本
な

ど
を
含
む
。
全
点
撮
影
し
て
公
開
に
供
す
る
予
定
。

　
「
吉
田
常
吉
氏
旧
蔵
資
料
」：
吉
田
常
吉
さ
ん
（
一
九
一
〇
～
九
三
）
は
、
維
新
史
料
編

纂
事
務
局
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
な
が
く
勤
務
し
た
大
先
輩
。
そ
の
貴
重
な
研
究
資

料
で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
途
寄
付
金
会
計
で
「
東
北
鎮
台
銃
卒
日
誌
・
御
布
告
留
」（
一
点
、
明
治
四
年

一
二
月
～
五
年
五
月
）を
購
入
し
た
。黎
明
期
の
鎮
台
兵
に
よ
る
貴
重
な
記
録
史
料
で
あ
る
。

Ⅲ　

維
新
史
研
究
の
国
際
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
研
究
の
課
題

（
９
）維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、「
維
新
史
料
綱
要
」

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
英
訳
事
業
と
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
を
支
援
し
て
（
二
万
二
八
〇
〇
件

ま
で
翻
訳
完
了
）、
一
二
月
一
八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と

国
際
発
信
」
を
共
催
し
た
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
主
催
）。
国
際
研
究
集
会
で
は
、
維

新
ハ
ブ
Ｐ
Ｊ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
、
と
く
に
本
研
究
で
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た

史
談
会
本
の
内
容
と
来
歴
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
。

（
10
）
第
三
三
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
（
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｓ
）
年
次
大
会
（
ベ
ル
ギ
ー
・

ル
ー
ヴ
ェ
ン
市
、発
表
日
九
月
一
五
日
）、ア
ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
Ａ
）

主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
近
世
日
本
列
島
北
部
地
域
の
光
と
影
」（
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ル
マ
ー

ル
市
、
発
表
日
一
二
月
一
六
・
一
七
日
）
な
ど
、
海
外
で
の
国
際
研
究
集
会
に
参
加
・
報

告
し
、
研
究
成
果
の
国
際
発
信
を
お
こ
な
っ
た
。

（
付
記
）
二
〇
二
四
年
四
月
四
日
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
上

級
研
究
員
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
先
生
が
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
五
歳
。
ク
リ
モ
フ
先
生
に

は
、
本
研
究
を
含
め
、
二
〇
数
年
に
わ
た
っ
て
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
共

同
研
究
へ
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

外
交
の
世
界
史
の
構
築
―
一
五
～
一
九
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
交
易
と
政
権
に
よ
る

保
護
・
統
制
―

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄐

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

三
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
六
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
九
八
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

松
方
冬
子

　
　

研
究
分
担
者	

森
永
貴
子
（
立
命
館
大
学
）、
塩
谷
哲
史
（
筑
波
大
学
）、
彭
浩
（
大

阪
公
立
大
学
）、
菊
池
雄
太
（
立
教
大
学
）、
岡
本
隆
司
（
京
都
府
立

大
学
）、
松
本
あ
づ
さ
（
藤
女
子
大
学
）、
辻
大
和
（
横
浜
国
立
大
学
）、

大
東
敬
典
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、
木
村
可
奈
子
（
滋
賀
県
立

大
学
）、
皆
川
卓
（
山
梨
大
学
）

五
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
日
本
史
研
究
の
蓄
積
を
、
他
地
域
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

世
界
史
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
最
終
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
克
服
し
、

よ
り
平
ら
か
な
世
界
史
を
描
く
こ
と
を
目
指
す
。

　

本
年
度
は
、
下
記
の
活
動
を
行
っ
た
。
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○
二
三
年
七
月
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
第
八
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
は
以
下
の
通
り
。

五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
史
』
読
書
会
（
松
本
英
実
「
五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
史
』
に

対
す
る
法
制
史
か
ら
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト
」／
松
方
冬
子
「
五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
史
』

を
読
む
：「
不
平
等
」
条
約
な
の
か
？
に
つ
い
て
」／
彭
浩
「
日
本
の
条
約
改
正
と
日
清
関

係
：
五
百
旗
頭
薫
「
条
約
改
正
史
」
関
係
著
作
を
読
む
」）

研
究
報
告　

皆
川
卓
「
近
世
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
の
関
税
協
定
と
関
税
紛
争
―
「
国
家
連
合
」

シ
ス
テ
ム
（system

a	civitatum
）
と
の
関
係
に
お
い
て
」

○
二
三
年
八
月
、
滋
賀
県
立
大
学
で
第
九
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
以

下
の
通
り
。

二
六
日　

菊
池
雄
太
報
告
「︽
領
事
︾
概
念
の
整
理
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
篇
―
」

二
七
日　

条
約
条
文
の
素
朴
な
比
較
検
討
作
業
（
そ
の
二
）

菊
池
雄
太
「
ハ
ン
ザ
諸
都
市
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
通
商
条
約
（
一
八
二
八
年
）」／
松
井

真
子
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
一
六
八
〇
年
対
蘭
カ
ピ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」／
木
土
博
成
「
法

度
（
≠条
約
）
に
み
る
琉
球
在
番
奉
行
―
一
六
五
七
年
の
二
つ
の
法
度
を
読
む
―
」／
岡

本
隆
司
「
南
京
条
約
」／
川
口
洋
史
「
バ
ウ
リ
ン
グ
条
約
」

○
二
三
年
九
月
、
塩
谷
哲
史
、
辻
大
和
、
松
方
冬
子
、
森
永
貴
子
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

現
地
調
査
を
行
い
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史

学
研
究
所A

llaeva	N
igora

氏
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

○
二
三
年
九
月
、
カ
ザ
フ
国
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
ア
ジ
ア
学
会
（
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
に
大
東
敬
典
、
塩
谷
哲
史
の
二
名
が
主
催
・
参
加
し
て
、「
交
易
を
め
ぐ
る

交
渉
―
近
世
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―	N

egotiating	T
rade:	

Central	Eurasia,	Iran	and	Europe	in	the	Early	M
odern	W

orld

」
と
題
し
た
パ

ネ
ル
報
告
を
行
っ
た
。

○
二
三
年
一
二
月
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
で
開
催
さ

れ
た
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ“T

he	Safavids,	the	Post-Safavids	and	the	East	
Indian	Com

panies”

（
科
研
費
学
術
変
革
領
域
研
究
🄐20H

05827

主
催
、
本
科
研
共
催
）

に
、
大
東
敬
典
が
参
加
し
、
報
告“Pursue	of	A

greem
ent:	T

he	D
utch	East	India	

Com
pany”

を
行
っ
た
。

○
二
三
年
一
二
月
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
第
一
〇
回
研
究
会
を
開
催
し
、
成
果
論
集

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
構
想
発
表
を
行
っ
た
。

○
二
四
年
三
月
、
愛
知
学
院
大
学
で
第
一
一
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は

以
下
の
通
り
。

大
東
敬
典
「A

dam
	Clulow

とLauren	Benton

を
読
む
（
そ
の
一
）
―“Legal	Encounters	

and	the	Origins	of	Global	Law
”

と“T
he	A

rt	of	Clam
ing”

―
」

松
方
冬
子
「A

dam
	Clulow

とLauren	Benton

を
読
む
（
そ
の
二
）
―Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　
ａｎｄ　Ｅ

ⅿ
ｐｉｒｅ

―
」

松
井
真
子
「
堀
井
優
『
近
世
東
地
中
海
の
形
成
』
を
読
む
」

○
二
四
年
二
月
～
三
月
に
原
田
亜
希
子
が
イ
タ
リ
ア
（
ロ
ー
マ
／
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）
に
て

史
料
調
査
を
行
っ
た
。

○
ほ
か
に
、
い
く
ら
か
の
関
連
図
書
を
購
入
し
た
。
さ
ら
に
、
試
み
と
し
て
、
一
冊
の
洋

書
に
つ
い
て
ご
く
一
部
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
化
と
機
械
翻
訳
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
本
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w
w
.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/fuyuko/kaken/gaikou_sekaishi.htm

l

断
片
的
史
料
情
報
の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る
新
た
な
史

料
学
構
築
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
研
費
補
助
金　

基
盤
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
一
Ｈ
〇
四
三
五
六

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
五
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
五
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

西
田
友
広

　
　

研
究
分
担
者	

井
上
聡
・
堀
川
康
史
・
山
田
太
造
・
中
村
覚
（
以
上
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
）・
貫
井
裕
恵
・
三
輪
真
嗣（
以
上
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・

高
橋
悠
介
（
慶
応
義
塾
大
学
）・
佐
藤
雄
基
（
立
教
大
学
）・
守
田
逸

人
（
香
川
大
学
）・
高
田
智
和
（
国
立
国
語
研
究
所
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
古
文
書
学
に
も
と
づ
く
史
料
批
判
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
き
た
、
断
片
的
史
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料
・
逸
失
史
料
を
あ
ま
ね
く
学
術
資
源
化
す
る
こ
と
で
、
中
世
史
料
学
を
根
本
的
に
見
つ

め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
断
簡
・
破
損
汚
損
文
書
・
無
年
号

文
書
と
い
っ
た
多
様
な
形
態
を
と
る
史
料
が
、
古
文
書
学
的
検
討
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
こ
と
へ
の
批
判
は
あ
っ
た
が
、そ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
・

提
案
は
提
出
さ
れ
ず
に
き
た
。
本
研
究
で
は
、
隣
接
諸
科
学
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
論

を
援
用
す
る
こ
と
で
、
か
つ
情
報
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
群
を
あ
ま
ね
く
参
照
し
う
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
史
料
の
持
つ
可
能
性
を
徹
底
的
に
追
究
し
、
批
判
に
足
り

う
る
有
効
な
研
究
資
源
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
か
つ
て
確
か
に
存
在

し
て
い
た
文
書
の
痕
跡
を
伝
来
史
料
か
ら
抽
出
・
集
約
す
る
こ
と
で
、
残
さ
れ
た
文
書
の

背
景
に
広
が
る
浩
瀚
な
史
料
世
界
の
復
元
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
残
存
史
料
が
持
つ
情

報
を
最
大
限
有
効
化
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
存
在
を
あ
ま
ね

く
検
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
像
を
析
出
す
る
こ
と
で
、
従
前
の
中
世
古
文
書

研
究
の
限
界
を
突
破
し
、
新
た
な
研
究
の
地
平
を
見
出
し
て
ゆ
く
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
計
画
調
書
に
記
し
た
四
つ
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
た
。

①
断
片
化
し
た
史
料
を
対
象
と
す
る
調
査
情
報
の
高
度
化
研
究
で
は
、
前
年
度
整
備
し
た

「
翻
刻
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
て
、
史
料
の
体
裁
情
報
・
テ
キ
ス
ト
情
報
を
対
象
に
構

造
化
を
開
始
し
、
生
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
「
史
料
情
報
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
は
じ
め

と
す
る
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
と
連

携
し
う
る
環
境
の
構
築
に
着
手
し
た
。

②
蓄
積
さ
れ
た
知
識
情
報
の
参
照
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
解
析
の
高
度
化
研
究
に
お
い
て
は
、

前
年
度
に
続
い
てSH

IPS︲D
B

群
か
ら
人
名
・
地
名
な
ど
の
歴
史
知
識
情
報
を
抽
出
・
蓄

積
す
る
作
業
を
強
め
て
、
デ
ー
タ
群
中
の
関
連
性
・
脈
絡
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
解
析

に
取
り
組
ん
だ
。

③
中
世
逸
失
史
料
情
報
の
復
元
研
究
で
は
、前
年
度
に
続
き『
鎌
倉
遺
文
』『
南
北
朝
遺
文
』

を
対
象
に
、
史
料
テ
キ
ス
ト
上
に
引
用
さ
れ
た
逸
失
史
料
情
報
の
検
出
・
蓄
積
を
推
進
し

た
。
全
体
の
三
分
一
程
度
を
処
理
し
た
段
階
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
一
万
二
千
件
余
の
新

規
デ
ー
タ
を
生
成
し
て
い
る
。
平
行
し
て
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
内
に
構
築
し
た
『
南
北
朝
遺
文
』

フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
既
刊
分
全
冊
の
本
文
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
終
え
、
現
在
は
校
正
作
業
を
進
め
て
お
り
（
九
州
編
全
七
冊
・
中
国
四
国
編
二
冊
・

東
北
編
二
冊
分
を
完
了
）、
二
〇
二
四
年
度
中
の
一
般
公
開
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
段
階

に
あ
る
。

④
課
題
解
決
に
む
け
た
分
業
体
制
の
確
立
と
拠
点
機
関
間
の
連
携
研
究
で
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
国
宝
金
沢
文
庫
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
載
コ
ン
テ
ン

ツ
強
化
（
約
二
五
〇
件
追
加
）、SH

IPS︲D
B

と
の
連
携
確
保
を
進
め
、
基
盤
と
な
る
環

境
の
充
実
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
①
か
ら
③
の
研
究
と
連
動
し
う
る
よ
う
に
同
文
庫
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
お
い
て
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
用
い
た
汎
用
的
構
造
化
に
着
手
し
つ
つ
あ
る
。

神
社
所
蔵
文
書
・
社
家
文
書
の
一
体
把
握
に
よ
る
中
近
世
賀
茂
別
雷
神
社
の
総
合
的
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｈ
〇
〇
〇
一
五

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
六
年
度
（
二
年
目
）

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
一
四
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

金
子
拓

　
　

研
究
分
担
者	

加
瀬
直
弥
（
國
學
院
大
学
）・
野
田
泰
三
（
京
都
橘
大
学
）・
藤
本
仁

文
（
京
都
府
立
大
学
）・
石
津
裕
之
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
、
以
下
賀
茂

社
と
略
記
す
る
）
に
つ
い
て
、
賀
茂
県
主
一
族
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
氏
人
惣
中
に
よ
り
支

え
ら
れ
る
と
い
う
宗
教
領
主
の
な
か
で
も
特
徴
的
な
人
員
構
成
の
も
と
、
中
近
世
を
通
じ

て
膝
下
地
域
を
支
配
し
た
賀
茂
社
の
所
領
支
配
・
収
取
制
度
の
特
質
と
歴
史
的
変
遷
、
お

よ
び
氏
人
た
ち
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
祭
祀
神
事
の
実
態
と
歴
史
的
変
遷
、
ま
た
神
事
を
通

じ
て
明
ら
か
と
な
る
信
仰
文
化
の
特
質
、
宗
教
領
主
が
時
代
を
通
じ
て
存
続
す
る
た
め
に

行
っ
た
政
治
権
力
者
と
の
交
渉
・
接
触
な
ど
、
多
様
な
側
面
か
ら
賀
茂
社
の
歴
史
的
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
宗
教
領
主
を
祭
祀
、

政
治
、
経
済
の
面
か
ら
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
の
方
法
を
構
築
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
賀
茂
社
が
所
蔵
す
る
史
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
社
を
構
成
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す
る
氏
人
の
家
（
社
家
）
に
伝
わ
る
史
料
を
合
わ
せ
、
総
合
的
に
調
査
・
撮
影
お
よ
び
そ

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
目
録
を
作
成
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
一
体
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
近
世
に
お
け
る
神
社
の
な
か
で
も

稀
に
み
る
質
と
量
を
誇
る
賀
茂
社
関
係
史
料
に
つ
い
て
、研
究
環
境
の
基
盤
を
構
築
す
る
。

　

本
年
度
は
、
史
料
編
纂
所
特
定
共
同
研
究
と
合
同
で
、
賀
茂
別
雷
神
社
に
二
度
出
張
し
、

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
株
式
会
社
堀
内
カ
ラ
ー
に
賀
茂
別

雷
神
社
文
書
の
撮
影
を
委
託
し
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
収
集
を
進
め
た
。

　

賀
茂
社
氏
人
家
の
伝
来
史
料
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
家
文
書
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
寄
託
）

の
中
世
分
を
撮
影
し
た
。
ま
た
、
岡
本
保
圀
家
文
書
の
撮
影
と
目
録
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。

さ
ら
に
氏
人
の
花
押
画
像
の
本
所
花
押
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
を
進
め
た
。
こ
れ
ら
の

作
業
の
た
め
学
術
専
門
職
員
二
名
を
雇
用
し
た
。

　

今
年
度
は
、
特
定
共
同
研
究
と
の
合
同
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
会
と
対
面
で
の
研

究
会
を
各
一
回
開
催
し
た
。

荘
園
絵
図
調
査
・
解
析
方
法
に
関
す
る
総
括
的
研
究
と
汎
用
的
な
歴
史
地
理
情
報
へ
の
応

用
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
研
費
補
助
金　

基
盤
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｈ
〇
〇
〇
一
六

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
六
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
六
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
〇
一
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

井
上
聡

　
　

研
究
分
担
者	

藤
原
重
雄
・
岡
本
真
・
山
田
太
造
・
菊
地
大
樹
・
中
村
覚
（
以
上
史

料
編
纂
所
）・
守
田
逸
人
（
香
川
大
学
）・
渡
辺
晃
宏
（
奈
良
大
学
）・

高
田
祐
一
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）・
関
野
樹
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
）・
榎
原
雅
治
（
公
益
財
団
法
人
地
震
予
知
総
合
研
究

振
興
会
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
編
纂
事
業
の
な
か
で

蓄
積
し
た
古
代
・
中
世
絵
図
情
報
を
も
と
に
、
絵
図
史
料
群
の
総
体
が
、
い
か
な
る
歴
史

的
展
開
を
遂
げ
た
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
総
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
空
間
認

識
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
関
心
の

高
ま
る
環
境
史
・
災
害
史
等
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
踏
ま
え
て
、
新
た
な
調
査
・
分
析
方

法
の
創
出
・
提
示
を
行
う
こ
と
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
膨
大
な
絵
図
関
連
情

報
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
も
と
で
学
界
共
有
の
研
究
基
盤
と
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
る
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

研
究
実
施
計
画
に
も
と
づ
き
、
以
下
の
三
課
題
の
研
究
を
推
進
し
た
。

①
荘
園
絵
図
調
査
・
分
析
に
関
す
る
新
手
法
の
提
案
と
絵
図
群
総
体
の
展
開
過
程
に
関
す

る
研
究

　

前
年
度
に
引
き
続
い
て
既
存
の
絵
図
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
・
提
示
方
法
の
深
化
を
図
り
、

そ
の
成
果
を
研
究
代
表
者
ほ
か
研
究
分
担
者
も
参
画
す
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日

本
荘
園
絵
図
聚
影	

釈
文
編
』（
東
京
大
学
出
版
会
刊
行
）
の
編
纂
事
業
に
反
映
さ
せ
た
。

か
つ
ま
た
「
讃
岐
国
善
通
寺
伽
藍
絵
図
並
寺
領
絵
図
」・「
豊
前
国
野
仲
郷
絵
図
」
な
ど
の

現
地
調
査
を
重
ね
て
実
践
し
、
前
近
代
の
空
間
認
識
を
規
定
し
た
規
範
性
の
検
証
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
「
筑
前
国
志
賀
海
神
社
縁
起
」
の
原
本
調
査
を
実
施
し
て
、
絵
図
の
周
囲
に

	

あ
る
絵
画
史
料
群
の
分
析
を
通
じ
て
、
空
間
描
写
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。

②
蓄
積
さ
れ
た
調
査
情
報
の
保
全
・
秩
序
化
と
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
内

（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
内
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た
発
信
・
共
有
研
究

　

前
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
内
の
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
再

構
築
と
機
能
強
化
を
実
践
し
た
。
併
せ
て
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
内
で
連
動
し
て
機
能
す
る
「
金
石

文
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
史
料
編
纂
所
所
蔵
荘
園
絵
図
模
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
再
構

築
及
び
参
照
機
能
の
強
化
も
進
め
た
。

③
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
環
境
に
お
け
る
絵
図
情
報
の
発
展
的
活
用
と
新
た
な
研
究
資
源
の
創

出
研
究

　
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
刷
新
を
踏
ま
え
つ
つ
、
収
載
す
る
地
理
デ
ー
タ
の
構

造
を
踏
ま
え
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
ほ
か
と
汎
用
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
と
実

験
を
行
っ
た
。
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「
古
文
書
科
学
」
の
応
用
実
践

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
〇
一
一

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
七
年
度

四
、
研
究
経
費	
直
接
経
費
八
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

渋
谷
綾
子

　
　

研
究
分
担
者	

石
川
隆
二
（
弘
前
大
学
）・
大
橋
有
佳
（
公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文

化
財
研
究
所
）・
髙
島
晶
彦
・
尾
上
陽
介
・
新
井
重
行
（
以
上
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
）・
後
藤
真
・
天
野
真
志
・
小
倉
慈
司
（
以
上
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
）・
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）・
阿
児
雄
之

（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物
館
）

　
　

研
究
協
力
者	

山
田
太
造
・
中
村
覚
・
山
口
悟
史
（
以
上
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）・

上
條
信
彦
（
弘
前
大
学
）・
富
田
正
弘
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）・
大

川
昭
典
（
元
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）・
湯
山
賢
一
（
元

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）・
高
橋
修
（
茨
城
大
学
）・
丹
羽
尉
博
（
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）・
鍾
國

芳（
台
湾
・
中
央
研
究
院
生
物
多
樣
性
研
究
中
心
）・
國
府
方
吾
郎（
国

立
科
学
博
物
館
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
原
材
料
の
科
学
的
評
価
に
注
目
し
、
自
然
科
学
的
手
法
で
蓄
積
し
て
き
た

学
理
と
人
文
科
学
的
視
点
を
融
合
し
た
古
文
書
の
歴
史
研
究
「
古
文
書
科
学
」
の
実
践
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
研
究
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
以
下
を
実
施
す
る
。

①
最
先
端
計
測
分
析
技
術
に
よ
る
史
料
情
報
の
体
系
的
蓄
積
、
②
史
料
情
報
保
存
・
活
用

技
術
の
評
価
と
将
来
予
測
、
③
地
域
社
会
へ
の
技
術
提
供
と
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
拓
。
歴
史

資
料
の
も
つ
科
学
情
報
を
多
面
的
に
収
集
・
分
析
・
モ
デ
ル
化
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決

を
目
指
す
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

二
〇
二
三
年
度
は
下
記
を
実
施
し
た
。
①
原
本
史
料
の
現
況
精
査
と
構
成
物
分
析
（
渋

谷
・
髙
島
・
大
橋
）、
②
カ
ジ
ノ
キ
に
お
け
る
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
デ
ー
タ
の
解
析
（
石

川
）、
③
史
料
情
報
・
計
測
分
析
デ
ー
タ
の
資
源
化
（
野
村
・
尾
上
・
小
倉
・
新
井
）、
④

史
料
保
存
・
修
復
等
に
関
す
る
研
究
・
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
つ
い
て
の
検
討
（
天

野
・
後
藤
・
阿
児
）、
⑤
若
手
研
究
者
・
技
術
者
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

検
討
（
渋
谷
・
髙
島
）。
二
〇
二
三
年
五
月
に
全
員
の
計
画
を
確
認
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
活
動
を
実
施
し
、
随
時
、
各
自
の
進
捗
状
況
と
成
果
を
共
有
し
た
。

　

研
究
成
果
は
、
日
本
遺
伝
学
会
第
九
五
回
大
会
（
二
〇
二
三
年
九
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

第
三
三
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
年
次
大
会（
二
〇
二
三
年
九
月
、於
：
ベ
ル
ギ
ー
）、

日
本
文
化
財
科
学
会
第
四
〇
回
記
念
大
会
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
於
：
奈
良
）
な
ど
国

内
外
の
学
会
で
報
告
す
る
と
と
も
に
、泉
大
津
市
立
図
書
館
の
主
催
す
る「
地
域
の
文
化
・

歴
史
再
発
見
講
座
」（
二
〇
二
三
年
八
月
）
や
誠
品
生
活
日
本
橋
で
行
わ
れ
たT

aiw
an	

Plus	2023

（
二
〇
二
三
年
九
月
）
に
お
い
て
一
般
向
け
の
講
演
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

研
究
協
力
者
の
所
属
機
関
で
あ
る
台
湾
・
中
央
研
究
院
や
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
ア
ジ
ア
美
術
部
、
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
な
ど
海
外
の
機
関
や
学
会
と
協
力

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
二
〇
二
四
年
度
以
降
に
共
同

で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。

大
型
絵
図
類
の
デ
ー
タ
構
造
化
と
関
連
史
料
の
連
携
に
よ
る
南
西
諸
島
「
海
上
の
道
」
の

復
元
的
研
究

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄐

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
六
九
八

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
六
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
一
〇
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
〇
九
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

黒
嶋
敏

　
　

研
究
分
担
者	

岡
本
真
・
杉
本
史
子
・
須
田
牧
子
・
中
村
覚
・
畑
山
周
平
（
以
上
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
）・
渡
辺
美
季
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
）・
上
杉
和
央
（
京
都
府
立
大
学
）・
片
桐
千
亜
紀
（
沖
縄
県

教
育
庁
）・
木
土
博
成（
九
州
大
学
）・
松
尾
晋
一（
長
崎
県
立
大
学
）・
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山
田
浩
世
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
）・
屋
良
健
一
郎
（
名
桜
大
学
）

　
　

研
究
協
力
者	

安
里
進（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
名
誉
大
学
）・
麻
生
伸
一（
琉
球
大
学
）・

安
達
裕
之（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）・
今
井
健
三（
元
海
上
保
安
官
）・

村
井
章
介
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
南
西
諸
島
を
広
域
的
に
描
き
海
事
情
報
が
記
さ
れ
た
一
五
世
紀
以
降
の

絵
図
類
を
「
海
上
の
道
」
を
記
す
「
歴
史
航
海
図
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
の
学
際
的
な

比
較
検
討
お
よ
び
現
地
調
査
を
通
じ
て
、
前
近
代
の
海
上
交
通
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
と
く
に
絵
図
類
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
デ
ー
タ
を
構
造
化
す
る
こ
と
で

多
様
な
連
携
と
分
析
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
公
開
し
て
い
る
「
正
保
琉
球
国

絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
母
体
に
、
そ
の
機
能
拡
充
と
汎
用
化
を
図
り
、
複
数
の

大
型
絵
図
や
関
連
史
料
・
地
理
情
報
を
連
携
さ
せ
た
「
海
上
の
道
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（
仮
称
）
を
構
築
し
、
公
開
し
て
研
究
基
盤
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

研
究
期
間
の
初
年
次
と
な
る
二
〇
二
三
年
度
は
、
ま
ず
「
歴
史
航
海
図
」
お
よ
び
関
連

史
料
の
集
積
と
検
討
と
し
て
、
都
城
島
津
邸
、
東
洋
文
庫
、
三
井
文
庫
、
本
居
宣
長
記
念

館
、鹿
児
島
県
立
図
書
館
、（
台
湾
）故
宮
博
物
院
な
ど
の
史
料
所
蔵
機
関
に
赴
き
、調
査
・

撮
影
を
行
っ
た
。
ま
た
研
究
組
織
内
で
、
問
題
関
心
・
調
査
進
捗
状
況
を
共
有
す
る
意
味

を
含
め
、
年
度
中
に
合
計
四
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
（
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。

　

次
に
、
大
型
絵
図
類
の
研
究
基
盤
整
備
と
し
て
、「
正
保
琉
球
国
絵
図
」
と
関
係
が
深

い
「
琉
球
并
諸
島
図
」（
都
城
島
津
邸
所
蔵
）
の
デ
ー
タ
構
造
化
に
着
手
し
、
二
〇
二
三

年
九
月
よ
り
「
都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉
球
并
諸
島
図
」
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
公
開

し
た
。
そ
の
準
備
段
階
で
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
助
成
よ
り
の
寄

付
金
「
前
近
代
の
那
覇
港
に
お
け
る
航
路
と
聖
地
」（
二
〇
二
三
年
、
研
究
代
表
者
黒
嶋
）

と
も
連
携
し
、
デ
ー
タ
整
理
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
所
と
都
城
島
津
邸
と
の

間
で
は
、
二
〇
二
一
年
よ
り
覚
書
を
交
わ
し
て
双
方
の
連
携
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
両
者
の
連
携
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
開
開

始
を
報
告
す
る
記
者
発
表
を
二
〇
二
三
年
九
月
二
〇
日
に
都
城
市
役
所
に
お
い
て
実
施
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
二
〇
二
四
年
二
月
に
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
（
南
葵
文
庫
）
所
蔵

の
「
九
州
全
図
」
二
点
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
行
い
、
デ
ー
タ
構
造
化
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
歴
史
航
海
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
海
事
情
報
の
分
析
を
現
地
の
地
理
的
情

報
を
踏
ま
え
て
分
析
し
て
い
く
た
め
に
、
那
覇
港
・
お
よ
び
慶
良
間
諸
島
で
の
現
地
調
査

を
二
〇
二
三
年
一
一
月
に
実
施
し
た
。
慶
良
間
諸
島
は
風
待
ち
に
適
し
た
地
理
的
条
件
か

ら
那
覇
港
の
外
港
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
琉
球
―
中
国
南
部
航
路
の
経
由

地
で
も
あ
り
、
関
連
す
る
絵
図
・
史
料
も
少
な
く
な
い
。
現
地
調
査
で
は
、
と
く
に
慶
良

間
諸
島
の
水
中
遺
跡
に
つ
い
て
研
究
分
担
者
の
片
桐
千
亜
紀
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
関
連
す
る
地
点
を
船
で
回
り
、
現
地
の
景
観
と
絵
図
で
の
描
か
れ
方
を
検
証
し
て

い
っ
た
。

　

今
後
、研
究
最
終
年
度
と
な
る
二
〇
二
六
年
度
に
か
け
て
、史
料
研
究
・
デ
ジ
タ
ル
化
・

現
地
調
査
と
い
う
大
き
く
三
つ
の
作
業
を
分
担
し
て
行
い
、
研
究
課
題
の
遂
行
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
中
世
西
国
武
家
文
書
の
研
究
と
展
開

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｈ
〇
一
三
〇
七

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

本
郷
恵
子

　
　

研
究
分
担
者	

木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
）・
小
瀬
玄
士
・
渋
谷
綾
子
・
西
田
友
広
・

野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）・
長
谷
川
博
史
（
島
根
大
学
）・
畑
山

周
平
・
村
井
祐
樹
（
幹
事
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
に
実
施
し
た
、『
島
津
家
文
書
』
の
修
理
・
研
究
を

中
心
事
業
と
す
る
「
原
本
史
料
情
報
解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
に
お

い
て
培
っ
た
原
本
史
料
情
報
解
析
の
方
法
を
用
い
て
、
原
本
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
的
側

面
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
世
の
西
国
武
家
文
書
へ
と
対
象
を

ひ
ろ
げ
、文
字
テ
キ
ス
ト
の
読
解
か
ら
史
実
を
確
定
す
る
だ
け
で
な
く
、数
百
年
に
わ
た
っ

て
伝
来
し
て
き
た
原
本
史
料
の
軌
跡
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
史
料
の
持
つ
豊
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か
な
情
報
を
最
大
限
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
以
下
の
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
実
施
し
た
。
①
京
都
市
歴
史
資
料
館
：
明
通

寺
文
書
（
林
屋
辰
三
郎
氏
の
収
集
史
料
か
ら
成
る
燈
心
文
庫
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
若
狭

の
明
通
寺
よ
り
流
出
し
た
文
書
で
あ
る
。『
福
井
県
史
』
に
も
未
収
で
、
こ
れ
ま
で
注
目

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
中
世
の
同
寺
に
つ
い
て
の
知
見
を
補
強
す
る
内
容
で
あ
る
）、

②
福
岡
市
立
博
物
館
：
黒
田
文
書
・
結
城
文
書
・
青
柳
種
信
関
係
資
料
、
③
九
州
国
立
博

物
館
所
蔵
文
書
、
④
称
名
寺
文
書
（
福
岡
市
、
新
出
史
料
。
大
友
氏
や
大
内
氏
家
臣
か
ら

博
多
の
時
宗
寺
院
で
あ
る
称
名
寺
に
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
い
た

原
本
が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
）、
⑤
島
根
大
学
：
小
笠
原
文
書
、
⑥
島
根
県
立
図
書
館
：

庵
原
文
書
・
冨
文
書
、
⑦
石
見
銀
山
セ
ン
タ
ー
：
金
皇
寺
文
書
（
新
出
史
料
。
毛
利
氏
や

吉
川
氏
か
ら
石
見
国
の
金
皇
寺
に
出
さ
れ
た
文
書
）・
宗
岡
文
書
、
⑧
堺
市
博
物
館
：
法

道
寺
文
書
・
堺
市
博
物
館
所
蔵
文
書
・
今
井
文
書
・
赤
木
氏
所
蔵
文
書
・
中
村
結
鎮
御
頭

次
第
、
⑨
大
阪
歴
史
博
物
館
：
三
刀
屋
文
書
（
新
出
史
料
。
出
雲
国
人
で
あ
る
三
刀
屋
氏

の
文
書
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
水
戸
彰
考
館
蔵
の
写
本
と
は
別
系
統
の
三
刀
屋
家
に

残
さ
れ
た
も
の
）・
久
米
田
寺
文
書
、
⑩
佐
賀
県
立
図
書
館
：
堤
文
書
・
深
江
文
書
・
隈

文
書
・
龍
造
寺
文
書
・
犬
塚
文
書
・
有
浦
文
書
・
山
口
家
史
料
、
⑪
八
雲
神
社
文
書
（
鎌

倉
市
）、⑫
大
阪
城
天
守
閣
：
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
文
書
・
吉
村
文
書
・
土
屋
氏
旧
蔵
文
書
・

西
野
文
書
（
新
出
史
料
。
近
江
浅
井
氏
か
ら
北
近
江
の
国
人
西
野
氏
に
出
さ
れ
た
文
書
）、

⑬
馬
の
博
物
館
所
蔵
文
書
、
⑭
大
浦
文
書
・
洲
河
文
書
（
対
馬
市
）、
⑮
徳
島
城
博
物
館
：

木
戸
氏
所
蔵
文
書
、
⑯
徳
島
県
立
図
書
館
：
呉
服
文
書
、
⑰
本
門
寺
文
書
・
常
徳
寺
文
書

（
三
豊
市
）、
⑱
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
：
長
井
文
書
・
吉
敷
毛
利
文
書
（
新
出
史
料
。

秀
吉
発
給
文
書
二
通
・
豊
臣
家
奉
行
発
給
文
書
二
通
か
ら
成
る
。
主
に
小
早
川
氏
に
充
て

ら
れ
て
い
る
）・
西
郷
文
書
、
⑲
山
口
県
文
書
館
：
有
福
文
書
（
正
本
と
写
し
と
が
混
在

す
る
文
書
群
。
相
続
の
際
に
分
割
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
朱
印
状
に
至
っ
て
は
、

朱
印
が
半
分
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
）・
右
田
毛
利
文
書
、
⑳
平
群
町
教
育
委
員
会
：
尾
張

椿
井
文
書
、
㉑
清
水
文
書
（
奈
良
市
）、
㉒
勝
尾
寺
文
書
（
箕
面
市
）

　

ま
た
、
蜷
川
親
元
書
状
・
某
書
状
（
田
原
文
書
）
各
一
通
、『
湯
原
家
文
書
』、『
蜂
須

賀
文
書
写
』（
永
青
文
庫
）
の
修
理
・
調
査
を
行
っ
た
。
某
書
状
は
新
規
購
入
で
、
豊
後

の
国
人
田
原
氏
を
充
所
と
す
る
南
北
朝
期
の
文
書
で
あ
る
。『
碩
田
叢
書
』
を
編
纂
し
た

後
藤
碩
田
か
ら
、
織
部
流
茶
道
を
再
興
し
た
豊
後
藩
士
古
田
氏
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
由

緒
書
が
み
ら
れ
る
。『
湯
原
家
文
書
』
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
以
下
の
二
点
の
報
告
書
を
作
成
し
た
。

①
末
柄
豊
・
村
井
祐
樹
編
『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』（
史
料
編
纂
所
成
果
報
告
書

2023︲1

）

　

京
都
市
の
音
羽
山
清
水
寺
に
伝
来
し
た
中
世
文
書
の
調
査
図
録
。
本
史
料
群
は
、
も
と

は
成
就
院
等
の
院
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
同
時
宝
物
館
に
一

括
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
所
に
お
い
て
も
一
九
三
〇
年
に
影
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が

（
成
就
院
文
書
・
慈
心
院
文
書
）、
そ
れ
ら
に
加
え
て
旧
清
水
寺
本
坊
所
蔵
文
書
お
よ
び
成

就
院
よ
り
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
を
収
め
た
。

②
小
瀬
玄
士
・
畑
山
周
平
・
村
井
祐
樹
編
『
島
津
家
文
書
「
御
文
書
」
外
中
世
文
書
集
』

（
史
料
編
纂
所
成
果
報
告
書2023︲6

）

　

本
所
所
蔵
の
国
宝
『
島
津
家
文
書
』
の
う
ち
「
御
文
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
中
世

文
書
の
調
査
図
録
。『
島
津
家
文
書
』
に
お
い
て
は
、
慶
長
年
間
以
前
の
文
書
の
ほ
と
ん

ど
は
、「
御
文
書
」
と
名
付
け
ら
れ
た
二
三
八
巻
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
別
に

中
世
文
書
を
ま
と
め
た
五
巻
の
巻
子
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
「
御
文
書
」
が
成
巻
さ
れ
た

一
七
世
紀
半
ば
以
降
に
島
津
家
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
島
津
家
文
書
』
の
な
か
の
「
薩
藩
勝
景
百
図
」
と
昨

年
度
翻
刻
を
完
了
し
た
「
薩
藩
勝
景
百
図
考
」
に
つ
い
て
、
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五
～
一

六
一
四
）
の
薩
摩
配
流
と
名
勝
成
立
の
関
係
を
検
討
し
た
。

　

以
上
の
活
動
を
通
じ
て
、
西
国
武
家
文
書
の
研
究
資
源
化
を
行
う
と
と
も
に
、
西
国
武

家
の
権
力
構
造
や
相
互
の
連
携
状
況
等
の
分
析
を
進
め
た
。

近
世
書
状
史
料
群
の
研
究
と
歴
史
情
報
資
源
化

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｈ
〇
〇
六
九
一

三
、
研
究
期
間	

令
和
四
年
度
～
令
和
七
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	
松
澤
克
行
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研
究
分
担
者	

荒
木
裕
行
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）／
畑
山
周
平
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
）／
山
本
一
夫
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
近
世
の
主
要
な
文
書
史
料
で
あ
り
、
大
量
に
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
相
対

的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
書
状
に
つ
い
て
政
治
史
的
・
史
料
学
的
研
究
を
行
い
、

十
七
世
紀
を
中
心
と
す
る
近
世
史
研
究
の
進
展
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
島
津
家
文
書
の
う
ち
、
書
状
を
中
心
と
し
た
文
書
を
巻
装
し
た

「
御
文
書
」
と
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る
近
衛
家
文
書
な
ど
、
群
と
し
て

伝
来
し
た
近
世
の
武
家
・
公
家
の
書
状
を
、
そ
れ
ら
が
属
す
る
史
料
群
と
の
関
係
に
留
意

し
な
が
ら
政
治
史
的
・
史
料
学
的
に
研
究
す
る
。ま
た
、「
御
文
書
」の
近
世
部
分
の
ほ
か
、

巷
間
に
所
在
す
る
書
状
史
料
群
（
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
画

像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
や
目
録
作
成
・
研
究
・
紹
介
な
ど
の
歴
史
情
報
資
源
化
と
研
究

を
行
い
、
学
会
・
社
会
へ
の
提
供
を
目
指
す
。

　

今
年
度
の
実
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
前
年
度
に
続
き
、「
島
津
家
文
書　

御
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）の
う
ち
、

近
世
分
で
未
撮
影
の
も
の
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
進
め
た
。
今
年
度
は
「
御
文
書　

日
新
公
（
十
通
）」（
Ｓ
島
津
家
文
書
４︲

１
）
か
ら
「
御
文
書　

家
久
公
八　

巻
十
三
（
二

十
四
通
）」（
Ｓ
島
津
家
文
書
４︲

26
）
ま
で
の
二
十
六
巻
に
つ
い
て
、
一
億
五
〇
〇
〇
万

画
素
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

②
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
状
史
料
群
を
九
七
五
点
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
い
蒐
集
し
、

そ
の
史
料
目
録
と
一
部
の
釈
文
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
書
状
が
写
し
取
ら
れ
て
記
録
さ
れ

て
い
る
個
人
所
蔵
の
近
世
期
公
家
日
記
を
借
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
い
史
料
蒐
集
し
た
。

③
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
・
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
・
津
山
郷
土
博
物
館
・
鳥
取
県
立
博

物
館
・
鳥
取
県
立
図
書
館
・
米
子
市
立
図
書
館
・
広
島
県
立
文
書
館
・
千
葉
・
京
都
の
個

人
宅
な
ど
に
出
張
し
、
近
世
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

④
研
究
代
表
者
の
松
澤
克
行
が
、
霞
会
館
京
都
支
所
で
講
演
「
江
戸
時
代
の
公
家
と
武
家
」

（
令
和
五
年
四
月
二
二
日
）
を
行
い
、
研
究
分
担
者
の
畑
山
周
平
が
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
の
川
内
歴
史
資
料
館
で
講
演
「
古
文
書
か
ら
拡
が
る
世
界
―
歴
史
資
料
館
に
お
け
る

国
指
定
重
要
文
化
財
の
収
蔵
意
義
と
活
用
―
」（
川
内
歴
史
資
料
館
開
館
四
〇
周
年
記
念

講
演
会
、
令
和
六
年
二
月
一
一
日
）
を
行
っ
た
。

⑤
来
年
度
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ
る
史
料
蒐
集
に
向
け
、
所
蔵
者
と
事
前
交
渉
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
研
究
代
表
者
・
研
究
分
担
者
に
よ
る
主
な
研
究
論
文
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
松
澤
克
行
「
陽
明
文
庫
所
蔵
「
近
衛
信
尋
書
状
并
後
水
尾
天
皇
勘
返
」
―
島
津
氏
関
係

史
料
の
紹
介
―
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
十
四
号
、
令
和
六
年
三
月

・
荒
木
裕
行
「
内
憂
外
患
と
近
世
日
本
の
限
界
」
荒
木
裕
行
・
小
野
将
編
『
日
本
近
世
史

を
見
通
す　

第
三
巻　

体
制
危
機
の
到
来
』
吉
川
弘
文
館
、
令
和
六
年
一
月

・
荒
木
裕
行
「
天
保
・
弘
化
期
の
幕
政
」
荒
木
裕
行
・
小
野
将
編
『
日
本
近
世
史
を
見
通

す　

第
三
巻　

体
制
危
機
の
到
来
』
吉
川
弘
文
館
、
令
和
六
年
一
月

・
畑
山
周
平
・
水
野
嶺
「
愛
媛
県
龍
澤
寺
所
蔵
『
薩
州
本
山
福
昌
寺
年
来
記
抜
書
』
上
」

『
尚
古
集
成
館
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
令
和
五
年
一
二
月

・
山
本
一
夫
「
中
津
藩
の
米
会
所
・
米
切
符
と
地
域
経
済
」『
日
本
歴
史
』
第
九
〇
七
号
、

令
和
五
年
一
一
月

日
本
近
世
史
料
学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と
社
会
連
携
を
通

じ
て

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｈ
〇
〇
六
九
二

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
四
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
三
八
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

杉
本
史
子

　
　

研
究
分
担
者	

稲
葉
継
陽
（
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
母
利
美

和
（
京
都
女
子
大
学
文
学
部　

教
授
）、
以
下
本
所
：
菊
地
智
博
、

立
石
了
、
鶴
田
啓
、
中
村
覚
、
箱
石
大
、
林
晃
弘

　
　

研
究
協
力
者	

山
田
太
造

　
　

学
術
専
門
職
員　

	

岡
島
翔
、
黒
滝
香
奈
、
世
川
祐
多
、
高
垣
亜
矢
、
竹
村
到
、
山
田

拓
実

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
日
本
近
世
史
の
基
幹
的
史
料
集
に
つ
い
て
、
そ
の
編
纂
に
お
け
る
経
験

知
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
社
会
に
還
元
し
、
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
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の
ふ
た
つ
を
両
輪
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
近
世
史
料
研
究
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
①
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
史
料
研
究
、
②
史
料
所
蔵
機
関
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
社
会
連
携
、
③
研
究
交
流
に
よ
る
研
究
成
果
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
日
本
近
世
史
基
幹
的
史
料
集
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
作
成
を

集
中
的
に
行
い
、
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
し
た
。『
大
日
本
維
新
史

料

類
纂
之
部　

井
伊
家
史
料
』
に
つ
い
て
、
一
七
〇
五
一
レ
コ
ー
ド
の
索
引
デ
ー
タ
を

作
成
・
登
録
・
修
正
し
て
公
開
し
た
ほ
か
、
未
刊
行
原
稿
に
つ
い
て
八
四
三
件
の
デ
ー
タ

化
を
行
っ
た
。『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集
』
の
目
次
デ
ー
タ
八
九
六
件
を
作

成
し
た
。
さ
ら
に
、『
大
日
本
近
世
史
料　

細
川
家
史
料
』
第
一
七
巻
の
本
文
デ
ー
タ
を

作
成
・
公
開
し
た
。
ま
た
、
後
述
の
デ
ジ
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
研
究
会
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
良
方
針
を
策
定
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
と
同
文
庫
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
方

法
に
つ
い
て
協
議
を
深
め
、
公
開
の
準
備
作
業
と
し
て
目
録
デ
ー
タ
の
作
成
を
進
め
た
ほ

か
、
同
文
庫
所
蔵
史
料
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
初
期
に
お
け
る
「
御
国
」
と
「
公

儀
」」
を
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て
開
催
し
た
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
九
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
近
世
初
期
に
お
け
る
「
御
国
」
と
「
公
儀
」」
を
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

に
て
開
催
し
た
ほ
か
、
一
二
月
に
は
史
料
編
纂
所
・
同
所
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点

形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」
開
催
に
協

力
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
開
催
の
国
際
研
究
集
会
「
幕
末
維
新
史
研
究
と
井
伊
家
史
料
」

の
成
果
を
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
四
号
に
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
そ
の
課
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
研
究

会
を
四
回
開
催
し
、
最
新
の
知
見
を
共
有
し
た
。

　

著
書
・
論
文
・
学
会
報
告
と
い
っ
た
個
々
の
本
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
科
学
研
究

費
助
成
事
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

幕
末
明
治
期
古
写
真
の
調
査
と
そ
の
解
析
・
復
元
・
保
全
を
総
合
的
に
捉
え
る
写
真
史
料

学
の
構
築

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
六
五
四

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
六
年
度

	

（
二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
区
分
が
基
金
に
変
わ
る
た
め
、
課
題
番
号

が
二
三
Ｋ
二
五
三
五
一
に
変
更
）

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
一
七
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

谷
昭
佳

　
　

研
究
分
担
者	

箱
石
大
・
保
谷
徹
（
東
京
大
学
・
名
誉
教
授
）・
高
橋
則
英
（
日
本

大
学
・
上
席
研
究
員
）・
遠
藤
楽
子
（
東
京
国
立
博
物
館
・
主
任
研

究
員
）・
宇
都
宮
正
紀
（
奈
良
大
学
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
）

六
、
研
究
の
概
要

　

研
究
初
年
度
は
、
国
内
各
地
に
点
在
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
幕
末
明
治
初
期
古
写
真
の
調

査
を
中
心
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
海
外
の
写
真
修
復
保
存
機
関
に
出
張
し
、
一
九
世
紀

の
古
典
技
法
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
写
真
技
法
の
識
別
調
査
お
よ
び
修
復
保
存
の
施
設
と
教

育
現
場
な
ど
を
見
学
し
た
。
く
わ
え
て
写
真
修
復
保
存
分
野
の
先
達
者
ら
と
共
に
、
今
後

の
こ
の
分
野
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
効
果
を
お
こ
な
っ
た
。
主
な
研
究
活
動
の
内

容
と
成
果
は
以
下
で
あ
っ
た
。

　

国
内
出
張
資
料
調
査
等
：
①
岩
手
県
内
所
在
古
写
真
関
係
資
料
調
査
と
ガ
ラ
ス
板
写
真

の
高
精
細
撮
影
を
同
県
内
の
複
数
機
関
に
て
お
こ
な
っ
た
。
②
静
嘉
堂
文
庫
に
て
、
同
文

庫
所
蔵
資
料
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
③
横
浜
開
港
資
料
館
に
て
、
幕
末
期
に
幕
府
の
要
職

を
歴
任
し
た
木
村
芥
舟
の
写
真
関
係
資
料
に
つ
い
て
目
録
作
成
・
調
査
撮
影
を
お
こ
な
っ

た
。
④
伊
賀
市
上
野
図
書
館
に
て
、
上
野
城
関
係
古
写
真
調
査
お
よ
び
高
精
細
撮
影
を
お

こ
な
っ
た
。
⑤
鳥
取
県
下
所
在
古
写
真
関
係
資
料
調
査
お
よ
び
撮
影
を
同
県
内
の
複
数
機

関
に
て
お
こ
な
っ
た
。
⑥
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
に
て
、
同
館
所
蔵
中
嶋
待
乳
関
係
古
写

真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
お
よ
び
保
全
対
策
の
準
備
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
⑦
山
口
県
下

所
在
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
閲
覧
調
査
と
簡
易
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
⑧
鍋
島
報
效
会

徴
古
館
に
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
公
開
に
向
け
た
目
録
お
よ
び
画
像
デ
ー
タ
の
確
認

作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
⑨
鹿
児
島
県
下
所
在
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
予
備
調
査
を
お
こ

な
い
、
そ
の
後
に
本
調
査
に
着
手
し
た
。

　

海
外
写
真
修
復
保
存
機
関
調
査
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
出
張
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
国
立
公
文
書
館
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
サ
ー
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
て
一
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九
世
紀
写
真
の
技
法
調
査
お
よ
び
写
真
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
の
見
学
な
ど
を
お
こ

な
っ
た
。

　

所
内
資
料
調
査
等
：
①
研
究
成
果
公
開
に
向
け
て
、
壬
申
検
査
関
係
古
写
真
画
像
デ
ー

タ
整
理
お
よ
び
目
録
整
備
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
②
歴
史
学
者
・
辻
善
之
助
と
辻
達
也
関

係
未
整
理
古
写
真
資
料
の
整
理
保
存
と
目
録
作
成
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
他
：
ガ
ラ
ス
板
の
写
真
油
絵
の
復
元
に
つ
い
て
、
研
究
分
担
者
と
制
作
手
順
や
技

法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
検
討
し
た
。
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
成
果
と
し
て
、
谷
昭
佳
「
失

わ
れ
た
技
法
「
写
真
油
絵
」
の
復
元
的
研
究
―
紙
盤
ニ
製
ス
ル
法
の
再
現
―
」（『
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
一
〇
一
号
、
一
―
一
〇
頁
、
二

〇
二
三
年
七
月
）
を
発
表
し
た
。

十
六
世
紀
西
日
本
港
町
の
構
造
と
相
関
―
文
献
・
考
古
学
資
料
の
国
際
・
横
断
的
分
析
に

よ
る
―

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
六
六
三

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
六
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
六
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

岡
美
穂
子

　
　

研
究
分
担
者	

渡
辺
芳
郎
（
鹿
児
島
大
学
）・
鶴
島
博
和
（
熊
本
大
学
）・
伊
藤
幸
司

（
九
州
大
学
）・
関
周
一
（
宮
崎
大
学
）・
藤
田
明
良
（
天
理
大
学
）・

太
田
淳
（
慶
應
義
塾
大
学
）・
鹿
毛
敏
夫
（
名
古
屋
学
院
大
学
）・
佐

藤
由
似（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
）・

鷲
頭
桂
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
九
州
国
立
博
物
館
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
日
明
貿
易
、
南
蛮
貿
易
な
ど
を
研
究
し
て
き
た
文
献
研
究
者
が
多
く
集

い
、
港
町
で
の
交
易
関
係
品
発
掘
調
査
な
ど
を
牽
引
し
て
き
た
地
元
自
治
体
の
研
究
者
ら

と
相
互
に
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
主
に
九
州
と
畿
内
を
結
ぶ
交
易
網
の
特
徴
や
物
流

の
実
態
、
そ
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
港
町
の
構
造
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え

る
。
各
関
係
自
治
体
の
文
化
財
、
文
献
研
究
者
に
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
自
治
体
の
垣

根
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
知
識
体
系
が
共
有
さ
れ
る
。

ま
た
日
本
史
だ
け
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
、
同
じ
く
島
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の

海
域
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
西
日
本
の
港
町
の
特
質
や
、
そ
れ

ら
の
地
域
と
の
共
通
性
、
差
異
等
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
、
長
崎
県
文
化
振
興
・
世
界
遺
産
課
主
催
「
東
樫
山
キ
リ
シ
タ
ン
伝

承	

華
南
三
彩
壺	

調
査
報
告
会
＆
特
別
公
開
」（
長
崎
市
役
所
、二
〇
二
三
年
五
月
二
一
日
）

及
び
大
分
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
キ
リ
シ
タ
ン
街
道
が
つ
な
ぐ

豊
後
府
内
と
長
崎
」（
大
分
市
能
楽
堂
、
二
〇
二
三
年
八
月
二
〇
日
）
で
科
研
メ
ン
バ
ー

が
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
二
四
年
三
月
十
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
研

究
報
告
会
「
戦
国
期
の
日
本
列
島
と
東
南
ア
ジ
ア
」
を
開
催
し
た
。
十
一
月
に
は
共
同
調

査
で
沖
縄
県
に
て
中
近
世
琉
球
王
国
関
連
史
料
・
史
跡
の
調
査
を
実
施
し
た
。	

維
新
政
府
に
よ
る
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
を
源
流
と
し
た
文
書
行
政
の
解
明
と
関
連
史
料
群

の
学
術
資
源
化

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄑
補
助
金

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
六
六
四

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
七
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
二
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
七
二
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

箱
石
大

	　
　

研
究
分
担
者	

水
上
た
か
ね
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
助
教
）、
宮
間
純
一
（
中

央
大
学
文
学
部
・
教
授
）、
村
和
明
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
・
准
教
授
）

	　
　

研
究
協
力
者	

天
野
真
志
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
・
准
教
授
）、
石
田
七

奈
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
学
術
専
門
職
員
）、
柏
原
洋
太
（
千

葉
県
文
書
館
・
主
事
）、
佐
藤
大
悟
（
青
山
学
院
大
学
附
置
青
山
学

院
史
研
究
所
・
助
教
）、
渋
谷
綾
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
特

任
助
教
）、
白
石
烈
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
・
主
任
研
究
官
）、
髙

島
晶
彦
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
技
術
専
門
職
員
）、
立
石
了
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
・
助
教
）、
長
坂
良
宏
（
国
立
公
文
書
館		

・
公
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文
書
専
門
官
）

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
の
目
的
は
、
近
世
の
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
き
た
文
書
に

基
づ
く
政
務
処
理
と
文
書
管
理
方
式
の
一
部
を
継
承
・
導
入
し
て
こ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
、

新
た
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
維
新
政
府
の
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
を
解
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
維
新
政
府
期
の
明
治
太
政
官
文
書
群
と
、
政
府

関
係
文
書
原
本
を
含
む
官
員
個
人
文
書
群
を
対
象
と
し
て
調
査
・
分
析
を
進
め
、
同
時
に

そ
の
過
程
で
集
積
さ
れ
た
研
究
課
題
に
関
連
す
る
史
料
群
の
う
ち
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
を

実
施
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
に
詳
細
な
書
誌
情
報
を
付
与
し
、
国
際

的
・
学
際
的
に
も
共
有
可
能
な
学
術
資
源
と
し
て
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
創

的
な
研
究
基
盤
の
整
備
に
寄
与
す
る
。

（
２
）
研
究
の
計
画
・
方
法

︹
維
新
政
府
の
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
・
研
究
︺

　

東
京
近
郊
や
遠
隔
地
な
ど
各
所
に
分
散
所
在
す
る
明
治
太
政
官
文
書
原
本
群
と
、
政
府

関
係
文
書
原
本
を
含
む
官
員
個
人
文
書
群
を
史
料
と
し
て
研
究
を
進
め
る
。
ま
た
、
維
新

政
府
文
書
を
対
象
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
的
研
究
と
古
文
書
学
的
研
究
の
融
合
を
試

み
、
文
書
料
紙
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
行
な
う
。

︹
維
新
政
府
に
よ
る
文
書
行
政
の
源
流
と
な
っ
た
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
に
お
け
る
諸
慣
行

の
調
査
・
研
究
︺

　

近
世
の
朝
廷
・
幕
府
・
諸
藩
に
お
け
る
文
書
行
政
の
諸
慣
行
が
、
維
新
政
府
に
よ
る
文

書
行
政
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す

る
。
と
く
に
、
維
新
政
府
に
お
け
る
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
と
個
別
文
書
の
様
式
は
、
近
世

朝
廷
の
影
響
を
も
っ
と
も
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
近
世
朝
廷
に
お
け
る

政
務
処
理
や
発
給
文
書
の
古
文
書
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
の
目
的
に
応
じ
て
重

点
的
に
取
り
組
む
。
調
査
・
研
究
の
対
象
と
な
る
史
料
は
、
関
白
、
武
家
伝
奏
、
議
奏
、

六
位
蔵
人
、
非
蔵
人
ら
の
文
書
・
記
録
類
、
朝
廷
各
部
署
の
文
書
・
記
録
類
で
あ
る
が
、

そ
の
大
半
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立
公
文
書
館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
所
蔵
史
料
を
中
心
に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。
幕
府
の
外
国
奉

行
所
、
勘
定
奉
行
所
、
海
軍
・
陸
軍
諸
役
所
の
文
書
行
政
、
諸
藩
の
文
書
行
政
に
つ
い
て

も
、
本
研
究
に
関
連
す
る
限
り
に
お
い
て
必
要
な
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

︹
関
連
史
料
群
の
学
術
資
源
化
︺

　

単
独
で
は
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
や
画
像
デ
ー
タ
の
ウ
ェ
ブ
公
開
を
行
な
う

こ
と
が
困
難
な
機
関
と
連
携
し
、
国
指
定
重
要
文
化
財
を
含
む
貴
重
史
料
群
の
保
存
・
利

活
用
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
関
連
史
料
群
の
学
術
資
源
化
は
、
①
詳
細
目
録
作

成
、
②
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
（
出
張
撮
影
あ
る
い
は
文
化
財
の
取
扱
に
習
熟
し
た
専
門
業

者
へ
の
委
託
撮
影
）、
③
画
像
デ
ー
タ
・
詳
細
目
録
情
報
の
ウ
ェ
ブ
公
開
（
所
蔵
機
関
の

承
諾
を
得
て
史
料
編
纂
所
よ
り
発
信
）
と
い
う
手
順
で
進
め
る
。

（
３
）
二
〇
二
三
年
度
の
研
究
実
績

︹
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
復
古
記
原
史
料
」
の
調
査
・
研
究
︺

　

各
所
に
分
散
所
在
す
る
明
治
太
政
官
文
書
原
本
群
の
一
つ
で
あ
る
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
所
蔵
「
復
古
記
原
史
料
」
に
つ
い
て
、
詳
細
目
録
デ
ー
タ
一
二
〇
一
件
を
作
成
し
、
そ

の
内
容
分
析
を
行
な
っ
た
。
成
果
の
一
部
は
、
共
同
研
究
参
加
者
に
よ
る
研
究
会
（
二
〇

二
四
年
三
月
三
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
い
て
共
有
し
た
（
石
田
七
奈
子
氏
が
復

古
記
原
史
料
の
大
番
号
三
〇
か
ら
重
要
史
料
を
紹
介
）。

︹
岩
倉
具
視
関
係
文
書
の
調
査
・
撮
影
︺

　

政
府
関
係
文
書
原
本
を
含
む
官
員
個
人
文
書
群
と
し
て
、
各
所
に
分
散
所
在
す
る
岩
倉

具
視
関
係
文
書
の
う
ち
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
に
つ
い

て
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
・
一
二
月
に
出
張
調
査
を
実
施
し
、
巻
子
本
「
功
臣
遺
墨
」
第

六
十
一
巻
～
第
百
二
十
巻
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
を
完
了
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
四

年
一
月
に
は
、「
功
臣
遺
墨
」
第
一
巻
～
第
六
十
巻
分
の
カ
ラ
ー
画
像
デ
ー
タ
を
、
三
月

に
は
同
第
六
十
一
巻
～
第
八
十
五
巻
分
の
カ
ラ
ー
画
像
デ
ー
タ
を
、
史
料
編
纂
所
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（H

i-CA
T
	Plus

）
よ
り
公
開
し
た
。
さ
ら
に
、
未
整
理
史
料
（
慳
貪
式
木
箱

の
引
出
し
に
収
納
、
総
数
約
五
〇
〇
件
）
の
仮
目
録
（
未
定
稿
）
を
作
成
し
た
。

　

な
お
、
公
表
し
た
研
究
成
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

︹
論
文
等
︺

　

村	　

和
明
「
近
世
朝
廷
と
統
一
政
権
」（
牧
原
成
征
・
村
和
明
編
著
『
日
本
近
世
史
を

見
通
す
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
八
月
）

　

箱	

石　

大
「
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
長
州
藩
版
板
木
・
木
活
字
」（『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
一
〇
三
号
、
二
〇
二
四
年
一
月
）
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村	　

和
明「
近
世
の
天
皇
と
朝
廷　

近
世
日
本
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
」（
上
野
大
輔
・

清
水
光
明
・
三
ツ
松
誠
・
吉
村
雅
美
編
『
日
本
近
世
史
入
門　

よ
う
こ
そ
研
究
の
世

界
へ
！
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
四
年
三
月
）

　

白	

石　

烈
「
資
料
紹
介　

朝
彦
親
王
の
広
島
配
流
に
関
す
る
談
話
聴
取
―
幻
の
『
史
談

会
速
記
録
』
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
七
五
号
、
二
〇
二
四
年
三
月
）

︹
講
演
︺

　

水	

上
た
か
ね
「
戊
辰
戦
争
の
一
史
料
を
読
む
―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
事
業
紹
介
を

兼
ね
て
―
」（
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
、
ベ
ル	

ギ
ー
、
二
〇
二
四
年
三
月

四
日
）

摂
関
家
伝
来
大
規
模
史
料
群
の
目
録
精
緻
化
に
よ
る
構
造
の
解
明
と
研
究
資
源
化

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄑

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
〇
〇
六
六
五

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
七
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

尾
上
陽
介

　
　

研
究
分
担
者	

藤
井
讓
治
（
京
都
大
学
）・
遠
藤
珠
紀
・
林
晃
弘

六
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

本
研
究
課
題
は
、
古
代
よ
り
近
代
に
至
る
ま
で
政
治
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
た
摂
関
家
に

伝
来
し
た
大
規
模
史
料
群
に
つ
い
て
、
原
本
調
査
に
基
づ
く
目
録
情
報
の
精
緻
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
摂
関
家
文
庫
の
構
造
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
未
知
の
史
料
の
発
掘
と
高

精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
整
備
・
公
開
に
よ
る
研
究
資
源
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
摂
関
家
の
な
か
で
唯
一
、
伝
来
史
料
群
が
ま
と
ま
っ
て
現
存
す
る
近
衞

家
の
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
を
主
な
研
究
対
象
と
し
、
こ
れ
ま
で
紙
の
目
録
上
で
不
完
全
な

ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
た
史
料
、
た
と
え
ば
近
世
の
歴
代
当
主
や
当
主
夫
人
の
日
記
、
各

種
の
家
司
日
記
な
ど
を
中
心
に
原
本
調
査
を
行
い
、
史
料
の
内
容
や
性
格
な
ど
の
情
報
を

精
緻
化
し
て
目
録
デ
ー
タ
上
に
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
環
境
で
本
来

の
存
在
形
態
を
復
元
し
、
改
め
て
史
料
群
全
体
の
構
造
を
解
明
す
る
。
悉
皆
的
調
査
を
進

め
る
な
か
で
未
知
の
史
料
の
発
掘
に
も
努
め
、
重
要
史
料
に
つ
い
て
は
研
究
資
源
化
を
進

め
る
こ
と
で
新
た
な
知
見
を
生
み
出
す
。

（
２
）
研
究
の
実
績

　

歴
代
当
主
ら
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
陽
明
文
庫
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
て
保
管
さ

れ
て
い
る
第
二
八
代
近
衞
篤
麿
の
日
記
原
本
全
三
七
冊
（
史
料
番
号
霞
一
～
三
七
）
を
中

心
に
、
各
冊
の
内
容
や
体
裁
な
ど
の
書
誌
情
報
の
調
査
を
進
め
た
。
篤
麿
の
日
記
は
す
で

に
活
字
本
（
近
衛
篤
麿
日
記
刊
行
会
編
『
近
衛
篤
麿
日
記
』
全
六
冊
、
鹿
島
研
究
所
出
版

会
、
一
九
六
八
～
六
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
を
進
め
た
と

こ
ろ
活
字
本
で
は
原
本
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
原
本
に

は
お
び
た
だ
し
い
数
の
多
様
な
挟
み
込
ま
れ
た
関
連
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
を
も
含
め
る
か
た
ち
で
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
着
手
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
に
は
第

一
四
冊
ま
で
、
計
四
四
八
五
コ
マ
の
撮
影
を
終
え
た
。

　

次
に
家
司
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
近
衞
家
文
庫
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
各
種
蔵
書
目

録
類
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
の
把
握
や
内
容
の
分
析
を
行
い
、
目

録
中
に
見
ら
れ
る
『
御
用
部
屋
日
記
繰
出
』『
取
次
所
日
記
』『
御
用
雑
記
』『
御
次
日
記
』

『
御
用
部
屋
御
留
守
中
日
記
』『
奥
日
記
』『
中
奥
日
記
』『
北
奥
日
記
』『
桜
木
殿
雑
事
日
記
』

『
桜
木
御
殿
御
祐
筆
間
日
記
』『
桜
木
奥
日
記
』
な
ど
の
、
多
様
な
表
題
の
冊
子
か
ら
な
る

家
司
日
記
全
体
の
構
造
の
解
明
を
進
め
て
い
る
。
最
も
中
心
的
な
家
司
日
記
で
、
一
七
世

紀
後
半
か
ら
明
治
期
ま
で
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
て
き
た
『
雑
事
日
記
』

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
撮
影
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
文
久
三
年
四
月
記
か
ら
、
存
在

が
確
認
で
き
る
最
後
の
部
分
で
あ
る
明
治
五
年
正
月
記
ま
で
の
一
六
冊
分
、
計
三
七
五
四

コ
マ
を
撮
影
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
マ
イ
ク
ロ
カ
メ
ラ
に
よ
る
部
分
を
併
せ
て
、
原
本
三
二

四
冊
の
全
体
が
一
通
り
撮
影
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
陽
明
文
庫
の
許
可
を
得
た
後
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
歴

史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
の
大
型
画
像
サ
ー
バ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
順

次
、
デ
ジ
タ
ル
史
料
検
索
・
閲
覧
シ
ス
テ
ム
（H

i-CA
T
	Plus

）
等
に
よ
り
史
料
編
纂
所

図
書
室
内
端
末
か
ら
の
公
開
を
進
め
る
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
に
も
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
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と
に
よ
り
、「
陽
明
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
等
か
ら
の
公
開
に
も
備
え
る
。

　

近
衞
家
伝
来
史
料
の
悉
皆
的
調
査
の
過
程
で
得
ら
れ
た
個
別
重
要
史
料
の
知
見
に
つ
い

て
は
、
随
時
公
開
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
度
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
時
代

後
期
の
近
衞
兼
教
の
周
辺
に
存
在
し
た
文
書
の
面
影
を
伝
え
る
「
御
写
物
」（
一
般
文
書

目
録
五
一
九
五
六
）、
本
能
寺
の
変
の
生
々
し
い
体
験
談
を
載
せ
る
「
二
条
亭
城
介
事
、

か
ち
ん
の
事
」（
同
九
六
〇
一
七
）、
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
の
所
司
代
就
任
に
つ
い
て
の

事
情
を
よ
く
伝
え
る
「
近
衞
前
久
書
状
」（
三
九
一
八
三
～
三
九
一
八
六
）
の
三
点
に
つ

い
て
、
一
般
向
け
の
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
』
五
号
に
紹
介
し
た
。

漢
籍
書
き
入
れ
の
日
本
中
世
史
史
料
と
し
て
の
活
用
を
め
ぐ
る
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
金
）　

基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

一
七
Ｋ
〇
三
〇
六
〇

三
、
研
究
期
間	

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

（
前
年
度
よ
り
繰
越
）

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

川
本
慎
自

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
日
本
国
内
に
現
存
す
る
漢
籍
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
と
く
に

中
世
の
漢
籍
講
義
や
注
釈
活
動
に
遡
る
も
の
に
着
目
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
広
範
な
知
識

の
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ
り
方
を
史
料
学
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
中
国
文
学
や
日
本
文
学
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
中
世
史
研
究
の
史
料
と
し
て

活
用
す
る
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
年
度
の
研
究
に
お
い
て
は
、
前
年
度
ま
で
に
引
き
続
き
、
基
礎
的
作
業
と
し
て
蔵
書

目
録
等
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
等
を
有
す
る
漢
籍
の
所
在
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
る

一
方
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
埼
玉
県
に
所
在
す
る
禅
宗
寺
院
に
つ
い
て
所
蔵
典
籍
調
査

を
行
い
、
と
く
に
明
版
一
切
経
の
所
蔵
状
況
、
近
世
初
期
の
版
本
へ
の
書
き
入
れ
や
写
本

作
成
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
他
の
寺
院
・
所
蔵
機
関
に
お
け
る

漢
籍
・
禅
籍
の
調
査
も
行
い
、
中
世
に
遡
り
得
る
漢
籍
書
き
入
れ
の
有
無
を
確
認
し
た
。

　

な
お
、
本
研
究
は
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
が
、
研
究
期
間
全
体
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
漢
籍
・
禅
籍
の
書
き
入
れ
・
注
釈
か
ら
見
え
る
中
世
社
会
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
川
本
慎
自
『
中
世
禅
宗
の
儒
学
学
習
と
科
学
知
識
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
一
）

を
は
じ
め
と
す
る
研
究
成
果
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
本
研
究
の
調
査
を
進
め
る
過
程
で
、

秩
父
金
仙
寺
の
所
蔵
史
料
の
な
か
に
明
版
一
切
経
を
含
む
多
様
な
典
籍
が
含
ま
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
よ
り
調
査
を
深
め
る
た
め
に
あ
ら
た
な
科
研
費
の
申
請
を
行

い
、
次
年
度
よ
り
基
盤
研
究
🄒
「
中
近
世
移
行
期
の
版
本
刊
行
か
ら
み
た
禅
宗
寺
院
の
蔵

書
形
成
と
知
識
入
手
の
研
究
」
に
よ
り
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
解
析
に
よ
る
幕
末
明
治
初
期
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
の
史
料
学
研
究

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
四

三
、
研
究
期
間	

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

	

（
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三
年
度
は
補
助
事
業
期
間
延
長
に
よ
る
）

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
三
六
万
円
（
繰
越
経
費
）、
間
接
経
費
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

谷
昭
佳

　
　

研
究
分
担
者	

箱
石
大
・
保
谷
徹

六
、
研
究
の
概
要

　

最
終
年
度
は
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
た
出
張
資
料
調
査

等
を
全
面
的
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
な
研
究
活
動
の
内
容
と
成
果
は
以
下
で

あ
っ
た
。

　

出
張
資
料
調
査
等
：
①
伊
賀
市
上
野
図
書
館
（
三
重
県
）
に
て
上
野
城
関
係
古
写
真
調

査
お
よ
び
高
精
細
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
劣
化
し
た
ガ
ラ
ス
湿
板
写
真
ネ
ガ

原
板
か
ら
、
明
治
初
期
の
伊
賀
上
野
城
の
姿
を
高
精
細
画
像
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
調
査
成
果
は
新
聞
・
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
等
で
広
く
一
般
に
向
け
て
報

道
さ
れ
た
。
②
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
（
広
島
県
）
に
て
、
同
館
所
蔵
中
嶋
待
乳
関
係
古

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
お
よ
び
高
精
細
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
中
嶋
待
乳
の
ガ
ラ
ス

乾
板
ネ
ガ
原
板
を
精
緻
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
初
期
の
要
人
の
肖
像
写
真
プ
リ

ン
ト
は
、
ネ
ガ
原
板
の
合
成
と
修
整
に
よ
る
加
工
か
ら
創
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
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と
が
鮮
明
と
な
っ
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
谷
昭
佳
「
中
嶋
待
乳
関
係
古
写
真
調
査
の
概

要
―
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画

像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
一
〇
二
号
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
二
三
年
一
〇

月
）
に
掲
載
し
た
。
③
幕
末
期
に
幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
た
木
村
芥
舟
の
写
真
関
係
資
料

に
つ
い
て
、
技
法
識
別
お
よ
び
高
精
細
撮
影
を
前
年
度
に
引
き
続
き
資
料
所
蔵
機
関
と
協

力
し
て
推
し
進
め
た
。
ま
た
、
総
合
的
な
目
録
作
成
に
向
け
て
情
報
の
整
理
作
業
を
お
こ

な
っ
た
。
④
そ
の
他
に
、
鳥
取
県
下
所
在
古
写
真
調
査
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

資
料
整
理
保
存
等
：
①
研
究
成
果
公
開
に
向
け
て
、
壬
申
検
査
関
係
古
写
真
画
像
デ
ー

タ
整
理
お
よ
び
目
録
整
備
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
②
歴
史
学
者
・
辻
善
之
助
と
辻
達
也
関

係
未
整
理
古
写
真
資
料
の
整
理
保
存
と
目
録
作
成
作
業
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
他
：
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
に
し
て
「
失
わ
れ
た
技
法
「
写
真
油
絵
」
の
復

元
的
研
究
―
紙
盤
ニ
製
ス
ル
法
の
再
現
―
」
と
題
す
る
研
究
発
表
を
日
本
写
真
芸
術
学
会

年
次
大
会
（
東
京
工
芸
大
学
芸
術
情
報
館
、
二
〇
二
三
年
七
月
八
日
）
に
お
い
て
、
研
究

代
表
者
の
谷
昭
佳
が
お
こ
な
っ
た
。

公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
を
中
心
と
し
た
中
世
法
制
史
料
の
高
度
研
究
資
源
化

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
金
）
基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
五
六

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度
（
研
究
期
間
延
長
）

四
、
研
究
経
費	

（
前
年
度
よ
り
繰
越
）

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

前
川
祐
一
郎

　
　

研
究
協
力
者	

遠
藤
基
郞
・
西
田
友
広
・
本
郷
恵
子

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
佐
藤
進
一
他
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』
全
七
巻
（
岩
波
書
店
）
の
い
わ
ば

増
補
版
に
相
当
す
る
も
の
を
、
本
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
で
作
成
し
、
日
本
中

世
の
法
制
史
料
を
高
度
研
究
資
源
化
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、

そ
の
高
度
化
の
試
み
の
過
程
で
、
関
連
づ
け
る
べ
き
史
料
は
何
か
と
い
う
問
い
か
け
を
通

し
て
、
日
本
中
世
の
法
制
史
料
と
い
う
史
料
の
あ
り
方
や
性
格
そ
の
も
の
を
捉
え
直
す
こ

と
を
、
も
う
一
つ
の
研
究
目
的
と
し
て
い
る
。

　

研
究
期
間
を
延
長
し
た
二
〇
二
三
年
度
は
、
研
究
協
力
者
の
協
力
を
得
て
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、『
中
世
法
制
史
料
集
』

第
六
巻
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
入
力
デ
ー
タ
を
、
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一

部
と
し
て
登
録
し
、
公
開
直
前
の
段
階
に
い
た
っ
た
。
な
お
若
干
の
校
正
な
ど
の
作
業
を

経
て
、
二
〇
二
四
年
度
中
に
は
史
料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
公
開
の
予
定
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
、
法
制
史
料
の
高
度
研
究
資
源
化
を
通
し
た
、
日

本
中
世
に
お
け
る
法
制
史
料
の
あ
り
方
の
再
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
、
研
究
代
表

者
の
不
測
の
事
態
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
予
定
し
た
史
料
調
査
を
十
分
に
実
施
で
き
な

か
っ
た
が
、史
料
編
纂
所
と
奈
良
文
化
財
研
究
所
合
同
の
薬
師
寺
の
史
料
調
査
に
参
加
し
、

近
世
・
近
代
に
ま
で
わ
た
る
同
寺
史
料
に
つ
い
て
大
き
な
知
見
を
得
た
。

　

ま
た
、
研
究
代
表
者
の
既
発
表
の
室
町
幕
府
法
・
武
家
家
法
（
戦
国
法
）
に
関
す
る
論

文
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
二
本
の
新
稿
を
加
え
た
論
文
集
『
室
町
戦
国
法
史
論
』
の
刊
行
準

備
を
す
す
め
た
。
こ
の
研
究
は
本
研
究
計
画
と
き
わ
め
て
関
連
性
が
高
く
、
本
来
は
本
研

究
計
画
の
終
了
後
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
に
よ

り
、
予
定
し
て
い
た
公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
の
史
料
調
査
が
実
施
で
き
な
い
状
況

に
鑑
み
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
計
画
を
一
部
変
更
し
先
行
し
て
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
度
に
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
が
、
不
測
の
事
態
の
発
生
等
に
よ
り
、
二
〇
二
四

年
度
に
刊
行
を
延
期
し
た
。

日
本
中
世
古
記
録
・
文
献
史
料
の
史
料
学
的
研
究
に
よ
る
朝
廷
制
度
史
・
政
治
史
の
考
察

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
三
三

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	
遠
藤
珠
紀

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
課
題
は
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
を
中
心
に
、
古
記
録
の
収
集
及
び
総
体
的
な
検
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討
を
行
い
、
ト
ー
タ
ル
な
形
で
中
世
朝
廷
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
や
政
務
運
営
シ
ス
テ
ム

の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
遂
行
の
た
め
本
研
究
課
題
の
研
究
計
画
は
大
き
く

二
つ
の
柱
を
た
て
た
。
ま
ず
古
記
録
の
所
在
（
原
本
・
写
本
の
所
在
）
を
調
査
し
、
特
に

重
要
な
も
の
は
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
翻
刻
・
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
な
ど
の
歴
史
情
報
資
源
化
を
行
う
こ
と
。
二
つ
目
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
生
か
し

て
当
該
期
の
政
治
史
・
制
度
史
等
の
考
察
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
・
京
都
大
学
・
神
宮
文
庫
な
ど
に

赴
き
調
査
を
行
っ
た
。
各
調
査
先
に
は
ご
高
配
を
賜
り
感
謝
す
る
。
ま
た
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
原
本
、
架
蔵
の
写
真
帳
及
び
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
き
史
料
的
検
討
を

進
め
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
宣
教
卿
記
』
紙
背
文
書
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
所
蔵『
綱
光
公
記
』、公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
所
蔵『
後
陽
成
天
皇
宸
翰
』

『
後
陽
成
天
皇
宸
記
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』
等
の
翻
刻
、

紹
介
を
行
っ
た
。

　

ま
た
政
治
史
的
検
討
と
し
て
は
、
主
に
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
中
期
の
北
朝
の
動
向

を
追
っ
た
共
編
著
『
北
朝
天
皇
研
究
の
最
前
線
』（
山
川
出
版
社
）、
江
戸
幕
府
初
代
将
軍

徳
川
家
康
の
経
歴
を
再
検
討
し
た
「
徳
川
家
康
の
左
京
大
夫
任
官
は
い
つ
か
」（『
古
文
書

研
究
』
九
五
号
）、「
徳
川
家
康
の
誕
生
年
に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
八
六
号
）
を
発

表
し
た
。

東
ア
ジ
ア
墓
葬
文
化
の
伝
播
と
展
開
―
金
石
文
資
料
の
形
態
的
分
析
を
中
心
に
―

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄒

二
、	

課
題
番
号	

二
二
Ｋ
〇
〇
八
三
七

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
五
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

稲
田
奈
津
子

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
墓
誌
・
買
地
券
と
い
っ
た
金
石
文
資
料
を
中
心
に
、
そ
の
形
態
的
特
徴
に
注

目
し
つ
つ
、
墓
葬
文
化
の
東
ア
ジ
ア
世
界
へ
の
伝
播
と
受
容
・
変
容
の
過
程
に
つ
い
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
末
に
刊
行
し
た
書
籍
『
黄
泉
の
国
と
の
契
約
書
―
東
ア
ジ
ア
の
買

地
券
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
二
三
年
三
月
刊
）の
中
国
語
版
出
版
の
た
め
の
作
業
を
お
こ
な
っ

た
。
編
者
間
で
中
国
語
翻
訳
を
お
こ
な
い
、
協
議
を
重
ね
て
質
の
高
い
翻
訳
文
に
仕
上
げ

る
と
と
も
に
、
追
加
の
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
成
果
も
盛
り
込
ん
だ
。
完
成
し
た
書
籍

『
古
代
東
亜
世
界
的
買
地
券
』（
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
四
年
一
月
刊
）
は
、
中
国
側

の
研
究
費
助
成
も
受
け
て
刊
行
し
、
中
国
の
代
表
的
な
研
究
機
関
・
大
学
図
書
館
・
研
究

者
等
に
送
付
し
て
反
響
を
得
て
い
る
。

　

一
〇
月
に
は
、
韓
国
・
国
立
公
州
博
物
館
に
お
け
る
特
別
展
示
「
一
五
〇
〇
年
前
の
百

済
武
寧
王
の
葬
礼
」
の
見
学
お
よ
び
宋
山
里
古
墳
群
の
遺
跡
踏
査
等
を
お
こ
な
っ
た
。
同

展
は
、
上
記
『
黄
泉
の
国
と
の
契
約
書
』
で
の
成
果
、
お
よ
び
研
究
代
表
者
の
論
文
な
ど

も
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
韓
国
学
界
に
お
け
る
本
研
究
課
題
の
成
果
に
対
す
る

受
け
と
め
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
上
記
書
籍
で
は
、
韓
国
国
内
に
分
蔵
さ
れ
る
買

地
券
に
つ
い
て
も
初
め
て
集
成
・
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
同
一
会
場
に
集
め
ら
れ
展
示

さ
れ
た
こ
と
も
画
期
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
韓
の
金
石
文
資
料
を
用
い
た
古
代
社
会
に
関
す
る
研
究
、
古
代
の
文
字

文
化
に
関
連
し
て
韓
国
古
文
書
に
関
す
る
紹
介
文
の
作
成
、
正
倉
院
文
書
の
調
査
・
研
究

に
も
取
り
組
ん
だ
。
あ
わ
せ
て
上
記
書
籍
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
一
般
向
け
に
紹
介
す

る
小
文
も
執
筆
し
た
。

徳
川
政
権
に
よ
る
公
儀
の
確
立
と
城
郭
建
設
―
無
年
号
文
書
か
ら
公
儀
普
請
を
読
み
解
く
―

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｋ
〇
〇
八
七
二

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

及
川
亘

　
　

研
究
協
力
者	

宮
脇
啓
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
・
学
術

専
門
職
員
）
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六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
が
諸
大
名
を
動
員
し
て
実
施
し
た
公
儀
普
請
に

よ
る
城
郭
建
設
に
関
連
す
る
慶
長
・
元
和
・
寛
永
期
の
無
年
号
文
書
の
研
究
資
源
化
を
通

じ
て
、
個
別
の
城
郭
建
設
の
具
体
的
な
経
過
に
お
け
る
諸
大
名
の
対
応
、
大
名
相
互
の
関

係
に
つ
い
て
新
知
見
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
郭
建
設
を
相
互
に
関
連
す
る
も

の
と
し
て
政
治
・
社
会
史
の
文
脈
上
に
位
置
づ
け
、
徳
川
政
権
が
自
ら
の
公
儀
を
確
立
す

る
過
程
に
お
け
る
公
儀
普
請
の
実
態
と
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
年
度
は
本
研
究
に
先
行
し
て
実
施
し
た
基
盤
研
究
🄑
「
近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天

下
普
請
の
展
開
―
中
近
世
移
行
期
史
料
の
研
究
資
源
化
を
通
じ
て
―
」（
一
七
Ｈ
〇
二
三

八
二
、
研
究
代
表
者
・
及
川
亘
、
二
〇
一
七
～
二
〇
二
一
年
度
）
に
よ
っ
て
『
大
日
本
古

文
書
』・『
大
日
本
近
世
史
料
』
等
か
ら
抽
出
し
た
公
儀
普
請
関
係
史
料
リ
ス
ト
の
う
ち
、

「
毛
利
家
文
書
」・「
熊
谷
家
・
三
浦
家
・
平
賀
家
文
書
」・「
山
内
首
藤
家
文
書
」・「
浅
野

家
文
書
」・「
島
津
家
文
書
」
の
分
を
対
象
と
し
て
、
研
究
協
力
者
の
協
力
を
得
て
無
年
号

文
書
の
年
次
比
定
等
に
つ
い
て
リ
ス
ト
の
点
検
を
行
っ
た
。

　

本
研
究
の
課
題
の
核
心
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、「
公
儀
普
請
に
お
け
る
軍
役
と
夫
役
」

と
題
し
て
口
頭
で
研
究
報
告
を
行
っ
た
（
近
世
史
の
会
、
二
〇
二
四
年
二
月
、
於
立
教
大

学
）。
こ
れ
は
諸
大
名
に
軍
役
と
し
て
課
さ
れ
た
公
儀
普
請
と
夫
役
と
し
て
動
員
さ
れ
た

公
儀
普
請
に
つ
い
て
、
幕
府
に
よ
る
両
者
の
使
い
分
け
や
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
・
特
質
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
公
儀
普
請
に
両
様
の
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
違
い
や
違
い
の
意
味
に
つ
い
て
は
自
覚
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
研
究
に
よ
る
無
年
号
文
書
の
分
析
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
佐
賀
県
立
図
書

館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
を
読
み
な
お
す

―
成
立
期
の
佐
賀
藩
と
江
戸
幕
府
―
」（
二
〇
二
三
年
一
一
月
、
於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
佐
賀
）
に
参
加
し
、「
鍋
島
勝
茂
の
佐
賀
藩
継
承
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

慶
長
十
二
年
の
鍋
島
勝
茂
に
よ
る
佐
賀
藩
継
承
の
経
過
を
無
年
号
文
書
の
年
次
比
定
の
分

析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。
成
立
期
の
佐
賀
藩
に
関
す
る
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ

と
さ
れ
て
き
た
龍
造
寺
家
佐
賀
藩
か
ら
鍋
島
家
佐
賀
藩
へ
の
交
替
の
事
情
に
つ
い
て
、
従

来
、
近
世
後
期
に
成
立
し
た
勝
茂
の
年
譜
で
あ
る
「
勝
茂
公
譜
考
補
」（『
佐
賀
県
近
世
史

料
』
第
一
編
第
二
巻
）
の
記
述
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
修
正
す
る
も
の
で
あ

る
。
文
章
化
し
た
も
の
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
『
坊
所
鍋
島
家
文
書
を
読
み
な
お
す

―
成
立
期
の
佐
賀
藩
と
江
戸
幕
府
―
』（
佐
賀
県
立
図
書
館
編
、
二
〇
二
四
年
三
月
）
に

掲
載
し
、
佐
賀
県
立
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
研
究
成
果https://w

w
w
.sagalibdb.jp/

research/detail?id=74

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

預
人
の
政
治
史
的
分
析
に
よ
る
近
世
中
期
幕
藩
国
家
政
治
構
造
の
研
究

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄒

二
、
課
題
番
号	

二
二
Ｋ
〇
〇
八
九
一

三
、
研
究
機
関	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
二
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

荒
木
裕
行

六
、
研
究
の
概
要

　

近
世
政
治
史
研
究
に
お
い
て
は
、
近
世
日
本
は
強
大
な
権
力
を
持
つ
幕
府
を
中
心
と
し

た
中
央
集
権
的
性
格
が
強
か
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
自
立
的
な
政
治
権
力
で
あ
る
藩
の
連

合
体
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
分
析
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
問
題
は
換
言
す
る
と
、
幕
府
と
藩
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
研
究
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
幕
藩
国
家
の
政
治
構
造
が
確
立

し
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
時
期
を
対
象
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
弘
前
藩
の
「
預
人
」
を
め
ぐ
る
、
幕
府
と
藩
、

藩
と
藩
の
間
で
行
わ
れ
た
政
治
交
渉
を
取
り
扱
う
。
預
人
は
幕
府
か
ら
処
罰
さ
れ
、
藩
に

預
け
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
幕
府
と
藩
と
の
交
渉
、
赦
免
後
の
預
人

が
弘
前
藩
に
お
い
て
果
た
し
た
政
治
的
役
割
を
解
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
近
世
中
期
の

幕
藩
関
係
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
、
弘
前
藩
の
預
人
と
な
っ
て
い
た
柳
川
調
興
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
対
馬
藩
の
藩
日
記
（「
江
戸
藩
邸
毎
日
記
」
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
「
宗
家
史
料
」）
を
分
析
し
た
。
ま
た
弘
前
市
立
図
書
館
に
て
弘
前
藩
の
藩

政
記
録
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
の
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
内
容
の
分
析
を
行
っ
た
。
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近
世
初
期
大
名
発
給
無
年
号
文
書
群
の
研
究
資
源
化
―
佐
賀
藩
家
臣
坊
所
鍋
島
家
史
料
を

対
象
と
し
て
―

一
、
研
究
種
目	

基
盤
研
究
🄒　

基
金

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｋ
〇
〇
八
〇
九

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
五
年
度

四
、
研
究
経
費	
直
接
経
費
一
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

小
宮
木
代
良

　
　

研
究
分
担
者	

及
川
亘　

石
津
裕
之　

伊
藤
昭
弘
（
佐
賀
大
学
）

　
　

研
究
協
力
者	

本
多
美
穂
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、
清
水
雅
代
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、

松
田
和
子
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、
田
畑
春
香
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、

阿
部
大
地（
佐
賀
県
立
図
書
館
）、佐
藤
孝
之（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、

大
平
直
子
（
佐
賀
市
文
化
財
課
）、
田
久
保
佳
寛
（
小
城
市
教
育
委

員
会
）、
野
下
俊
樹
（
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
）、
宮
脇
啓
（
東

京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
）

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
佐
賀
藩
家
臣
坊
所
鍋
島
家
史
料
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所

蔵
）
の
う
ち
の
近
世
初
期
の
部
分
を
対
象
と
し
、
多
久
家
史
料
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
当

該
史
料
群
一
点
毎
の
「
読
み
直
し
」
を
行
う
。

　

対
面
形
式
の
研
究
会
と
し
て
は
、
ま
ず
、
六
月
一
七
日
～
一
九
日
に
、
史
料
編
纂
所
に

お
い
て
、
共
同
分
析
の
た
め
の
今
年
度
の
第
一
回
研
究
会
を
開
催
し
た
（
参
加
一
四
名
）。

つ
ぎ
に
、
一
一
月
一
〇
日
～
一
三
日
に
は
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
第
二
回
研
究

会
を
開
催
し
た
（
参
加
一
四
名
）。
史
料
編
纂
所
で
研
究
会
を
行
う
際
に
は
、
同
所
所
蔵

の
関
連
史
料
を
多
く
利
用
し
、
対
し
て
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
お
い
て
行
う
際
に
は
、
同

館
所
蔵
の
坊
所
鍋
島
家
文
書
原
本
の
参
照
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
共
同
作
業
に
よ
る
作
業

の
途
中
経
過
は
、
共
同
研
究
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
参
加
者
が
常
に
相
互
に
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、Zoom

利
用
に
よ
る
研
究
会
と
し
て
は
、
六
月
二
六
日
と

一
一
月
二
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
直
近
の
対
面
式
研
究
会
の
際
に
残
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て

補
う
た
め
の
研
究
会
を
行
っ
た
（
い
ず
れ
も
一
四
人
参
加
）。
当
初
の
目
的
と
し
て
い
る

坊
所
鍋
島
家
文
書
中
の
鍋
島
直
茂
文
書
・
同
勝
茂
文
書
、
総
計
約
五
〇
〇
点
の
う
ち
、
初

年
度
の
本
年
度
ま
で
に
、
二
三
〇
点
分
の
検
討
を
終
え
た
。

　

第
二
回
研
究
会
開
催
中
の
一
一
月
一
一
日
午
後
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
坊
所
鍋
島
家

文
書
を
読
み
な
お
す
―
成
立
期
の
佐
賀
藩
と
江
戸
幕
府
―
」を
佐
賀
市
に
お
い
て
開
催
し
、

八
七
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基
調
報
告
と
し
て
、
小
宮
木

代
良
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
研
究
の
意
義
」、
報
告
①
と
し
て
、
及
川
亘
「
鍋
島
勝
茂
の
佐

賀
藩
継
承
」、
報
告
②
と
し
て
田
久
保
佳
寛
「
初
代
小
城
藩
主
鍋
島
元
茂
の
江
戸
詰
め
」、

報
告
③
と
し
て
、
伊
藤
昭
弘
「
鍋
島
勝
茂
の
鷹
狩
」
を
実
施
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成

果
は
、
質
疑
応
答
部
分
等
も
含
め
て
、
電
子
版
の
報
告
書
（
二
〇
二
四
年
三
月
発
行
、
七

一
頁
）
に
ま
と
め
て
公
開
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
会
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る

特
定
研
究
経
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
近
世
大
名
家
臣
家
史
料
の
「
読
み
直
し
」
と
研
究
資

源
化
）
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
、
坊
所
鍋
島
家
文
書
の
う
ち
、

未
整
理
分
を
中
心
と
し
た
原
本
史
料
調
査
を
行
う
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
参
加
者
の
予

定
が
あ
わ
ず
、
年
度
内
に
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
二
四
年
度
に
実
行
す
る
こ

と
と
し
た
（
二
〇
二
四
年
度
の
四
月
一
三
日
に
一
四
名
の
参
加
で
実
施
）。
こ
の
ほ
か
、

共
同
研
究
の
み
で
は
支
出
分
が
確
保
し
に
く
い
関
連
の
史
料
の
コ
ピ
ー
や
文
献
の
購
入
を

行
っ
た
。

平
安
時
代
後
期
政
治
構
造
の
史
料
学
的
研
究

一
、
研
究
種
目	

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号	

一
九
Ｋ
一
三
三
三
〇

三
、
研
究
期
間	

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
四
年
度
（
期
間
延
長
）

四
、
研
究
経
費	

（
前
年
度
よ
り
繰
越
）

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

黒
須
友
里
江

六
、
研
究
の
概
要

　

摂
関
政
治
と
院
政
に
つ
い
て
は
そ
の
連
続
性
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
が
、
両
分
野
の

研
究
状
況
の
違
い
に
よ
り
、
院
政
期
研
究
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
摂
関
期
の
政
治
構
造
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
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い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
移
行
に
つ
い
て
摂
関
期
の
側
か
ら

改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
こ
で
障
壁
と
な
る
の
が
、藤
原
頼
通
・
教
通
・

師
実
の
時
期
の
史
料
が
前
後
の
時
期
に
比
べ
て
少
な
く
、
テ
キ
ス
ト
研
究
が
充
実
し
て
い

な
い
と
い
う
環
境
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
研
究
で
は
、
当
該
期
の
古
記
録
（
具
体
的
に
は
『
左

経
記
』『
春
記
』『
水
左
記
』）
の
写
本
調
査
に
よ
り
研
究
基
盤
を
固
め
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
基
づ
き
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
政
治
構
造
の
連
続
・
変
容
の
様
相
を
検
討
す
る
。

　

今
年
度
は
、『
春
記
』
を
用
い
た
政
治
構
造
の
研
究
、『
水
左
記
』
の
校
訂
お
よ
び
内
容

の
解
釈
を
行
っ
た
。

　
『
春
記
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
用
い
て
後
朱
雀
天
皇
と
関
白
藤
原
頼
通
の
政
務
へ
の

関
わ
り
方
を
分
析
し
た
。
近
年
、
中
世
に
向
け
た
政
務
の
変
化
の
始
ま
り
を
道
長
政
権
期

に
求
め
る
研
究
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
道
長
政
権
と
頼
通
政
権
を
比
較
し
た
結
果
、
中
世

的
様
相
は
後
者
に
お
い
て
格
段
に
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
道
長
政
権
の
延
長
で

は
な
い
、
頼
通
政
権
の
新
規
性
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の
内
容
は
、
日
本
史
研
究
会
例
会

（
二
〇
二
四
年
三
月
）
に
お
い
て
「
藤
原
頼
通
の
政
治
手
法
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。

　
『
水
左
記
』
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
引
き
続
き
研
究
会
に
参
加
し
、
そ
の
成

果
を
磐
下
徹
・
堀
井
佳
代
子
・
宮
川
麻
紀
各
氏
と
の
共
著
「『
水
左
記
』
註
釈
（
治
暦
元

年
八
月
～
二
年
正
月
）」（『
人
文
研
究　

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』七
五
、

二
〇
二
四
年
三
月
）
に
ま
と
め
た
。

日
本
中
近
世
外
交
文
書
写
本
お
よ
び
外
交
文
書
集
の
史
料
学
的
研
究

一
、
研
究
種
目	

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｋ
一
三
一
七
二

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

岡
本
真

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
中
近
世
に
日
本
が
諸
外
国
と
の
あ
い
だ
で
や
り
と
り
し
た
外
交
文
書
の
う

ち
、
原
本
が
今
日
所
在
不
明
で
、
写
本
の
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
複
数
の

文
書
写
本
を
収
録
し
た
外
交
文
書
集
を
対
象
に
、
史
料
学
的
研
究
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
写
本
を
で
き
る
限
り
幅
広
く
調
査
・
収
集
し
た
う
え
で
、
同
一
の
外

交
文
書
や
外
交
文
書
集
の
諸
写
本
同
士
を
比
較
対
校
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
史
料

の
原
態
を
可
能
な
限
り
復
原
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当

該
期
の
日
本
の
対
外
関
係
史
を
あ
ら
た
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

　

四
年
目
に
あ
た
る
令
和
五
年
度
に
は
、
主
と
し
て
ふ
た
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
究

を
推
進
し
た
。
ひ
と
つ
め
は
、
永
楽
五
年
（
一
四
〇
七
）
五
月
二
六
日
付
足
利
義
満
宛
明

永
楽
帝
勅
諭
の
写
本
・
版
本
の
調
査
と
検
討
で
あ
る
。
同
勅
諭
の
原
本
は
所
在
不
明
で
、

写
本
や
模
刻
版
本
が
複
数
伝
来
し
て
い
る
。
今
年
度
に
は
、
前
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
調

査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
土
台
と
し
つ
つ
、
ひ
き
つ
づ
き
他
の
研
究
課
題
と
連
携
し

て
追
加
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
集
約
・
整
理
し
、
成
果
を
論

文
と
し
て
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
室
町
幕
府
滅
亡
後
の
原
本
の
伝
来
経
緯
や
、
現
存

す
る
版
本
に
は
二
系
統
が
あ
る
こ
と
、
版
行
の
時
期
は
一
八
世
紀
末
以
前
で
あ
る
こ
と
、

版
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
原
本
由
来
の
情
報
を
有
す
る
写
本
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
中
世
後
期
に
外
交
の
現
場
で
や
り
と
り
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
同
勅
諭
に
つ
い

て
、
写
本
や
版
本
が
作
成
さ
れ
、
知
識
人
層
に
広
ま
り
、
そ
し
て
今
日
ま
で
伝
来
す
る
に

至
っ
た
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
瑞
渓
周
鳳
撰
『
善
隣
国
宝
記
』
の
諸
写
本
の
校
異
情
報
の
電
子
テ
キ

ス
ト
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
定
め
た
方
針
に
し
た
が
い
、
Ｔ

Ｅ
Ｉ
（T

ext	Encoding	Initiative

）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
し
た
、
テ
キ
ス
ト
構
造

化
の
国
際
標
準
に
準
拠
し
た
Ｘ
Ｍ
Ｌ
デ
ー
タ
と
し
て
電
子
テ
キ
ス
ト
を
整
え
る
作
業
を
、

今
年
度
も
継
続
し
た
。
調
査
に
よ
っ
て
所
在
を
明
ら
か
に
し
得
た
写
本
一
六
点
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
に
複
製
を
入
手
し
た
一
四
点
の
校
異
情
報
を
、
序
文
お
よ
び
上
巻
の
途
中
ま
で

整
備
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
当
初
の
予
定
で
は
、
今
年
度
後
半
に
新
た
に
人
材
を
雇
用
し

て
作
業
の
進
行
を
加
速
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、適
任
者
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

遅
れ
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
期
間
延
長
を
申
請
し
て
承
認
を
う
け
、
二
〇
二
四
年
度
中

に
上
巻
ま
で
の
作
業
を
完
了
す
る
計
画
に
修
正
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
研
究
で
得
ら
れ
た
外
交
文
書
に
関
す
る
知
見
を
活
用
し
た
学
会
報
告
を

一
件
実
施
し
た
。
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日
本
近
世
に
お
け
る
政
教
関
係
の
形
成
と
確
立

一
、
研
究
種
目	

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号	

二
一
Ｋ
一
三
〇
九
〇

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

四
、
研
究
経
費	
直
接
経
費
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
八
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

林
晃
弘

六
、
研
究
の
概
要

　

近
世
の
政
治
権
力
と
仏
教
教
団
は
、中
世
以
前
と
は
異
な
る
新
た
な
関
係
を
形
成
す
る
。

本
研
究
の
目
的
は
そ
の
過
程
を
政
治
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
二
〇
二
三
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
、（
一
）
幕
府
と
仏
教
教
団
の
間
に
お
け
る
組
織

的
関
係
の
形
成
、（
二
）
藩
の
寺
院
行
政
を
組
み
込
ん
だ
分
析
の
二
つ
の
面
か
ら
概
要
を

示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
研
究
成
果
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
た
。
ま
ず
、「
近
世
的
な
政
教

関
係
の
形
成
」（
上
野
大
輔
・
小
林
准
士
編
『
日
本
近
世
史
を
見
通
す
６
宗
教
・
思
想
・

文
化
』
吉
川
弘
文
館
）
に
お
い
て
、
豊
臣
秀
吉
政
権
期
か
ら
徳
川
家
綱
政
権
期
ま
で
の
約

八
〇
年
の
期
間
を
対
象
に
、
政
治
権
力
の
仏
法
興
隆
を
意
図
す
る
政
策
の
動
向
と
、
仏
教

教
団
と
の
組
織
的
関
係
の
形
成
の
過
程
を
概
括
的
に
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
本
課
題
の
経
費

を
用
い
て
史
料
調
査
を
行
っ
た
薬
師
寺
や
泉
涌
寺
の
事
例
を
用
い
た
。

　

ま
た
、
幕
府
と
寺
社
の
関
係
の
基
礎
と
な
る
朱
印
寺
社
領
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て
、

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
て
曹
洞
宗
可
睡
斎
配
下
寺
院
に
宛
て
た
徳
川
将
軍
の
判
物
・
朱
黒
印

状
の
写
を
調
査
し
、
一
部
を
史
料
紹
介
と
し
て
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
大
津
市
の

天
台
宗
寺
院
で
あ
る
聖
衆
来
迎
寺
の
史
料
を
用
い
、
同
寺
が
兼
帯
し
た
律
宗
の
阿
弥
陀
寺

の
近
世
中
後
期
の
例
外
的
な
朱
印
改
め
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
の
宗
派
を
ま
た

ぐ
兼
帯
の
実
態
と
、
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
・
個
別
領
主
の
認
識
を
検
討
し
た
。

　
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
熊
本
藩
の
真
宗
政
策
に
関
す
る

研
究
を
論
文
「
近
世
前
期
に
お
け
る
熊
本
藩
の
真
宗
統
制
」（『
古
文
書
研
究
』
九
六
号
）

と
し
て
公
表
し
た
。
加
藤
氏
の
治
世
に
、
同
藩
領
内
の
真
宗
東
派
に
対
し
て
西
派
へ
の
転

派
を
命
じ
た
こ
と
を
初
め
て
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
本
山
に
お
け
る
国
取
次

の
存
在
、
藩
領
内
の
触
頭
的
寺
院
の
設
定
と
そ
の
統
制
の
あ
り
方
を
示
し
た
。
熊
本
藩
の

宗
教
政
策
に
関
し
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
初
期
に
お
け
る
「
御
国
」
と
「
公
儀
」」

で
の
報
告
の
な
か
で
、
寛
永
十
五
年
九
月
十
三
日
付
の
キ
リ
シ
タ
ン
制
札
を
め
ぐ
る
動
向

に
言
及
し
、
幕
府
の
禁
制
政
策
と
藩
の
支
配
の
関
係
に
迫
っ
た
。
こ
の
他
、
北
陸
中
世
近

世
移
行
期
研
究
会
編
『
地
域
統
合
の
多
様
と
複
合
』
の
書
評
に
お
い
て
、
比
較
対
象
で
あ

る
越
前
・
加
賀
・
能
登
・
越
中
に
お
け
る
寺
社
政
策
を
扱
う
研
究
に
論
評
を
加
え
た
。

持
続
性
と
利
活
用
性
を
考
慮
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
構
築
手
法
の
開
発

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号	

二
一
Ｋ
一
八
〇
一
四

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
一
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
一
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
三
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

中
村
覚

六
、
研
究
の
概
要

　

今
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
手
法
と
し
て
静
的
サ
イ
ト
の
概
念
を
適
用

す
る
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
検
証
し
た
。
静
的
サ
イ
ト
の
特
徴
で
あ
る
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

フ
ァ
イ
ル
や
画
像
な
ど
の
静
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
基
盤
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
シ
ス
テ
ム

運
用
コ
ス
ト
の
削
減
や
サ
ー
バ
環
境
の
選
択
肢
の
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

具
体
的
な
適
用
事
例
と
し
て
、
以
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
都
城
島
津
邸
所
蔵
『
琉
球
并
諸
島
図
』
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」「
日
本
史
用
語
翻
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」／
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学

環
附
属
社
会
情
報
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー「D

igital	Cultural	H
eritage

」
／「S

×

U
K
ILA

M
	LO

D
	Easy

ア
プ
リ
」：
多
様
な
資
料
を
活
用
し
た
教
材
ア
ー
カ
イ
ブ
」の
デ
ー

タ
をLinked	D

ata

化
し
、関
連
情
報
の
収
集
・
検
索
を
簡
便
化
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
／T

EI	Genetic	Editions	V
iew

er

：
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
手
稿
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
批
判
版
の
試
作

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
適
用
を
通
じ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
や
Ｒ
Ｄ
Ｆ
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
用
い

た
可
視
化
機
能
の
構
築
を
含
め
、
静
的
サ
イ
ト
構
築
手
法
の
改
良
を
進
め
た
。
特
に
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｆ
の
活
用
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
と
ジ
オ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
親
和
性
を
高
め
る
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｆ	Georeference	A

PI

を
用
い
た
可
視
化
ツ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
と
し
て
公
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
学
会
発
表
や
論
文
と
し
て
発
信
し
、
研
究

目
的
で
あ
る
高
い
持
続
性
と
利
活
用
性
を
実
現
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
手
法
の

確
立
に
貢
献
し
た
。

今
川
了
俊
関
係
史
料
の
分
析
に
よ
る
室
町
幕
府
地
方
支
配
の
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
補
助
金　

若
手
研
究

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｋ
一
二
二
七
三

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
六
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

堀
川
康
史

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
計
画
は
九
州
探
題
今
川
了
俊
関
係
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
、
室
町
幕
府
地
方
支

配
の
現
場
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
年
目
に
あ
た
る
二
〇
二
三

年
度
は
、
今
川
了
俊
関
係
史
料
の
収
集
と
花
押
の
編
年
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
史

料
の
原
本
調
査
・
撮
影
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
族
・
家
臣
に
関
す
る
再
検
討
を
行
い
、
そ

の
一
部
は
、
内
々
の
研
究
会
で
は
あ
る
が
「
入
来
院
家
文
書
」
の
研
究
会
に
て
報
告
し
た
。

　

具
体
的
な
研
究
成
果
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
五
月
の
歴
史
学
研
究
会
大
会
・
中
世
史
部

会
に
お
い
て
「
室
町
幕
府
支
配
体
制
の
形
成
と
展
開
」
と
題
す
る
報
告
を
行
い
、
今
川
了

俊
の
探
題
解
任
と
そ
の
後
の
九
州
情
勢
を
、
室
町
幕
府
支
配
体
制
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
注

目
し
な
が
ら
論
じ
た
ほ
か（『
歴
史
学
研
究
』一
〇
四
一
号
掲
載
）、「
駿
遠
地
域
と
今
川
氏
」

と
題
す
る
論
考
を
寄
稿
し
た
谷
口
雄
太
編
『
東
海
の
中
世
史
二　

足
利
一
門
と
動
乱
の
東

海
』（
吉
川
弘
文
館
）
が
間
も
な
く
刊
行
予
定
で
あ
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
南
北
朝
内
乱
に
関
す
る
博
物
館
展
示
が
二
件
開
催
さ
れ
、
堀
川
も
こ

れ
に
協
力
し
た
。
ま
ず
、
都
城
島
津
伝
承
館
（
宮
崎
県
都
城
市
）
で
開
催
さ
れ
た
『
北
郷

氏
誕
生　

南
北
朝
・
室
町
時
代
の
都
城
』（
七
月
二
九
日
～
一
〇
月
一
日
）
で
は
、「
南
九

州
の
南
北
朝
内
乱
と
都
城
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
次
に
、
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
南
北
朝
の
動
乱
と

南
九
州
の
武
士
た
ち
』（
九
月
二
九
日
～
一
一
月
五
日
）
で
は
「
九
州
探
題
今
川
了
俊
と

南
九
州
情
勢
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
稿
し
た
ほ
か
、「
南
九
州
の
南
北
朝
内
乱
と
九
州
探

題
今
川
了
俊
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
関
連
す
る
研
究
成
果
と
し
て
、『
ア
ジ
ア
遊
学
二
八
九　

海
外
の
日
本
中

世
史
研
究　
「
日
本
史
」・
自
国
史
・
外
国
史
の
交
差
」（
勉
誠
社
）
を
編
集
（
共
編
）・
出

版
し
、
英
語
圏
に
お
け
る
南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
史
）
研
究
の
動
向
・
特
徴
を
紹
介
す

る
論
考
等
を
執
筆
し
た
。

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
の
合
意
文
書
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
外
交
文
書
編
纂
の
研
究

一
、
研
究
種
目	

科
学
研
究
費
助
成
事
業	

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

二
、
課
題
番
号	

二
〇
Ｋ
二
二
〇
一
二

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
七
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

大
東
敬
典

六
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
の
間
で
作
成
さ
れ
た
合

意
文
書
の
総
合
的
調
査
を
行
い
、
①
同
文
書
群
の
形
式
・
内
容
・
相
互
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
、
②
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
会
社
が
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
収
集
し
作
成
し
た
合
意

文
書
集Contractboeken

（「
契
約
集
」）
の
性
格
に
つ
い
て
史
料
学
的
分
析
を
行
う
こ
と
、

③
さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
同
史
料
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

外
交
に
関
す
る
基
幹
史
料
集Ｃｏｒｐｕｓ　ｄｉｐˡｏⅿ

ａｔｉｃｕⅿ
　ɴ

ｅｅｒˡａｎｄｏ︲ɪｎｄｉｃｕⅿ

（『
蘭
領
東

イ
ン
ド
外
交
文
書
集
』）
に
つ
い
て
、
史
学
史
的
分
析
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
、
長
く
実
現
で
き
ず
に
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
文
書
館
で
の
史
料

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
の
結
果
、
会
社
の
バ
タ
フ
ィ
ア
総
督
府
が
作
成

し
た
「
契
約
集
」
の
一
部
が
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書
集
』の
主
要
典
拠
で
あ
る
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
伝
来「
契

約
集
」
を
利
用
し
、
会
社
が
ア
ジ
ア
各
地
の
政
治
的
支
配
者
と
締
結
し
た
「
契
約
」
の
地
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域
間
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
勅
令
を
意
味
す
る
「
フ
ァ
ル
マ
ー
ン
」

に
対
す
る
会
社
の
認
識
を
分
析
し
た
。

　

本
研
究
は
、
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
「
モ
ン
ス
ー
ン
文

書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
二

〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
）、「
本
所
所
蔵
在
外
日
本
関
係
史
料
の
多
角
的
利
用
の
た
め
の

翻
訳
研
究
」（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
五
年
度
）
と
共
同
し
て
、『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書

集
』
所
収
文
書
の
和
訳
を
進
め
て
き
た
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
会
社
が
現
地
政
権
に
対
し

て
優
勢
な
立
場
を
有
し
た
地
域
か
ら
バ
ン
ダ
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
、
ビ
リ
ハ
ム
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）

を
、
強
力
な
王
権
が
存
在
し
た
地
域
か
ら
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）、
ア
ラ
カ
ン
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、

ペ
ル
シ
ア
を
選
び
、
文
書
の
形
式
・
内
容
の
比
較
を
行
っ
た
。

　

そ
の
内
バ
ン
ダ
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
、
ビ
リ
ハ
ム
、
ペ
ル
シ
ア
の
文
書
の
翻
訳
を
、
解
題
と

必
要
な
注
を
付
し
て
刊
行
し
た
（「『
蘭
領
東
イ
ン
ド
外
交
文
書
集
』（
三
）
―
契
約
の
分

類
―
」
久
礼
克
季
・
冨
田
暁
・
松
方
冬
子
と
共
編
訳
、
解
題
を
担
当
『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
紀
要
』
三
四
、
二
〇
二
四
年
三
月
）。

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平
安
時
代
・
全
文
）

一
、
研
究
種
目	

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
五

三
、
事
業
期
間	

二
〇
二
三
年
度

四
、
事
業
経
費	

三
二
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

作
成
者	

平
安
時
代
編
年
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
グ
ル
ー
プ

　
　

作
成
代
表
者	

山
口
英
男

六
、
本
年
度
の
事
業
の
概
要

　

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、『
大
日
本
史
料
』
の
綱
文
・
引
用
書
目
・
索
引

語
句
（
人
名
・
官
職
名
）・
史
料
本
文
を
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
整
備
さ

れ
た
デ
ー
タ
は
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
史
料
本
文
デ
ー
タ
の
公

開
は
、
刊
行
時
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
入
手
が
可
能
と
な
っ
た
近
年
出
版
分
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
約
三
七
〇
冊
の
デ
ー
タ
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
本

事
業
で
は
、
平
安
時
代
の
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
か
ら
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
ま
で
、

現
時
点
で
一
四
六
年
分
が
連
続
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
大
日
本
史
料
』
第
一
・
二
編
の

う
ち
、
デ
ー
タ
未
整
備
で
あ
っ
た
合
計
五
五
冊
（
第
一
編
第
一
～
二
四
冊
・
別
冊
（
補
遺

一
～
四
）、
第
二
編
第
一
～
二
七
冊
）、
約
三
万
二
〇
〇
〇
頁
に
つ
い
て
、
数
年
か
け
て
史

料
本
文
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
生
成
・
登
録
し
、
公
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
は
二
〇
一
九
年
度
か
ら
着
手
し
、
二
〇
一
九
・
二
〇
二
一
年
度
に
科
学
研
究
費
補

助
金
・
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
助
成
を
得
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
二

〇
二
〇
年
度
に
第
一
編
第
一
～
三
冊
、
二
〇
二
一
年
度
に
第
四
～
七
冊
、
二
〇
二
二
年
度

に
第
八
～
一
〇
冊
の
史
料
本
文
デ
ー
タ
の
公
開
を
開
始
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
第
一

編
第
一
一
～
一
五
冊
の
史
料
本
文
デ
ー
タ
を
生
成
・
登
録
し
、
公
開
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

累
計
で
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
第
一
～
一
五
冊
、
合
計
約
一
万
二
三
〇
〇
頁
、
約
三
万

二
三
〇
〇
件
の
史
料
本
文
デ
ー
タ
が
、Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
構
成
す
る「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
及
び
「
編
年
史
料
（
古
代
）
編
纂
支
援
資
源
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
」

か
ら
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

一
、
研
究
種
目	

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
、
課
題
番
号	

二
三
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
六

三
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

四
、
研
究
経
費	

一
四
〇
万
円

五
、
研
究
組
織

　
　

作
成
者　
　
　

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
グ
ル
ー
プ

　
　

研
究
代
表
者　

遠
藤
珠
紀

　
　

作
成
分
担
者　

尾
上
陽
介
・
菊
地
大
樹
・
井
上
聡

六
、
研
究
の
概
要

　

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、「
古
記
録
」
の
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

目
的
と
し
、『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
の
日
記
を
中
心
に
入
力
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
『
大
日
本
古
記
録	

言
経
卿
記
』
七
・
八
、「
賀
茂
伝
奏
経
元
記
」『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
〇
―
三　

賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏
人
』の
デ
ー
タ
作
成
・
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公
開
を
行
っ
た
。

受
託
研
究

Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出

課
題
「
異
分
野
共
創
に
よ
る
史
料
学
Ｄ
Ｘ
の
確
立
」

一
、
研
究
種
目	

受
託
研
究
（
令
和
五
年
度
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研
究
デ
ー
タ

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出
事
業
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

四
八
二
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

尾
上
陽
介

　
　

研
究
分
担
者	

金
子
拓
・
山
田
太
造
・
渋
谷
綾
子
・
髙
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
・
平
澤

加
奈
子
（
以
上
史
料
編
纂
所
）・
丹
羽
尉
博
（
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）・
天
野
真
志
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
）・
野
村
朋
弘
（
京
都
芸
術
大
学
）・
梶
青
華
（
一
般
財

団
法
人
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協
会
）・
高
橋
修
（
茨
城
大
学
）

五
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
「
異
分
野
共
創
に
よ
る
史
料
学
Ｄ
Ｘ
の
確
立
」
は
、
全
国
的
な
研
究
デ
ー
タ
基

盤
（N

II	RD
C

）
や
デ
ー
タ
処
理
・
公
開
基
盤
を
活
用
し
、
異
分
野
共
創
に
よ
る
史
料
学

Ｄ
Ｘ
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
度
は
下
記
の
五
項
目
を
実
施
し
た
。

①
史
料
調
査
と
料
紙
分
析

　

二
〇
二
三
年
度
は
下
記
の
史
料
を
対
象
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
等
を

用
い
た
非
破
壊
の
調
査
・
分
析
を
実
施
し
た
。
特
に
、
各
史
料
の
現
況
に
あ
わ
せ
た
計
測

を
行
い
、
修
理
・
長
期
保
存
の
技
術
改
良
や
提
供
に
つ
な
が
る
科
学
情
報
の
収
集
・
分
析

を
進
め
た
。

・
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
「
国
宝　

上
杉
家
文
書
」（
八
月
、
二
月
）

・
東
北
大
学
文
学
部
所
蔵
「
白
河
文
書
」（
八
月
）

・
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
（
八
月
、
九
月
、
一
二
月
）

・
和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵
「
小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経
」（
一
〇
月
、
二
月
）

・
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
菅
浦
文
書
」（
一
二
月
）

・
厳
島
神
社
所
蔵
史
料
（
一
二
月
）

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
国
宝　

島
津
家
文
書
」（
三
月
）

②
史
料
の
修
復
・
保
存
・
活
用

　

二
〇
二
三
年
度
は
、既
存
の
研
究
成
果
と
①
の
結
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、文
化
財
の
修
理
・

保
存
に
つ
な
が
る
歴
史
情
報
の
資
源
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た
史

料
の
修
理
・
保
存
の
研
究
を
進
め
る
研
究
者
た
ち
と
保
存
科
学
の
方
法
の
検
討
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
修
復
史
料
の
活
用
と
し
て
、二
〇
二
三
年
度
・
第
二
期
東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

オ
フ
ィ
ス
（U

T
okyoN

Y

）
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
の
歴
史
を
伝
え
、
つ
な
ぐ
―
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
」（
於
：
東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
フ
ィ
ス
、

二
月
一
五
日
・
一
六
日
）
に
お
い
て
、「
落
合
左
平
次
道
次
背
旗
」
の
修
理
や
「
長
篠
合

戦
図
屏
風
下
絵
」
の
彩
色
復
元
模
写
な
ど
、
文
化
財
の
修
復
・
復
元
に
関
す
る
研
究
成
果

の
報
告
を
、「
落
合
左
平
次
道
次
背
旗
」の
複
製
史
料
の
展
示
と
と
も
に
実
施
し
た
。対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
、
参
加
者
は
現
地
一
一
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
一

三
七
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
、
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

の
修
復
ス
タ
ッ
フ
と
紙
媒
体
歴
史
資
料
の
修
理
・
保
存
方
法
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、

次
年
度
以
降
に
双
方
の
研
究
成
果
を
公
開
す
る
国
際
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

③
機
関
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
・
応
用

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
に
よ
る
加
速
器
科
学
国
際

育
成
事
業
（IIN

A
S︲N

X

）
と
連
携
し
、
史
料
の
非
破
壊
調
査
に
向
け
た
計
測
環
境
の
整

備
・
効
率
化
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
料
紙
サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
し
て
三
次

元
Ｘ
線
顕
微
鏡
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
）
や
フ
ー
リ
エ
変
換
赤
外
分
光
分
析
（
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
）
等
に

よ
る
成
分
分
析
（
非
破
壊
）
を
行
っ
た
。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
分
析
で
は
、
科
研
費
等
の
研

究
協
力
者
が
実
験
製
作
し
た
糊
付
け
和
紙
四
点
、
課
題
メ
ン
バ
ー
が
実
験
製
作
し
た
糊
付

け
和
紙
三
点
、
な
ら
び
に
水
害
等
に
よ
っ
て
固
着
・
劣
化
・
分
解
の
状
態
と
な
っ
た
史
料

の
剥
片
六
点
に
つ
い
て
、
文
字
や
内
部
構
造
の
識
別
、
繊
維
の
形
態
に
つ
い
て
の
測
定
を

進
め
た
。
Ｆ
Ｔ︲
Ｉ
Ｒ
分
析
で
は
、
関
義
城
『
古
今
紙
漉
紙
屋
図
絵
』
の
見
本
紙
よ
り
五

〇
点
、
現
代
の
青
雁
皮
紙
一
点
の
合
計
五
一
点
に
対
し
て
実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で
獲
得
し

て
き
た
成
果
と
と
も
に
、
二
〇
二
三
年
度
の
分
析
結
果
、
な
ら
び
に
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
分
析
の
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結
果
を
応
用
し
た
統
計
解
析
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
第
三
三
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協

会
年
次
大
会
（
二
〇
二
三
年
九
月
、
於
：
ベ
ル
ギ
ー
）、
日
本
文
化
財
科
学
会
第
四
〇
回

記
念
大
会
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
於
：
奈
良
）、16th	A

sian	Conference	on	
A
nalytical	Sciences	2023

（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
於
：
マ
レ
ー
シ
ア
）、
第
三
九
回

近
赤
外
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
二
四
年
二
月
、
於
：
東
京
）
な
ど
の
国
内
外
の
学
会
・
会
議

等
で
報
告
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
二
三
年
九
月
二
八
日
・
二
九
日
、
於
：
一
橋

大
学
）
に
参
加
、
本
課
題
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
他
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
課
題
関
係
者

と
分
析
技
術
の
開
発
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
た
。

④
地
域
連
携
と
新
た
な
人
材
活
用

　

科
研
費
等
の
共
同
研
究
と
連
携
し
、
京
都
文
化
博
物
館
令
和
六
年
度
特
別
展
「
松
尾
大

社
展　

み
や
こ
の
西
の
守
護
神
」（
二
〇
二
四
年
四
月
二
七
日
～
六
月
二
三
日
）
に
て
既

存
の
研
究
と
と
も
に
①
の
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
調
査
成
果
を
公
開
す
べ
く
準
備
を
進
め

た
。
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
、
博
士
課
程
後
期
の
大
学
院
生
に
目
録
デ
ー
タ
の

整
備
・
拡
充
を
進
め
て
も
ら
い
つ
つ
、
①
に
記
し
た
史
料
調
査
の
一
部
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
科
学
的
な
調
査
・
分
析
技
術
の
習
得
に
努
め
さ
せ
た
。
ま
た
、
琉
球
大
学
、
那
覇
市

歴
史
博
物
館
、
東
北
大
学
、
石
巻
市
博
物
館
、
奥
州
市
教
育
委
員
会
、
茨
城
大
学
な
ど
の

研
究
者
・
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
、
二
〇
二
四
年
度
以
降
に
古
文
書
等
の
料
紙
に
対
す
る
科
学

研
究
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
が
決
ま
り
、
地
域
連
携
や
次
世
代
の
人
材
育
成
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
た
。

⑤
史
料
研
究
デ
ー
タ
基
盤
構
築

　

①
の
史
料
調
査
や
科
学
分
析
、
②
の
史
料
修
復
・
保
存
を
進
め
る
中
で
獲
得
さ
れ
た
研

究
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、GakuN

in	RD
M

で
管
理
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
・
メ
タ
デ
ー

タ
へ
変
換
す
る
準
備
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
認
証
・
権
利
等
に
よ
り
、
外
部
に
出
さ
な
い

ク
ロ
ー
ズ
ド
な
デ
ー
タ
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
た
。

高
知
県
域
に
関
す
る
古
代
・
中
世
史
料
の
調
査
・
収
集
と
分
析
研
究

一
、
研
究
種
目	

受
託
研
究
（
高
知
県
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
四
月
～
二
〇
二
四
年
三
月

三
、
研
究
経
費	

六
四
八
一
七
一
円
（
研
究
支
援
経
費
一
九
四
四
五
一
円
）

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

井
上
聡

　
　

研
究
分
担
者	

岡
本
真

五
、
研
究
概
要

　

高
知
県
に
お
い
て
は
令
和
三
年
度
よ
り
『
高
知
県
史
』
の
編
纂
を
開
始
し
、
令
和
五
年

度
か
ら
古
代
中
世
史
部
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
当
該
部
会
の
発
足
に
伴
い
、
高
知
県
関

連
の
古
代
・
中
世
史
料
情
報
の
収
集
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
標
記
事
業
を
開
始
し
た
。

研
究
組
織
に
参
加
す
る
二
名
は
、
同
県
史
編
纂
委
員
を
兼
ね
て
い
る
。
具
体
的
業
務
と
し

て
は
、
史
料
編
纂
所
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
史
料
調
査
情
報
か
ら
、
県
史
編
纂
に
関

わ
る
も
の
を
抽
出
し
、
体
系
的
に
情
報
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
令
和
五
年
度
は
、

学
術
専
門
職
員
一
名
を
雇
用
し
、
旧
県
史
収
載
史
料
や
『
土
佐
国
編
年
史
料
控
』
収
載
史

料
な
ど
を
対
象
に
、
情
報
化
や
複
製
史
料
と
の
対
照
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
及
び
研
究

一
、
研
究
種
目	

受
託
研
究
（
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

七
七
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

山
口
英
男

　
　

研
究
分
担
者	

岡
本
真

五
、
研
究
概
要

　

本
研
究
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
か
ら
受
託
し
、

福
岡
市
史
編
纂
の
た
め
基
礎
研
究
と
な
る「
福
岡
市
域
に
関
わ
る
資
料
の
調
査
及
び
研
究
」

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
福
岡
市
史
専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
山
口
・
岡
本
を
中
心
に
、

本
研
究
費
で
雇
用
す
る
支
援
ス
タ
ッ
フ
等
を
加
え
て
研
究
組
織
を
構
成
し
、
史
料
編
纂
所

に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
写
真
帳
・
影
写
本
・
謄
写
本
等
か
ら
関
連
史
料
を
調
査
・
研
究
す
る

計
画
で
あ
る
。
本
年
度
も
引
き
続
い
て
古
代
の
未
公
刊
史
料
類
、
中
世
の
福
岡
市
外
所
在

史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

東京大学史料編纂所報　第59号　2024年10月 （　　）150



︹
古
代
︺
引
き
続
き
福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
を
蒐
集
し	

、
内
容
整
理
及
び
年
次
判
定
等
の

た
め
の
解
析
を
行
な
い
、
既
蒐
集
史
料
と
合
わ
せ
て
そ
の
成
果
の
デ
ー
タ
化
作
業
を
実
施

し
た
（
対
象
史
料　

宮
内
庁
書
陵
部
等
所
蔵
の
学
芸
・
文
学
関
係
史
料
）。

︹
中
世
︺
福
岡
市
域
に
関
わ
る
中
世
史
料
の
う
ち
、『
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
三
に
収
録

さ
れ
る
予
定
の
古
記
録
・
古
文
書
に
つ
い
て
、
底
本
と
の
校
合
を
実
施
し
た
。

史
料
を
科
学
す
る

一
、
研
究
種
目	

受
託
研
究
（
令
和
五
年
度
加
速
器
科
学
国
際
育
成
事
業
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｓ︲

Ｎ
Ｘ
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

一
二
六
万
円
（
本
所
負
担
分
六
〇
万
円
を
含
む
）

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

髙
島
晶
彦

　
　

研
究
分
担
者	

尾
上
陽
介
・
渋
谷
綾
子
・
山
口
悟
史
・
平
澤
加
奈
子
（
以
上
史
料
編

纂
所
）・
丹
羽
尉
博
（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
）

五
、
研
究
の
概
要

　

本
事
業
は
、
物
理
化
学
的
手
法
に
よ
る
古
文
書
料
紙
の
成
分
分
析
、
新
た
な
非
破
壊
に

よ
る
計
測
技
術
開
発
と
実
用
化
の
推
進
、
古
文
書
料
紙
の
総
合
的
科
学
研
究
の
進
展
、
お

よ
び
保
存
・
修
復
等
に
携
わ
る
人
材
育
成
や
各
種
歴
史
資
料
を
通
し
た
地
域
社
会
と
の
連

携
・
協
働
の
新
展
開
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
度
は
、
料
紙
サ

ン
プ
ル
を
対
象
に
非
破
壊
で
の
三
次
元
Ｘ
線
顕
微
鏡
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
、
担
当
：
丹
羽
）
や
フ
ー

リ
エ
変
換
赤
外
分
光
分
析
（
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
、
担
当
：
高
島
・
渋
谷
・
山
口
・
平
澤
）
等
に

よ
る
成
分
分
析
を
行
っ
た
。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
分
析
で
は
、
科
研
費
等
の
研
究
協
力
者
が

実
験
製
作
し
た
糊
付
け
和
紙
四
点
、
本
事
業
参
加
メ
ン
バ
ー
が
実
験
製
作
し
た
正
麩
糊
を

塗
布
し
た
和
紙
三
点
、
な
ら
び
に
水
害
等
に
よ
っ
て
固
着
・
劣
化
・
分
解
の
状
態
と
な
っ

た
史
料
の
剥
片
六
点
に
つ
い
て
、
文
字
や
内
部
構
造
の
識
別
、
繊
維
の
形
態
に
つ
い
て
の

測
定
を
進
め
た
。
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
分
析
で
は
、
関
義
城
『
古
今
紙
漉
紙
屋
図
絵
』
の
見
本
紙

よ
り
六
〇
点
、
現
代
の
青
雁
皮
紙
一
点
の
合
計
六
一
点
を
対
象
と
し
た
。
さ
ら
に
、
米
沢

市
上
杉
博
物
館
所
蔵
「
国
宝　

上
杉
家
文
書
」
や
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
等
を
対
象
に
、
デ

ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
等
を
用
い
た
非
破
壊
の
調
査
・
分
析
を
実
施
し
た
。
特
に
、

各
史
料
の
現
況
に
あ
わ
せ
た
計
測
を
行
い
、
修
理
・
長
期
保
存
の
技
術
改
良
や
提
供
に
つ

な
が
る
科
学
情
報
の
収
集
・
分
析
を
進
め
た
。
な
お
、
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
の
結
果
か
ら
、
環
境

安
全
管
理
室
石
田
正
紀
氏
・
武
智
英
明
氏
ら
に
よ
り
主
成
分
分
析
な
ど
の
統
計
解
析
を
実

施
し
た
結
果
、
紙
質
の
特
徴
を
明
瞭
に
識
別
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
お
よ
び
Ｆ
Ｔ︲

Ｉ
Ｒ
で
得
た
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
加
速
器

科
学
総
合
育
成
事
業
や
他
の
共
同
研
究
で
の
成
果
と
あ
わ
せ
、
第
三
三
回
日
本
資
料
専
門

家
欧
州
協
会
年
次
大
会
（
二
〇
二
三
年
九
月
、
於
：
ベ
ル
ギ
ー
）、
日
本
文
化
財
科
学
会

第
四
〇
回
記
念
大
会
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
於
：
奈
良
）、16th	A

sian	Conference	
on	A

nalytical	Sciences	2023

（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
於
：
マ
レ
ー
シ
ア
）、
第
三
九

回
近
赤
外
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
二
四
年
二
月
、
於
：
東
京
）
な
ど
の
国
内
外
の
学
会
・
会

議
等
で
報
告
を
行
っ
た
。

　

地
域
連
携
と
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
科
研
費
等
の
共
同
研
究
と
連
携
し
、
京
都
文
化

博
物
館
令
和
六
年
度
特
別
展
「
松
尾
大
社
展　

み
や
こ
の
西
の
守
護
神
」（
二
〇
二
四
年

四
月
二
七
日
～
六
月
二
三
日
）
で
の
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
調
査
成
果
の
公
開
準
備
を
進

め
た
。
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
、
博
士
課
程
後
期
の
大
学
院
生
に
目
録
デ
ー
タ

の
整
備
・
拡
充
を
進
め
て
も
ら
い
つ
つ
、
史
料
調
査
に
参
加
し
、
科
学
的
な
調
査
・
分
析

技
術
の
習
得
に
努
め
さ
せ
た
。
ま
た
、
琉
球
大
学
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
、
東
北
大
学
、

石
巻
市
博
物
館
、
奥
州
市
教
育
委
員
会
、
茨
城
大
学
な
ど
の
研
究
者
・
ス
タ
ッ
フ
と
、
各
々

二
〇
二
四
年
度
以
降
に
古
文
書
等
の
料
紙
に
関
す
る
科
学
研
究
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
地

域
連
携
や
次
世
代
の
人
材
育
成
を
推
進
す
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

本
事
業
に
お
け
る
物
理
化
学
を
用
い
た
料
紙
の
構
成
物
・
成
分
の
解
析
結
果
、
な
ら
び

に
他
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
わ
れ
た
料
紙
分
析
の
結
果
を
比
較
し
た
こ
と
に
よ
り
、

料
紙
の
製
法
や
地
域
・
時
期
的
特
性
に
つ
な
が
る
情
報
抽
出
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
こ
れ
ら
の
研
究
デ
ー
タ
の
利
用
・
公
開
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
お
り
、
学
術
誌
へ

の
論
文
投
稿
等
の
成
果
発
信
も
予
定
し
て
い
る
。
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Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出

課
題
「A

rchivem
atica

を
用
い
た
人
文
学
デ
ー
タ
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス

の
自
動
化
に
関
す
る
試
み
」

一
、
研
究
種
目	

受
託
研
究
（
令
和
五
年
度
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研
究
デ
ー
タ

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出
事
業
）

二
、
研
究
期
間	
二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	
三
四
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

中
村
覚

　
　

研
究
分
担
者	

山
田
太
造
（
史
料
編
纂
所
）・
金
甫
榮
（
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
）・
南

山
泰
之
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）

五
、
研
究
の
概
要

　

人
文
学
に
お
け
る
研
究
デ
ー
タ
の
長
期
的
な
利
活
用
支
援
を
目
的
と
し
て
、

A
rchivem

atica

を
用
い
た
デ
ー
タ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
ず
、
人
文
学
系
機
関
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
や
民
間
企
業
な
ど
が
保
有
す
る
研

究
デ
ー
タ
を
題
材
にA

rchivem
atica

の
機
能
を
検
証
し
、
デ
ー
タ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
セ
ス
の
自
動
化
に
対
す
る
寄
与
の
程
度
、
適
用
に
お
け
る
課
題
、
及
び
シ
ス
テ
ム
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
や
拡
張
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
。具
体
的
に
は
、Archivem

atica

の
フ
ァ

イ
ル
名
変
換
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
技
術
調
査
の
業
務
委
託
を
行
い
、（
漢
字
や

平
仮
名
な
ど
が
日
本
語
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
）
問
題
の
所
在
お
よ
び
解
決
方
法
を
明
ら

か
に
し
た
。
調
査
結
果
は
、
今
後
日
本
語
資
料
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に

活
用
す
る
。
ま
たA

rchivem
atica

の
英
語
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
日
本
語
訳
の
作
成
も
実
施
し

た
。
成
果
物
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
と
し
て
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
際
会
議
へ
の
参
加
や
開
発
元
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て

A
rchivem

atica-D
space

連
携
な
ど
の
導
入
例
を
調
査
し
、N

II︲RD
C

の
う
ち
、
特
に

W
EK

O
3

とA
rchivem

atica

を
連
携
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、A
rchivem

atica

を
用
い
た
デ
ー
タ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
自
動
化

の
た
め
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
（https://am

g.aw
s.ldas.jp/

）
を
開
発
し
、
国
内

学
会
﹇
１
﹈
お
よ
び
国
際
会
議
﹇
２
﹈
で
の
発
表
を
行
っ
た
。
国
際
会
議
で
は

A
rchivem

atica

の
開
発
元
で
あ
るA

rtefactual

の
社
員
と
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

﹇
１
﹈
中
村
覚
・
金
甫
榮
・
南
山
泰
之
「A

rchivem
atica

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
長
期
保
存
を
支
援
す
る
簡
易
操
作
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
」『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
学
会
誌
』7

（S2

）,	s107-s110,	2023年
10月

﹇
２
﹈Satoru	N

akam
ura,	K

im
	B

oyoung,	Y
asuyuki	M

inam
iyam

a.	
〝

D
evelopm

ent	of	a	U
ser-friendly	A

pplication	to	Support	Long-term
	D

igital	
Preservation	U

sing	A
rchivem

atica〟,	18th	International	D
igital	Curation	

Conference,	2024年
2月

20日

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
中
核
機
関
委
託
業
務

一
、
経
費
種
目	

日
本
学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
の
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業　

中
核
機
関
：
東
京
大
学
に

お
け
る
委
託
業
務
」

二
、
業
務
期
間	

二
〇
二
三
年
一
〇
月
～
二
〇
二
八
年
三
月

三
、
業
務
経
費	

直
接
経
費
九
七
五
万
円
、
間
接
経
費
二
九
二
万
五
千
円

四
、
業
務
実
施
組
織　

東
京
大
学
（
史
料
編
纂
所
・
社
会
科
学
研
究
所
）

　
　

業
務
主
任
者	

本
郷
恵
子
（
史
料
編
纂
所
長
）

五
、
実
施
担
当
者　
（
二
〇
二
三
年
度
）

	

本
郷
恵
子
・
末
柄
豊
・
山
田
太
造
・
中
村
覚
・
渋
谷
綾
子
・
平
澤
加

奈
子
・
犬
飼
ほ
な
み
・
大
南
英
樹
・
清
田
盟
（
以
上
、
史
料
編
纂
所
）、

大
向
一
輝
（
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
）、
玄
田
有
史
・
三
輪
哲
・

藤
原
翔
・
石
田
賢
示
・
王
帥
・
池
田
め
ぐ
み
・
横
内
陳
正
・
胡
中
孟

徳
・
和
田
敏
雄
・
谷
口
沙
恵
（
以
上
、
社
会
科
学
研
究
所
）

六
、
業
務
概
要

　
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
」
は
、
二
〇
一

九
年
一
〇
月
に
本
所
が
受
託
を
開
始
し
、
二
〇
二
二
年
度
末
で
終
了
し
た
日
本
学
術
振
興

会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
の
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推

進
事
業
」
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、
人
文
学
・
社
会
科
学
の
デ
ー
タ
共
有
、
利
活
用
を
促
進

す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
の
基
盤
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を
図
り
、
研
究
者
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が
と
も
に
デ
ー
タ
を
共
有
し
あ
い
、
国
内
外
の
共
同
研
究
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
構
築
推
進
事
業
に
お
い
て
、
本
所
は
人
文
学
唯
一
の
拠
点
機
関
と
し
て
参

加
し
、
社
会
科
学
の
四
機
関
と
と
も
に
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
た
。
後
継
と
な
る
強
化
事

業
で
は
制
度
設
計
が
変
更
さ
れ
、
人
文
学
・
社
会
科
学
両
分
野
に
つ
い
て
事
業
全
体
を
統

括
可
能
な
中
核
機
関
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
史
料
編
纂
所
・
社
会
科
学
研
究
所

が
連
携
し
て
、
中
核
機
関
・
東
京
大
学
と
し
て
応
募
し
て
採
択
さ
れ
、
一
〇
月
か
ら
事
業

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
担
当
機
関
は
国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）、

拠
点
機
関
は
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
で
あ
る
。

　

中
核
機
関
・
東
京
大
学
は
、
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
拠
点
機
関
及
び

関
係
諸
機
関
を
主
導
し
て
、
日
本
全
体
の
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
基
盤
を
整

備
し
、
日
本
史
史
料
を
中
心
と
す
る
人
文
学
デ
ー
タ
を
扱
う
史
料
編
纂
所
と
社
会
調
査
等

の
社
会
科
学
デ
ー
タ
を
扱
う
社
会
科
学
研
究
所
が
綿
密
に
連
携
し
、
両
分
野
を
総
合
し
た

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
自
機
関
で
作
成
及
び

他
機
関
か
ら
受
託
し
た
新
規
デ
ー
タ
の
人
文
学
・
社
会
科
学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ

（JD
Cat

）へ
の
追
加
、Ｄ
Ｏ
Ｉ
付
与
や
適
切
な
利
用
条
件
設
定
に
よ
る
管
理
環
境
の
整
備
、

デ
ー
タ
分
析
手
法
と
そ
の
環
境
の
提
供
、
他
機
関
デ
ー
タ
と
の
連
携
の
た
め
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
及

び
メ
タ
デ
ー
タ
の
整
備
等
を
推
進
し
、
分
野
を
超
え
た
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
役
割
を
担

う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
質
的
デ
ー
タ
と
量
的
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
す
る
知
見
共
有
、
Ａ
Ｉ

活
用
へ
の
共
同
対
応
、
手
引
書
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
授
等
、
相
乗
効
果
を
広
範
囲
に
拡
大

し
、
拠
点
機
関
等
と
の
好
循
環
を
生
み
出
す
よ
う
努
め
る
（
中
核
機
関
実
施
計
画
書
）。

ま
た
、
史
料
編
纂
所
が
主
導
す
る
人
文
学
分
野
と
し
て
は
、
構
築
推
進
事
業
の
成
果
を
継

承
し
、
多
彩
な
史
料
所
蔵
機
関
と
連
携
し
て
、
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
公
開
を
進
め
、
わ

が
国
の
文
化
・
学
術
資
源
の
継
承
と
普
及
、
新
た
な
領
域
の
創
成
を
含
む
学
術
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

実
施
体
制
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
中
核
機
関
・
東
京
大
学
は
、
対
等
な
立
場
で
参
加

す
る
史
料
編
纂
所
と
社
会
科
学
研
究
所
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
い
ず
れ
も
代
表
者
は
所

長
、
業
務
主
任
者
は
史
料
編
纂
所
長
）。
両
研
究
所
の
強
固
な
連
携
を
保
つ
た
め
に
、
双

方
の
所
長
・
統
括
責
任
教
員
（
史
料
編
纂
所
は
山
田
太
造
准
教
授
）・
事
務
局
担
当
Ｕ
Ｒ

Ａ
が
参
加
す
る
中
核
機
関
運
営
委
員
会
を
、
毎
月
開
催
し
て
、
事
業
全
体
の
運
営
・
管
理

を
行
う
。
ま
た
、
関
係
諸
機
関
の
実
務
担
当
者
に
よ
る
実
務
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し

て
、
事
業
の
進
捗
報
告
や
問
題
点
の
洗
い
出
し
・
情
報
交
換
等
を
行
う
。

　

本
事
業
の
取
り
組
み
に
は
、
ア
～
カ
の
六
つ
の
柱
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
二
〇
二
三
年
度
の
実
績
を
記
す
。

︻
取
組
ア
：JD

Cat

と
の
連
携
︼

　

構
築
推
進
事
業
に
お
け
る
実
践
方
式
を
踏
襲
し
、
引
き
続
き
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
、

史
料
編
纂
所
の
調
査
・
研
究
や
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
よ
り
収
集
し
た
他
機
関
史

料
等
を
対
象
に
メ
タ
デ
ー
タ
をJD

Cat

に
登
録
し
て
い
く
。
本
年
度
は
、
史
料
編
纂
所
所

蔵
「
島
津
家
本
」
約
六
七
〇
〇
冊
の
う
ち
、
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事

業
と
連
携
し
て
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
四
一
四
冊
（
史
料
画
像
三
四
五

四
二
点
）
を
対
象
に
、JD

Cat

登
録
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
Ｄ
Ｏ
Ｉ
付
与
やJD

Cat

メ

タ
デ
ー
タ
の
整
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
文

化
財
指
定
外
の
史
料
（
特
に
聖
教
）
を
対
象
に
、JD

Cat

登
録
の
た
め
の
準
備
を
行
っ
た
。

︻
取
組
イ
：
他
機
関
の
デ
ー
タ
受
入
や
受
託
︼

　

史
料
編
纂
所
は
、
公
共
の
史
料
保
存
機
関
を
は
じ
め
、
旧
大
名
家
・
武
家
、
公
家
、
寺

社
等
の
所
蔵
史
料
を
対
象
と
し
て
、
調
査
・
収
集
を
続
け
て
い
る
。
構
築
推
進
事
業
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
所
蔵
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
デ
ー
タ
受
入
・
受
託
を
実
施
し
て
き
た
。

強
化
事
業
に
お
い
て
も
同
様
の
方
式
で
、
対
象
史
料
群
を
広
げ
て
い
く
。
今
年
度
は
、
都

城
島
津
邸
所
蔵
「
都
城
島
津
家
史
料
」、「
菱
刈
文
書
」、
お
よ
び
、
海
の
見
え
る
杜
美
術

館
所
蔵
「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
史
料
画
像
四
六
〇
二
点
（「
都
城

島
津
家
史
料
」
三
九
三
一
点
、「
菱
刈
文
書
」
一
一
四
点
、「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
五
五

七
点
）
を
受
入
れ
、H

i-CA
T
	Plus

を
介
し
てW

eb

公
開
し
た
。

︻
取
組
ウ
：
デ
ー
タ
利
活
用
の
促
進
︼

　

中
核
機
関
と
し
て
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
広
報
、
お
よ
び
、
本
事
業
な
ら
び
に

JD
Cat

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た

（U
RL:	https://w

w
w
.hi.u-tokyo.ac.jp/di/

）。

　

国
立
情
報
学
研
究
所
が
整
備
を
進
め
て
い
るJD

Cat

へ
の
デ
ー
タ
提
供
の
観
点
か
ら
、

デ
ー
タ
分
析
手
法
の
検
証
を
進
め
、
構
築
推
進
事
業
で
進
め
て
き
た
検
証
基
盤
・
連
携
基

盤
（
画
像
共
有
に
お
け
る
国
際
標
準
で
あ
るInternational	Im

age	Interoperability	
Fram

ew
ork

（
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
）
に
関
わ
るA

pplication	Program
m
ing	Interface

（
Ａ
Ｐ

Ｉ
）
を
用
い
た
連
携
方
式
）
に
つ
い
て
、
史
料
画
像
デ
ー
タ
利
活
用
の
た
め
の
プ
ロ
ト
タ
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イ
ピ
ン
グ
を
重
ね
、
さ
ら
に
有
用
性
を
高
め
、
深
化
さ
せ
て
い
く
。
今
年
度
は
、
取
組
ア

お
よ
び
イ
に
お
い
て
、IIIF	Presentation	A

PI

を
介
し
た
史
料
画
像
公
開
を
行
っ
た
。

史
料
編
纂
所
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
よ
り
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
に
耐
え
う
る
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
な
ら
び
に
サ
ー
ビ
ス
等
をH

I	Lab

（https://lab.hi.u-tokyo.ac.jp/

）
よ
り
公
開
し
て

お
り
、H

I	Lab
に
お
け
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
充
実
の
た
め
、「
オ
ラ
ン
ダ
国
立
文
書
館
所
蔵

幕
末
・
明
治
期
日
蘭
関
係
史
料
目
録
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
を
追
加
・
公
開
し
た
（
二
〇
二
三

年
一
一
月
一
日
、D

O
I

：10.57459/hi.ds.cat-rel-nld-jpn

）。
情
報
発
信
と
し
て
、
じ
ん

も
ん
こ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
お
よ
び
、
国
際
会
議PN

C2024

に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｉ
に
て
本
事
業
の
取
組
を
報
告
し
た
。
人
文
学
デ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文

学
研
究
資
源
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
」
を
開
催
し
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
二
日
）、

人
文
学
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
機
関
の
状
況
を
報
告
し
、
人
文
学
研
究
を
進
展
し
て
い

く
た
め
に
解
決
す
べ
き
研
究
デ
ー
タ
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

︻
取
組
エ
：JD

Cat

の
運
用
・
改
修
、
メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ
や
統
制
語
彙
の
妥
当
性
に

係
る
継
続
的
な
検
討
等
︼

　

中
核
機
関
で
は
、
下
記
の
通
り
、
シ
ス
テ
ム
担
当
機
関
、
拠
点
機
関
等
と
と
も
に
実
務

者
レ
ベ
ル
の
定
期
会
合
を
実
施
し
、
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

・
中
核
機
関
運
営
委
員
会
：
本
事
業
に
お
け
る
中
核
機
関
に
か
か
る
業
務
の
計
画
立
案
・

進
捗
確
認
・
拠
点
機
関
等
と
の
や
り
と
り
な
ど
運
営
の
責
任
主
体
。
六
回
開
催
。

・
戦
略
会
議
：
中
核
機
関
と
シ
ス
テ
ム
担
当
機
関
に
よ
るJD

Cat

に
か
か
る
課
題
解
決
の

た
め
の
会
合
。
二
回
開
催
。

・
実
務
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
：
中
核
機
関
・
拠
点
機
関
等
の
実
務
担
当
者
が
出
席
し
、

JD
Cat

連
携
な
ど
各
取
組
の
進
捗
報
告
や
情
報
交
換
を
行
う
。
二
回
開
催
。

　

ま
た
、
拠
点
機
関
で
あ
る
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
を
訪
問
し
、

各
拠
点
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
やJD

Cat

へ
の
メ
タ
デ
ー
タ
登
録
に
お
け
る
課
題

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

JD
Cat

で
の
検
索
方
式
・
検
索
結
果
提
示
方
式
の
人
文
学
分
野
に
お
け
る
有
用
性
に
つ

い
て
確
認
す
る
た
め
、
海
外
に
お
け
る
人
文
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
関

わ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
研
究
基
盤　

欧
州
と

日
本
の
最
新
ト
レ
ン
ド
」に
参
加
し
、DA

RIA
H
-EU

な
ど
、欧
州
に
お
け
る
人
文
学
デ
ー

タ
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

︻
取
組
オ
：「
デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の
手
引
き
」
の
妥
当
性
に
係
る
継
続
的
な
検
討
等
︼

　

中
核
機
関
で
は
、
現
行
の
「
デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
内
容
を
精
査

し
改
訂
の
検
討
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、
中
核
機
関
が
主
催
し
た
人
文
学
・
社
会
科

学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用

促
進
の
た
め
の
研
究
基
盤
」（
二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日
開
催
）、
お
よ
び
、
実
務
者
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
議
論
し
た
。

　

さ
ら
に
人
文
学
部
門
で
必
要
と
す
る
要
件
を
検
討
し
、
項
目
を
洗
い
出
す
た
め
、
人
文

学
デ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
学
研
究
資
源
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
」（
二
〇
二

四
年
三
月
一
二
日
開
催
）
に
お
い
て
議
論
し
た
。

︻
取
組
カ
：
拠
点
機
関
と
の
連
携
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
︼

　

前
述
の
と
お
り
、
拠
点
機
関
等
と
連
携
し
て
本
事
業
の
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
実
務
者

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
本
事
業
に
か
か
る
全
体
の
取
組
に
関
す
る
進
捗
の

共
有
と
情
報
交
換
を
行
う
た
め
、
連
絡
会
議
（
中
核
機
関
が
企
画
・
進
行
役
と
な
り
、
本

事
業
お
よ
び
構
築
推
進
事
業
の
拠
点
機
関
に
加
え
て
、
日
本
学
術
振
興
会
や
国
立
情
報
学

研
究
所
な
ど
、
関
係
諸
機
関
か
ら
数
名
の
代
表
者
が
出
席
し
、JD

Cat

連
携
の
状
況
と
国

内
外
の
最
新
動
向
の
情
報
共
有
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
）
を
開
催

し
た
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日
）。
ま
た
、
同
日
に
関
係
機
関
を
招
聘
し
た
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
促
進
の
た
め
の
研
究
基
盤
」
を
開
催
し
、
各
機
関
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

共
同
研
究

時
空
間
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究

一
、
研
究
種
目	

共
同
研
究
（
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
本
学
先
端
科
学
技

術
セ
ン
タ
ー
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度
～
二
〇
二
四
年
度
（
一
〇
月
～
二
〇
二
四
年
九
月
）

三
、
研
究
経
費	

二
五
〇
〇
万
円
（
直
接
経
費
）

四
、
研
究
組
織
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研
究
分
担
者	

金
子
拓
（
研
究
代
表
者
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
稲
見
昌
彦
／
分
担

者
情
報
理
工
系
研
究
科
鳴
海
拓
志
・
同
天
野
薫
・
次
世
代
知
能
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
松
原
仁
）

五
、
研
究
概
要

　

時
空
間
を
越
え
た
飲
み
会
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
実
現
す
る
た
め
の
研
究
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
四
つ
の
柱
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

①
相
手
と
同
じ
空
間
に
い
る
よ
う
に
対
話
す
る
た
め
の
研
究

②
酔
っ
て
い
る
状
態
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
再
現
す
る
研
究

③
飲
み
会
の
よ
う
に
高
揚
し
た
対
話
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
実
現
す
る
た
め
の
研
究

④
特
定
の
人
物
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
人
格
を
作
り
上
げ
、
対
話
す
る
研
究

　

こ
の
う
ち
の
④
を
担
当
し
、
そ
の
た
め
の
史
料
情
報
蓄
積
を
進
め
た
。
実
際
に
共
同
研

究
に
加
わ
っ
た
の
は
二
〇
二
四
年
一
月
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
都
度
開
催
さ
れ
る
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
ほ
か
、
三
月
に
学
術
専
門
職
員
を
雇
用
し
、
酒

宴
・
食
物
に
関
す
る
史
料
収
集
を
行
っ
た
。	

（
金
子
拓
）

寄
付
金

「
山
川
草
木
思
想
の
展
開
に
関
す
る
歴
史
資
料
学
的
研
究
」

一
、
鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

一
六
五
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

菊
地
大
樹

　
　

研
究
協
力
者	

小
山
聡
子
（
二
松
学
舎
大
学
）・
藤
井
雅
子
（
日
本
女
子
大
学
）

五
、
研
究
目
的

　

近
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
環
境
へ
の
か
か
わ
り
方
を
解
明
す
る
た
め
、
人
文
学
か
ら

自
然
科
学
ま
で
様
々
な
分
野
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
目
下
環
境

問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
と
も
す
れ
ば
、
今
日
的
な
課
題
解
決

に
即
応
し
た
科
学
技
術
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
歴
史
学
の
立
場
か
ら
は
、
こ

の
よ
う
な
時
に
こ
そ
人
間
と
環
境
を
め
ぐ
る
前
近
代
以
来
の
歴
史
的
経
緯
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
提
言
を
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
両
者
の
関
係
の
再
構

築
に
寄
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
い
わ
い
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
歴
史
学

に
お
い
て
も
す
で
に
広
く
共
有
さ
れ
、
日
本
を
含
む
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
史
研
究
に

お
い
て
、
環
境
史
的
方
法
が
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。
巨
視
的
に
は
こ
う
し
た
研
究
動
向

を
受
け
、
本
研
究
に
お
い
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六
、
研
究
報
告

　

本
研
究
は
二
〇
二
二
年
度
採
択
課
題
を
継
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
菊
地
大
樹
『
日
本
人

と
山
の
宗
教
』（
講
談
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
出
発
点
に
、
関
連
執
筆
論
文
な
ど
を
あ
わ

せ
て
環
境
歴
史
学
・
長
期
持
続
的
方
法
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
の
た
め
に
研
究
協
力
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
群
馬
県
太
田
市
長
楽
寺
所
蔵

史
料
原
本
調
査
を
進
め
た
。
長
楽
寺
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
計
三
回
の
原
本

調
査
・
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、「
長
楽
寺
聖
教
」
に
は
中
世
の
印
信
群
そ

の
も
の
が
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
近
世
初
期
に
お
け
る
長
楽
寺
の
歴
史
的
変
化

が
史
料
の
残
存
状
況
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
中

世
印
信
の
実
態
を
推
定
さ
せ
る
関
連
史
料
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。
未
紹
介
の
史
料
も

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
全
点
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
、
所
蔵
者
等
の
許
可
を
得
て
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
歴
史
情
報
シ
ス
テ
ム
に
登
録
、同
研
究
所
図
書
室
端
末
に
お
い
て
成
果
公
開
し
、

研
究
者
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
研
究
代
表
者
所
属
機
関
で
あ
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
所
蔵
者
と
協
力

し
、
京
都
市
青
蓮
院
門
跡
所
蔵
「
吉
水
蔵
聖
教
史
料
」
調
査
撮
影
を
開
始
し
た
。
研
究
代

表
者
は
こ
の
調
査
の
中
核
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
本
研
究
課
題
と
連
携
し
て
調
査

研
究
を
進
め
た
。
同
聖
教
史
料
は
国
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
平
安
時
代
中

期
以
来
の
印
信
群
を
豊
富
に
含
む
。
さ
ら
に
、
そ
の
教
理
的
背
景
に
関
す
る
膨
大
な
著
作

を
収
め
て
い
る
が
、
皇
慶
の
谷
流
下
で
隆
盛
を
誇
っ
た
三
昧
流
の
根
本
史
料
で
あ
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
は
上
記
シ
ス
テ
ム
よ
り
成
果
公
開
し
て
お
り
、
本

研
究
課
題
の
遂
行
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

以
上
の
原
本
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
理
論
的
考
察
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

研
究
代
表
者
は
講
演
、
国
際
学
会
パ
ネ
ル
参
加
、
お
よ
び
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら

の
機
会
に
は
、
現
代
に
お
け
る
環
境
問
題
の
解
決
に
お
け
る
環
境
歴
史
学
的
背
景
の
考
察

史料研究・成果公開（　　）155



が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
を
根
底
に
据
え
な
が
ら
、草
木
の
よ
う
な
当
時
は「
無

生
物
」
と
考
え
ら
れ
た
存
在
で
さ
え
成
仏
す
る
と
い
う
安
然
の
主
張
か
ら
、
人
間
性
の
省

察
や
人
間
の
環
境
へ
の
責
任
と
い
う
現
代
的
課
題
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
印
信
史
料
の
展
開
に
も
理
論
的
支
柱
と
し
て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
「
理
智
冥
合
」

思
想
と
の
関
連
か
ら
、「
境
智
冥
合
」
と
い
う
思
想
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
〝
か

な
め
〟
と
し
て
人
体
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
こ
か
ら
、
安
然
・
皇

慶
以
来
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
天
台
僧
で
あ
る
と
と
も
に
、
禅
僧
で
も
あ
る
東
福
寺
円
爾
や

痴
兀
大
慧
の
思
想
を
分
析
し
、
印
信
群
の
文
献
資
料
と
し
て
の
活
用
の
可
能
性
を
大
き
く

広
げ
た
。

　

以
上
の
問
題
意
識
の
展
開
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
原
本
調
査
の
必
要
が
生
じ
、
か
つ
て
研

究
代
表
者
が
紹
介
し
た
円
爾
に
よ
る「
東
福
寺
栗
棘
庵
印
信
群
」の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ

た
。
と
く
に
同
印
信
群
に
付
属
す
る
「
心
消
滅
・
心
真
如
両
門
図
」
は
、
研
究
代
表
者
に

よ
る
史
料
紹
介
を
き
っ
か
け
に
学
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
は

じ
め
て
原
本
両
面
の
全
体
を
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ン
カ
ッ
ト
で
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。
こ
の

成
果
も
、
上
記
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
す
で
に
公
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
と
く
に
二
年
目
の
発
展
的
課
題
と
し
て
、
研
究
代
表
者
が
別
に
中
核
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
「
金
石
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
す
る
、
一
三
世
紀
の
「
高
野
山
町
石
」

を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
お
よ
び
、
調
査
成
果
と
し
て
の
町
石
拓
本
の
デ
ジ
タ

ル
化
研
究
と
連
携
し
た
。世
界
遺
産
高
野
山
参
詣
道
に
計
一
七
〇
基
点
在
す
る
中
世
の「
町

石
」
が
、
た
ん
な
る
〝
マ
イ
ル
・
ス
ト
ー
ン
〟
で
は
な
く
「
五
輪
塔
」
を
か
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
は
、
本
研
究
課
題
と
し
て
特
に
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
世
の
五
輪
塔
は
宇

宙
全
体
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
体
を
も
表
す
こ
と
が
密
教
教
理
の
中
心
で
あ
る
。

こ
れ
が
弘
法
大
師
信
仰
と
い
う
一
〇
〇
〇
年
に
わ
た
る
宗
教
的
伝
統
を
媒
介
と
し
て
、
高

野
山
の
自
然
環
境
と
参
詣
者
と
し
て
の
人
間
を
結
ぶ
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
か
を
考
察
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
過
程
で
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
Ｈ
Ｄ
Ｄ
保
存
デ
ー
タ
が
破
損
す
る
と
い
う
予
想

外
の
事
態
が
生
じ
た
が
、
リ
カ
バ
リ
ー
作
業
な
ど
に
よ
り
主
要
な
部
分
は
復
旧
し
、
研
究

遂
行
に
大
き
な
支
障
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
研
究
に
お
い
て
は
原
本
調
査
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
撮
影
・
拓
本
採
集
（
拓
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
）
お
よ
び
そ
れ
ら
の
整
理
公
開
ま
で

を
実
施
し
、
本
研
究
課
題
の
学
界
へ
の
貢
献
を
果
た
す
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し

て
、
自
由
な
理
論
的
考
察
を
展
開
し
た
。
一
部
は
再
度
基
礎
調
査
に
戻
り
、
さ
ら
な
る
研

究
課
題
の
発
展
を
期
し
た
。
最
後
に
、
環
境
と
人
間
を
結
ぶ
心
身
の
関
係
に
つ
い
て
、
お

も
に
宗
教
社
会
史
的
立
場
か
ら
総
括
し
、
近
年
の
テ
ク
ノ
ア
ニ
ミ
ズ
ム
論
な
ど
と
も
関
連

づ
け
て
総
合
的
に
論
じ
る
た
め
、
研
究
代
表
者
も
参
加
し
、
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
教

授
（
ボ
ン
大
学
教
授
）・
中
島
隆
博
教
授
（
東
京
大
学
）
を
核
と
し
て
国
際
的
な
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
「
新
し
い
啓
蒙
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
批
判
的
な
観
点
か

ら
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
以
上
の
理
論
的
研
究
成
果
の
一
部
は
、
英
語
お
よ
び
日
本
語
の
複
数
の
論
文
と

し
て
す
で
に
出
版
ま
た
は
出
版
予
定
で
あ
る
。

寄
付
金
「「
南
蛮
貿
易
」
で
結
ぶ
モ
ノ
の
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ッ
プ
構
築
と
地
域
史
研
究
支

援

社
会
へ
の
還
元
の
取
り
組
み
と
し
て
」

一
、
研
究
種
目	

鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
二
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
一
三
〇
万
円
（
二
〇
二
三
年
度
）

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

岡
美
穂
子

五
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
南
蛮
貿
易
」
と
称
さ
れ
て
き
た
、
十
六
世
紀
の
日
本
と
世

界
の
関
わ
り
が
、
日
本
の
産
業
発
展
や
人
々
の
価
値
観
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
し

た
の
か
を
、そ
の
前
後
の
時
代
と
の
連
続
性
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、多
細
目
に
渡
る「
モ

ノ
（
遺
構
も
含
む
）」
に
つ
い
て
の
最
新
研
究
成
果
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
明
ら
か
に

す
る
。
大
き
な
特
徴
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
者
と
関
係
地
方
自
治
体
の
研
究
者
の
協
働

で
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

当
初
の
予
定
で
は
、
長
崎
県
、
大
分
県
な
ど
の
遺
跡
が
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
制
作
の
対
象

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
自
治
体
も
文
化
庁
の
デ
ジ
タ
ル
支
援
な
ど
で
独

自
に
文
化
財
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
制
作
、
公
開
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
ま
ず
は

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
石
見
銀
山
を
擁
す
る
島
根
県
お
よ
び
大
田
市
の
自
治
体
研
究
者
の

協
力
を
得
て
、
石
見
銀
山
遺
跡
並
び
に
周
辺
の
温
泉
津
、
浜
田
な
ど
の
日
本
海
側
の
港
町
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と
中
世
日
本
最
大
の
港
湾
都
市
博
多
を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
の
交
易
史
跡
、
十
六
世
紀
の
発
掘

成
果
物
な
ど
を
対
象
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
を
開
始
し
た
。

　

石
見
銀
山
遺
跡
な
ら
び
に
石
見
銀
の
積
み
出
し
港
で
あ
っ
た
温
泉
津
か
ら
は
大
量
の
貿

易
陶
磁
（
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
朝
鮮
産
）
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ほ
と
ん

ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
、
デ
ー
タ
を
整
理
の
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
と
し

て
公
開
す
る
こ
と
の
有
益
性
を
再
確
認
で
き
た
。
ま
た
こ
の
会
議
で
は
デ
ー
タ
収
集
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
く
三
人
の
元
文
化
財
担
当
者（
自
治
体
退
職
者
）に
作
業
の
手
順
を
説
明
し
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
上
で
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。

　

本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
研
究
公
開
手
段
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
本
体
は
、
渡
邉
英

徳
研
究
室
と
濱
津
す
み
れ
氏
（
渡
邉
研
究
室
所
属
大
学
院
生
）
の
協
力
の
下
、A

rcGIS

を
使
用
し
て
完
成
し
て
お
り
、
二
〇
二
四
年
四
月
現
在
、
公
開
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
。

寄
付
金
「
前
近
代
の
那
覇
港
に
お
け
る
航
路
と
聖
地
」

一
、
研
究
種
目	

Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
助
成

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
（
一
月
～
一
二
月
）

三
、
研
究
経
費	

期
間
中
の
直
接
経
費
一
五
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

黒
嶋
敏

五
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
、
複
数
の
画
像
史
料
を
読
み
込
ん
だ
う
え
で
、
前
近
代
に
お
け
る
那
覇
港
の

航
路
と
聖
地
の
関
係
を
復
元
的
に
考
察
し
、
ア
ジ
ア
海
域
の
交
易
拠
点
と
な
っ
た
港
湾
の

実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
と
く
に
分
析
素
材
と
し
て
、
関
連
す
る

絵
図
類
お
よ
び
一
九
世
紀
の
海
図
・
水
路
誌
な
ど
に
軸
足
を
置
き
、
現
地
調
査
を
並
行
し

て
実
施
し
た
。
ま
た
、
本
研
究
の
課
題
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
対
象
が
部
分
的
に
重

な
っ
て
い
る
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
🄐
、
課
題
番
号
二
三
Ｈ
〇
〇
〇
一
二
、
研

究
代
表
者
黒
嶋
）
に
よ
る
調
査
研
究
と
も
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
絵
図
類
の
分
析
と
し
て
は
、
一
六
四
〇
年
代
に
製
作
さ
れ
た
正
保
の
琉
球

国
絵
図
と
関
係
が
深
く
、
那
覇
港
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
「
琉
球

并
諸
島
図
」（
都
城
島
津
邸
所
蔵
）
の
デ
ー
タ
構
造
化
に
着
手
し
、
二
〇
二
三
年
九
月
よ

り
「
都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉
球
并
諸
島
図
」
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
公
開
し
た
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
整
理
に
当
た
っ
て
は
、
学
術
支
援
職
員
一
名
を
雇
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
図
が
持
つ
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
都
城
島
津
邸
所
蔵
「
琉
球
并
諸
島
図
」

に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
一
〇
一
、

二
〇
二
三
年
七
月
）
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
地
形
や
航
路
の
確
認
作
業
と
し
て
、
現
地
調
査
を
二
回
に
分
け
て
実
施
し
た
。

第
一
回
調
査
は
二
〇
二
三
年
六
月
に
那
覇
港
周
辺
の
地
上
・
海
上
を
対
象
に
行
い
、
海
図

に
描
か
れ
た
対
景
図
の
正
確
な
描
画
地
点
の
特
定
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
八
五
三

年
に
来
琉
し
た
ペ
リ
ー
一
行
の
作
成
し
た
海
図
に
つ
い
て
、
読
解
す
る
際
の
大
き
な
手
が

か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
調
査
に
は
本
所
技
術
部
の
谷
昭
佳
氏
・
桑
田
恵
理
氏

に
ご
同
行
い
た
だ
き
、
光
学
的
な
見
地
か
ら
多
数
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
第
二
回
調

査
は
二
〇
二
三
年
九
月
に
、
那
覇
港
近
在
の
慶
良
間
諸
島
周
辺
に
お
い
て
実
施
し
た
。
慶

良
間
諸
島
は
風
待
ち
に
適
し
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
那
覇
の
外
港
と
し
て
の
機
能
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
地
形
を
詳
し
く
記
し
た
「
渡
閩
航
路
図
」（
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
）
な

ど
の
描
画
内
容
と
地
形
の
照
合
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
本
研
究
で
は
、
都
城
島
津
邸
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館

（
浅
野
文
庫
）
な
ど
に
赴
き
、
所
蔵
さ
れ
る
関
連
史
料
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

も
含
め
た
本
研
究
課
題
の
全
体
的
な
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
前
近
代
の

那
覇
港
に
お
け
る
航
路
と
聖
地
」
を
執
筆
し
て
お
り
、
近
日
中
に
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｆ
Ｅ

二
一
世
紀
財
団
Ｈ
ｐ
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、
所
蔵
史
料
の
調
査
や
現
地
調
査
を
は
じ
め
、
研
究
課
題
遂
行
に
当
た
り

種
々
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
関
係
各
位
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
治
太
政
官
政
府
主
要
人
物
文
書
群
の
保
存
・
利
活
用
に
資
す
る
研
究
基
盤
の
構
築

一
、
研
究
種
目	

公
益
財
団
法
人
鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成
（
一
般
研
究
助
成
）

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	
一
二
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

箱
石
大
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共
同
研
究
者	

石
田
七
奈
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
学
術
専
門
職
員
）、
佐
藤

大
悟
（
青
山
学
院
大
学
附
置
青
山
学
院
史
研
究
所
・
助
教
）、
白
石

烈
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
・
主
任
研
究
官
）、
松
中
博
（
京
都
市

歴
史
資
料
館
・
歴
史
調
査
員（
主
任
））、
宮
間
純
一
（
中
央
大
学
文

学
部
・
教
授
）

五
、
研
究
の
概
要

（
１
）
研
究
の
目
的

　

幕
末
維
新
期
の
人
物
を
研
究
す
る
た
め
の
史
料
と
な
る
文
書
が
、
各
所
に
分
散
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
な
く
、
そ
う
し
た
場
合
、
文
書
群
の
全
体
像
を
把
握
す
る

の
は
、
専
門
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
一
方
、
経
費
・
人
員
不
足

な
ど
の
問
題
で
、
史
料
の
整
理
・
公
開
が
容
易
に
進
捗
し
な
い
所
蔵
機
関
も
あ
る
。
こ
の

た
め
、
分
散
所
在
す
る
文
書
群
を
統
合
的
に
把
握
し
、
誰
で
も
自
由
に
利
活
用
で
き
る
研

究
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
は
、
明
治
太
政
官
政
府
の
主
要
人
物
で
あ
る
岩
倉
具
視
の
関
係
文
書
群
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
岩
倉
個
人
の
伝
記
的
な
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
治
維

新
史
全
般
を
研
究
す
る
た
め
の
重
要
史
料
の
研
究
で
も
あ
る
。
現
在
、
岩
倉
具
視
関
係
文

書
の
主
要
部
分
は
、
①
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
②
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
、
③
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
、
④
国
立
公
文
書
館
、
⑤
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
分
散
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
や
画
像
デ
ー
タ
の
ウ
ェ

ブ
公
開
を
単
独
で
進
め
る
こ
と
が
困
難
な
所
蔵
機
関
と
連
携
し
、
文
書
群
の
保
存
・
利
活

用
に
資
す
る
研
究
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

（
２
）
研
究
の
計
画
・
方
法

　

本
研
究
は
、
①
各
所
に
分
散
所
在
す
る
岩
倉
具
視
関
係
文
書
を
統
合
的
に
分
析
し
、
デ

ジ
タ
ル
画
像
と
書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
、
②
分
散
所
在
す
る
各
文
書
群
の
ま
と
ま
り
・

構
成
、
各
文
書
群
相
互
の
関
係
、
個
別
文
書
の
形
状
を
復
元
す
る
、
③
岩
倉
の
公
的
な
伝

記
で
あ
る
『
岩
倉
公
実
記
』（
宮
内
省
皇
后
宮
職
蔵
版
）
の
編
纂
事
業
や
そ
の
後
の
顕
彰

事
業
が
、
各
文
書
群
の
伝
来
過
程
に
与
え
た
影
響
を
解
明
す
る
、
④
作
成
し
た
デ
ジ
タ
ル

画
像
と
書
誌
デ
ー
タ
を
所
蔵
機
関
と
連
携
し
て
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
、
と
い
う
方
法
で
実
施

す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

（
３
）
研
究
実
績

︹
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
岩
倉
具
視
関
係
資
料
」
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
︺

　

指
定
文
化
財
を
含
む
文
書
群
で
あ
る
た
め
、
文
化
財
撮
影
の
経
験
・
実
績
を
持
つ
専
門

業
者
に
委
託
し
て
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
本
年
度
は

国
指
定
重
要
文
化
財
「
岩
倉
具
視
関
係
資
料
」
の
う
ち
、
文
書
・
記
録
・
詠
草
類
一
三
点
、

岩
倉
公
伝
記
資
料
の
第
一
類
～
第
九
類
及
び
第
十
一
類
の
通
常
撮
影
と
、
国
指
定
重
要
文

化
財
「
岩
倉
具
視
関
係
資
料
」
文
書
・
記
録
・
詠
草
類
（
掛
軸
・
額
）
七
点
、
京
都
市
指

定
文
化
財
「
岩
倉
具
視
関
係
資
料
」
絵
画
類
八
点
の
大
型
デ
ジ
タ
ル
全
体
撮
影
を
完
了
さ

せ
た
。

︹
関
西
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
「
摂
津
国
大
坂
三
郷
質
屋
櫟
原
家
文
書
」
の
調
査
︺

　

現
在
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
の
旧
蔵

者
は
大
阪
の
質
屋
で
あ
る
櫟
原
家
（
天
満
屋
）
で
あ
っ
た
。
今
回
、
関
西
学
院
大
学
図
書

館
所
蔵
「
摂
津
国
大
坂
三
郷
質
屋
櫟
原
家
文
書
」
の
う
ち
、
櫟
原
家
当
主
の
日
記
な
ど
を

閲
覧
・
調
査
し
、
明
治
期
に
「
岩
倉
具
視
関
係
史
料
」
が
多
田
好
問
に
よ
り
櫟
原
家
へ
質

入
れ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
大
正
期
以
降
に
臨
時
帝
室
編
修
局
や
維
新
史
料
編
纂
会
が
櫟
原

家
で
史
料
調
査
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。
成
果
の
一
部
は
、
共
同
研
究

参
加
者
に
よ
る
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
い
て
共

有
し
た
（
佐
藤
大
悟
氏
の
「
関
西
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
「
摂
津
国
大
坂
三
郷
質
屋
櫟
原

家
文
書
」
調
査
の
中
間
報
告
」
に
よ
る
）。

寄
付
金
「
十
六
～
十
七
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
遠
隔
地
交
易
投
資
グ
ル
ー
プ
の
比
較
」

一
、
研
究
種
目	

鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成　

外
国
人
研
究
者
招
へ
い
援
助

二
、
研
究
期
間	

二
〇
二
三
年
度

三
、
研
究
経
費	

直
接
経
費
一
五
〇
万
円

四
、
研
究
組
織

　
　

招
へ
い
研
究
者　

岡
美
穂
子　

外
国
人
研
究
者　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
プ
ル

五
、
研
究
の
概
要

　

本
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
ジ
プ
ル
名
誉
教
授
を
招
聘
し
て
、
近
世
東
シ
ナ
海
の

貿
易
投
資
構
造
に
つ
い
て
共
同
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
以
下
、
ジ
プ
ル
氏
の
研

究
概
要
を
報
告
す
る
。
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十
六
世
紀
以
降
、
東
シ
ナ
海
で
は
密
度
の
濃
い
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。
果
た
し
て
十
九
世
紀
以
降
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
、
こ
の
海
域
で
用
い
ら
れ
た
国
際

的
な
商
業
習
慣
に
は
前
段
階
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
に
基
づ
い
て

本
研
究
は
行
わ
れ
た
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
マ
カ
オ
文
書
館
、
東
イ
ン
ド
会
社
史
料
、
宣
教
師
文
書

な
ど
、
豊
富
な
史
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
調
査
期
間
中
に
多
く
の
一
次
史
料
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
九
州
大
学
（
ア
ン
ト
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
教
授
）
と
京
都
大
学
（
村

上
衛
教
授
）
を
訪
問
し
、
今
後
の
研
究
へ
の
有
益
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
東
京
で
は
、

羽
田
正
教
授
（
東
京
カ
レ
ッ
ジ
）
ら
と
交
流
し
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
貿
易
に
関
心
の
あ
る

若
手
研
究
者
と
交
流
で
き
た
。
ま
た
受
け
入
れ
研
究
者
で
あ
る
岡
美
穂
子
氏
は
、
東
ア
ジ

ア
の
国
際
貿
易
に
お
け
る
商
業
契
約
書
の
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
私
に
提
供
し
て
く
れ

た
。
ま
た
岡
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
東
京
大
学
文
学
部
で
は
島
田
竜
登
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
で

講
演
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ア
ジ
ア
史
を
研
究
す
る
多
く
の
若
手
研
究
者
と
交

流
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

こ
の
滞
在
を
き
っ
か
け
に
、
次
回
の
世
界
経
済
史
学
会
（
ル
ン
ド
、
二
〇
二
五
年
七
月
）

で
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
仲
間
と
報
告
パ
ネ
ル
を
企
画
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
で

の
研
究
滞
在
は
大
変
実
り
多
い
も
の
で
あ
り
で
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
鹿

島
学
術
振
興
財
団
に
感
謝
し
た
い
。

南
北
朝
遺
文
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
支
援

一
、
研
究
種
目	

奨
学
金
（
株
式
会
社
東
京
堂
出
版
）

二
、
研
究
経
費	

六
〇
万
円

三
、
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者	

堀
川
康
史

四
、
研
究
の
概
要

　
『
南
北
朝
遺
文
』（
東
京
堂
出
版
刊
）
は
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
三
～
一
三
九
二
）
の
古

文
書
・
金
石
文
の
編
年
史
料
集
で
、科
学
研
究
費
等
に
よ
り
フ
ル
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
六
月
、
東
京
堂
出
版
よ
り
標
記
の
寄
付
金
を
い
た
だ

き
、
本
文
校
正
を
行
う
学
術
専
門
職
員
を
一
名
雇
用
し
た
。

所
内
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

荘
園
絵
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

稲
田
奈
津
子
・
井
上
聡
・
榎
原
雅
治
（
共
同
研
究
員
）・
遠
藤
基
郎
・
及
川
亘
・
川
本

慎
自
・
菊
地
大
樹
・
坂
本
亮
太
（
共
同
研
究
員
）・
末
柄
豊
・
高
橋
慎
一
朗
・
高
橋
敏

子
（
共
同
研
究
員
）・
高
山
さ
や
か
・
谷
昭
佳
・
土
山
祐
之
（
共
同
研
究
員
）・
鶴
田
啓
・

藤
原
重
雄
・
堀
本
一
繁
（
客
員
教
授
）・
前
川
祐
一
郎
・
村
井
祐
樹
・
村
岡
ゆ
か
り
・

山
口
英
男
・
山
家
浩
樹

二
、
活
動
概
要

（
１
）
予
算

　

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
特

定
共
同
研
究
（
複
合
領
域
）「
荘
園
絵
図
調
査
方
法
論
の
高
度
化
と
調
査
関
連
情
報
の
学

術
資
源
化
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
井
上
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
🄐

「
荘
園
絵
図
調
査
・
解
析
方
法
に
関
す
る
総
括
的
研
究
と
汎
用
的
な
歴
史
地
理
情
報
へ
の

応
用
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
井
上
）
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ
た
。

（
２
）『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
四　

中
世
三
・
古
代
補
遺
』
の
刊
行

　

二
〇
二
四
年
三
月
に
釈
文
編
の
最
終
冊
を
刊
行
し
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
完
結
さ
せ
た
。
所

収
絵
図
の
一
覧
は
『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
一
〇
四
号
に
掲
げ
た
。
本
年
度
は
、

残
っ
て
い
た
若
干
の
釈
文
図
や
紙
面
構
成
図
等
の
修
正
、
関
連
史
料
・
参
考
文
献
の
確
認

と
解
説
の
執
筆
、
補
遺
分
の
写
真
関
係
や
掲
載
許
諾
な
ど
、
出
版
に
直
接
関
わ
る
活
動
と

な
っ
た
。
榎
原
が
中
心
と
な
り
、
高
橋
敏
子
・
井
上
・
藤
原
・
西
田
友
広
・
山
口
お
よ
び

和
歌
山
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
坂
本
亮
太
氏
（
共
同
研
究
員
）・
福
岡
市
博
物
同
館

主
任
学
芸
主
事
の
堀
本
一
繁
氏
（
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）
が
分
担
執
筆
な

い
し
相
互
点
検
な
ど
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
他
の
協
力
者
に
つ
い
て
は
、
出
版
報
告
の
項
に

記
し
た
。

（
３
）
原
本
調
査
・
現
地
調
査

　

二
〇
二
三
年
九
月
に
志
賀
海
神
社
所
蔵
（
福
岡
市
博
物
館
寄
託
）「
志
賀
海
神
社
縁
起
」
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の
原
本
調
査
お
よ
び
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
は
堀
本
氏
に
ご
高
配
賜
っ
た
。

（
４
）
そ
の
他

　

所
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
二
〇
二
三
年
度
に
て
終
了
し

た
。
出
版
過
程
で
の
知
見
や
生
成
物
の
整
理
、
蓄
積
し
た
学
術
資
源
の
高
度
利
用
を
目
指

し
、
上
記
経
費
に
よ
っ
て
翌
年
度
は
活
動
し
て
い
る
。

前
近
代
地
震
火
山
史
料
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

史
料
編
纂
所
で
は
、
現
在
、
地
震
研
究
所
と
連
携
し
て
前
近
代
の
地
震
火
山
史
料
を
研

究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
件
実
施
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
開
始
し

た
地
震
・
火
山
噴
火
予
知
研
究
協
議
会
史
料
・
考
古
部
会
の
研
究
課
題
「
文
献
史
料
に
よ

る
歴
史
地
震
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開
」
に
引
き
続
き
二

〇
一
九
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る「
地
震
火
山
関
連
史
料
の
収
集
・
分
析
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
・
公
開
」で
あ
る
。こ
れ
は
既
刊
の
地
震
史
料
集
の
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
進
め
る
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
度
に
『
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
』『
新

収
日
本
地
震
史
料
』
全
冊
の
テ
キ
ス
ト
化
が
完
了
し
、「
地
震
史
料
集
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
と
し
て
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。

　

本
年
度
は
、
既
刊
史
料
集
掲
載
史
料
を
史
料
原
文
と
対
照
さ
せ
て
校
訂
を
進
め
た
。
ま

た
全
文
テ
キ
ス
ト
中
の
地
名
を
自
動
的
に
抽
出
す
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
だ
試
験

段
階
で
あ
る
が
、
自
動
抽
出
の
精
度
を
高
め
、
地
震
を
感
知
し
た
場
所
に
位
置
情
報
を
付

与
し
、
地
図
上
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
史
料
編
纂
所
と
地
震
研
究
所
が
連
携
し
て
前
近
代
の
地
震
火
山
史
料
研
究

を
行
う
た
め
に
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
学
内
に
設
置
し
た
地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構

（
設
置
期
間
七
年
間
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
既
刊
・
未
刊
を
問
わ
ず
、

日
本
国
内
の
諸
地
域
に
お
け
る
有
感
地
震
記
録
を
定
点
観
測
的
に
収
集
す
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。特
に
一
九
世
紀
の
日
記
史
料
か
ら
有
感
地
震
記
事
を
収
集
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
既
刊
史
料
集
や
史
料
編

纂
所
架
蔵
史
料
か
ら
の
採
録
の
ほ
か
、
山
口
県
山
口
市
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
、
大
分
県
佐

伯
市
、
熊
本
県
熊
本
市
な
ど
で
の
史
料
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
地
震
研
究
所
の
教
員
と
連

携
し
て
、
教
養
学
部
で
文
系
・
理
系
の
学
生
を
対
象
に
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
義
「
歴
史

資
料
と
地
震
・
火
山
噴
火
」
を
開
講
し
た
（
履
修
者
約
一
九
二
人
）。

維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

二
〇
一
九
年
度
よ
り
開
始
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、本
所
の「
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」の
英
訳
研
究
を
推
進
し
、か
つ
海
外
研
究
者
と
の
国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
ハ

ブ
拠
点
）
の
構
築
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
本
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
五
年
間
の
最

終
年
度
に
当
た
る
。

　

維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
載
し
て
い
る
綱
文
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
英
訳
は
、

本
事
業
の
中
核
で
あ
る
。
こ
の
綱
文
デ
ー
タ
の
英
文
へ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の

途
中
よ
り
外
国
人
特
任
研
究
員
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
氏
（
イ
エ
ー
ル
大

学
大
学
院
）
に
担
当
い
た
だ
い
た
。
ま
た
デ
ー
タ
の
整
備
等
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
学

術
専
門
職
員
及
川
将
基
氏
お
よ
び
加
藤
絵
里
子
氏
の
参
加
を
得
た
。
同
じ
く
学
術
専
門
職

員
の
犬
飼
ほ
な
み
氏
に
は
、
研
究
支
援
や
他
の
所
内
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
に
あ

た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

核
心
的
な
成
果
と
し
て
の
英
訳
綱
文
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
成
果
の
う
え
に

立
っ
て
登
録
お
よ
び
更
新
を
お
こ
な
っ
た
。
デ
ー
タ
内
容
に
つ
い
て
は
、
共
通
理
解
の
高

度
化
に
も
と
づ
き
、
関
連
の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
構
築
を
す
す
め
て
き
た
。
前
年
度
に
引
き
続

き
、
所
内
の
「
日
本
史
用
語
翻
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
グ
ル
ー
プ
と
の
連

携
を
継
続
し
、
登
録
デ
ー
タ
の
共
有
も
続
行
し
て
い
る
。

　

国
際
研
究
集
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
ま
で
の
経
緯
を
踏
襲
し
て
、
今
年
度
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
し
た
。
ま
た
以
前
よ
り
連
携
に
あ
た
っ
て
き
た
、
保
谷
徹
名
誉

教
授
が
代
表
を
つ
と
め
る
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴

重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
」（
基
盤
研
究

🄐
）
と
は
、
本
事
業
と
の
緊
密
な
連
携
を
引
き
続
き
と
り
つ
つ
、
相
乗
的
な
研
究
の
発
展

を
め
ざ
し
て
き
た
。
今
年
度
も
、
本
所
所
蔵
の
特
殊
蒐
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
史
談
会

本
の
撮
影
・
デ
ー
タ
化
を
す
す
め
、
画
像
デ
ー
タ
の
全
体
に
つ
き
公
開
に
ふ
み
出
し
た
。

　

今
年
度
開
催
の
国
際
研
究
集
会
（
一
二
月
一
八
日
）
で
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

（Zoom
）
を
用
い
て
報
告
お
よ
び
討
論
を
お
こ
な
っ
た
。
合
衆
国
か
ら
は
日
本
史
研
究
者

の
ダ
ニ
エ
ル
・
ボ
ツ
マ
ン
教
授
（
イ
エ
ー
ル
大
学
）
を
報
告
者
と
し
て
招
聘
、
ま
た
討
議

に
あ
た
っ
て
ル
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
教
授
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
校
）

な
ら
び
に
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー
教
授
（
ウ
ェ
イ
ク
・
フ
ォ
レ
ス
ト
大
学
）
も
招
聘
し
て
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開
催
し
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事

業
、
前
掲
科
研
費
基
盤
研
究
🄐
（
保
谷
徹
代
表
）
お
よ
び
同
基
盤
研
究
🄑
「
日
本
近
世
史

料
学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と
社
会
連
携
を
通
じ
て
」（
杉

本
史
子
代
表
）
と
の
共
催
で
あ
る
。
今
回
の
研
究
集
会
に
お
い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
保
谷
名
誉
教
授
に
よ
る
総
体
的
な
成
果
を
概
括
し
た

報
告
内
容
に
加
え
て
、
ボ
ツ
マ
ン
教
授
に
よ
る
、
在
米
日
本
近
世
史
料
の
原
本
解
読
に
も

と
づ
く
精
細
な
研
究
実
践
の
内
容
を
披
露
い
た
だ
き
、
示
唆
に
富
ん
だ
研
究
成
果
内
容
を

ふ
ま
え
、
活
発
な
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

研
究
集
会
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
使
用
言
語
は
日
本
語
）。

①
研
究
報
告

・
保
谷
徹
「
維
新
ハ
ブ
Ｐ
Ｊ
の
成
果
と
課
題
―
―
戊
辰
戦
争
と
維
新
史
料
綱
要
Ｄ
Ｂ
」

・
ダ	

ニ
エ
ル
・
ボ
ツ
マ
ン
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
山
田
朝
右
衛
門
記
録
か
ら
見
た
幕
末
維

新
期
の
社
会
」

②
コ
メ
ン
ト

・
ル
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
よ
り

・
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー
よ
り

　

ま
た
本
研
究
集
会
の
開
催
後
に
は
、
ボ
ツ
マ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
・
ヘ
リ
ヤ
ー
三
教
授
の
出

席
を
得
て
、
Ｄ
Ｂ
英
訳
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

従
来
か
ら
継
続
し
て
き
た
横
浜
開
港
資
料
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
仏
国
外
務
省
史

料
収
集
史
料
（
デ
ー
タ
ス
キ
ャ
ン
）
に
つ
き
、
相
互
公
開
に
向
け
て
の
最
終
的
な
準
備
を

す
す
め
た
。
本
所
の
図
書
閲
覧
室
で
公
開
し
て
い
る
在
外
史
料
画
像
（H

i-CA
T
	Plus

）

と
あ
わ
せ
て
、
十
九
世
紀
外
交
史
料
の
検
証
を
可
能
と
す
る
研
究
基
盤
と
し
て
の
意
義
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
三
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
と
す
る
が
、
今
年
度
は
短
期
な
が
ら

も
シ
ュ
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
研
究
員
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
当
欄
に
記
し
て

感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
二
〇
二
四
年
度
ま
で
の
五
か
年
計
画
で
、

二
〇
二
三
年
度
は
四
年
目
で
、
古
代
史
料
部
門
第
三
室
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
す
る
。
二

〇
〇
七
年
度
以
来
、
大
型
科
研
費
に
よ
り
遂
行
し
て
き
た
天
皇
家
・
公
家
の
文
庫
・
宝
蔵

に
関
す
る
研
究
を
継
承
す
る
研
究
拠
点
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。具
体
的
に
は
、

①
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
蒐
集
とW

eb

・
本
所
閲
覧
室
で
の
公
開
（
国
際

発
信
）、
②
京
都
御
所
・
同
離
宮
等
関
係
資
料
に
よ
る
文
理
融
合
型
の
学
際
的
研
究
、
③

関
係
史
料
群
の
調
査
研
究
と
そ
の
成
果
を
論
文
や
公
開
講
座
な
ど
で
発
信
す
る
こ
と
を
柱

と
す
る
。

①
史
料
画
像
の
蒐
集
・
公
開　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
一
年
度
ま
で
に
公
開
し
た
、

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
家
分
け
本
」・
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
萩
藩
明

倫
館
旧
蔵
今
井
似
閑
本
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
家
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
累
計
約
六

六
万
四
千
件
に
つ
い
て
、
安
定
的
なW

eb

公
開
を
本
所
Ｄ
Ｂ
（SH

IPS

）
の
う
ちH

i-
CA

T
	Plus

か
ら
行
う
と
共
に
、
二
〇
二
二
年
九
月
よ
り
公
開
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
所
蔵
の
（
Ⅰ
）
内
匠
寮
本
「
中
井
家
文
書
」
の
内
、
①
「︹
寛
政
度
︺
京
都
御
所

造
営
関
係
文
書
」（
函
号	

Ｅ
二
―
一
一
一
）・
②
「︹
安
政
度
︺
京
都
御
所
造
営
関
係
文
書
」

（
函
号	

Ｅ
二
―
一
〇
一
）
と
、（
Ⅱ
）
同
文
庫
所
蔵
「
近
世
公
家
日
記
類
」
約
一
三
万
六

千
画
像
（
有
栖
川
宮
家
本
・
阿
波
国
文
庫
本
・
桂
宮
家
本
・
久
我
家
本
・
御
所
本
・
青
蓮

院
本
・
白
川
家
本
・
鷹
司
家
本
・
土
御
門
家
本
・
庭
田
家
本
・
野
宮
家
本
・
橋
本
家
本
・

葉
室
家
本
・
日
野
家
本
・
日
野
西
家
本
・
平
田
家
本
・
松
岡
家
本
・
壬
生
家
本
・
函
号
に

家
わ
け
記
号
の
な
い
も
の
︹
山
科
忠
言
卿
記
・
泰
重
卿
記
他
︺）
のW

eb

公
開
の
安
定
的

な
公
開
を
継
続
し
た
。
こ
れ
ら
、
天
皇
家
・
公
家
文
庫
関
係
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
累
計

約
八
二
万
画
像
の
他
、
本
所
閲
覧
室
の
情
報
端
末
Ｐ
Ｃ
で
も
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所

蔵
禁
裏
本
・
同
別
置
本
、
陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
家
伝
来
本
、
小
計
約
三
三
万
画
像
、
あ
わ

せ
て
総
計
約
一
一
五
万
画
像
を
公
開
中
で
あ
る
（
陽
明
文
庫
本
に
関
し
て
は
、
史
料
編
纂

所
が
提
供
し
た
画
像
が
、
西
日
本
で
は
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
京
都
学
デ
ジ
タ
ル

資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
中
）。

　

本
年
度
は
、新
規
撮
影
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
よ
り
、（
Ａ
）

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
柳
原
家
本
（『
続
史
愚
抄
』・『
基
量
卿
記
』・『
禁
裏

番
衆
所
日
記
』・『
柳
原
紀
光
日
記
』
他
）・
野
宮
家
本
（『
野
宮
定
晴
日
記
』・『
野
宮
定
之

日
記
』・『
野
宮
定
功
公
武
御
用
記
』・『
野
宮
定
功
公
武
御
用
記
』・『
野
宮
定
功
修
理
職
奉

行
備
忘
』
他
）・
壬
生
家
本
（『
孝
亮
宿
禰
記
』・『
于
恒
宿
禰
記
』・『
忠
利
宿
禰
記
』・『
敬
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義
宿
禰
記
』
他
）
等
を
三
〇
、
五
一
八
画
像
、（
Ｂ
）
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
・
同
別

置
本
を
三
四
、
〇
五
六
画
像
、
合
計
六
四
、
五
七
四
画
像
を
蒐
集
し
、
公
開
準
備
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
蒐
集
し
た
天
皇
家
・
公
家
文
庫
関
係
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
累
計
は
、

目
標
の
一
五
〇
万
画
像
ま
で
あ
と
約
二
七
万
画
像
に
迫
る
、
累
計
約
一
二
三
万
画
像
と

な
っ
た
。
更
に
、
①
「︹
寛
政
度
︺
京
都
御
所
造
営
関
係
文
書
」
の
残
り
の
帳
簿
類
約
二

万
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
蒐
集
を
完
了
し
、W

eb

公
開
の
準
備
を
し
て
い
る
の
で
、

近
世
公
家
関
係
・
内
裏
造
営
研
究
の
た
め
の
研
究
環
境
は
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

②
京
都
御
所
・
同
離
宮
等
関
係
資
料
及
び
天
皇
家
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
群
の
調
査
研
究
と

発
信　

デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
り
蒐
集
し
た
安
政
度
御
所
造
営
関
係
資
料
を
用
い
て
、
建
築

史
学
研
究
者
・
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
「
中
井
家
文
書
」
研
究
会
に
よ
り
研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
九
日
に
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
日

本
史
や
建
築
史
の
研
究
者
・
大
学
院
生
等
約
七
〇
名
が
集
い
、第
四
回
国
際
研
究
集
会「
御

所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」
を
開
催
し
た
。
建
築
史
学
と
文

献
史
学
と
が
融
合
し
、
上
記
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
を
活
用
し
た
研
究
報
告
が
で
き
た
。
ま
た
、

二
〇
二
三
年
度
か
ら
古
代
の
宮
殿
研
究
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
第

一
回
を
九
月
三
〇
日
に
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」
と
題
し
て
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、
同
所
で
開
催
し
た
。
四
八
名
の
研
究
者
が
参
加
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て
作
成
し
た
報
告
集
は
増
補
改
訂
の
う
え
二
〇
二
四
年
度
に
八
木
書
店

か
ら
出
版
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
彩
館
で
は
一
一
月
二
六
日
に
「
陽
明
文
庫
資
料
か
ら

の
新
発
見
Ⅳ
」
を
テ
ー
マ
に
二
四
四
名
の
参
加
者
を
得
て
、
第
一
四
回
「
陽
明
文
庫
講
座
」

を
開
催
し
、
同
時
に
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
』
五
も
刊
行
し
、
一
六
件
の
史
料
の
紹
介
・

検
討
を
収
載
し
た
。
更
に
金
鵄
会
館
（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
）
で
公
開
講
座
全
七
回

を
対
面
で
開
催
し
、
延
べ
五
三
九
名
が
受
講
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、
過
去
の
講
座

内
容
も
含
め
、『
新
発
見
史
料
・
新
解
釈
に
よ
る
古
代
・
中
世
前
期
の
信
濃
―
「『
信
濃
史

料
』
古
代
編
（
二
・
三
巻
）
に
係
る
未
収
史
料
の
収
集
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果

―
』（
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三︲

五
）
で
示
し
た
。

　

関
連
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
採
用
し
て
い
る
特
任
研
究
員
佐
竹
朋
子
が
『
近
世
公
家

社
会
と
学
問
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
、
古
代
史
料
部
の
田
島
公
が
『
蔵
書
目
録
か
ら
み
た

天
皇
家
文
庫
史
』（
塙
書
房
）
を
刊
行
し
た
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
内
の
刊
行
を

目
指
し
『
新
訂
増
補
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
上
・
中
・
下
（
吉
川
弘
文
館
よ
り
刊
行
予
定
）

の
編
纂
も
行
っ
て
い
る
。

研
究
会
・
講
演
会
、
刊
行
物
、
発
表
論
文

︻
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
・
共
催
の
講
座
︼

①　

公
開
講
座
︻
古
典
か
ら
読
み
解
く
歴
史
学
・
文
学
︼
全
七
回
（
後
掲
一
八
一
頁
）

②　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」（
後
掲
一
七
七
頁
）

③　

第
四
回　

国
際
研
究
集
会「
御
所（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」

④　

陽
明
文
庫
講
座
（
後
掲
八
件
）

【
研
究
会
・
講
演
会
】

１　

藤
原
重
雄
「
扁
額
模
写
の
蒐
集
お
よ
び
額
字
集
」
第
一
五
八
回
「
書
物
・
出
版
と
社

会
変
容
」
研
究
会
、
佐
倉
大
会
、
二
〇
二
三
年
四
月
八
日

２　

田
島
公
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
甲
斐
・
科
野
―
倭
王
権
の
「
東
方
十
二
道
・
東
国
」
進

出
伝
承
の
再
検
討
―
」
公
開
講
座
①
、
二
〇
二
三
年
九
月
二
三
日

３　

田
島
公
「
飛
鳥
の
王
宮
と
外
交
儀
礼
―
小
墾
田
宮
と
エ
ビ
ノ
コ
郭
の
機
能
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
②
、
二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日

４　

田
島
公
「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
の
一
齣
―
洞
院
家
旧
蔵
本
と
東
山
御
文
庫
所
蔵
禁

裏
文
庫
本
「
外
記
政
」
を
例
に
―
」、
京
都
大
学
読
史
会
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
三
日

５　

佐
竹
朋
子
「
近
衞
家
凞
と
『
大
唐
六
典
』
校
訂
事
業
」
陽
明
文
庫
講
座
、
二
〇
二
三

年
一
一
月
二
六
日

６　

藤
原
重
雄
「
歴
博
甲
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
犬
馬
場
の
位
置
」
藝
能

史
研
究
会
（
二
〇
二
三
年
度
東
京
特
別
集
会
）、
二
〇
二
三
年
一
二
月
九
日

７　

田
島
公「「
言
問
橋
」「
言
問
通
り
」の
地
名
の
由
来
と『
武
蔵
国
浅
草
寺
縁
起
』―「
こ

と
と
ひ
」
地
名
と
武
射
国
造
領
域
の
「
豊
島
屯
倉
」
―
」
公
開
講
座
①
、
二
〇
二
四
年
三

月
二
日

８　

田
島
公
「「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
未
来
」
第
二
九
二

回
研
究
発
表
会
、
二
〇
二
四
年
三
月
二
八
日

【
編
著
書
】
六
件

１　

田
島
公
・
海
野
聡
・
鶴
見
泰
寿
企
画
・
監
修
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と

空
間
構
成
」
報
告
集
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
二
三
年
、
全
八
〇
頁
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２　

名
和
修
・
金
田
章
裕
・
田
島
公
企
画
・
監
修
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
五
』
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
、
二
〇
二
三
年
、
全
四
七
頁

３　

田
島
公
企
画
・
監
修『
新
発
見
史
料
・
新
解
釈
に
よ
る
古
代
・
中
世
前
期
の
信
濃
―「『
信

濃
史
料
』
古
代
編
（
二
・
三
巻
）
に
係
る
未
収
史
料
の
収
集
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の

成
果
―
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
二
四
年
、
全
一
〇
六
頁

４　

佐
竹
朋
子
『
近
世
公
家
社
会
と
学
問
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
、
全
三
九
三
頁

５　

海
野
聡
・
田
島
公
『
国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地

脈
と
新
天
地
」
報
告
集
（
四
）』
冊
子
印
刷
社
、
二
〇
二
三
年
、
全
六
九
頁

６　

田
島
公
『
蔵
書
目
録
か
ら
み
た
天
皇
家
文
庫
史
―
天
皇
家
ゆ
か
り
の
文
庫
・
宝
蔵
の

目
録
学
的
研
究
―
』
塙
書
房
、
二
〇
二
四
年
、
全
六
六
〇
頁

︻
研
究
論
文
・
翻
刻
等
︼
三
四
件

１　

田
島
公
「
問
題
提
起
「
飛
鳥
宮
」
時
代
の
特
殊
性
―
「
天
下
」
を
喪
失
し
て
い
た
時

代
―
」
編
著
書
１
、pp.	5︲8

２　

田
島
公
「
飛
鳥
の
王
宮
と
外
交
儀
礼
―
小
墾
田
宮
と
エ
ビ
ノ
コ
郭
の
機
能
―
」
編
著

書
１
、pp.	41︲54

３　

佐
竹
朋
子
「
近
衞
家
凞
と
『
大
唐
六
典
』
校
訂
事
業
」
編
著
書
２
、pp.	6︲12

４　

芝
﨑
有
里
子
「
和
歌
集
断
簡
」
編
著
書
２
、pp.	18︲19

５　

小
塩
慶
「『
類
聚
雑
例
』
第
八
表
紙
―
『
勘
例
』
原
表
紙
の
復
元
―
」
編
著
書
２
、

pp.	20︲21

６　

藤
原
重
雄
「『
勘
例
』
紙
背
文
書
―
光
厳
・
崇
光
両
院
の
帰
郷
―
」
編
著
書
２
、pp.	

22︲23

７　

黒
須
友
里
江
「『
踏
歌
節
会
後
京
極
摂
政
次
第
』」
編
著
書
２
、pp.	24︲25

８　

尾
上
陽
介「『
御
写
物
』―
鎌
倉
後
期
、近
衞
兼
教
の
周
辺
に
あ
っ
た
文
書
の
面
影
―
」

編
著
書
２
、pp.	26︲27

９　

木
村
真
美
子「「
後
光
厳
天
皇
宸
筆
書
状
写
」―
伏
見
宮
栄
仁
親
王
の
名
字
の
こ
と
―
」

編
著
書
２
、pp.	28︲31

10　

末
柄
豊
「
飛
鳥
井
雅
康
仮
名
消
息
」
編
著
書
２
、pp.	32︲35

11　

遠
藤
珠
紀
「「
二
条
亭
城
介
事
、
か
ち
ん
の
事
」
―
本
能
寺
の
変
の
体
験
談
―
」
編

著
書
２
、pp.	36︲37

12　

藤
井
讓
治
「「
近
衞
前
久
書
状
」
―
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
の
所
司
代
就
任
―
」
編

著
書
２
、pp.	38︲40

13　

田
島
公「
陽
明
文
庫
本『
勘
例

賭
弓
之
事

』一
題
―
大
日
本
古
記
録『
陽
明
文
庫
本	

勘
例
』

上
・
下
か
ら
―
」
編
著
書
２
、pp.	41︲43

14　

田
島
公
「
西
光
寺
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
像
」
納
入
「
文
治
三
年
諸
国
勧
進
地
蔵
菩
薩
印

仏
」
に
見
え
る
信
濃
国
の
結
縁
者
―
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
「
更
科
郡
清
水
庄
」・「
冨
部
御

厨
」
の
史
料
―
」
編
著
書
３
、pp.	32︲40

15　

田
島
公
「
陽
明
文
庫
所
蔵
平
信
範
書
写
『
行
親
記
』
紙
背
「
僧
定
寛
書
状
」
―
信
濃

国
水
内
郡
摂
関
家
領
太
田
荘
の
年
貢
進
上
と
「
大
洪
水
」
―
」
編
著
書
３
、pp.	43︲52

16　

田
島
公
「
大
祝
家
旧
蔵
諏
訪
教
育
会
所
蔵
『
神
氏
系
圖

稱
族
系
圖

』
所
引
「
神
氏
系
圖
」

か
ら
見
た
科
野
国
造
」
編
著
書
３
、pp.	72︲76

17　

田
島
公
「
ヤ
マ
ト
王
権
の
「
東
方
十
二
道
・
東
国
」
進
出
伝
承
の
再
検
討
―
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
と
甲
斐
・
科
野
―
」
編
著
書
３
、pp.	77︲94

18　

田
島
公
「
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
所
引
「
善
光
寺
（
奈
良
）
古
縁
起
」
の
構
造
・

伝
来
と
信
憑
性
」
編
著
書
３
、pp.	57︲71

19　

太
田
克
也
「「
熊
野
懐
紙
」「
熊
野
類
懐
紙
」
の
模
写
・
模
刻
」（『
画
像
史
料
解
析
セ

ン
タ
ー
通
信
』
一
〇
二
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	2︲8

20　

太
田
克
也
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
三
条
西
実
隆
詠
百
首
和
歌
』
に
つ
い

て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
四
、
二
〇
二
四
年
）、pp.	64︲71

21　

太
田
克
也
「
治
承
三
年
十
月
右
大
臣
家
歌
合
の
第
二
類
本
文
」（『
三
田
国
文
』
六
八
、

二
〇
二
三
年
）、pp.	13︲26

22　

小
塩
慶
「
平
安
中
後
期
の
祥
瑞
」（『
日
本
史
研
究
』
七
二
八
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	

1︲2623　

小
塩
慶
「「
国
風
文
化
」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
」（
有
富
純
也
・
佐
藤
雄
基

編
『
摂
関
・
院
政
期
研
究
を
読
み
な
お
す
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	189︲220

24　

小
塩
慶
「
日
本
の
祥
瑞
の
流
れ
」（
水
口
幹
記
編
『
東
ア
ジ
ア
的
世
界
分
析
の
方
法

―
︿
術
数
文
化
﹀
の
可
能
性
―
』（
文
学
通
信
）、
二
〇
二
四
年
）、pp.	251︲263

25　

丹
藤
真
子
・
佐
竹
朋
子
・
藤
原
重
雄
「『︹
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
︺
絵
画

本
目
録
稿
』
翻
刻
」（U

T
okyo	Repository

、
二
〇
二
三
年
）、pp.	1︲30

26　

佐
竹
朋
子
「
幕
末
の
朝
廷
・
公
家
社
会
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
歴
史
評
論
』
八
七

五
号
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	63︲74
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27　

佐
竹
朋
子
「
コ
ラ
ム
Ⅰ　

大
名
に
と
っ
て
の
文
芸
」（『
日
本
近
世
史
を
見
通
す
六　

宗
教
・
思
想
・
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	33︲37

28　

芝
﨑
有
里
子
「『
閑
窓
自
語
』
中
巻
第
四
七
話
「
釈
奠
上
卿
毎
事
問
人
語
」
と
『
続

史
愚
抄
』」（『
汲
古
』
第
八
四
号
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	7︲12

29　

田
島
公
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
に
見
え
る
「
郡
寺
」
―
「
摸
作
」

氏
・「
摸
作
郷
」
の
検
討
か
ら
丹
波
国
桑
田
郡
の
地
域
史
・
古
代
寺
院
と
「
郡
寺
」
論
に

及
ぶ
―
」（
本
郷
真
紹
監
修
／
山
本
崇
・
毛
利
憲
一
編『
日
本
古
代
の
国
家
・
王
権
と
宗
教
』

法
蔵
館
、
二
〇
二
四
年
）、pp.	631︲689

30　

藤
原
重
雄
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
祖
型
を
探
る
―
行
事
図
像
の
理
解
：
歴
博
甲
本
の

能
舞
台
―
」（『
中
世
文
学
』
六
八
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	5︲13

31　

藤
原
重
雄
「
伏
見
・
大
光
明
寺
の
舞
楽
図
障
子
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
一
五
三
七
、

二
〇
二
三
年
）、pp.	3︲15

32　

藤
原
重
雄「
野
口
遵
氏
寄
贈
原
本
類
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー

通
信
』
一
〇
〇
、
二
〇
二
三
年
）、pp.	6︲16

33　

土
山
祐
之
・
藤
原
重
雄「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
大
乗
院
文
書『
御
参
宮
雑
々

記
（
文
永
二
年
）』」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
四
、
二
〇
二
四
年
）、pp.	

17︲31

34　

藤
原
重
雄
「『
晴
富
宿
禰
記
』
紙
背
文
書
に
み
え
る
「
洛
中
図
」
―
洛
中
洛
外
図
研

究
と
史
料
の
読
み
直
し
―
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』一
〇
三
、二
〇
二
四
年
）、

pp.	14︲20

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
特
任
研
究
員
佐
竹
朋
子
氏
・
芝
﨑
有
里
子
氏
、
学
術
専
門

職
員
糸
賀
優
理
氏
・
太
田
克
也
氏
・
尻
池
由
佳
氏
の
協
力
を
得
て
お
り
、
画
像
史
料
の
蒐

集
に
は
新
井
重
行
氏
（
古
代
史
料
部
二
室
）、
公
開
の
為
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
に
関
し

て
は
遠
藤
基
郎
氏
（
古
文
書
・
古
記
録
部
）
の
指
導
・
協
力
に
よ
る
。
ま
た
、『
新
訂
増

補
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
上
・
中
・
下
（
吉
川
弘
文
館
）
の
編
集
は
、
学
術
専
門
職
員
榊

佳
子
氏
・
渡
辺
奈
穂
子
氏
の
協
力
に
よ
る
。	

（
藤
原
重
雄
・
小
塩
慶
・
田
島
公
）

「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
南
九
州
関
係
文
書
の
保
全
と
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
報
告

一
、
プ	

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称　
「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
南
九
州
関
係
文
書

の
保
全
と
研
究

二
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

　
　
　

	

尾
上
陽
介
（
図
書
部
長
）　

桑
田
恵
里　

小
瀬
玄
士　

髙
島
晶
彦　

高
山
さ
や
か

谷
昭
佳　

西
田
友
広　

畑
山
周
平　

本
郷
恵
子
（
代
表
）　

松
澤
克
行　

宮
崎
肇

村
井
祐
樹
（
幹
事
）　

村
岡
ゆ
か
り　

山
口
悟
史　

山
田
太
造

三
、
活
動
概
要

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
の
五
年
間
に
わ
た
る
「
原
本
史
料
情
報

解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
を
継
承
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し

た
原
本
史
料
研
究
の
方
法
を
用
い
て
、
鹿
児
島
県
を
中
心
と
す
る
南
九
州
地
域
に
関
わ
る

原
本
史
料
の
保
全
・
研
究
・
社
会
還
元
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
発
足
し
た
。
発
足
の
経
緯
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。「
原
本
史
料
情
報
解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創
成
事
業
」
は
、
国
宝
『
島

津
家
文
書
』
の
修
理
・
研
究
を
お
も
な
内
容
と
し
て
い
た
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の

過
程
で
、
鹿
児
島
県
の
島
津
興
業
お
よ
び
鹿
児
島
銀
行
の
二
つ
の
企
業
と
ご
縁
が
つ
な
が

り
、
奨
学
寄
付
金
を
受
領
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
島
津
興
業
か
ら
は
「
島
津
家
文
書
研
究

の
た
め
」、
鹿
児
島
銀
行
か
ら
は
「
鹿
児
島
の
歴
史
遺
産
の
保
存
状
態
の
改
善
／
鹿
児
島

の
歴
史
・
文
化
等
の
研
究
事
業
へ
の
貢
献
」
と
い
う
目
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
寄
付
金
を

受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
両
社
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
す
る
新
た
な
研
究
事
業
と
し
て
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
科
研
の
基
盤
研
究
🄑
「『
原
本

史
料
情
報
解
析
』
の
方
法
に
よ
る
中
世
西
国
武
家
文
書
の
研
究
と
展
開
」（
代
表　

本
郷

恵
子　

二
〇
二
〇
～
二
三
年
度
）
の
グ
ル
ー
プ
と
連
携
す
る
体
制
で
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
科
研
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
南
九
州
関
連
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
実
施

し
た
ほ
か
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三
―
六
『
島
津
家
文
書
「
御

文
書
」
外
中
世
文
書
集
』（
小
瀬
玄
士
・
畑
山
周
平
・
村
井
祐
樹
編
）
の
作
成
に
協
力
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
庁
の
「
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費
補
助
金
」
の
交
付
を
得

て
、
二
〇
二
二
～
二
六
年
度
の
五
年
計
画
で
進
め
て
い
る
『
島
津
家
文
書
』
の
う
ち
「
歴

代
亀
鑑
」「
宝
鑑
其
一
」「
宝
鑑
其
二
」
の
手
鑑
計
四
帖
の
修
理
事
業
に
つ
い
て
、
解
体
時

の
撮
影
や
調
査
等
に
協
力
し
た
。
さ
ら
に
『
入
来
院
家
文
書
』
第
四
・
五
・
一
〇
巻
（
計

四
一
通
）
の
解
体
・
養
生
・
撮
影
を
行
い
、
ま
く
り
の
状
態
で
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
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な
お
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
活
動
期
間
を
上
記
科
研
の
研
究
期
間
に
準
ず
る
と
定
め
て

お
り
、
本
年
度
を
も
っ
て
期
間
満
了
と
な
る
。

研
究
発
表
会

第
二
九
一
回
そ
の
１　

二
〇
二
三
年
六
月
二
九
日　

担
当
：
特
殊
史
料
部
門
・
画
像
史
料

解
析
セ
ン
タ
ー

「
戦
国
期
京
都
に
お
け
る
問
屋
の
所
有
と
組
織
」�

谷
本
隆
之

　

日
本
中
世
の
商
人
組
織
の
一
形
態
で
あ
る
「
座
」
は
、
戦
国
期
に
な
る
と
衰
退
に
向
か

う
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
座
の
所
見
自
体
は
む
し
ろ
戦
国
期
に
増
加
す
る
と
の
指
摘
も
な

さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
長
坂
口
紺
灰
問
屋
座
を
主
た
る
分
析
の
対
象
に
据
え
、
戦
国

期
京
都
に
お
け
る
座
の
成
立
の
背
景
を
、
権
利
所
有
の
側
面
に
注
目
し
て
論
じ
た
。

　

第
一
章
「
紺
灰
座
の
成
立
」
で
は
、『
壬
生
家
文
書
』
と
『
佐
野
家
文
書
』
に
残
る
紺

灰
座
関
係
史
料
を
概
観
し
、
紺
灰
座
が
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
の
座
中
法
度
制
定
に

よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
、
三
章
で
は
、
紺
灰
座
が
第
一
章
で
見
た
よ
う
な
道
の
り
を
た
ど
っ
た
理
由
を
、

権
利
所
有
の
変
質
か
ら
説
明
し
た
。
ま
ず
第
二
章
「
紺
灰
問
屋
の
権
利
所
有
」
で
は
、
紺

灰
問
屋
の
営
業
権
所
有
の
あ
り
方
を
分
析
し
、
特
定
の
営
業
の
場
と
結
び
つ
い
て
い
た
営

業
権
が
応
仁
の
乱
に
よ
る
京
都
の
空
間
構
造
・
流
通
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
特
定
の
場
か

ら
遊
離
し
、
営
業
権
を
所
有
す
る
者
が
任
意
の
在
所
で
問
屋
営
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

権
利
（
＝
「
問
屋
職
」）
へ
と
変
質
し
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
権
利
所
有
の
変
質
は
文
書

主
義
の
浸
透
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
「
所
有
と
組
織
」
で
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
権
利
所
有
の
変
質
が
、
紺

灰
座
と
い
う
組
織
の
成
立
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
ま
ず
紺
灰
座
の
成
立
へ

向
か
う
動
き
が
生
じ
た
永
正
期
に
は
、
乱
か
ら
の
復
興
に
と
も
な
い
新
た
な
問
屋
営
業
の

場
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
営
業
権
の
所
有
を
め
ぐ
る
混
乱
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
紺

灰
座
が
そ
う
し
た
混
乱
の
収
拾
を
意
図
し
て
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え

で
紺
灰
座
の
構
成
員
の
来
歴
を
検
討
し
、
座
に
属
し
た
問
屋
た
ち
も
座
の
特
権
を
脅
か
し

た
座
外
の
勢
力
と
同
様
に
乱
の
前
後
に
京
都
へ
進
出
し
た
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

紺
灰
問
屋
た
ち
を
し
て
座
の
結
成
に
向
か
わ
せ
た
要
因
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
破
壊
と

そ
こ
か
ら
の
復
興
に
と
も
な
う
、
営
業
権
所
有
の
変
質
・
混
乱
に
あ
っ
た
。
座
の
成
立
過

程
と
は
混
乱
し
た
権
利
所
有
に
正
統
と
非
正
統
の
線
を
引
き
、
権
利
所
有
の
安
定
化
を
図

る
過
程
に
等
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
線
は
旧
来
の
勢
力
と
新
興
勢
力
と
の
間
に
引
か
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
同
じ
土
俵
の
上
に
立
つ
新
興
勢
力
た
ち
の
間
に
恣
意
的
に
引
か
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。「
職
」
や
「
座
」
と
い
っ
た
中
世
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
が
応
仁
の
乱
を

経
て
変
質
し
つ
つ
も
、
歴
史
的
背
景
の
も
つ
権
威
を
自
ら
の
新
規
事
業
に
纏
わ
せ
よ
う
と

す
る
新
興
勢
力
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
新
た
な
意
味
を
与
え
ら
れ
る
。
戦
国
期
に
お
け
る

座
の
成
立
は
、
上
記
の
よ
う
な
動
き
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

	

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
：
参
加
者
約
五
〇
名
）

第
二
九
一
回
そ
の
１　

二
〇
二
三
年
六
月
二
九
日　

担
当
：
特
殊
史
料
部
門
・
画
像
史
料

解
析
セ
ン
タ
ー

「
近
世
後
期
に
お
け
る
「
考
証
」「
好
古
」
の
流
行
と
そ
の
影
響
―
幕
府
関
係
者
と
寺
社
の

関
わ
り
を
中
心
に
―
」�

小
林
優
里

　

本
報
告
で
は
、
近
世
後
期
に
流
行
し
た
と
さ
れ
る
「
考
証
」「
好
古
」
と
い
っ
た
学
問
・

文
化
的
傾
向
の
影
響
に
つ
い
て
、
学
者
・
知
識
人
に
と
ど
ま
ら
ず
当
該
期
の
社
会
全
体
か

ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。特
に
幕
府
の
編
纂
・
調
査
事
業
で
資
料
調
査
対
象
と
な
っ

た
各
地
の
寺
社
の
動
向
を
、
寛
政
～
文
化
期
の
二
つ
の
事
例
か
ら
取
り
上
げ
た
。

　

は
じ
め
に
、
近
世
後
期
の
「
考
証
」、
お
よ
び
編
纂
・
調
査
事
業
に
関
す
る
研
究
動
向

を
確
認
し
た
う
え
で
、
調
査
に
関
わ
っ
た
地
域
の
人
び
と
は
あ
く
ま
で
も
調
査
を
受
け
る

存
在
と
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
一
つ
目
の
事
例
と
し
て
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
行
わ
れ
た
山
城
・
大
和

に
お
け
る
寺
社
宝
物
調
査
を
紹
介
し
た
。
知
識
人
が
行
っ
た
「
考
証
」
の
事
例
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
調
査
で
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
幕
府
の
関
与

の
あ
り
方
、
お
よ
び
調
査
を
受
け
入
れ
た
寺
院
の
反
応
や
認
識
に
つ
い
て
、
触
留
お
よ
び

寺
院
の
史
料
か
ら
分
析
し
た
。幕
府
の
支
配
機
構
を
用
い
て
調
査
が
行
わ
れ
、老
中
の「
引

渡
上
京
」
を
は
じ
め
と
す
る
巡
見
の
仕
組
み
が
援
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
幕
閣
ら
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の
好
古
趣
味
が
寺
社
宝
物
の
把
握
や
修
復
と
い
っ
た
面
で
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

　

二
つ
目
の
事
例
と
し
て
は
、
文
化
十
二
・
十
三
年
（
一
八
一
五
・
一
八
一
六
）
に
進
め

ら
れ
た
、
鹿
島
神
宮
に
お
け
る
鹿
島
文
庫
再
興
運
動
と
和
学
講
談
所
と
の
関
わ
り
を
取
り

上
げ
た
。
文
化
年
間
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
鹿
島
文
庫
が
当
該
期
の
『
和

学
講
談
所
御
用
留
』
に
登
場
す
る
矛
盾
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
鹿
島
神
宮
大
宮
司
家
に
伝

来
す
る
史
料
を
主
に
用
い
て
文
庫
再
興
運
動
の
経
緯
を
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
、
社
中

で
の
主
導
権
を
握
る
た
め
に
幕
府
の
後
ろ
盾
の
も
と
で
の
文
庫
再
興
を
目
指
す
大
宮
司

と
、
鹿
島
神
宮
の
古
文
書
・
書
物
を
調
査
し
た
い
和
学
講
談
所
の
利
害
が
一
致
し
た
こ
と

で
、
幕
府
へ
の
働
き
か
け
が
成
功
し
、
文
庫
の
存
在
を
既
成
事
実
化
す
べ
く
願
書
・
達
書

に
実
態
と
は
異
な
る
記
述
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。そ
し
て
本
事
例
の
背
景
に
あ
る
、

文
庫
が
社
中
の
主
導
権
を
握
る
手
段
と
な
り
う
る
点
や
、
い
わ
ゆ
る
学
者
で
は
な
い
大
宮

司
が
幕
府
権
威
の
調
達
を
求
め
て
和
学
講
談
所
に
接
触
し
た
点
が
、
近
世
後
期
の
学
問
・

文
化
の
傾
向
が
社
会
に
与
え
た
影
響
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

以
上
の
検
討
よ
り
、近
世
後
期
日
本
社
会
の
特
徴
と
し
て
、「
考
証
」「
好
古
」の
流
行
が
、

学
者
で
は
な
い
人
び
と
に
も
影
響
を
与
え
、
利
益
を
得
る
た
め
の
有
用
な
手
段
と
し
て
学

問
を
み
る
人
々
を
生
み
出
し
、
い
わ
ゆ
る
学
者
た
ち
の
活
動
と
は
異
な
る
形
で
、
当
該
期

の
学
問
重
視
の
風
潮
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
展
望
で
き
る
。
ま
た
、

地
域
の
人
び
と
を
受
け
身
の
立
場
の
み
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、よ
り
双
方
向
的
に
学
問
・

文
化
的
傾
向
の
影
響
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。	

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第
二
九
一
回
そ
の
２　

二
〇
二
三
年
七
月
一
三
日　

担
当
：
特
殊
史
料
部
門
・
画
像
史
料

解
析
セ
ン
タ
ー

「
幕
末
期
関
東
に
お
け
る
火
薬
流
通
の
構
造
と
海
防
強
化
」�

菊
地
智
博

　

幕
末
期
の
海
防
・
軍
制
改
革
の
民
衆
社
会
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
弘
化
～

安
政
年
間
の
関
東
に
お
け
る
火
薬
の
市
場
流
通
構
造
の
変
容
と
、
幕
藩
領
主
に
よ
る
調
達

の
関
係
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
上
州
の
火
薬
商
人
茂
木
甚
右
衛
門
が
残
し
た
史
料
か
ら
、
弘
化
～
嘉
永
期
の
火

薬
流
通
構
造
を
検
討
し
た
。当
初
の
納
入
先
の
中
心
は
海
防
を
担
当
す
る
忍
藩
で
あ
っ
た
。

し
か
し
次
第
に
取
引
先
に
は
中
小
幕
臣
、
諸
藩
家
臣
が
多
出
す
る
。
取
引
は
小
口
だ
が
、

嘉
永
三
～
四
年
に
か
け
て
そ
の
合
計
は
忍
藩
を
凌
駕
す
る
。
嘉
永
二
年
末
の
海
防
強
化
令

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
武
家
屋
敷
で
銃
砲
稽
古
が
増
加
、
武
家
人
口
の
大
半
を
占
め
る
中

小
武
家
に
よ
る
個
別
的
な
調
達
が
江
戸
に
火
薬
市
場
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

甚
右
衛
門
が
依
拠
し
た
の
は
、従
来
か
ら
上
州
に
存
在
し
た
硝
石
流
通
構
造
で
あ
っ
た
。

山
方
に
存
在
す
る
「
硝
石
製
人
」
は
「
農
具
」
で
あ
る
在
村
鉄
砲
向
け
の
火
薬
需
要
を
支

え
て
い
た
。
そ
の
技
術
は
徒
弟
関
係
等
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
ゆ
え
に
硝
石
の
製
造
技
術

と
流
通
は
山
方
に
偏
在
し
た
。
こ
の
時
期
の
武
家
へ
の
火
薬
供
給
は
民
間
に
育
ま
れ
た
こ

の
構
造
に
規
定
さ
れ
、
江
戸
と
山
方
が
直
結
す
る
形
と
な
っ
た
。

　

ペ
リ
ー
来
航
後
、
江
戸
で
は
火
薬
価
格
が
高
騰
、
台
場
担
当
藩
な
ど
は
近
郊
の
水
車
を

借
り
火
薬
を
製
造
し
た
。
し
か
し
財
力
の
な
い
中
小
武
家
は
や
は
り
商
人
ら
に
供
給
を
求

め
、
江
戸
に
多
数
の
新
興
火
薬
商
人
が
出
現
、
近
郊
の
水
車
持
百
姓
に
は
自
ら
火
薬
を
調

合
・
卸
売
す
る
も
の
も
現
れ
る
。
さ
ら
に
近
郊
地
域
で
の
硝
石
採
取
も
盛
ん
と
な
る
。
こ

う
し
て
江
戸
近
郊
が
火
薬
生
産
地
帯
へ
転
化
す
る
一
方
、
従
来
の
産
地
で
あ
る
秩
父
や
上

州
の
商
人
も
技
術
的
優
位
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
直
接
江
戸
火
薬
市
場
に
参
入
し
た
。

　

弘
化
～
安
政
期
、
武
家
需
要
増
加
を
奇
貨
に
、
在
方
の
有
力
百
姓
や
江
戸
の
商
人
が
、

市
場
統
制
な
き
新
興
の
火
薬
市
場
に
参
入
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
近
世
後
期
に
お
け
る
経

済
発
展
で
関
東
に
蓄
積
さ
れ
た
資
本
が
市
場
空
白
に
流
れ
こ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

火
薬
需
要
の
形
成
に
は
中
小
武
家
の
個
別
の
調
達
行
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
軍

制
改
革
・
政
治
史
研
究
に
お
い
て
、
数
的
に
多
数
を
占
め
る
彼
ら
の
動
向
を
検
討
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

	

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
開
催
：
参
加
者
約
四
〇
名
）

第
二
九
二
回
そ
の
１　

二
〇
二
四
年
三
月
二
五
日　

担
当
：
古
代
史
料
部
門

「
近
世
日
本
の「
複
合
的
構
成
」と
公
の
ゆ
く
え
」「
付
論　
家
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」

	

杉
本
史
子

　

メ
イ
ン
報
告
で
は
、
近
世
日
本
の
統
治
構
造
の
特
質
と
公
の
あ
り
か
た
を
考
察
し
た
。

こ
こ
で
の
「
複
合
的
構
成
」
と
は
、
近
年
主
に
西
洋
史
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
複
合
国
家
」

と
は
区
別
さ
れ
る
構
成
の
あ
り
か
た
を
示
す
用
語
で
あ
る
。
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メ
イ
ン
報
告
で
は
、
複
合
性
を
、
単
に
権
力
分
散
と
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
み
る

の
で
は
な
く
、
公
私
の
あ
り
か
た
、
自
他
・
対
外
認
識
、
世
界
観
の
問
題
な
ど
に
密
接
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

　

第
１
節
で
は
、
複
数
の
「
公
儀
」
と
そ
れ
を
編
成
す
る
『
公
儀
』
の
特
質
に
つ
い
て
述

べ
た
。
第
２
節
で
は
、
判
決
権
力
（『
公
儀
』）・
訴
訟
主
体
・
訴
訟
主
体
を
支
配
す
る
権
力

（「
公
儀
」）を
垂
直
方
向
に
編
成
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
と
そ
の
矛
盾
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

第
３
節
で
は
「
公
議
」
の
登
場
と
『
公
儀
』
の
退
場
の
問
題
を
、
海
陸
関
係
の
変
容
の

な
か
で
叙
述
し
た
。

　
「
付
論
」
で
は
『
大
日
本
維
新
史
料
類
纂
之
部　

松
平
昭
休
往
復
書
翰
留　

一
』
か
ら

み
た
大
名
家
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
た
。

	
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
式
開
催
：
参
加
者
七
〇
名
）

第
二
九
二
回
そ
の
２　

二
〇
二
四
年
三
月
二
五
日　

担
当
：
古
代
史
料
部
門

「﹃
市
中
取
締
類
集
﹄「
放
刑
評
議
之
部
」
そ
の
他
」�

鶴
田　

啓

　
『
市
中
取
締
類
集
』（
以
下
、『
市
中
』）
は
、
江
戸
幕
府
の
町
奉
行
所
が
、
天
保
十
二
年

に
始
ま
る
天
保
の
改
革
と
そ
れ
以
降
の
江
戸
の
行
政
に
関
す
る
書
類
を
部
類
別
に
整
理
編

纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
そ
の
内
「
放
刑
評
議
之
部
」
に
収
め
る
老
中
の
諮

問
と
評
定
所
一
座
の
答
申
を
扱
う
。
た
だ
し
一
部
「
無
宿
片
付
之
部
」
も
参
照
す
る
。

　
「
放
刑
評
議
之
部
」
は
、『
市
中
』
の
他
の
多
く
の
冊
が
具
体
的
な
政
策
の
実
施
過
程
の

記
録
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
放
刑
」（
追
放
刑
）
と
い
う
刑
罰
自
体
の
再
検
討
が
主
題
に

な
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
諮
問
を
行
っ
た
老
中
水
野
忠
邦
や
答
申
を
し

た
評
定
所
一
座
（
寺
社
奉
行
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
）
の
刑
罰
制
度
に
つ
い
て
の
認
識
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
収
載
文
書
の
年
代
は
概
ね
天
保
十
三
年
七
月
か
ら
十
四
年
七

月
ま
で
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
十
二
年
十
一
月
ま
で
遡
る
。

　

水
野
忠
邦
は
評
定
所
一
座
に
対
し
て
天
保
十
二
年
十
一
月
、
十
三
年
七
月
頃
、
十
四
年

二
月
と
三
度
の
諮
問
を
行
い
、
ま
た
十
四
年
七
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
論
点
を
整
理
し
た

「
覚
」
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諮
問
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
は
、
水
野
の
満
足
の
行

く
答
申
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
第
一
の
諮
問
は
、「
追
放

刑
は
旧
来
の
御
仕
置
で
は
あ
る
が
、
犯
科
の
者
た
ち
の
場
所
を
構
う
迄
で
改
心
さ
せ
る
処

置
に
な
っ
て
い
な
い
」、「
追
放
に
な
れ
ば
自
身
の
生
産
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
故
郷
で
は

人
別
が
減
り
荒
地
等
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
っ
た
認
識
の
も
と
、「
今
後
追
放
・

遠
嶋
の
刑
を
改
め
外
に
相
当
の
御
仕
置
は
な
い
か
」、「
こ
れ
は
『
御
定
書
』
に
も
関
係
す

る
の
で
特
に
御
改
革
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
将
軍
様
の
ご
意
向
が
ど
う
で
あ
る
か
を

考
慮
し
、
御
仕
置
を
改
め
る
よ
う
に
評
議
し
て
上
申
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
す
る

評
定
所
一
座
の
答
申
は
、
天
保
十
三
年
七
月
に
出
さ
れ
た
。
時
間
を
要
し
た
の
は
、
構
成

員
間
の
意
見
調
整
に
難
航
し
た
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
第
二
の
諮
問
中
に
「
も

し
相
互
に
異
論
等
が
有
り
一
定
し
難
い
こ
と
も
あ
れ
ば
銘
々
の
考
え
を
各
通
で
申
し
聞
け

よ
」
と
あ
る
。）
答
申
は
長
文
で
あ
る
が
、
幕
府
の
刑
罰
に
関
す
る
経
緯
と
運
用
の
説
明

に
多
く
を
費
や
し
て
お
り
、
結
論
と
し
て
は
、「『
御
定
書
』
を
見
る
に
遠
嶋
・
追
放
に
換

え
的
当
す
る
刑
名
は
無
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
今
後
の
取
り
計
ら
い
と
し
て
は
、
従
来
の

仕
方
を
一
定
程
度
厳
罰
化
し
な
が
ら
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
た
水
野
は
第
二
の
諮
問
を
行
っ
た
。
内
容
か
ら
第
一
の
答
申
提
出
か
ら
遠

く
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
答
申
を
「
偏
に
『
御
定
書
』
に
の
み
拘
泥
し
更
に
御

主
意
が
貫
徹
し
な
い
評
議
」
と
非
難
し
た
上
で
、「
古
今
の
律
令
等
を
熟
覧
勘
弁
評
議
す

れ
ば
追
放
・
遠
嶋
に
換
え
る
べ
き
刑
も
有
る
の
で
は
な
い
か
」
と
求
め
、
構
成
員
間
の
調

整
が
難
し
け
れ
ば
銘
々
各
通
で
も
構
わ
な
い
と
し
た
。
対
し
て
評
定
所
一
座
は
、
同
年
十

一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
奉
行
ご
と
に
上
申
書
を
提
出
し
た
。
町
奉
行
上
申
書
（
十
一
月

三
日
）
は
、
人
足
寄
場
を
追
放
刑
に
代
わ
る
徒
刑
場
と
す
る
意
見
で
、
追
放
刑
の
軽
重
と

人
足
寄
場
労
役
年
月
の
長
短
を
対
応
さ
せ
る
な
ど
、
具
体
的
な
仕
法
を
述
べ
て
い
た
。
遠

島
に
代
わ
る
刑
と
し
て
は
佐
渡
へ
送
っ
て
の
労
役
を
提
起
し
た
。
勘
定
奉
行
上
申
書
（
十

一
月
）
は
、「
諸
国
へ
寄
場
を
取
り
建
て
手
業
等
を
さ
せ
る
上
は
、
こ
れ
か
ら
追
放
を
申

し
付
け
る
者
も
右
寄
場
へ
差
し
遣
わ
し
」
と
十
一
月
十
一
日
触
の
内
容
を
前
提
に
、
罪
に

応
じ
た
年
期
を
定
め
て
寄
場
で
働
か
せ
、
罪
状
に
拘
わ
ら
ず
年
期
後
は
平
人
と
し
て
帰
住

等
を
申
し
付
け
る
積
り
、
遠
島
に
代
わ
る
御
仕
置
と
し
て
は
諸
国
銀
山
・
銅
山
に
送
り
使

役
し
、
武
家
・
出
家
そ
の
他
身
分
有
る
者
は
従
来
通
り
と
し
た
。
寺
社
奉
行
上
申
書
（
十

二
月
）は
、『
御
定
書
』完
成
ま
で
の
経
緯
と
追
放
刑
の
由
来
に
つ
い
て
長
々
と
述
べ
た
後
、

追
放
刑
の
者
は
刑
名
は
そ
の
ま
ま
荒
地
起
返
し
の
場
所
へ
送
り
、
遠
島
者
も
刑
名
は
そ
の

ま
ま
佐
渡
水
替
人
足
に
送
り
、
武
家
・
出
家
の
類
は
従
来
通
り
の
扱
い
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
上
申
を
受
け
て
天
保
十
四
年
二
月
に
第
三
の
諮
問（
箇
条
書
き
の
老
中
書
取
）
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が
出
さ
れ
た
。
内
容
は
、
①
百
姓
・
町
人
は
生
国
の
寄
場
へ
送
り
年
期
を
定
め
て
労
役
さ

せ
る
。
②
御
家
人
は
江
戸
の
寄
場
で
使
う
。
③
出
家
・
社
人
は
生
国
の
寄
場
で
使
う
。
④

武
家
の
家
来
は
領
内
の
寄
場
へ
送
る
。
⑤
遠
島
の
分
は
佐
渡
に
寄
場
を
作
り
そ
こ
で
労
役

さ
せ
る
。
⑥
追
放
刑
（
寄
場
送
り
）
と
な
っ
た
者
の
家
族
が
離
村
離
散
し
な
い
方
策
を
検

討
せ
よ
。
そ
し
て
⑦
兎
角
土
着
の
人
別
が
減
ら
ず
無
宿
が
発
生
し
な
い
良
法
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
適
当
か
、
篤
と
評
議
し
て
上
申
せ
よ
、
と
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
評
定
所
一
座

の
答
申
は
、
袋
上
書
の
文
言
お
よ
び
町
奉
行
上
申
書
（
後
述
）
の
存
在
か
ら
、
五
月
後
半

か
ら
六
月
前
半
の
時
期
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
袋
上
書
か
ら
は
勘
定
奉
行
二
名
が
案

文
を
作
成
し
寺
社
奉
行
と
町
奉
行
に
回
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
掛
紙
抹
消
・
文
章

差
替
の
箇
所
が
目
立
ち
、調
整
が
難
航
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。訂
正
後
の
文
面
に
沿
っ

て
箇
条
ご
と
の
内
容
を
見
て
ゆ
く
と
、
①
百
姓
・
町
人
は
生
国
の
人
足
寄
場
へ
送
る
。
万

石
以
上
の
領
分
出
身
者
は
そ
の
領
主
（
領
主
寄
場
）
へ
引
き
渡
す
が
、
万
石
以
下
等
の
場

合
は
江
戸
の
寄
場
へ
入
れ
る
。
年
期
が
立
て
ば
元
の
居
町
・
居
村
へ
引
き
渡
す
。
②
武
家

の
分
は
、
一
旦
従
来
通
り
追
放
申
し
付
け
、
も
し
御
構
の
場
所
へ
立
ち
入
っ
た
場
合
は
百

姓
・
町
人
同
様
に
申
し
付
け
る
。
③
出
家
・
社
人
は
武
家
同
様
一
旦
従
来
通
り
申
し
付
け
、

御
構
の
場
所
へ
立
ち
入
っ
た
場
合
は
百
姓
・
町
人
同
様
に
申
し
付
け
る
。
④
武
家
の
家
来

も
同
様
。
⑤
遠
島
の
分
は
佐
渡
に
寄
場
を
作
り
そ
こ
で
労
役
さ
せ
る
。
た
だ
し
武
家
・
出

家
・
社
人
等
は
前
箇
条
の
趣
旨
で
従
来
通
り
と
す
る
。
⑥
百
姓
・
町
人
の
追
放
刑
に
付
随

す
る
闕
所
は
従
来
通
り
と
す
る
。
⑦
武
家
・
出
家
等
は
前
条
の
通
り
一
旦
は
追
放
と
す
べ

き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
き
南
町
奉
行
鳥
居
忠
耀
は
納
得
で
き
な
い
点
が
あ
る
と

し
、
北
町
奉
行
阿
部
正
蔵
と
相
談
の
上
六
月
十
三
日
連
名
で
上
申
書
を
水
野
忠
邦
へ
提
出

し
た
。
異
論
は
百
姓
・
町
人
生
国
へ
引
き
渡
し
の
一
部
簡
略
化
（
便
宜
的
取
り
扱
い
）、

武
家
等
へ
の
一
旦
追
放
申
し
付
け
は
不
要
と
す
る
点
な
ど
で
あ
る
が
、詳
細
は
割
愛
す
る
。

　

つ
い
で
水
野
は
天
保
十
四
年
七
月
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
て
箇
条
書
に
ま
と
め

た
「
覚
」
を
評
定
所
一
座
へ
渡
し
た
。
各
箇
条
の
末
尾
に
は
、
こ
の
方
針
で
行
く
と
決
め

た
も
の
（「
可
然
候
」
等
）
と
、
今
一
度
確
認
を
求
め
て
い
る
も
の
（「
取
調
可
被
申
聞
候

事
」「
今
一
応
評
議
致
し
可
被
申
聞
候
事
」「
差
支
も
有
之
間
敷
哉
之
事
」
等
）
と
が
あ
り
、

一
座
か
ら
の
再
上
申
を
待
っ
て
実
行
に
移
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
上

知
令
以
後
水
野
の
立
場
は
悪
く
な
り
、
再
上
申
は
出
さ
れ
ず
、
追
放
刑
を
改
め
る
総
合
的

な
政
策
は
打
ち
出
さ
れ
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
議
論
の
顛
末
を
知
ら
な
い
大
名
・
旗
本
や
遠
国
奉
行
・
代
官
に
と
っ
て
は
、

天
保
十
三
年
と
十
四
年
に
出
さ
れ
た
触
が
幕
府
の
方
針
で
あ
っ
た
。「
無
宿
片
付
之
部　

無
宿
片
付
方
旧
里
帰
郷
之
部
」
に
は
、
弘
化
二
年
十
二
月
か
ら
四
年
六
月
に
か
け
て
の
老

中
阿
部
正
弘
と
評
定
所
一
座
と
の
や
り
と
り
を
収
め
る
。
評
定
所
一
座
は
、
江
戸
の
無
宿

が
減
少
し
た
こ
と
を
理
由
に
今
後
は
天
保
十
三
年
十
一
月
触
以
前
の
取
り
扱
い
に
心
得
よ

と
す
る
触
を
出
す
案
を
上
申
し
た
が
、
阿
部
の
「
最
早
そ
の
儀
に
及
ば
な
い
旨
を
触
れ
れ

ば
自
然
取
締
の
弛
み
に
も
成
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
判
断
に
よ
り
、
遠
国
奉
行
へ
取

扱
指
針
の
達
書
を
出
す
に
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
な
お
、
大
名
等
か
ら
個
別
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
領
内
に
新
規
寄
場
取
建
に
は
及
ば
ず
な
ど
と
回
答
し
て
い
る
。）

	

（
大
会
議
室
対
面
とzoom

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
。Zoom

で
の
参
加
者
六
〇
名
。）

第
二
九
二
回
そ
の
２
（
二
〇
二
四
年
三
月
二
八
日　

担
当
：
古
代
史
料
部
門

「「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
未
来
」�

田
島　

公

　

先
ず
、「「
禁
裏
・
公
家
文
庫
」
研
究
の
始
ま
り
と
展
開
」
と
し
て
、
一
九
九
八
年
度
か

ら
二
〇
二
一
年
度
ま
で
行
っ
た
五
回
二
十
二
年
間
に
及
ぶ
大
型
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究

🄐
・
学
術
創
成
研
究
費
・
基
盤
研
究
🄢
）と
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
五
年
間
の
予
定
で
始
ま
っ

た
概
算
要
求
事
項
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文

庫
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」）
の
概
要
と
、
科
研
費
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
の
刊
行
物

な
ど
研
究
成
果
を
列
挙
し
た
後
、「
１　

禁
裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
個
別
研
究
の
成
果
」

と
題
し
て
、
自
身
の
❶
東
山
御
文
庫
本
・
❷
陽
明
文
庫
本
・
❸
三
条
西
家
本
・
❹
岩
瀬
文

庫
所
蔵
柳
原
家
本
・
❺
壬
生
家
本
に
関
す
る
研
究
論
文
を
示
し
た
。
そ
し
て
、「
今
後
行

う
べ
き
こ
と
」
と
し
て
、
近
年
、
急
速
に
公
開
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
資
料
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
駆
使
し
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
古
典
籍
の
善
本
を
活
用
し
た
よ
り
優
れ
た
テ

キ
ス
ト
の
作
成
に
基
づ
い
た
、
従
来
の
史
料
解
釈
を
覆
す
、
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
の
必
要

性
を
述
べ
、
更
な
る
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
「
家
分
け
」
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
（
例
え
ば
、
宮

内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
壬
生
家
本
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
勧
修
寺
本
・
壬

生
家
本
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
禁
裏
文
庫
本
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
所
蔵
近

衛
家
伝
来
本
な
ど
）
の
公
開
の
促
進
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
更
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の

大
量
の
公
開
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
十
分
に
使
い
こ
な
せ
な
い
研
究
者
が
多
く
、
院
生
・
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学
生
へ
の
拡
が
り
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
全
容
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
目
録
学
・
文
庫
史
を
総
合
し
た
研
究
書
や
各
家
分
け
ご
と
の

目
録
の
公
開
（
現
状
の
目
録
の
他
、
近
世
の
目
録
も
含
め
る
）
も
必
要
で
あ
る
こ
と
指
摘

し
、
最
終
的
に
は
、
禁
裏
文
庫
・
親
王
家
文
庫
・
主
要
宮
家
文
庫
の
近
世
や
近
代
の
、
整

理
や
解
体
以
前
の
蔵
書
目
録
の
分
類
や
配
列
に
復
元
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
っ
て
研
究

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
の
史
料
の
み
な
ら
ず
、
文
庫
全
体
の
研
究
、「
知
識
体
系
」

の
研
究
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
近
年
、
外

国
人
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
日
本
列
島
の
様
々
な
「
文
化
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
源
流

の
一
つ
と
も
な
っ
た
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た
公
家
社
会
が
育
ん
だ
様
々
な
文
化
の
諸
相
の

更
な
る
研
究
の
進
展
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
中
世
後
期
や
近
世
の
研
究
は
勿
論
、
史
料

的
な
限
界
に
よ
っ
て
、
希
望
を
失
い
つ
つ
あ
る
古
代
や
中
世
前
期
の
研
究
に
希
望
を
与
え

る
基
礎
研
究
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
は
出
来
な
い
研
究
を
行
う
為
に
も
、
公
開
さ
れ
て
い
る
禁

裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
古
典
籍
・
古
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
そ
の
目
録
学
的
研
究
・
文
庫

史
研
究
の
成
果
を
活
用
し
、
既
存
の
平
安
・
院
政
期
、
中
世
前
期
の
史
料
の
善
本
を
利
用
、

組
み
合
わ
せ
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
「
２　

禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
進
展
の
可
能
性
」
と
題
し
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
研
究
の
進
展
の
可
能
性
が
あ
る
研
究
分
野
と
し
て
、
近
世

前
期
の
善
本
や
未
翻
刻
史
料
を
平
安
時
代
史
研
究
に
利
用
す
る
一
例
と
し
て
、
洞
院
家
旧

蔵
本
を
近
世
前
期
に
写
し
た
禁
裏
本
『
外
記
政
』
を
取
り
上
げ
た
。
先
ず
、「
一　

洞
院

家
旧
蔵
本
と
そ
の
伝
来
」
と
題
し
て
、
近
年
解
明
さ
れ
た
洞
院
家
旧
蔵
本
の
伝
来
と
、
古

写
本
を
中
心
と
し
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家

伝
来
禁
裏
本
・
陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
家
伝
来
本
と
『
洞
院
家
記
』（『
洞
院
家
廿
卷
部
類
』・

『
洞
院
家
六
卷
部
類
』）
と
の
対
応
関
係
を
解
明
す
る
同
定
作
業
の
概
要
を
示
し
た
。
そ
し

て
、「
二　

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
二
部
の
『
外
記
政
』」
で
は
、
対
応
す
る
古
写

本
は
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
近
世
前
期
の
新
写
本
が
存
在
す
る
、『
洞
院
家
廿
卷
部
類
』

第
十
巻
所
収
「
外
記
政
」
と
内
容
が
同
じ
あ
る
、
①
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
外
記
政
』
一
冊

（
勅
封
四
五
―
二
二
）
と
②
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
外
記
政
』
一
冊
（
勅
封
四
五
―
一
三
）

所
収「
外
記
政
」を
検
討
対
象
と
し
て
紹
介
し
た
。先
ず
、①
は
、「
外
記
政
」・「
同
雨
儀
」・

「
法
申
事
」・「
三
省
申
政
事
」・「
二
省
請
印
位
記
事
」・「
諸
國
使
申
返
事
事
」・「
治
部
請

印
度
縁
事
」・「
外
記
政
畢
有
急
事
」・「
中
務
省
渡
日
事
」・「
上
卿
着
侍
從
所
盃
酒
事
」・「
南

申
文
事
」・「
内
印
事
」・「
侍
從
所
」・「
補
侍
從
所
々
監
事
」・「
御
記
」（『
清
愼
公
記
』・

藤
原
實
賴
の
日
記
）・「
補
諸
社
祢
宜
・
祝
等
事
」・「
補
定
額
寺
別
當
・
三
綱
事
」・「
補
諸

使
才
伎
長
上
事
」・「
請
内
印
雜
事
」・「
請
外
印
雑
事
」
で
構
成
さ
れ
、「
御
記
」
よ
り
以

前
の
本
文
の
年
紀
を
見
る
限
り
、
十
世
紀
前
半
迄
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
勘
物
と
し

て
『
西
宮
記
』・『
北
山
抄
』
等
が
書
き
込
ま
れ
、
そ
の
下
限
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）

五
月
二
十
九
日
で
あ
る
こ
と
、
①
の
直
接
の
親
本
は
、
虫
損
の
あ
る
中
世
書
写
の
洞
院
家

伝
来
の
写
本
で
あ
り
、
近
世
前
期
に
後
西
天
皇
が
洞
院
家
旧
蔵
本
を
書
写
さ
せ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
書
写
は
丁
寧
で
あ
る
が
、
誤
写
や
虫
損
箇
所
を
空
白
に
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
文
意
が
読
み
取
り
に
く
い
も
の
の
、『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』『
江

次
第
』
に
よ
っ
て
補
え
る
部
分
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
、
特
に
『
北
山
抄
』
に
よ
っ
て

正
し
く
補
え
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い
で
、
②
は
、
①
と
ほ
ぼ
同
内
容
だ

が
、
虫
損
や
脱
文
の
状
態
か
ら
、
①
の
別
本
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
①
に

比
べ
脱
文
が
極
め
て
多
い
が
、
虫
損
が
少
な
く
、
ま
た
最
後
の
部
分
に
、
①
に
は
な
い
十

六
条
分
ほ
ど
が
残
っ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
、
①
・
②
の
両
者
の
写
本
を
相
補
う
こ

と
に
よ
り
、
洞
院
家
旧
蔵
の
「
外
記
政
」
の
原
本
の
復
元
に
近
づ
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
①
は
洞
院
家
旧
蔵
本
を
書
写
し
た
禁
裏
本
で
、
前
半
部
分
の
「
外
記
政
」

な
ど
の
次
第
は
、
藤
原
北
家
小
野
宮
流
の
藤
原
実
頼
（
九
〇
〇
～
七
〇
）
撰
の
儀
式
書
を

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、そ
の
説
は
、同
じ
小
野
宮
流
の
藤
原
公
任
撰『
北

山
抄
』
の
「
外
記
政
」
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

①
は
『
西
宮
記
』
以
前
の
、
十
世
紀
の
外
記
政
の
実
態
を
示
す
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
儀
式
書
に
引
用
さ
れ
る
「
御
記
」
が
実
頼
の
日
記
『
清
慎

公
記
』
で
あ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
、
本
書
の
下
限
の
年
代
で
あ
る
十
一
世
紀
初
め
ご

ろ
に
、
実
頼
撰
の
「
外
記
政
」
次
第
に
、
外
記
政
に
関
連
す
る
記
事
を
『
清
慎
公
記
』
よ

り
書
き
抜
き
、
更
に
『
北
山
抄
』
や
『
西
宮
記
』
の
関
連
記
事
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
因
み
に
、
桃
裕
行
「『
北
山
抄
』
と
『
清
慎
公
記
』」（
森

克
己
博
士
古
稀
記
念
『
対
外
関
係
と
政
治
文
化
』
一
九
七
四
年
、
桃
裕
行
『
古
記
録
の
研

究
』
上
（『
桃
裕
行
著
作
集
』
４　

思
文
閣
出
版　

一
九
八
八
年
再
録
）
に
よ
れ
ば
、
公

任
撰
『
北
山
抄
』
に
「
私
記
」
と
注
記
さ
れ
た
引
用
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
清
慎
公
記
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
二
つ
の
東
山
御
文
庫
本
『
外
記
政
』
は
、『
西
宮
記
』
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以
前
の
、
十
世
紀
の
外
記
政
の
実
態
を
示
す
貴
重
な
史
料
か
と
思
わ
れ
る
。（
本
報
告
の

後
半
部
分
は
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
三
日
に
京
都
大
学
芝
蘭
会
館
別
館
行
わ
れ
た
京
都
大

学
・「
読
史
会
」
で
行
っ
た
、「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
の
一
齣
―
洞
院
家
旧
蔵
本
と
東
山

御
文
庫
所
蔵
禁
裏
文
庫
本
『
外
記
政
』
を
例
に
―
」
と
題
す
る
報
告
の
再
考
で
あ
る
）

	

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
開
催　

参
加
者
九
六
名
）

第
二
九
二
回
そ
の
２　

二
〇
二
四
年
三
月
二
八
日　

担
当
：
古
代
史
料
部
門

「
正
倉
院
文
書
の
機
能
・
形
態
・
保
管
情
報
を
め
ぐ
っ
て
―
﹃
正
倉
院
文
書
目
録
﹄
の
編

纂
か
ら
―
」�

山
口
英
男

　

本
報
告
で
は
、
筆
者
の
編
纂
担
当
書
目
の
一
つ
『
正
倉
院
文
書
目
録
』（『
目
録
』）
に

つ
い
て
、
正
倉
院
文
書
の
史
料
学
的
検
討
か
ら
何
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
の
か
、
現
時
点
で
整
理
を
試
み
た
。

　

正
倉
院
文
書
は
、
東
大
寺
の
写
経
所
に
残
さ
れ
た
業
務
上
の
書
類
が
奈
良
時
代
の
終
り

頃
に
正
倉
院
宝
庫
の
中
に
置
か
れ
（
正
倉
院
文
書
の
原
状
）、
そ
の
ま
ま
現
在
に
伝
わ
っ

た
総
数
一
万
点
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
大
規
模
史
料
群
で
あ
る
。
天
保
年
間
か
ら
明
治
に

か
け
て
整
理
さ
れ
、
現
在
は
正
集
・
続
修
・
続
修
後
集
・
続
修
別
集
・
塵
芥
・
続
々
修
に

類
別
さ
れ
、
合
計
六
六
七
巻
五
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
（
正
倉
院
文
書
の
現
状
）。
史
料
編

纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
は
、
一
九
八
七
年
三
月
に
第
一
冊
（
正
集
）
を
、
以
後
、

第
二
冊
（
続
修
）・
第
三
冊
（
続
修
後
集
）・
第
四
冊
（
塵
芥
）・
第
五
～
八
冊
（
続
々
修

一
～
四
）
と
進
み
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
第
九
冊
（
続
々
修
五
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
収
録
数
は
三
八
〇
巻
と
三
冊
で
あ
る
。

　

正
集
か
ら
続
修
別
集
ま
で
の
整
理
は
、
正
倉
院
文
書
の
原
状
か
ら
注
目
す
べ
き
個
体
を

抜
き
取
り
成
巻
す
る
方
法
で
行
わ
れ
、
続
々
修
は
、
そ
れ
以
上
の
抜
き
取
り
は
行
わ
ず
、

そ
の
時
点
の
ま
と
ま
り
を
崩
さ
ず
に
成
巻
し
た
と
さ
れ
る
。
塵
芥
は
、
状
態
が
悪
く
て
開

巻
不
能
で
あ
っ
た
り
、
巻
子
の
ま
ま
破
損
し
た
り
し
て
い
て
、
上
記
と
は
別
扱
い
と
な
っ

て
い
た
も
の
を
補
修
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
整
理
の
状
況
か
ら
、
正
倉
院

文
書
を
研
究
利
用
す
る
際
に
は
、
断
簡
を
も
と
の
書
面
の
形
へ
復
元
す
る
作
業
が
不
可
欠

と
な
る
。
そ
の
た
め
の
情
報
を
中
心
に
原
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
所
見
を
公
表
す
る
こ
と

が
『
目
録
』
編
纂
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

　
『
目
録
』刊
行
は
、正
倉
院
文
書
の
現
状
に
そ
っ
て
類
別
順
に
進
ん
で
い
る
。こ
の
結
果
、

上
記
の
よ
う
な
整
理
の
対
象
や
方
法
の
相
違
に
応
じ
て
、『
目
録
』
の
記
述
内
容
は
い
わ

ば
徐
々
に
成
長
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
第
一
・
二
冊
は
、
正
集
・
続
修
に
一
次
文
書
の

律
令
公
文
が
多
数
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
断
簡
の
接
続
に
関
す
る
検
討
が
中
心
と

な
っ
た
。
第
三
・
四
冊
で
は
、
写
経
所
文
書
の
割
合
が
増
加
す
る
の
に
と
も
な
い
、
業
務

進
行
に
応
じ
て
書
面
を
貼
り
継
い
で
利
用
す
る
継
文
を
構
成
す
る
事
例
が
増
加
し
、
業
務

書
類
と
し
て
複
数
回
の
利
用
履
歴
を
伝
え
る
史
料
学
的
痕
跡
の
記
述
が
拡
充
さ
れ
た
。
こ

の
傾
向
は
第
五
冊
以
降
も
続
い
て
い
る
。

　
『
目
録
』
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
頃
、
正
倉
院
文
書
研
究
者
の
合
言
葉
は
「
正
倉
院
文
書

は
接
続
す
る
」
で
あ
っ
た
。
現
状
で
、
も
と
の
配
置
か
ら
離
れ
た
断
簡
で
あ
っ
て
も
、
原

状
は
ほ
と
ん
ど
が
貼
り
継
が
れ
た
形
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
一
通
一
通
の
形
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
書
面
も

決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
段
々
と
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
き
っ
か
け
が
、
紙
面
に
残
る

縦
折
目
（
筋
目
）
の
中
に
「
巻
き
畳
み
」
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
と
の
認
識
へ
の
到
達

で
あ
り
、
こ
れ
は
第
五
冊
か
ら
記
述
に
加
え
ら
れ
た
（「
料
紙
ヲ
巻
キ
畳
ミ
タ
ル
縦
折
目

及
ビ
ソ
レ
ヲ
上
下
ニ
半
折
セ
ル
横
折
目
ア
リ
」）。
こ
う
し
た
書
面
の
多
数
回
利
用
や
保
管

形
態
が
判
明
す
る
事
例
は
、
原
状
を
伝
え
る
部
分
が
多
く
な
る
第
六
冊
以
降
で
一
層
増
加

し
た
。

　

古
代
の
古
文
書
全
体
の
中
で
一
定
の
部
分
を
占
め
る
正
倉
院
文
書
や
木
簡
は
、
官
司
で

用
い
ら
れ
た
現
用
書
類
・
書
面
が
不
要
と
な
り
、
廃
棄
（
放
置
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
日
本
古
代
の
史
料
の
一
つ
の

特
徴
で
あ
り
、
そ
の
分
析
手
法
の
確
立
は
古
代
史
料
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

そ
の
分
析
は
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
行
わ
れ
た
多
次
的
・
多
元
的
な
業
務
の
実
際
を
で
き
る

だ
け
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、筆
者
は「
正

倉
院
文
書
の︿
書
類
学
﹀」の
立
場
を
提
唱
し
た（
山
口
英
男「
正
倉
院
文
書
の︿
書
類
学
﹀」、

同
『
日
本
古
代
の
地
域
社
会
と
行
政
機
構
』
に
収
録
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
）。
そ

の
認
識
は
『
目
録
』
編
纂
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

書
面
が
果
た
し
た
役
割
に
関
し
て
、『
目
録
』
か
ら
新
た
な
認
識
に
つ
な
が
っ
た
事
例

は
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
経
巻
の
借
用
に
出
向
く
使
者
は
、
経
巻
名
な
ど
を
書
き
上
げ
た

一
紙
も
の
の
リ
ス
ト
を
携
行
し
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
あ
と
は
、
経
巻
の
出
納
帳
と
し
て
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フ
ァ
イ
ル
し
て
（
貼
り
継
い
で
）
用
い
る
と
い
っ
た
業
務
進
行
の
実
際
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ほ
か
に
も
、
経
櫃
・
帙
な
ど
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
痕
跡
の
あ
る
経
巻
出
納
リ
ス
ト
や
、

帳
簿
に
封
を
し
て
開
巻
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
作
法
、
巻
き
畳
み
痕
の
あ
る
書
状
の
余
白

な
い
し
礼
紙
の
料
紙
転
用
な
ど
、
種
々
の
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

先
に
触
れ
た
「
巻
き
畳
み
」
に
関
わ
る
検
討
の
視
点
を
述
べ
る
と
、「
巻
き
畳
み
」
は
、

そ
の
書
面
が
業
務
の
中
の
ど
の
時
点
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
そ
の
利
用

履
歴
を
分
析
す
る
た
め
の
い
わ
ば
「
補
助
線
」
と
な
る
痕
跡
で
あ
る
。「
巻
き
畳
み
」
は
、

一
紙
も
の
な
ど
の
書
面
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
扱
え
る
よ
う
す
る
形
態
で
あ
り
、
書
面
の
持
ち

歩
き
や
保
存
な
ど
の
際
に
行
わ
れ
る
。
文
面
の
内
容
、
貼
継
の
形
態
、
畳
ん
だ
状
態
と
合

致
す
る
汚
れ
・
傷
み
、
櫃
・
器
物
へ
の
貼
附
を
示
す
裏
面
の
糊
痕
、
切
封
痕
な
ど
、
他
の

様
態
と
の
併
存
状
況
な
ど
と
も
合
わ
せ
考
え
、
ど
の
時
点
の
「
巻
き
畳
み
」
か
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
そ
こ
が
業
務
進
行
を
理
解
す
る
定
点
と
な
り
、
書
面
の
履
歴
が
よ
り
具
体
的

に
見
え
て
く
る
。
現
時
点
で
は
理
解
困
難
で
あ
っ
て
も
、
事
例
が
増
加
す
る
こ
と
で
新
た

な
知
見
に
達
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
「
巻
き
畳
み
」
の
痕
跡
に
、
第
一
～
四
冊
編
纂
の
時
点
で
は
認
識
が
及
ん
で

い
な
か
っ
た
。
対
象
の
多
く
が
一
～
数
紙
を
抜
き
取
っ
て
成
巻
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
た

め
、「
巻
き
畳
み
」
の
判
断
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
思
わ
れ
る
。
当
時

の
調
査
で
折
界
な
い
し
簀
目
痕
と
判
断
し
た
縦
の
筋
目
様
痕
跡
の
な
か
に
、「
巻
き
畳
み

痕
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。
そ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
書
面
が
示
す

業
務
実
態
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
「
巻
き
畳

み
」
事
例
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
書
面
に
残
さ
れ
た
様
々
な
痕
跡
に
新
た
な
視
点
を

向
け
る
こ
と
で
、
史
料
の
内
容
理
解
の
た
め
の
情
報
が
こ
れ
か
ら
も
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

	

（
史
料
編
纂
所
大
会
議
室
・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
併
用　

参
加
者
九
五
名
）

国
際
研
究
集
会

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ノ
と
し
て
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
公
文
書
」
の
開
催

�

二
〇
二
三
年
八
月
九
日

�

主
催
：
東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
、
共
催
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

　

二
〇
二
三
年
八
月
九
日
、
韓
国
に
あ
る
東
国
大
学
校
の
ソ
ウ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
多
郷
館
セ

ミ
ナ
ー
室
に
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ノ
と
し
て
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
公
文
書
」

を
開
催
し
た
。
本
所
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
、
東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
と
の
間
で
、

両
機
関
に
よ
る
学
術
交
流
・
研
究
協
力
の
推
進
を
目
的
と
す
る
研
究
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
が
採
択
さ
れ

て
い
る
Ｈ
Ｋ
＋
事
業
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
物
品
の
文
明
・
文
化
史
」
に
よ
る

研
究
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
所
の
共
同
利
用
・
共
同
拠
点
に
よ
る
研
究
事
業
の
一
つ
と
し
て
推
進
さ
れ
て

い
る
、
一
般
共
同
研
究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文
書
関
係
史
料
の
比
較
研
究
」

（
研
究
代
表
者
：
渡
辺
美
季
氏
）
で
は
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
所
在
の
明
朝
・
清
朝
の
発

給
文
書
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
る
。
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
こ

の
一
般
共
同
研
究
か
ら
も
連
携
し
て
成
果
を
報
告
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

世
界
に
お
い
て
歴
史
上
不
可
欠
の
「
モ
ノ
」
と
し
て
存
在
し
た
各
国
の
公
文
書
に
着
目
し
、

そ
の
様
式
・
形
態
や
作
成
・
発
給
過
程
に
つ
い
て
広
く
学
術
的
に
比
較
・
検
討
す
る
趣
旨

で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
Ｈ
Ｋ
＋
事
業
団
長
の
盧
大
煥
氏
（
東
国
大
学
校
・
教
授
）
よ
り
、
開
会

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
渡
辺
美
季
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
・
教
授
）
よ
り
「
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
明
清
公
文
書
」
と
い
う
題
目
で
、
い
ま
進
め
て
い
る
一
般
共

同
研
究
の
成
果
報
告
と
今
後
の
展
望
が
示
さ
れ
た
。
次
の
須
田
牧
子
・
黒
嶋
敏
（
と
も
に

本
所
准
教
授
）
か
ら
の
報
告
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
明
代
関
係
史
料
」
で
は
、

本
所
の
概
要
と
所
蔵
し
て
い
る
明
代
関
係
文
書
、お
よ
び
そ
の
研
究
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。

以
後
、
荒
木
和
憲
氏
（
九
州
大
学
・
准
教
授
）「
朝
鮮
時
代
公
文
書
の
押
印
方
法
―
東
ア

ジ
ア
古
文
書
学
の
視
点
か
ら
―
」、
中
井
勇
人
氏
（
東
京
大
学
・
大
学
院
生
）・
鍾
周
哲
氏
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（
東
京
大
学
・
大
学
院
生
）「「
満
文
原
檔
」
に
お
け
る
満
文
勅
書
の
文
面
と
そ
の
淵
源
」、

林
慶
俊
氏
（
東
国
大
学
校
・
助
教
授
）「
市
立
函
館
博
物
館
所
蔵
満
州
文
誥
命
に
つ
い
て
」、

南
玟
玖
氏
（
東
国
大
学
校
・
助
教
授
）「
一
六
・
一
七
世
紀
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
と
明
の

地
方
当
局
を
往
来
し
た
ス
ペ
イ
ン
語
文
書
に
つ
い
て
」
と
い
う
報
告
が
続
け
ら
れ
た
。

　

各
報
告
は
日
本
語
・
韓
国
語
そ
れ
ぞ
れ
の
通
訳
が
入
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
研
究
者

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
時
間
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
須
田
・
黒
嶋
報
告
に
は
劉
序
楓

氏
（
中
華
民
国
中
央
研
究
院
・
研
究
員
）
か
ら
、
南
玟
玖
報
告
に
は
岡
本
真
（
本
所
准
教

授
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
。

　

報
告
と
コ
メ
ン
ト
の
終
了
後
、
全
体
で
の
討
論
と
な
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
原
本
史

料
の
精
緻
な
熟
覧
・
観
察
に
よ
っ
て
数
多
く
の
歴
史
情
報
を
引
き
出
し
て
い
る
研
究
現
状

に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
重
視
す
る
指
摘
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
モ
ノ
が
持
つ

歴
史
情
報
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
学
か
ら
導
か
れ
て
き
た
制
度
史
的
な
理
解
と
の

乖
離
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
討
論
は
白
熱
し
、

予
定
し
て
い
た
終
了
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
た
後
、
徐
仁
範
氏
（
東
国
大
学
校
・
教
授
）
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
散
会
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
韓
国
の
学
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
か
ら
対
面
開
催
に
切
り
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
完
全

対
面
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
当
日
は
韓
国
内
の
東
洋
史
研
究
者
を
中
心
に
、
四
八
名
の
参

加
を
得
た
。
こ
の
う
ち
日
本
人
は
六
名
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
準
備
や
各
種
の
手
配

も
含
め
、
東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
Ｈ
Ｋ
＋
事
業
団
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
物

品
の
文
明
・
文
化
史
」
の
関
係
者
の
皆
様
よ
り
、
多
大
な
る
ご
高
配
を
得
た
。
あ
ら
た
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

	

（
黒
嶋　

敏
）

「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」�

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
八
日

　

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
八
日
（
月
）、
本
所
と
本
所
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
の
主
催
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
人
文
学
・

社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
と
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
🄐
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新

史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
」、
同
じ
く
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

🄑
「
日
本
近
世
史
料
学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と
社
会
連
携

を
通
じ
て
」
と
の
共
催
に
よ
り
、
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」
を
開

催
し
た
。
二
〇
一
九
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
所
維
新

史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
化
と
、
そ
の
た
め
の
歴
史
用
語
・
史
料
用
語
の
英
訳
グ

ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
と
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
集
会
は
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
様
の
タ
イ
ト
ル
で
過
去
四
回
開
催
し
た
国
際
研
究

集
会
に
お
け
る
翻
訳
を
め
ぐ
る
議
論
を
踏
ま
え
て
幕
末
維
新
期
の
史
料
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
信
し
、
幕
末
維
新
期
の
史
料
に
つ
い

て
海
外
研
究
者
の
視
点
か
ら
意
見
を
得
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研

究
集
会
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
感
染
症
状
況
を
考
慮
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
О
О

Ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
。

　

こ
の
研
究
集
会
で
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ボ
ツ
マ
ン
氏
と
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
保
谷
徹
氏
と
に
幕
末
維
新
期
の
史
料
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
、
維
新
ハ

ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
よ
り
ご
助
言
を
賜
っ
て
き
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
教
授
の
ル
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
氏
、
及
び
ウ
ェ
イ
ク
・
フ
ォ
レ
ス
ト
大
学
教
授

の
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー
氏
お
二
方
に
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
司
会
は
本
所
准
教
授
の

小
野
将
氏
が
担
当
し
、
小
野
氏
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
と
本
郷
恵
子
所
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

た
後
に
、
各
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
バ
ー
ツ
氏
・
ヘ
リ
ヤ
ー
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
、
最
後
に
報
告
者
か
ら
の
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

ボ
ツ
マ
ン
氏
か
ら
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
が
所
蔵
す
る
山
田
朝
右
衛
門
記
録
の
来
歴
と
史

料
の
性
質
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
見
え
る
幕
末
維
新
期
の
山
田
朝
右
衛
門
を
め
ぐ
る
状
況
・

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
江
戸
幕
府
の
下
で
の
平
均
的
な
死
刑
執
行
数
は
、

西
欧
で
最
も
死
刑
執
行
数
の
多
か
っ
た
十
八
世
紀
ロ
ン
ド
ン
と
比
較
し
て
も
多
く
、
明
治

維
新
後
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
事
を
指
摘
し
た
他
、
山
田
朝
右
衛
門
家

に
特
権
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
死
体
か
ら
胆
の
う
を
取
り
出
す
権
利
が
、
西
洋
医
学
の
隆

盛
と
人
体
解
剖
要
求
の
高
ま
り
か
ら
脅
か
さ
れ
る
様
子
や
、
山
田
朝
右
衛
門
と
一
体
と

な
っ
て
死
体
の
二
次
利
用
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
牢
役
人
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

保
谷
氏
か
ら
は
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
時
の
本
所
所
長
と
い
う
立
場
を
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踏
ま
え
て
、
経
緯
と
取
り
組
み
の
成
果
、
今
後
の
課
題
を
概
括
し
た
後
、
編
纂
史
料
で
あ

る
『
復
古
記
』
や
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
か
ら
零
れ
落
ち
た
史
料
か
ら
両
者
の
記
述

を
見
直
す
必
要
が
明
ら
か
に
な
る
事
例
と
し
て
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
年
貢
半
減
令
の
発

出
と
撤
回
の
経
緯
が
「
復
古
記
原
史
料
」
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
仙
台
藩

の
奥
羽
列
藩
同
盟
へ
の
参
加
経
緯
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
状
況
が
紹
介
さ
れ
、
い
ま
だ

幕
末
維
新
史
研
究
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
戦
前
の
編
纂
物
が
示
す
「
王
政
復
古

史
観
」
の
意
識
的
な
相
対
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

コ
メ
ン
ト
の
ロ
バ
ー
ツ
氏
か
ら
は
、
ボ
ツ
マ
ン
氏
報
告
に
関
し
て
、
江
戸
幕
府
で
処
刑

を
担
っ
た
山
田
朝
右
衛
門
か
ら
近
世
日
本
に
お
け
る
処
刑
を
考
え
る
う
え
で
は
、
各
大
名

家
に
お
け
る
処
刑
の
あ
り
方
や
大
坂
・
長
崎
と
い
っ
た
江
戸
以
外
の
主
だ
っ
た
幕
府
支
配

地
に
お
け
る
処
刑
と
江
戸
で
の
山
田
朝
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
処
刑
と
を
比
較
・
検
討
す
る

こ
と
で
、
軍
事
国
家
と
し
て
の
近
世
日
本
の
姿
を
描
け
る
の
で
は
な
い
か
、
山
田
朝
右
衛

門
門
下
に
各
大
名
家
か
ら
も
入
門
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
田
朝
右
衛
門
の
処
刑
か
ら
全

国
的
な
政
策
を
見
通
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
軍
隊
内

部
で
行
わ
れ
て
い
た
処
刑
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。

保
谷
報
告
に
対
し
て
は
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
提
と
な
っ
た
蓄
積
や
、
そ
の
上

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、
維
新
史
料
綱
要

英
訳
や
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
蓄
積
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
築
し
た
幕
末
維
新
史
研
究

国
際
化
の
基
礎
に
つ
い
て
、
特
に
海
外
の
大
学
院
生
が
参
加
・
活
用
で
き
る
よ
う
な
国
際

共
同
研
究
の
組
織
・
構
築
が
必
要
で
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
が
よ

り
大
き
く
な
る
こ
と
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
王
政
復
古
史
観
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
維
新

史
料
綱
要
』
の
英
訳
か
ら
漏
れ
て
い
る
史
料
や
、
戦
後
新
し
く
発
見
さ
れ
た
史
料
、
そ
し

て
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
描
き
な
お
さ
れ
て
き
た
幕
末
維
新
史
研
究
や
、
現
代
の
研
究
者
の

関
心
へ
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ま
た
国
際
的
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
か
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
今
後
の
課
題
が
示
さ
れ
た
。

　

ヘ
リ
ヤ
ー
氏
か
ら
は
、
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
重
要
で
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
も
の
の
、
維

新
史
料
研
究
の
国
際
化
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、日
本
国
外
の
歴
史
研
究
者
の
間
で
は『
維

新
史
料
綱
要
』
に
対
す
る
関
心
が
低
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

特
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
分
野
の
研
究
者
に
訴

求
し
て
い
く
こ
と
か
ら
国
際
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
・
助
言
が
あ
り
、
ま
た
自
身
が
計
画
し
て
い
る
研
究
成
果
発
表
に
お
い
て
維

新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
を
行
う
つ
も
り
で
あ
り
、
広
報
に
は
今
後
も
協
力
し

て
い
く
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
ま
ず
ボ
ツ
マ
ン
氏
か
ら
は
、
ロ
バ
ー
ツ
氏
の
指
摘
に

対
し
て
、
江
戸
以
外
で
の
処
刑
に
関
す
る
史
料
・
記
録
が
乏
し
く
、
比
較
が
容
易
で
は
な

い
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
軍
隊
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
比
較

と
い
う
意
味
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
処
刑
者
数
は
日
本
を
凌
駕
し
て
お
り
、
比
較
の
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
、
指
摘
全
体
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き
考

え
て
い
き
た
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
保
谷
氏
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
評
価
・
助

言
に
対
す
る
感
謝
と
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
在
職
教
員
が
主
導
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
退
職
教
員
で
あ
る
自
身
や
ほ
か
の
研
究
者
を
巻
き
込
む
形
で
新
た
に
組
織
・
計
画

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
成
果
の
発
信
と
活
用
へ
の
努
力
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
司
会
の
小
野
氏
か
ら
、
二
報
告
に
つ
い
て
、
幕
末
維
新
期
の
社
会
や
人
間
の

実
態
を
史
料
に
基
づ
き
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
一
次
史
料
に
立
脚
し
て
歴
史

を
描
い
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
王
政
復
古
史
観
の
枠

組
み
か
ら
外
れ
た
史
料
が
出
て
き
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
幕
末
維
新
史
研
究
者

の
内
な
る
障
壁
へ
の
向
き
合
い
方
を
示
す
報
告
で
あ
っ
た
と
、
本
研
究
集
会
の
総
括
が

あ
っ
た
。

　

維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
英
訳
化
を
実
施
し
て
い
る
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
も
と
も
と
日
本
国
内
に
お
い
て
も
幕
末
維
新
期
の
詳
細
な
政
治
史
年
表
と
し
て
日
本

史
研
究
者
に
限
ら
れ
な
い
幅
広
い
人
々
に
活
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
国
際

研
究
集
会
で
は
、
一
次
史
料
と
そ
れ
に
基
づ
く
研
究
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
こ
と

で
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
事
業
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
英
語
圏
に
お
け
る
活
用
に
つ

い
て
、
ま
た
維
新
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
展
開
し
て
い
く
方
向
性
に
つ
い
て
、
幕

末
維
新
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史
研
究
自
体
も
深
化
さ
せ
、
国
際
化
と
い
う
点
で
も

議
論
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
英
訳
例
を
学
会
に
広
く
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

こ
か
ら
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
研
究
を
展
開
し
、
ま
た
海
外
の
研
究
者
に
訴
求
し
て
い
く

と
い
う
今
後
の
課
題
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
今
後
の
翻
訳
作
業
と
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広
報
に
お
け
る
注
意
点
を
も
得
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
年
度
を
迎
え
た
維
新
ハ
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
不
透
明
な
状
況
か
ら
、
今
回
の
研
究

集
会
も
発
表
者
や
主
催
者
は
一
个
所
に
集
ま
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
引
き
続
き
、
参
加
者

に
は
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
た
。
年
末
の
平
日
午
後
と
い
う
忙
し
い
時
間
帯
に
も
拘
ら
ず
、
三
七
名
も
の
参
加
者
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
五
年
間
に
わ
た
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
毎
年
の
国
際
研
究
集
会
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
の
所
報
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
蓄
積
し
て
き
た
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
用
語
翻
訳
グ
ロ
ッ
サ

リ
ー
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
順
次
公
開
中
で
あ
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
二
〇
二
四
年

三
月
末
現
在
、
史
料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹀
所
蔵
史
料
紹
介
﹀
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
―

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
て
き
た
史
料
編
纂

所
所
蔵
幕
末
維
新
期
貴
重
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
は
、「
史
談
会
本
」の
全
冊
と「
外

務
省
引
継
書
類
」
の
一
部
が
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
さ

れ
て
い
る
。
是
非
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

	

（
立
石　

了
）

東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
フ
ィ
ス
（U
T
okyoN

Y

）
イ
ベ
ン
ト

「
日
本
の
歴
史
を
伝
え
︑つ
な
ぐ�

―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
」

�

二
〇
二
四
年
二
月
一
五
・
一
六
日

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推
進
す
る
研
究
デ
ー
タ
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出
課
題
「
異
分
野
共
創
に
よ
る
史
料
学
Ｄ
Ｘ
の

確
立
」
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
一
五
〇
年
に
及
ぶ
史
料
の
調
査
・
収
集
と
研
究
、
基
幹
史

料
集
の
編
纂
・
出
版
、
蓄
積
し
た
学
術
情
報
と
研
究
成
果
の
公
開
・
発
信
を
国
内
・
海
外

で
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
的
な
認
知
度
や
理
解
は
ま
だ
不
十
分
な
現
状
に
あ
る
。

今
回
は
、
日
本
の
歴
史
を
伝
え
、
つ
な
ぐ	

―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
―
」
と
題
し
て
、
対
面
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
、
渋

谷
綾
子
特
任
助
教
の
司
会
の
下
、
以
下
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
　

尾
上
陽
介
「
趣
旨
説
明
」

　
　

金
子　

拓
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
長
篠
合
戦
研
究
」

　
　

髙
島
晶
彦
「
歴
史
史
料
修
理
技
術
と
研
究
」

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
史
料
編
纂
所
の
各
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
落
合
左
平
次

道
次
背
旗
」
の
修
理
や
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
下
絵
」
の
彩
色
復
元
模
写
な
ど
、
文
化
財
の

修
復
・
復
元
の
過
程
や
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
複
製
展
示
も
交
え
て
説
明
し
た
。

　

両
日
の
参
加
者
は
現
地
一
一
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
一
三
七
名
で
、
当
日
の
質
疑
応
答
も
活

発
に
行
わ
れ
た
。
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
こ
れ
ま
で
名
前
の
み
知
っ

て
い
た
史
料
編
纂
所
の
一
端
を
具
体
的
に
垣
間
見
る
大
変
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
報
告
内

容
が
意
義
深
い
。
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
、
海
外
に
お
け
る

本
所
の
成
果
発
信
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

	

（
尾
上
陽
介
・
渋
谷
綾
子
）

研
究
集
会

「
近
世
初
期
に
お
け
る
「
御
国
」
と
「
公
儀
」　
―
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
か
ら
―
」

�

二
〇
二
三
年
九
月
一
六
日

　

二
〇
二
三
年
九
月
一
六
日
（
土
）、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
・
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
主
催
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
🄑
「
日
本
近
世
史
料
学
の
再
構
築

―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と
社
会
連
携
を
通
じ
て
」（
Ｊ
Ｐ
二
二
Ｈ
〇
〇

六
九
二
）、
同
基
盤
研
究
🄒
「
永
青
文
庫
資
料
と
「
く
ず
し
字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」
の
活
用

に
よ
る
一
七
世
紀
社
会
論
・
公
儀
権
力
形
成
史
の
再
構
築
」（
Ｊ
Ｐ
二
三
Ｋ
〇
〇
八
四
二
）、

同
若
手
研
究
「
日
本
近
世
に
お
け
る
政
教
関
係
の
形
成
と
確
立
」（
Ｊ
Ｐ
二
一
Ｋ
一
三
〇

九
〇
）、
及
び
熊
本
史
学
会
の
共
催
に
よ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
初
期
に
お
け
る
「
御

国
」
と
「
公
儀
」　

―
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
か
ら
―
」
を
開
催
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
が
所
蔵
す
る
細
川
家
文
書
は
、「
和
泉
上
守
護
家
」
の
古
文

書
を
は
じ
め
、
確
実
な
自
筆
文
書
を
含
む
織
田
信
長
発
給
文
書
五
九
通
、
そ
し
て
全
国
的
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に
屈
指
の
規
模
を
誇
る
近
世
藩
政
史
料
と
い
っ
た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
長
期
に

わ
た
り
、
か
つ
内
容
的
に
も
多
岐
に
わ
た
る
、
非
常
に
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
者
で
あ
る
史
料
編
纂
所
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
本
史
料
群
の
調
査
を
許

さ
れ
、『
大
日
本
近
世
史
料
』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
史
料
集
を
刊
行
し
、
近
世
初
期
の
政

治
史
研
究
に
お
い
て
様
々
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
同
じ
く
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主

催
者
で
あ
る
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
分

の
悉
皆
調
査
と
総
目
録
を
作
成
し
、
約
五
八
、
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
全
体
像
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
う
え
に
、「
永
青
文
庫
叢
書
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
一
〇
冊
の
史
料
集
を
刊
行
し
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
史
料
を
含
め
、
興
味
深
く
重
要
な
史
料
を
広
く
学
会

に
提
供
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、
着
実
な
調
査
の
実
施
と
研
究
の
基
礎
・
基
盤
と
な
る

史
料
集
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
研
究
環
境
の
充
実
が
着
実
に
進
ん
で
き
た
状
況
に
あ
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
な
か
で
蓄
積
し
て
き
た
知
見
を
も

と
に
、
近
世
初
期
の
領
国
支
配
や
幕
府
・
諸
大
名
と
の
関
係
を
検
討
し
、「
永
青
文
庫
細

川
家
文
書
」の
豊
か
な
世
界
と
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
研
究
成
果
と
を
広
く
発
信
し
て
、

今
後
の
熊
本
藩
研
究
や
近
世
政
治
史
研
究
を
よ
り
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
企
画
・
開
催

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
は
、「
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
」
の
史
料
を
検
討
し
た
研

究
報
告
二
本
と
コ
メ
ン
ト
、そ
し
て
報
告
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
へ
の
リ
プ
ラ
イ
と
参
加
者
・

報
告
者
間
の
質
疑
応
答
と
し
た
。
報
告
は
史
料
編
纂
所
の
林
晃
弘
准
教
授
と
永
青
文
庫
研

究
セ
ン
タ
ー
の
稲
葉
継
陽
教
授
が
行
い
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
の
三
宅
正
浩
准
教
授
が

コ
メ
ン
ト
に
立
っ
た
。
司
会
は
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
の
今
村
直
樹
准
教
授
が
担
当
し

た
。
ま
た
、
開
催
方
法
と
し
て
は
熊
本
大
学
工
学
部
百
周
年
記
念
館
で
の
会
場
参
加
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で

あ
っ
た
。

　

研
究
集
会
の
冒
頭
で
は
、
本
郷
恵
子
史
料
編
纂
所
長
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

各
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
林
氏
に
よ
る
「
細
川
忠
利
の
『
公
儀
御
書
案
文
』
と
近
世
政
治
史
研
究
」
で
は
、

『
大
日
本
近
世
史
料　

細
川
家
史
料
』
一
六
巻
以
降
の
底
本
で
あ
る
『
公
儀
御
書
案
文
』

と
い
う
史
料
を
検
討
し
、
そ
の
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
収
録

さ
れ
た
細
川
忠
利
書
状
案
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
幕
府
中
枢
の
人
物
や
近
隣
大
名
と
の
や

り
取
り
か
ら
、
幕
藩
関
係
や
大
名
間
関
係
、
す
な
わ
ち
『
公
儀
御
書
案
文
』
の
タ
イ
ト
ル

の
「
公
儀
」
と
、
領
国
支
配
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
近
世
政
治
史
研
究
に
お
け
る

書
状
留
の
有
用
性
を
改
め
て
示
し
た
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
『
公
儀
御
書
案

文
』
の
基
礎
的
な
情
報
を
示
し
た
の
ち
、
収
録
さ
れ
た
案
文
と
現
存
す
る
実
際
に
発
給
さ

れ
た
書
状
原
本
と
を
照
合
し
て
、
基
本
的
に
右
筆
が
作
成
し
た
文
書
の
う
ち
留
書
に
収
め

る
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
『
公
儀
御
書
案
文
』
に
収
録
さ
れ
る
書
状
案
文
の

性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、『
公
儀
御
書
案
文
』
に
残
る
注
記
か
ら
、「
奥
」

の
空
間
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
御
案
紙
」
を
も
と
に
記
録
さ
れ
る
ほ
か
、「
御
案
紙
」
が

も
た
ら
さ
れ
ず
に
実
際
に
発
給
さ
れ
た
文
書
を
写
し
た
り
、
忠
利
御
前
で
作
成
・
発
給
さ

れ
た
た
め
に
「
御
案
紙
」
が
存
在
せ
ず
に
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
、
具
体
的
な

作
成
方
法
を
復
元
し
た
。
そ
し
て
、『
公
儀
御
書
案
文
』
に
収
録
さ
れ
た
書
状
案
文
の
中

か
ら
、
ま
ず
春
日
局
宛
書
状
案
を
取
り
上
げ
て
、
幕
府
中
枢
に
い
た
人
物
と
の
情
報
交
換

と
細
川
忠
利
の
意
思
決
定
と
の
関
係
を
示
し
た
。
次
に
寛
永
一
五
年
九
月
一
三
日
付
キ
リ

シ
タ
ン
高
札
を
め
ぐ
る
大
名
間
の
情
報
交
換
と
幕
府
法
令
の
大
名
領
国
へ
の
浸
透
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

次
に
稲
葉
氏
の
「
元
和
～
寛
永
期
に
お
け
る
「
御
国
」
統
治
と
文
書
・
記
録　

―
ポ
ス

ト
戦
国
世
代
の
領
国
支
配
―
」
で
は
、
永
青
文
庫
史
料
に
お
い
て
元
和
期
よ
り
「
御
国
」

と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
寛
永
末
期
の
細
川
家
当
主
代
替
わ
り
に
際
し
て

は
「
御
家
」
と
結
び
つ
い
た
「
御
国
家
」
が
家
老
・
奉
行
衆
の
奉
公
の
対
象
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
に
至
る
こ
と
に
注
目
し
、「
御
国
」（
＝
領
国
）
支
配
の
構
造
、
特
に
「
御
家
」
の

構
成
員
で
あ
る
知
行
取
家
臣
層
が
「
御
国
」
の
再
生
産
に
奉
公
す
る
こ
と
を
必
然
化
さ
せ

る
統
治
の
構
造
に
つ
い
て
、文
書
・
記
録
の
作
成
・
機
能
と
い
う
点
か
ら
考
察
し
、「
御
国
」

支
配
に
「
御
家
」
の
主
要
構
成
員
が
平
均
的
に
関
与
す
る
状
況
が
、
奉
公
の
対
象
と
し
て

の
「
御
国
家
」
概
念
成
立
の
基
礎
的
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
の
細
川
忠
興
か
ら
細
川
忠
利
へ
の
代
替
わ
り
を
契
機
と
し

て
作
成
さ
れ
た
文
書
・
記
録
を
検
討
し
、
忠
利
が
百
姓
・
庄
屋
層
や
そ
の
利
害
関
係
を
反

映
し
た
郡
奉
行
か
ら
の
上
申
文
書
を
基
軸
に
し
て
「
御
国
」
統
治
の
基
礎
を
把
握
し
、
整

除
す
る
こ
と
に
一
定
の
成
功
を
み
た
こ
と
を
示
し
た
。
次
に
忠
利
が
参
勤
し
て
国
元
不
在

の
時
の
史
料
を
検
討
し
て
、
国
元
で
の
奉
行
衆
・
家
老
衆
合
議
で
の
審
議
と
そ
の
報
告
・

伺
に
対
す
る
遠
隔
地
に
い
る
忠
利
の
最
終
決
裁
と
い
う
絶
え
間
な
い
交
渉
に
よ
っ
て
領
国

支
配
の
重
要
案
件
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
奉
行
所
の
記
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録
か
ら
、「
御
国
」
支
配
に
携
わ
る
数
十
の
役
職
に
任
命
さ
れ
た
家
臣
が
主
体
的
に
関
与

す
る
体
制
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
奉
公
の
対
象
と
し
て
の
「
御
国
」・「
御
国
家
」
と
い
う

意
識
を
家
臣
団
に
早
く
か
ら
植
え
付
け
た
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
、
忠
利
在
国
中
の
史
料
に
つ
い
て
、
ま
ず
上
申
・
裁
可
文
書
の
分
析
か
ら
、
忠
利
が

無
下
に
却
下
し
た
も
の
は
な
く
、
ま
た
参
勤
準
備
中
で
一
度
裁
可
を
停
止
し
た
際
に
も
、

奉
行
衆
や
家
老
衆
の
要
求
に
よ
っ
て
「
御
国
」
の
再
生
産
に
関
わ
る
決
裁
行
為
を
継
続
さ

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
次
に
口
頭
命
令
記
録
で
あ
る
「
奉
書
」
の
検
討
か
ら
、「
御
国
」

支
配
上
の
懸
案
に
つ
い
て
惣
奉
行
や
郡
奉
行
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
総
意
を
前
提
と
し

て
忠
利
の
裁
可
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
主
従
制
に
係
る
案
件
で
も
、「
御
国
」
で

の
評
価
や
家
中
世
論
が
忠
利
の
裁
可
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
に
立
っ
た
三
宅
氏
か
ら
は
、
ま
ず
林
報
告
に
つ
い
て
、『
公
儀
御
書
案
文
』

の
史
料
的
性
格
を
解
明
し
、
そ
の
近
世
政
治
史
研
究
で
の
用
い
方
の
事
例
を
紹
介
し
た
意

義
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、『
公
儀
御
書
案
文
』
の
作
成
段
階
や
収
録
基
準
、
選
別
方

法
の
解
明
と
い
う
追
求
す
べ
き
新
た
な
課
題
も
示
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、

阿
波
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
文
書
の
『
草
案
』
と
い
う
類
似
し
た
史
料
を
比
較
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
、
控
で
あ
る
『
公
儀
御
書
案
文
』
に
対
し
て
『
草
案
』
は
本
来
下
書
で
あ
っ
た
も

の
が
徐
々
に
控
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
、
同
時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
蜂
須
賀
宛
・
細
川
宛
の
史
料
件
数
を
比
較
す
る
と
『
草
案
』

の
ほ
う
が
五
～
六
倍
ほ
ど
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
寛
永
期
が

武
家
社
会
の
中
で
書
状
が
飛
び
交
っ
て
い
る
時
代
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
や
り
取
り
の
相

手
に
は
偏
り
が
あ
り
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
当
時
の
武
家
社

会
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
稲
葉
報
告
に
つ
い
て
、
元
和
～

寛
永
初
期
の
細
川
家
の
家
中
・
領
国
支
配
の
有
り
様
を
文
書
か
ら
具
体
的
か
つ
詳
細
に
提

示
し
、
当
該
期
の
大
名
家
に
お
け
る
政
治
的
意
思
決
定
過
程
を
復
元
し
た
も
の
と
評
価
し

た
う
え
で
、
こ
の
時
期
の
「
藩
政
」
の
実
態
を
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
復
元
で
き
る
細
川
家
文

書
は
稀
で
貴
重
な
事
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
大
名
家
に
お
い
て
家
老
合

議
を
軸
と
し
た
機
構
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
飢
饉
的
状
況
に
大
名
・
家
臣
が

危
機
感
を
共
有
し
、寛
永
飢
饉
を
契
機
と
し
て
地
方
支
配
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
く
な
ど
、

寛
永
期
に
近
世
大
名
家
の
政
治
機
構
が
確
立
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
理
解
に
対
し
、
元
和

期
か
ら
の
事
例
が
提
示
さ
れ
る
本
報
告
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
、
と
い
う
課

題
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
細
川
家
文
書
ほ
ど
に
は
復
元
で
き
な
く
と
も
、
同
様
に
「
藩
政
」

が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
思
し
き
事
例
が
土
佐
山
内
家
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
川
家
と
同
様

の
展
開
が
他
の
大
名
家
で
も
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、「
御
国
」
と
い
う
言

葉
が
当
時
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
特
に
十
七
世
紀
半
ば
に
池
田
光
政
や
藤

堂
高
次
が
示
し
た
認
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
し
て
細
川
家
の
藩
政
機
構
に
お
け
る
役

職
・
人
数
な
ど
の
定
着
時
期
と
今
回
の
事
例
と
の
関
係
と
い
っ
た
検
討
課
題
や
、
史
料
の

豊
富
さ
か
ら
大
名
家
に
お
け
る
意
思
決
定
構
造
の
推
移
の
具
体
的
復
元
が
期
待
で
き
る
点

に
触
れ
た
う
え
で
、
今
回
示
さ
れ
た
元
和
～
寛
永
期
の
細
川
家
に
お
け
る
「
藩
政
」
の
実

態
を
、
中
世
・
戦
国
段
階
や
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
あ
り
方
と
比
較
し
た
時
に
、
歴
史
の

流
れ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
段
階
と
位
置
づ
け
、
理
解
す
べ
き
か
が
最
も
大
き
な
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
ま
ず
報
告
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
へ
の
リ
プ

ラ
イ
が
あ
り
、
そ
の
後
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
進
行
し
た
。
ま
ず
林
氏
か
ら

三
宅
氏
へ
は
『
公
儀
御
書
案
文
』
と
『
草
案
』
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
稲
葉
氏
か
ら
は
「
藩

政
」
の
位
置
づ
け
や
「
御
国
」
概
念
、「
御
国
」
意
識
に
つ
い
て
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

返
答
が
あ
っ
た
。

　

続
く
一
般
の
参
加
者
か
ら
の
質
疑
に
お
い
て
は
、
ま
ず
林
報
告
に
対
し
て
『
公
儀
御
書

案
文
』
の
性
格
に
つ
い
て
や
「
公
儀
」
の
語
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
キ
リ
シ
タ
ン
高
札
の

目
的
や
本
報
告
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
稲
葉
報
告
に
対
し
て
は
、

家
中
世
論
と
細
川
忠
利
の
意
思
決
定
と
の
関
係
や
「
藩
政
」
が
展
開
さ
れ
る
対
象
領
域
、

地
方
知
行
制
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
ま
ず
コ
メ
ン
ト
の
三
宅
氏
に
対
し
て
、
稲
葉
報
告
を
時
代
の
流
れ
に

ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て
、
時
代
の
転
換
期
の
捉
え
方
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
細
川
家
で
の
文
書
控
の
蓄
積
の
前
提
や
戦
国
期
・
織
豊
期
か

ら
の
連
続
性
、
控
文
書
群
の
具
体
的
利
用
例
、
控
文
書
群
の
作
成
・
保
管
の
様
相
、
奉
行

所
に
お
け
る
文
書
群
蓄
積
の
意
味
と
い
っ
た
文
書
作
成
・
蓄
積
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、

最
後
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、『
公
儀
御
書
案
文
』
の
「
公
儀
」
の

語
の
意
味
や
収
め
ら
れ
た
文
書
群
が
「
公
儀
」
と
分
類
さ
れ
た
意
味
、「
御
国
」
と
「
公
儀
」

と
い
う
語
の
関
係
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
に
つ
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。

　

質
疑
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
の
三
宅
氏
か
ら
は
、
二
本
の
報
告
を
聞
き
、
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ま
た
コ
メ
ン
ト
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
の
新
た
な
発
見
や
検
討
課
題
は
も
ち
ろ
ん
と
し

て
、
質
疑
の
場
で
提
起
さ
れ
た
「
御
国
」
や
「
公
儀
」
と
い
っ
た
史
料
用
語
の
意
味
を
ど

こ
ま
で
考
え
る
べ
き
か
、
そ
し
て
他
方
で
当
時
の
人
々
が
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
用
い
て
い

た
の
か
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
、
林
氏
か
ら
は
、
約
五
八
、
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
細
川

家
文
書
の
検
討
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
も
の
の
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
一
端
が
示
さ

れ
た
よ
う
な
史
料
同
士
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
史
料
が
よ
り
利
活
用
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
稲
葉
氏
か
ら
は
、「
御
国
」
支
配
の
体
系
性
の
復
元
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
一
方
で
、
永
青
文
庫
史
料
は
「
御
国
」
支
配
と
「
公
儀
」
と
の
関
連
が
元

和
期
か
ら
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
十
七
世
紀
半
ば
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
体
系
的
に

追
え
る
史
料
群
で
あ
る
こ
と
や
そ
れ
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
の
課
題
を
再

認
識
で
き
て
感
謝
し
て
い
る
、
そ
し
て
司
会
の
今
村
氏
か
ら
は
、
近
世
後
期
の
研
究
者
と

し
て
の
観
点
に
立
つ
と
、
近
世
中
後
期
に
も
他
大
名
家
と
の
や
り
取
り
の
案
文
集
が
作
成

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
永
青
文
庫
史
料
は
通
時
代
的
に
検
討
で
き
る
極
め
て
良
質
な
史
料

群
で
あ
り
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
射
程
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
考
え
て
い
く
と
い
う
課

題
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
登
壇
者
か
ら
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
稲
葉
氏
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
熊
本
藩
家
老
家
文
書
で
あ
る
松
井
家
文
書
に
代
表
さ
れ
る
周
辺
史
料
群
も
合
わ

せ
た
、
永
青
文
庫
史
料
の
さ
ら
な
る
活
用
や
研
究
の
進
展
、
成
果
発
信
を
誓
っ
て
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
会
場
で
の
対
面
参
加
者
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
合
わ
せ
て

一
五
〇
名
弱
も
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
う
え
に
、
当
初
予
定
の
四
時
間
を
二
〇

分
超
過
す
る
ほ
ど
、
発
表
者
同
士
の
活
発
な
議
論
や
多
く
の
質
疑
が
重
ね
ら
れ
、
大
変
に

充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

	

（
立
石　

了
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」�

二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日

　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」

の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）・
科
学
研
究
費
・
基

盤
研
究
費
🄐
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
工
匠
関
連
史
料
に
も
と
づ
く
建
築
生
産
史
の
再
構
築

と
技
術
蓄
積
・
伝
播
の
解
明
」（
研
究
代
表
者
：
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准
教

授
海
野
聡
）
を
主
催
と
し
て
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
一
階
講
堂
に
て
開
催
し
た
。

　

講
演
者
・
題
目
は
次
の
通
り
。
参
加
者
は
四
八
名
。

　

第
三
六
八
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
究
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」

　

田
島　

公
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

　
　

問
題
提
起
「「
飛
鳥
宮
」
時
代
の
特
殊
性
―
「
天
下
」
を
喪
失
し
て
い
た
時
代
―
」

　

西
本
昌
弘
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　

基
調
報
告
「
飛
鳥
の
開
発
と
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
内
部
構
造
」

　

鶴
見
泰
寿
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
企
画
学
芸
部
資
料
課
資
料
係
長
）

　
　
「
飛
鳥
宮
の
空
間
構
成
と
そ
の
系
譜
」

　

田
島　

公

　
　
「
飛
鳥
の
王
宮
と
外
交
儀
礼
―
小
墾
田
宮
と
エ
ビ
ノ
コ
郭
の
機
能
―
」

　

小
田
裕
樹
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
主
任
研
究
官
）

　
　
「
飛
鳥
宮
周
辺
の
饗
宴
施
設
―
ロ
の
字
形
配
置
の
建
物
群
を
中
心
に
―
」

　

海
野　

聡

　
　
「
飛
鳥
宮
の
空
間
構
成
と
エ
ビ
ノ
コ
郭
正
殿
の
建
築
学
的
特
質
」

　

討
議　

パ
ネ
ラ
ー
：
西
本
昌
弘
・
鶴
見
泰
寿
・
小
田
裕
樹
・
海
野
聡

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
田
島
公

　

な
お
、
当
日
、
田
島
公
・
海
野
聡
・
鶴
見
泰
寿
企
画
・
監
修
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

編『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」報
告
集
』　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
を
刊
行
し
、
配
布
し
た
。

	

（
田
島　

公
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
を
読
み
な
お
す
―
成
立
期
の
佐
賀
藩
と
江
戸
幕
府
―
」

�

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
一
日

　

佐
賀
県
立
図
書
館
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
主
催
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

🄒
（
一
般
）
研
究
課
題
「
近
世
初
期
大
名
発
給
無
年
号
文
書
群
の
研
究
資
源
化
―
佐
賀
藩

家
臣
坊
所
鍋
島
家
史
料
を
対
象
と
し
て
―
」（
研
究
代
表
者	

小
宮
木
代
良
）
お
よ
び
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
「
近
世
大
名
家
臣
家
史
料
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の
『
読
み
直
し
』
と
研
究
資
源
化
」（
研
究
代
表
者	

小
宮
木
代
良
）
の
共
催
、
佐
賀
大
学

地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
後
援
に
て
、
標
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀
（
佐
賀
市
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

坊
所
鍋
島
家
文
書
は
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
件
か
ら
な
る
大
規

模
史
料
群
で
あ
り
、
佐
賀
藩
成
立
期
に
鍋
島
直
茂
・
同
勝
茂
を
補
佐
し
た
鍋
島
道
虎
関
係

の
史
料
を
大
量
に
含
む
。
同
図
書
館
は
、
こ
れ
ま
で
、
当
該
地
域
関
係
の
史
料
の
保
存
・

研
究
と
、
そ
の
成
果
の
地
域
へ
の
還
元
を
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
継
続
し
て
お
り
、
坊

所
鍋
島
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
～
一
九
八
〇
年
代
に
、
そ
の
一
部
を
『
佐
賀

県
史
料
集
成
』
と
し
て
翻
刻
刊
行
、
近
年
は
、
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
お
い
て
、
史
料
画
像
の
公
開
を
開
始
し
て
い
る
。
一
方
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、

『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
（
江
戸
時
代
初
期
）
編
纂
の
基
本
史
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
本
史

料
群
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
に
、
佐
賀
県
立
図
書
館
の
メ
ン
バ
ー
と
、
史
料

編
纂
所
の
大
日
本
史
料
第
十
二
編
担
当
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
、
佐
賀
大
学
、
佐
賀

市
文
化
財
課
、
小
城
市
教
育
委
員
会
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
等
か
ら
の
参
加
者

も
得
て
、
坊
所
鍋
島
家
文
書
研
究
会
を
結
成
し
た
。
研
究
会
活
動
の
主
な
目
的
は
、
こ
れ

ま
で
不
十
分
で
あ
っ
た
坊
所
鍋
島
家
文
書
の
年
次
比
定
、
関
係
人
物
の
居
所
確
定
等
の
た

め
の
読
み
合
わ
せ
作
業
を
行
い
、
同
文
書
群
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
、
現
段
階
で
の
成
果
の
一
部
を
地
域
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
坊
所
鍋
島
家
文
書
の
保
存
・
研
究
へ
の
理
解
を
広
く
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

基
調
報
告　

小
宮
木
代
良
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
研
究
の
意
義
」

　

報
告
①　
　

及
川　

亘
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
「
鍋
島
勝
茂
の
佐
賀
藩
継
承
」

　

報
告
②　
　

田
久
保
佳
寛
（
小
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課
副
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
「
初
代
小
城
藩
主
鍋
島
元
茂
の
江
戸
詰
め
」

　

報
告
③　
　

伊
藤
昭
弘
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　
　
　
　
　
「
鍋
島
勝
茂
の
鷹
狩
」

　

当
日
は
、
八
七
名
の
参
加
者
を
得
た
。
概
ね
三
〇
分
ず
つ
の
各
報
告
の
の
ち
、
会
場
か

ら
の
質
問
ペ
ー
パ
ー
を
も
と
に
、
約
四
〇
分
の
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
も
行
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
地
域
の
歴
史
を
通
じ
、
一
次
史
料
か
ら
歴
史
分
析
が
行
わ

れ
る
過
程
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
よ
っ
て
、
地
域
の
貴
重
な
歴
史
史
料
を
保
存
・
分
析
・
公
開
す
る
活
動
へ
の
理
解
が
、

幾
分
な
り
と
も
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
及
川
報
告
に
つ
い
て
は

一
一
月
二
一
日
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
に
つ
い
て
は
一
二
月
五
日
に
、
い
ず
れ
も
佐
賀

新
聞
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

	

（
小
宮
木
代
良
）

陽
明
文
庫
講
座�

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
六
日

　

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
担

当
：
古
代
史
料
部
、「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
大
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠

点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
主
催
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
🄑
「
摂
関
家
伝
来
大
規

模
史
料
群
の
目
録
精
緻
化
に
よ
る
構
造
の
解
明
と
研
究
資
源
化
」（
研
究
代
表
者
：
尾
上

陽
介
）
を
共
催
と
し
て
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

本
講
座
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
研
究
拠
点
を
置
い
た
二
〇
〇
七
～
一
一
年
度
科

学
研
究
費
・
学
術
創
成
研
究
費
、
二
〇
一
二
～
一
六
年
度
・
二
〇
一
七
～
二
一
年
度
科
学

研
究
費
・
基
盤
研
究
🄢
で
開
催
し
て
き
た
市
民
向
け
公
開
講
座
を
継
承
し
、
東
京
大
学
史

料
編
所
古
代
史
料
部
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
研
究
活
動
の
成
果
の
紹
介
、
東
京
大
学
が
掲

げ
るSD

Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
一
七
の
う
ち
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な

に
」（「
す
べ
て
の
人
々
に
包
摂
的
か
つ
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の

機
会
を
促
進
す
る
」）
の
達
成
を
目
指
す
。

　

講
演
者
・
題
目
は
次
の
通
り
。
参
加
者
は
二
四
四
名
。

　

名
和　

修
氏
（
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
文
庫
長
）

　
　
「
予
楽
院
茶
杓
箪
笥
に
つ
い
て
」

　

小
林
一
彦
氏
（
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
長
）

　
　
「
後
桜
町
天
皇
と
近
衞
内
前
―
女
帝
の
和
歌
と
ま
つ
り
ご
と
」

　

佐
竹
朋
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
任
研
究
員
）

　
　
「
近
衞
家
凞
と
『
大
唐
六
典
』
校
訂
事
業
」

　

本
講
座
に
つ
い
て
、
一
二
月
二
日
（
土
）
京
都
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
講
座
参
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加
者
の
約
半
数
か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
に
は
、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
講

座
を
続
け
て
ほ
し
い
」「
陽
明
文
庫
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
多
く
、
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
等
に
つ

い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
答
え
て
い
る
参
加
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
研
究
成
果
が
公
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
機
会
と
し
て
も
講
座
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

	

（
田
島　

公
）

公
開
講
演
会
「
近
世
寺
院
の
世
界
―
涅
槃
山
西
教
寺
と
慧
海
潮
音
―
」

�

二
〇
二
四
年
三
月
六
日

　

涅
槃
山
究
竟
院
西
教
寺
は
、
東
京
都
文
京
区
に
所
在
し
、
東
京
大
学
農
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
に
隣
接
す
る
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
同
寺
の
所
蔵
史
料
は
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
佐

藤
も
な
・
興
津
香
織
の
両
氏
を
中
心
に
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
二
〇
二
三
年

度
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
よ
る
一
般
共
同
研
究
「
涅
槃

山
西
教
寺
所
蔵
史
料
の
研
究
資
源
化
」と
し
て
仏
教
学
・
日
本
史
学
の
共
同
で
調
査
を
行
っ

た
。
本
公
開
講
演
会
は
、
共
同
研
究
の
主
催
に
て
、
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年

会
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。発
表
者
と
論
題
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
。

　
　

佐
藤
も
な
（
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
）

　
　
　
「
西
教
寺
に
お
け
る
調
査
概
要
」

　
　

町
田　

聡
（
文
京
区
教
育
委
員
会
）

　
　
　
「
区
指
定
文
化
財
・
西
教
寺
表
門
に
つ
い
て
」

　
　

興
津
香
織
（
日
本
大
学
文
理
学
部
）

　
　
　
「
慧
海
潮
音
に
つ
い
て
」

　
　

林　

晃
弘
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

　
　
　
「
池
田
冠
山
書
状
を
よ
む
―
西
教
寺
文
書
に
み
る
江
戸
の
文
人
世
界
―
」

　
　

一
色
大
悟
（
京
都
大
学
学
術
研
究
展
開
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
「
仏
教
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
慧
海
潮
音
」

　

講
演
会
を
通
し
て
、
西
教
寺
所
蔵
史
料
の
概
要
、「
赤
門
」
と
し
て
知
ら
れ
る
表
門
の

移
設
の
経
緯
、
近
世
後
期
の
住
職
慧
海
潮
音
の
学
問
・
交
流
・
思
想
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で

活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
参
加
人
数
は
二
八
名
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
西
教
寺
の
皆
様
よ
り
ご
支
援
を
賜
っ
た
。

	

（
林　

晃
弘
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
文
書
が
ひ
ら
く
中
世
の
吉
野
」�

二
〇
二
四
年
三
月
一
〇
日

　

二
〇
二
四
年
三
月
一
〇
日
一
三
時
〇
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分
、
大
淀
町
文
化
会
館
に
お

い
て
、
一
般
共
同
研
究
「
吉
野
修
験
関
係
史
料
の
調
査
」
主
催
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
・
大
淀
町
の
共
催
と
し
て
、
共
同
研
究
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し

た
。基
本
的
に
対
面
開
催
で
あ
る
が
、関
係
者
数
名
はZoom

よ
り
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
共
同
研
究
で
は
櫻
本
坊
所
蔵
『
大
般
若
経
』
や
前
坊
家
文
書
な
ど
吉
野
所
在
史
料
の

調
査
・
撮
影
を
進
め
て
お
り
、
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
の
櫻
本

坊
伝
来
史
料
と
合
わ
せ
て
、
史
料
群
と
し
て
の
由
来
や
性
格
を
解
明
し
て
き
た
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も

問
題
提
起
を
し
た
。

　

開
会
に
際
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
の
ト
ー
マ
ス
・
コ
ン
ラ
ン
氏
よ
りZoom

経

由
で
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、そ
れ
か
ら
以
下
の
よ
う
な
講
演
・
報
告
と
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　

榎
原
雅
治
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講
演
「
山
伏
と
中
世
社
会
―
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
吉
野
山
の
史
料
か
ら
―
」
で
は
、
中
世
社
会
の
な
か
で
の
修
験
者
の
役
割
を
論

じ
た
う
え
で
、
櫻
本
坊
伝
来
の
中
世
文
書
が
襖
の
下
張
り
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
後
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
よ
っ
て
購
入
・
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
調
査
研
究
報
告
が
二
本
あ
り
、
服
部
光
真
氏
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
主
任
研

究
員
）
の
「
吉
野
地
域
史
料
と
し
て
の
櫻
本
坊
所
蔵
『
大
般
若
経
』」
で
は
、
櫻
本
坊
所

蔵
『
大
般
若
経
』
の
構
成
や
、
鎌
倉
時
代
の
一
日
頓
写
事
業
、
地
域
史
料
と
し
て
の
価
値

な
ど
を
論
じ
た
。
堀
川
康
史
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）
の
「『
前
坊
家
文
書
』

に
み
る
戦
国
時
代
の
大
和
」
は
、
子
守
社
（
現
吉
野
水
分
神
社
）
の
神
職
を
務
め
た
前
坊

家
伝
来
の
文
書
を
扱
い
、
そ
の
内
容
や
来
歴
に
迫
っ
た
。

　

次
に
問
題
提
起
の
コ
メ
ン
ト
が
三
人
か
ら
あ
っ
た
。
海
上
貴
彦
（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
助
教
）
の
「
金
峯
山
と
貴
族
社
会
」
は
平
安
時
代
の
貴
族
の
金
峯
山
参
詣
（
御
嶽
詣
）

を
概
観
し
、特
に
藤
原
道
長
と
そ
の
子
孫
の
御
嶽
詣
に
つ
い
て
述
べ
た
。三
宅
徹
誠
氏（
元

興
寺
文
化
財
研
究
所
特
別
研
究
員
）の「
金
峯
山
寺
一
切
経
と
櫻
本
坊
所
蔵『
大
般
若
経
』」
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は
櫻
本
坊
所
蔵
の
一
日
頓
写
『
大
般
若
経
』
の
表
紙
下
張
り
に
残
さ
れ
た
古
写
経
に
着
目

し
、
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
慈
応
の
一
日
頓
写
一
切
経
と
関
連
す
る
可
能
性
を
指
摘
。

坂
本
亮
太
氏
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
課
長
）
の
「
豊
臣
家
と
吉
野
・
高
野
・
熊
野
」

は
子
守
社
の
再
興
に
際
し
て
豊
臣
秀
頼
が
寄
進
し
た
『
大
般
若
経
』（
櫻
本
坊
所
蔵
）
に

触
れ
、
豊
臣
家
に
よ
る
吉
野
・
高
野
山
・
熊
野
三
山
の
復
興
を
関
連
付
け
て
論
じ
た
。

　

問
題
提
起
の
の
ち
、
松
田
度
氏
（
大
淀
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）
と
服
部
氏
を
司
会
と

し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
史
料
の
所
蔵
者
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
得
た
。

　

当
日
は
九
〇
名
ほ
ど
の
参
加
者
（
数
名
はZoom

か
ら
の
参
加
）
を
得
て
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
（
三
月
六
日
～
四
月
八
日
）
に
同
所
で
開
催
さ
れ
た
関
連

企
画
展
「
読
ん
で
み
よ
う
！
吉
野
の
古
文
書
」
に
も
本
共
同
研
究
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た
。

	

（
海
上
貴
彦
）

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
促
進
の
た
め
の
研
究
基
盤
」�

二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日

　

日
本
学
術
振
興
会
（
以
下
、Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
は
、
人
文
学
・
社
会
科
学
に
お
け
る
研
究
デ
ー

タ
を
対
象
に
、
分
野
や
国
を
超
え
て
共
有
・
利
活
用
す
る
た
め
、
国
内
外
の
共
同
研
究
等

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
二
〇
一
八
年
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構

築
推
進
事
業
」（
以
下
、
構
築
推
進
事
業
）
を
実
施
し
た
。
構
築
推
進
事
業
に
お
い
て
、

拠
点
機
関
（
社
会
科
学
は
四
機
関
、
人
文
学
は
一
機
関
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
運
用
す
る
デ
ー

タ
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
メ
タ
デ
ー
タ
整
備
等
を
行
い
、
当
該
メ
タ
デ
ー
タ
を
、
国
立
情

報
学
研
究
所
が
構
築
し
た
人
文
学
・
社
会
科
学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グJD

Cat

へ
掲
載
し
、

公
開
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
拠
点
機
関
が
提
供
し
た
人
文
学
・
社
会
科
学
の
デ
ー

タ
を
横
断
的
に
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
二
〇
二
三
年
度
に
開
始
し
た
「
人
文

学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
」（
以
下
、
強
化
事
業
、

課
題
番
号
：JPJS00320231001

）で
は
、構
築
推
進
事
業
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、人
文
学
・

社
会
科
学
の
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
を
促
進
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
の
基
盤

の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
の
発
展
、
国

内
外
の
共
同
研
究
の
促
進
等
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、「
中
核

機
関
」
と
「
拠
点
機
関
」
を
置
き
、
人
文
学
・
社
会
科
学
の
研
究
に
利
用
可
能
な
デ
ー
タ

を
保
存
し
、
国
内
外
に
お
い
て
共
有
す
る
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、

史
料
編
纂
所
は
社
会
科
学
研
究
所
と
と
も
に
中
核
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
神
戸
大
学

附
属
図
書
館
お
よ
び
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
拠
点
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
ま
た

JD
Cat

を
中
心
と
し
た
本
事
業
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
担
当
機
関
と
し
て
国
立
情
報

学
研
究
所
が
選
定
さ
れ
た
。

　

強
化
事
業
と
し
て
の
体
制
、
お
よ
び
、
中
核
機
関
お
よ
び
拠
点
機
関
に
お
け
る
取
組
な

ど
を
報
告
し
、
デ
ー
タ
を
中
心
と
し
た
研
究
基
盤
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、い
わ
ば
強
化
事
業
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
い
う
位
置
づ
け
に
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、

二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日
、
東
京
大
学
福
武
ホ
ー
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー（
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
）
に
て
開
催
し
た
。
参
加
者
は
、
現
地
参
加
五
五
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
一
二
一
名
だ
っ

た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
玄
田
有
史
社
会
科
学
研
究
所
所
長
を
総
合
司
会
と
し
て
進
行
し

た
。
ま
ず
、
開
会
の
挨
拶
を
本
郷
恵
子
史
料
編
纂
所
所
長
が
行
い
、
廣
松
毅
東
京
大
学
名

誉
教
授
か
ら
構
築
推
進
事
業
の
取
組
と
強
化
事
業
に
お
け
る
期
待
を
頂
戴
し
た
。続
け
て
、

強
化
事
業
全
体
の
説
明
、
お
よ
び
各
拠
点
機
関
よ
り
、
こ
れ
か
ら
行
う
取
組
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
三	

輪　

哲
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）「
中
核
機
関
と
し
て
の
本
事
業
全
体
の
取

り
組
み
」

・
山
田
太
造
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
取
組
」

・
横	

内
陳
正
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）「
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
け
る

取
り
組
み
：
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
展
望
」

・
奥	

村　

弘
（
神
戸
大
学
）「
神
戶
大
学
附
属
図
書
館
震
災
文
庫	

サ
ン
テ
レ
ビ
映
像
資
料

公
開
を
事
例
に
し
て
」

・
馬
場　

基
・
高
田
祐
一
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）「
報
告　

奈
良
文
化
財
研
究
所
」

・
朝	

岡　

誠
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）「
国
立
情
報
学
研
究
所
の
取
組
：
人
文
学
社
会
科

学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
の
整
備
と
強
化
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
は
、
強
化
事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細

は
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
（https://w

w
w
.hi.u-tokyo.ac.jp/di/

new
s/2024-03-11_m

aterials

）。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
総
合
司
会
で
あ
る
玄
田
氏
に
よ
り
進
行
し
、
報
告

者
お
よ
び
名
子
学
文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
振
興
企
画
課
学
術
企
画
室
長
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
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サ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
た
。
特
に
名
子
氏
か
ら
、
デ
ー
タ
を
中
心
と
し
た
人
文
学
・
社
会

科
学
に
対
す
る
文
部
科
学
省
と
し
て
の
政
策
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
強
化
事
業
に
対
す
る
期
待
と
課
題
を
中
心
と
し
て
議

論
を
進
め
た
。

　

強
化
事
業
は
開
始
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
定
期
的
に
事
業
と
し
て
の

成
果
を
報
告
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
事
業
に
お
け
る
期
待
と
課
題
を
ど

の
よ
う
に
ク
リ
ア
し
て
い
っ
た
か
を
明
示
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

（
山
田
太
造
）

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
人
文
学
デ
ー
タ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
学
研
究
資
源
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
」�

二
〇
二
四
年
三
月
一
二
日

　

二
〇
二
四
年
三
月
一
二
日
、
東
京
大
学
福
武
ホ
ー
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー（
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）
に
て
、
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業

人
文
学
デ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
学
研
究
資
源
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
」
を
開

催
し
た
。
現
地
参
加
は
三
〇
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
六
三
名
だ
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
強
化
事
業
」（
以
下
、強
化
事
業
）に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

前
日
に
行
わ
れ
た
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
異
な
り
、
人
文
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
焦
点
を
絞
っ
た
。
将

来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的
・
安
定
的
に
デ
ー
タ
を
提
供
・
共
有
し
て
い
く
た
め
の
そ
の
基

盤
形
成
と
運
用
に
つ
い
て
、
人
文
学
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
機
関
の
状
況
を
報
告
し
、

人
文
学
研
究
を
進
展
し
て
い
く
た
め
に
解
決
す
べ
き
研
究
デ
ー
タ
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
村
覚
史
料
編
纂
所
助

教
が
総
合
司
会
と
し
て
進
行
し
、ま
ず
本
郷
恵
子
史
料
編
纂
所
所
長
よ
り
挨
拶
い
た
だ
き
、

次
に
山
田
太
造
史
料
編
纂
所
准
教
授
よ
り
開
催
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
各
機
関
に

お
け
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
山	

田
太
造
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）「
前
近
代
日
本
史
史
料
デ
ー
タ
の
永
続
的
提
供

と
そ
の
課
題
」

・
馬	

場　

基
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）「
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
け
る
文
化
財
情
報
提

供
の
取
り
組
み
」

・
後	

藤　

真
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
け
る
デ
ー
タ
お

よ
び
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
公
開
の
現
状
と
課
題
」

・
佐
々
木
和
子
（
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
）「
神
戸
大
学
震
災
文
庫
の
取
り
組
み
」

・
貫	

井
裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）「
中
世
寺
院
史
料
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
断
片
的

史
料
の
復
元
を
め
ざ
し
て
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
内
容
は
強
化
事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
（https://w

w
w
.hi.u-tokyo.ac.jp/di/

new
s/2024-03-12_m

aterials

）。

　

各
報
告
の
後
、
大
向
一
輝
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
の
司
会
に
よ

り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
話
題
と
し
て
は
、
人
文
学
デ
ー
タ
と
し
て
の

固
有
と
共
有
の
課
題
、
人
文
学
デ
ー
タ
の
作
成
者
・
管
理
者
・
利
用
者
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
利
用
等
に
お
け
る
相
互
運
用
性
、
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
信
頼
性
な

ど
が
挙
が
っ
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
デ
ー
タ
の
提
供
者
側
で
の
議
論
を
中
心
と
し
て
行
っ
た
。

次
回
で
は
、
デ
ー
タ
に
利
用
者
側
で
の
議
論
を
含
め
て
人
文
学
デ
ー
タ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

（
山
田
太
造
）

二
〇
二
三
年
度　
金
鵄
会
館
連
続
公
開
講
座
【
古
典
か
ら
読
み
解
く
歴
史
学
・
文
学
】

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
担
当
：
古
代
史
料
部
、「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
大
系

と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
主
催
、
県
立
長
野
高
校
を

後
援
、
一
般
社
団
法
人
長
野
教
育
文
化
振
興
会
・
一
般
社
団
法
人
長
野
高
校
金
鵄
会
の
協

力
を
得
て
、
金
鵄
会
館
（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
）﹇
登
録
有
形
文
化
財
﹈
に
て
連
続

公
開
講
座
を
実
施
し
た
。

　

本
講
座
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
研
究
拠
点
を
置
い
た
二
〇
〇
七
～
一
一
年
度
科

学
研
究
費
・
学
術
創
成
研
究
費
、
二
〇
一
二
～
一
六
年
度
・
二
〇
一
七
～
二
一
年
度
科
学

研
究
費
・
基
盤
研
究
🄢
で
開
催
し
て
き
た
市
民
向
け
公
開
講
座
を
継
承
し
、
登
録
有
形
文

化
財
の
建
物
を
会
場
に
、
対
面
で
地
元
地
域
の
要
望
・
関
心
に
則
し
な
が
ら
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
古
代
史
料
部
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
研
究
活
動
の
成
果
の
紹
介
、
東
京
大
学
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が
掲
げ
るSD

Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
一
七
の
う
ち
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
み

ん
な
に
」（「
す
べ
て
の
人
々
に
包
摂
的
か
つ
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
、
生
涯
学

習
の
機
会
を
促
進
す
る
」）
の
達
成
を
目
指
す
。

　

講
演
者
・
題
目
は
以
下
の
通
り
。
参
加
者
は
計
五
三
九
名
。

第
一
回　

二
〇
二
三
年
九
月
二
三
日
（
土
）

　

田
島　

公
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
古
代
史
料
部
門
教
授
）

　
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
甲
斐
・
科
野

　
　
　
　
　
　

―
倭
王
権
の
「
東
方
十
二
道
・
東
国
」
進
出
伝
承
の
再
検
討
―
」

第
二
回　

一
〇
月
一
四
日
（
土
）

　

鈴
木
景
二
（
富
山
大
学
学
術
研
究
部
人
文
科
学
系
教
授
）

　
「
江
戸
人
の
善
光
寺
・
草
津
温
泉
旅
行
―
観
光
コ
ー
ス
と
関
所
抜
け
―
」

第
三
回　

一
一
月
一
八
日
（
土
）

　

川
尻
秋
生
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

　
「
信
濃
源
氏
・
平
賀
義
信
と
初
期
鎌
倉
幕
府
」

第
四
回　

一
二
月
二
日
（
土
）

　

髙
岸　

輝
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）

　
「
中
世
絵
巻
に
描
か
れ
た
寺
社
巡
礼
と
信
濃
・
善
光
寺
の
聖
域

　
　
　
　
　
　

―
「
一
遍
聖
絵
」「
遊
行
上
人
縁
起
絵
巻
」
を
中
心
に
―
」

第
五
回　

一
月
二
〇
日

　

河
野
貴
美
子
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

　
「
空
海
が
も
た
ら
し
た
も
の
、
生
み
出
し
た
も
の
―
九
世
紀
初
頭
の
「
文
」
の
風
景
―
」

第
六
回　

二
月
二
四
日
（
土
）

　

福
島
正
樹
（
信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

　
「
人
々
は
ど
の
よ
う
に
税
を
納
め
た
か
―
古
代
の
調
庸
制
を
中
心
に
―
」

第
七
回　

三
月
二
日
（
土
）

　

田
島　

公

　
「「
言
問
橋
」「
言
問
通
り
」
の
地
名
の
由
来
と
『
武
蔵
国
浅
草
寺
縁
起
』

　
　
　
　
　
　

―
「
こ
と
と
ひ
」
地
名
と
武
射
国
造
領
域
の
「
豊
島
屯
倉
」
―
」

　

な
お
、
講
演
内
容
の
一
部
は
、『
新
発
見
史
料
・
新
解
釈
に
よ
る
古
代
・
中
世
前
期
の

信
濃
―
「『
信
濃
史
料
』
古
代
編
（
二
・
三
巻
）
に
係
る
未
収
史
料
収
集
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」の
成
果
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三
―
五
）に
収
め
た
。

	

（
田
島　

公
）

外
国
人
研
究
員　

研
究
成
果
報
告

「
京
都
と
吉
野
：
南
北
朝
時
代
の
菊
池
氏
︑
楠
木
氏
︑
島
津
氏
︑
山
名
氏
の
比
較
研
究
」

シ
モ
ン
・
チ
ェ
ル
カ
フ
ス
キ

ボ
ン
大
学
・
研
究
員

二
〇
一
七
年
一
月
一
六
日
～
二
〇
二
三
年
六
月
三
〇
日

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
外
国
人
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
期
間
中
に
お
け
る
研
究
活
動

は
、
主
に
以
下
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る
。

一
、「
権
力
と
統
治
―
文
化
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
見
た
前
近
代
史
上
の
諸
形
態
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
研
究
活
動

　

ボ
ン
大
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
権
力
と
統
治
―
文
化
横
断
的
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
見
た
前
近
代
史
上
の
諸
形
態
」
に
お
け
る
サ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
世
日

本
に
お
け
る
王
権
の
委
譲
と
分
割
に
よ
る
支
配
エ
リ
ー
ト
の
再
生
」
で
の
作
業
と
し
て
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
教
員
か
ら
各
種
知
見
を
仰
ぎ
つ
つ
、
鎌
倉
時
代
地
頭
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
開
発
に
従
事
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
を
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
主
催
の
国

際
研
究
集
会
「
日
本
中
世
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
比
較
」（
二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日

開
催
）
に
お
い
て
、「
ボ
ン
大
学
の
地
頭
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
：
由
来
・
現
在
状
態
・
前
途
」

と
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
現
在
、
公
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
ボ
ン
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「Core,	Periphery,	Frontier:	Spatial	Patterns	of	Pow

er

」
で
も
、

開
催
準
備
の
ほ
か
、
発
表
原
稿
の
翻
訳
と
資
料
集
編
集
に
従
事
し
た
。

二
、
個
人
研
究
に
関
す
る
研
究
活
動

　

博
士
論
文
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
を
南
北
朝
時
代
の
菊
池
氏
と
島
津
氏
の
人
物
に
関
す
る

比
較
研
究
に
設
定
し
、
関
連
史
料
の
収
集
と
分
析
を
進
め
た
。『
大
日
本
史
料
』『
南
北
朝

遺
文
』
な
ど
の
既
刊
史
料
集
に
加
え
、「
肥
後
阿
蘇
家
文
書
」「
山
田
家
文
書
」
な
ど
の
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
る
影
写
本
な
ど
を
用
い
て
、
史
料
画
像
も
通
覧
し
確
認
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を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
数
百
点
以
上
の
関
連
史
料
を
収
集
で
き
た
。
研
究
手
法
を
定
量

分
析
に
置
い
て
い
る
た
め
、
分
析
と
検
討
に
時
間
を
か
け
な
が
ら
、
博
士
論
文
の
執
筆
を

進
め
て
い
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
主
催
の
国
際
研
究
集
会

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在
」（
二
〇
一
八
年
三
月
九
日
開
催
）
に
お
い

て
、「
史
料
か
ら
見
ら
れ
る
南
北
朝
時
代
の
菊
池
氏
の
倫
理
・
精
神
状
態
」
と
題
し
て
報

告
を
行
っ
た
。

「
江
戸
初
中
期
の
長
崎
に
お
け
る
混
成
宇
宙
観
の
形
成
と
成
立
」

ダ
ニ
エ
ル
・
サ
イ
ジ
＝
モ
ン
テ
イ
ロ

パ
リ
・
シ
テ
大
学

二
〇
一
九
年
八
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
八
月
三
一
日

　

本
研
究
は
、
江
戸
初
中
期
、
特
に
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
年
）
か
ら
享
保
五
年
（
一
七

二
〇
年
）
の
間
に
、
長
崎
で
発
展
さ
れ
た
独
特
な
宇
宙
論
学
説
の
形
成
に
注
目
す
る
。
筆

者
は
博
士
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
、近
世
長
崎
に
お
け
る
唐
通
事
の
古
文
書
や
家
譜
、「
天

学
」
に
関
す
る
漢
籍
、
及
び
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
と
い
う
史
料
の
対
比
と
分
析
を
行
な
っ

た
。
主
に
史
料
編
纂
所
で
編
集
さ
れ
た
和
訳
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
を
も
と
に
し
て
、
多
種

な
天
文
・
地
理
学
的
な
知
識
が
ど
の
よ
う
に
長
崎
か
ら
江
戸
の
学
者
と
幕
府
ま
で
に
届
い

た
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
。
ま
た
松
方
冬
子
教
授
の
オ
ラ
ン
ダ
史
料
研
究
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
江
戸
参
府
な
ど
を
記
述
す

る
原
文
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
を
解
読
し
、
第
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
求
め
た
改
暦
・
日
本

総
図
な
ど
の
作
成
に
必
要
な
情
報
収
集
政
策
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
近
世
長
崎

の
「
天
学
」
を
代
表
す
る
西
川
如
見
の
著
作
を
中
心
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
由
来
の
知

識
を
交
配
す
る
長
崎
の
混
成
宇
宙
観
を
示
す
書
籍
の
書
誌
学
的
調
査
を
行
な
っ
た
。
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
書
物
を
始
め
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
も
あ
る
一
次
・
二
次
資
料
を
参

照
し
つ
つ
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
長
崎
・
京
都
・
江
戸
の
学
界
と
出
版
文
化
を
繋
げ
る
知

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
焦
点
を
当
て
た
。

　

研
究
滞
在
の
四
年
間
、
論
文
二
件
を
学
術
雑
誌
に
掲
載
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
両
方

の
国
内
外
の
学
会
や
研
究
会
で
数
回
も
調
査
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
毎

月
に
行
わ
れ
て
い
る
洋
学
史
学
会
若
手
部
会
の
例
会
に
参
加
し
、
発
表
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
最
後
、
二
〇
二
三
年
八
月
に
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
、
日
本
を
離
れ
た
後
博
士
号
を

取
得
し
た
。

　

滞
在
中
、松
方
先
生
の
貴
重
な
ご
指
導
と
ご
助
言
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
近
世
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
強
制
的
な
人
的
移
動
」

劉　

洋

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
四
年
一
月
三
一
日

　

私
は
外
国
人
研
究
員
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
二
〇
二
四
年
一
月
ま
で
、
合
計

二
一
个
月
間
、
史
料
編
纂
所
に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
来
日
は
、
私
の
博
士

論
文
「
近
世
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
強
制
的
な
人
的
移
動
」
を
め
ぐ
る
調
査
や
研
究
の

目
的
で
あ
っ
た
。
在
籍
期
間
中
の
活
動
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
史
料
の
調
査
。
編
纂
所
の
書
庫
蔵
書
を
フ
ル
活
用
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
関
連
の

欧
文
史
料
、
一
四
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
漢
文
や
和
文
史
料
を
広
く
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
学
界
未
見
の
一
六
世
紀
の
中
国
被
虜
人
が
残

し
た
日
本
記
録
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
は
福
建
師
範
大
学
所
蔵
の
同
史
料
の
別

刻
本
と
と
も
に
、
史
料
整
理
及
び
出
版
作
業
が
進
ん
で
お
り
、
二
〇
二
四
年
度
内
に
台
湾

の
出
版
社
か
ら
出
版
予
定
で
あ
る
。

　
（
二
）
学
会
等
で
の
口
頭
発
表
。
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
は
史
学
会
で
「
一
六
・
一
七

世
紀
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
中
国
奴
隷
貿
易
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
反
応
」を
発
表
し
た
ほ
か
、

ア
ジ
ア
交
流
史
研
究
会
や
東
ア
ジ
ア
古
典
籍
研
究
会
で
博
論
の
一
部
及
び
新
発
見
し
た
史

料
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

　
（
三
）
授
業
の
参
加
及
び
学
術
交
流
。
招
待
教
員
岡
美
穂
子
先
生
の
ゼ
ミ
を
は
じ
め
、
六

反
田
豊
先
生
や
渡
辺
美
季
先
生
の
ゼ
ミ
を
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
様
な
知
見
や
研
究

助
言
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
渡
辺
ゼ
ミ

と
共
に
沖
縄
研
究
合
宿
に
参
加
し
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
村
木
科
研
と
の
交
流
も
し
た
。

　
（
四
）
現
地
の
史
跡
調
査
。
在
籍
期
間
中
に
京
都
に
あ
る
被
虜
人
が
滞
在
し
た
寺
、
福

岡
や
鹿
児
島
の
被
虜
人
跡
を
現
地
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
研
究
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
今
後
の
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博
論
執
筆
に
大
い
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
、
今
回
の
来
日
を
問
題
な
く
実
現

し
、
日
本
で
の
研
究
生
活
を
順
調
に
過
ご
せ
た
の
は
、
招
待
教
員
の
岡
美
穂
子
先
生
、
事

務
局
及
び
図
書
室
の
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。

近
代
以
前
の
日
本
に
お
け
る
経
済
思
想

イ
ー
サ
ン
・
セ
ー
ガ
ル

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学

二
〇
二
二
年
六
月
三
〇
日
～
二
〇
二
三
年
五
月
一
五
日

　

本
研
究
は
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
の
経
済
思
想
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
時
代
は
、
同
時
代
の
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
は

徳
川
時
代
の
日
本
と
は
大
き
く
異
な
り
、
経
済
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
を
明
確
に

示
す
史
料
が
少
な
い
。
古
代
・
中
世
の
経
済
思
想
の
考
え
方
を
得
る
た
め
、
他
の
目
的
で

書
か
れ
た
資
料
（
例
え
ば
、
古
記
録
、
説
話
、
御
伽
草
子
、
随
筆
な
ど
）
を
読
み
、
そ
れ

ら
が
前
近
代
日
本
人
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
何
を
解
明
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。
本
研
究

で
は
、
網
野
善
彦
、
桜
井
英
治
、
本
郷
恵
子
な
ど
の
日
本
の
研
究
者
の
研
究
成
果
を
基
に
、

幅
広
い
比
較
枠
組
み
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
調
査
対
象
と
な
る
日
本
の
一
次
資

料
の
例
に
は
、『
日
本
霊
異
記
』、『
沙
石
集
』、『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
の
説
話
、『
文
正
草

子
』
な
ど
の
御
伽
草
子
、『
徒
然
草
』
な
ど
の
随
筆
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
研
究
の
初
期
段

階
の
結
果
を
早
稲
田
大
学
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）
と
京
都
のÉcole	française	

dʼExtrêm
e-O

rient

（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）
で
発
表
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
経
済
思
想
に
関
す
る
前
近
代
の
考
え
方
が
近
世
お
よ
び
近

代
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
は
、『
太
平
記
』

に
初
め
て
登
場
す
る
青
砥
藤
綱
の
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
綱
は
、
滑
川
に
失
わ
れ
た
銭
十

枚
を
取
り
戻
す
た
め
に
銭
五
十
枚
を
費
や
し
、
銭
の
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
教
訓
を

語
る
。
私
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
例
は
、
多
胡
辰
敬
な
ど
の
戦
国

武
将
、
井
原
西
鶴
、
式
亭
三
馬
、
曲
亭
馬
琴
な
ど
の
江
戸
時
代
の
作
家
、
塚
田
大
峰
な
ど

の
儒
生
の
著
作
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
明
治
、
大
正
時
代
の
英
米
で
出
版
さ
れ
た
日
本
に

関
す
る
多
く
の
本
に
も
、
青
砥
と
銭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
一

部
を
ミ
シ
ガ
ン
大
学
（
二
〇
二
三
年
一
一
月
）
で
発
表
し
た
。
も
う
一
つ
の
例
は
、
徳
政

と
徳
政
令
で
あ
る
。
古
代
に
日
本
後
紀
、
中
世
に
永
仁
徳
政
令
、
嘉
吉
の
乱
、
そ
し
て
徳

川
時
代
の
徳
政
令
へ
と
、
そ
の
意
味
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

経
済
思
想
に
関
す
る
こ
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
て
、
い
く

つ
か
の
サ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
っ
た
。
一
つ
は
北
条
政
子
の
生
涯
を
調
べ
る
た
め
に

明
月
記
を
読
み
、
そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
韓
国
の
大
邱
で
開
催
さ
れ
たA

A
S-in-A

sia

会
議
（
二
〇
二
三
年
六
月
）
で
発
表
し
た
。
も
う
一
つ
は
現
代
の
テ
レ
ビ
番
組
（
大
河
ド

ラ
マ
な
ど
）
が
ど
の
よ
う
に
日
本
の
歴
史
（
特
に
中
世
史
）
を
描
い
て
い
る
か
、
そ
の
予

備
的
な
考
え
を
二
〇
二
三
年
一
月
のM

idw
est	Japan	Sem

inar

に
発
表
し
た
。
さ
ら
に

「
英
語
圏
の
日
本
中
世
経
済
史
研
究
」と
い
う
論
文
を
、『
海
外
の
日
本
中
世
史
研
究
』（
黄

霄
龍
・
堀
川
康
史
編
）
に
執
筆
し
た
。

「
天
朝
の
遺
文
：
近
世
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
書
籍
の
環
流
と
歴
史
叙
述
」

呉　

政
緯

国
立
台
湾
大
学
歴
史
学
系
博
士
課
程

二
○
二
二
年
九
月
一
日
～
二
○
二
三
年
八
月
三
一
日

　

本
研
究
は
、
中
国
明
清
時
代
の
出
版
物
（
漢
籍
）
が
東
ア
ジ
ア
世
界
で
の
流
通
過
程
に

お
い
て
、
中
国
政
府
が
果
た
し
た
役
割
や
書
籍
輸
出
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対
応
を
探
究

す
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
へ
の
書
籍
輸
出
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
は
全
面
的
か
つ
持
続
的

に
規
制
を
施
し
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り
は
明
の
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。

先
行
研
究
で
は
、
一
五
二
二
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
会
同
館
の
「
門
禁
政
策
」
は
、
北
京
に

お
け
る
朝
貢
使
節
の
移
動
の
自
由
に
対
す
る
規
制
と
し
て
単
純
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

こ
の
政
策
変
化
の
も
つ
歴
史
的
意
義
や
影
響
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
研

究
で
は
、
一
五
二
二
年
以
降
、
朝
貢
使
節
の
交
易
活
動
が
す
べ
て
会
同
館
に
限
定
さ
れ
、

史
書
の
購
入
に
関
し
て
も
明
の
官
憲
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
一
五
二
二

年
を
明
代
に
お
け
る
対
外
政
策
の
大
き
な
転
換
点
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

一
五
二
二
年
以
降
、
朝
鮮
や
中
国
南
西
の
土
司
は
、
確
か
に
書
籍
輸
出
の
制
限
を
受
け

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
限
が
日
本
使
節
団
に
も
課
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、『
笑
雲
入
明
記
』
や
『
策
彦
入
明
記
』
な
ど
日
本
の
「
入
明
記
」
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史
料
を
中
心
的
に
検
討
し
、
明
代
に
お
け
る
書
籍
輸
出
制
限
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
試
み

た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
関
し
て
は
、
須
田
牧
子
先
生
に
よ
る
長
年
の
整
理
・
研
究
が
あ
る
。

　
『
策
彦
入
明
記
』
に
は
、「
三
千
戸
が
会
同
館
に
入
り
、
易
買
の
事
を
証
明
し
た
」
と
い

う
記
述
が
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
三
千
戸
」
と
は
、
会
同
館
の
監
視
・
管
理
を
担
う
錦
衣
衛

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
笑
雲
入
明
記
』
に
は
、
遣
明
使
の
朝
会
参
加
や
寺
院

訪
問
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
が
、
会
同
館
開
市
や
北
京
の
市
場
に
出
入
り
す
る
記
録
が

見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
日
本
の
遣
明
使
が
一
五
二
二
年
以
前
か
ら
会
同

館
の
門
禁
に
よ
る
制
約
を
受
け
、
交
易
が
会
同
館
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
策
彦
入
明
記
』
に
お
け
る
北
京
で
の
貿
易
活
動

に
関
す
る
記
述
は
、
錦
衣
衛
に
よ
る
「
易
買
の
証
明
」
や
「
北
絹
の
購
入
」
に
限
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
会
同
館
開
市
を
指
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
日
本

使
節
が
漢
籍
購
入
の
制
限
を
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
を
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

「
正
長
の
徳
政
一
揆
の
原
因
に
関
す
る
再
検
討
」

ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
ー
ス

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

二
〇
二
二
年
九
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
九
月
一
日

　

博
士
課
程
の
研
究
の
焦
点
は
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
醍
醐
で
発
生
し
た
徳
政
一

揆
の
原
因
と
、
そ
れ
に
参
加
し
た
「
地
下
人
」
の
動
機
を
明
ら
か
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

徳
政
一
揆
の
震
源
地
を
特
定
し
、
そ
の
後
の
畿
内
全
域
へ
の
拡
大
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
こ
の
研
究
の
重
要
な
焦
点
で
あ
る
。
醍
醐
寺
座
主
の
満
済
が
、
こ
の
事
件
に

関
す
る
記
録
で
、
醍
醐
の
「
徳
政
事
」
が
「
江
州
よ
り
沙
汰
出
だ
す
な
り
」
と
記
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
者
た
ち
は
徳
政
一
揆
の
震
源
地
と
し
て
近
江
国
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
史
料
編
纂
所
学
在
中
、『
醍
醐
寺
文
書
別
集
』
に
越
前
国
志
比
庄
で

の
「
御
徳
政
」
が
数
週
間
前
に
「
停
止
」
さ
れ
た
と
い
う
記
録
を
発
見
し
た
。
こ
の
「
御

徳
政
」
の
起
源
は
不
明
だ
が
、
本
家
東
寺
と
地
頭
波
多
野
と
の
間
で
の
、
年
貢
を
巡
る
争

い
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
志
比
庄
で
の
「
御
徳
政
」
は
近
江
国
の
徳
政

に
先
行
す
る
こ
と
か
ら
、
一
四
二
八
年
に
近
江
国
が
徳
政
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う
仮

定
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
史
料
編
纂
所
の
外
国
人
研
究

員
室
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
外
国
人
研
究
員
研
究
会
」
で
研
究
結
果
を
発
表
し
、
多
く

の
貴
重
な
意
見
を
頂
戴
し
た
。

　

ま
た
、
一
四
二
八
年
の
徳
政
一
揆
以
前
の
醍
醐
と
そ
の
周
辺
地
域
の
社
会
経
済
状
況
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
史
料
編
纂
所
で
閲
覧
で
き
た
『
醍
醐
寺
文
書
』
に

収
録
さ
れ
た
「
権
大
僧
都
隆
瑜
買
得
田
地
目
録
」
か
ら
は
、
醍
醐
で
の
田
地
の
売
買
に
つ

い
て
深
く
理
解
で
き
た
。「
田
地
目
録
」
に
登
場
す
る
田
地
の
多
く
は
、
以
前
は
醍
醐
の

寺
院
や
庵
の
所
有
で
、
醍
醐
寺
に
質
入
れ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
徳
政
に
か
こ
つ
け
て
、

こ
れ
ら
の
寺
や
庵
は
、
頻
繁
に
質
入
れ
さ
れ
た
田
地
の
返
付
を
醍
醐
寺
に
要
求
し
た
。
ま

た
、
禅
宗
の
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
室
町
殿
足
利
義
持
は
、
あ
る
時
に
禅
宗
の
庵
の
所
有

に
関
す
る
命
令
を
発
布
し
、
地
元
の
緊
張
を
高
め
た
。
こ
の
事
実
は
、
徳
政
一
揆
が
発
生

し
た
背
景
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
を
「
第
96
回
室
町
期
研

究
会
例
会
」
で
発
表
し
て
、
た
く
さ
ん
な
貴
重
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

戴
し
た
。

　

西
田
先
生
と
史
料
編
纂
所
の
温
か
い
お
も
て
な
し
、
東
京
大
学
の
先
生
方
か
ら
の
貴
重

な
ご
指
導
、
そ
し
て
研
究
に
対
す
る
国
際
交
流
基
金
か
ら
の
資
金
援
助
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

「
院
政
期
の
「
別
所
」
の
成
立
と
中
世
仏
教
の
展
開
」

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
マ
ス

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

二
〇
二
二
年
九
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
九
月
一
日

　

史
料
編
纂
所
で
使
っ
た
主
な
史
料　

村
山
修
一
編
『
葛
川
明
王
院
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年
／「
峰
定
寺
文
書
」

　

史
料
編
纂
所
に
お
い
て
、
私
は
別
所
に
お
け
る
遁
世
僧
の
活
動
に
つ
い
て
、
博
士
論
文

に
関
す
る
研
究
の
た
め
に
多
く
の
史
料
を
調
査
し
た
が
、「
葛
川
明
王
院
史
料
」
と
と
も

に
中
世
の
葛
川
絵
図
を
通
じ
た
研
究
か
ら
始
め
た
。
私
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
も
う
一

つ
の
主
体
は
「
峰
定
寺
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
群
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
多
く

の
平
安
時
代
の
文
書
を
含
ん
で
い
る
が
、
い
ま
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
菊
地
大
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樹
教
授
と
と
も
に
研
究
を
進
め
る
中
で
、
私
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
翻
訳
し
、
こ
れ
と
密
着

し
た
博
士
論
文
の
重
要
な
部
分
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
は
ま
た
、
日
本
の
学
界
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
発
見
を
発
表
し
た
。
冬
学
期
に
は
、

京
都
大
学
京
都
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
葛
川
や
中
世
別
所
が
炭
の
生
産
に
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
研
究
発
表
し
た
。
こ
の
研
究
は
私
が
出
席
し
た
東
京
大
学
大
学
院

の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
報
告
し
た
。
の
ち
春
休
み
に
は
、
京
都
市
花
背
地
域
の
住
民
の
た
め
に
、

「
峰
定
寺
文
書
」
原
本
に
つ
い
て
の
史
料
学
的
研
究
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学
の

宗
教
史
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
経
塚
の
考
古
学
的
研
究
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
夏
学

期
・
秋
学
期
に
菊
地
教
授
の
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
両
学
期
と
も
同
じ
分
野
で
研

究
す
る
大
学
院
生
や
教
員
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
週
の
毎
日
を
、
史
料
編
纂
所
共

同
研
究
室
で
の
研
究
に
費
や
し
、そ
こ
で
他
国
の
研
究
者
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
は
ま
た
、
現
在
進
行
中
の
共
同
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
に
も
時
間
を
費
や
し
た
。
一

年
の
間
に
、
私
は
拓
本
調
査
チ
ー
ム
と
と
も
に
和
歌
山
県
高
野
山
に
出
か
け
、
何
世
紀
も

山
上
へ
と
続
く
参
詣
道
を
指
し
示
し
て
き
た
町
石
を
調
査
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
史
料
編

纂
所
の
受
け
入
れ
教
員
（
菊
地
教
授
）
と
と
も
に
、
奈
文
研
や
滋
賀
県
立
大
学
の
人
文
情

報
学
者
・
考
古
学
者
ら
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い
た
。
私
は
ま
た
、

峰
定
寺
に
関
係
す
る
花
背
地
域
の
方
々
と
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。二
〇
二
四
年
春
に
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
た
め
日
本
に
戻
っ
て
く
る
予
定
で
あ
る
。
花
背
で
の
調

査
を
続
け
る
と
と
も
に
、
私
は
長
野
や
南
九
州
の
一
次
史
料
や
遺
跡
に
も
注
目
し
、
日
本

中
世
宗
教
史
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

C
om
parative�R

esearch�on�R
egional�B

uddhist�T
em
ples�of�

Japan�and�C
hina,�15c-17c

黄
霄
龍

二
〇
二
三
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日

　

史
料
編
纂
所
で
の
二
〇
二
三
年
度
の
研
究
は
、
二
〇
二
一
～
二
〇
二
二
年
度
の
研
究
課

題
「
日
本
中
世
後
期
に
お
け
る
宗
教
勢
力
と
社
会
転
換
：
京
都
と
北
陸
地
域
の
関
係
を
中

心
に
」（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
課
題
番
号

21F21004

）
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
展
開
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
主
と
し
て
、

⑴
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
越
前
・
若
狭
の
寺
院
の
研
究
で
扱
っ
て
き
た
古
文
書
や
寺
社
縁

起
の
位
置
付
け
を
史
料
論
の
視
点
か
ら
俯
瞰
的
に
再
考
し
、⑵
若
狭
の
明
通
寺
を
事
例
に
、

明
清
中
国
の
華
南
地
域
に
お
け
る
仏
教
寺
院
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
日
本
中
世
の
地
方

寺
院
の
「
民
衆
的
な
性
格
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
の
成
果
の
一
部
は
そ

れ
ぞ
れ
、
上
海
師
範
大
学
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
行
っ
た
研
究
会
で
報
告
し
た
。
ま
た
、

未
刊
行
の
『
若
狭
神
宮
寺
文
書
』
に
つ
い
て
は
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳
を
利
用
し
、

初
歩
的
な
確
認
を
行
っ
た
。

　

二
〇
二
三
年
度
在
籍
期
間
の
活
動
と
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

︻
単
著
︼『
日
本
中
世
の
地
方
社
会
と
仏
教
寺
院
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
一
月
）

︻
編
著
︼（
共
編
・
共
著
）『
海
外
の
日
本
中
世
史
研
究
：「
日
本
史
」・
自
国
史
・
外
国
史

の
交
差
』（
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
）

︻
口
頭
発
表
︼

・「
日
本
中
世
地
方
寺
院
史
料
论
（
日
本
中
世
地
方
寺
院
史
料
論
）」、
上
海
師
範
大
学
亜

洲
史
青
年
学
者
工
作
坊『
東
亜
宗
教
社
会
史
的
史
料
与
方
法
』、二
〇
二
三
年
七
月
一
五
日
。

・ʻT
op-dow

n	or	Bottom
-up:	Rethinking	Local	T

em
ples	in	M

edieval	Japan	
through	Com

parison	w
ith	M

ing-Q
ing	Chinaʼ,	Princeton	U

niversity,	Center	
for	Culture,	Society	and	Religion,	W

orkshop	“T
hinking	through	M

inshū	
B
ukkyō:	Popular	B

uddhism
	and	the	Study	of	Pre-m

odern	Japan”,	
Septem

ber	22,	2023.

︻
参
加
し
た
所
内
の
研
究
会
︼

史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究「
日
本
史
用
語
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
再
構
築
に
む
け
て
」の『
沙

汰
未
練
書
』
翻
訳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
二
〇
二
三
年
七
月
一
・
二
日

「
叡
尊
の
諸
信
仰
と
中
世
南
都
仏
教
」

ク
イ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
ビ
ッ
ド

ア
ル
バ
ー
タ
大
学

二
〇
二
三
年
四
月
二
〇
日
～
八
月
三
一
日
／
一
二
月
一
四
日
～
二
〇
二
四
年
一
月
五
日

　

史
料
編
纂
所
で
使
っ
た
主
な
史
料　

長
岡
龍
作
『
仏
教
と
造
形
―
信
仰
か
ら
考
え
る
美

術
史
』
二
〇
二
一
年
／
近
本
謙
介
『
こ
と
ば
・
ほ
と
け
・
図
像
の
交
響
：
法
会
・
儀
礼
と

ア
ー
カ
イ
ヴ
』
勉
誠
出
版

東京大学史料編纂所報　第59号　2024年10月 （　　）186



　

二
〇
二
三
年
度
、
私
は
史
料
編
纂
所
で
の
研
究
に
つ
い
て
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
諸

信
仰
と
中
世
奈
良
仏
教
―
〝
生
き
た
宗
教
〟
に
お
け
る
発
見
―
」（
二
〇
二
一︲

二
六
、
カ

ナ
ダ
社
会
科
学
・
人
文
科
学
研
究
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｃ
）
の
二
つ
の
要
素
を
中
心
に
実

施
し
た
。

　

第
一
の
要
素
は
、
中
世
の
釈
迦
牟
尼
信
仰
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
予
備
的
成
果

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
民
衆
仏
教
を
通
し
て
考
え
る
」
で
発
表
し
た
（
二
〇
二
三
年
九
月

二
二
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プＴ

ʰｉｎｋｉｎɡ　ｔʰｒｏｕɡʰ	“M
inshū	B

ukkyō”:	Ｐ
ｏｐｕˡａｒ　

ʙｕｄｄʰｉｓⅿ
　ａｎｄ　ｔʰｅ　Ｓｔｕｄｙ　ｏｆ　Ｐｒｅ︲ⅿ

ｏｄｅｒｎ　Ｊａｐａｎ

）。
こ
の
研
究
は
、
私
が
現
在
執
筆

中
の
中
世
日
本
の
叡
尊
（
一
二
〇
一︲
一
二
九
〇
）
と
諸
信
仰
に
関
す
る
単
行
本
の
一
章

を
構
成
す
る
基
礎
的
な
部
分
に
も
な
る
予
定
で
あ
る
。
第
二
の
要
素
は
、
叡
尊
の
初
期
教

学
と
実
践
的
活
動
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
私
は
こ
の
研
究
成
果
を
、
二
〇
二
三
年
一
一

月
二
〇
日
に
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
（
Ａ
Ａ

Ｒ
）
年
次
大
会
で
初
め
て
発
表
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局

か
ら
出
版
予
定
のＴ

ʰｅ　Ｏ
ｘｆｏｒｄ　ʜ

ａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　ʟｉｖｅｄ　ʙｕｄｄʰｉｓⅿ
	

（edited	by	
Courtney	Bruntz	and	Brooke	Schedneck

）
の
一
章
と
し
て
受
理
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
交
流
と
商
慣
習
の
変
容
」

ジ
プ
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ

二
〇
二
三
年
九
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
マ
カ
オ
文
書
館
、
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
館
、
宣
教
・
修
道

会
文
書
な
ど
、
豊
富
な
史
料
の
複
写
を
所
蔵
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の
一
次
史
料
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
京
大
学
で
は
、
羽
田
正
教
授
（
東
京
カ
レ
ッ
ジ
）
と
そ
の
研
究
チ
ー
ム
、
ま
た
旧
い

友
人
で
あ
る
浜
下
武
志
教
授
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
洋
文
庫
）
と
研
究
懇
談
を
お
こ

な
っ
た
。
史
料
編
纂
所
の
岡
准
教
授
は
私
の
研
究
滞
在
の
た
め
の
資
金
を
鹿
島
学
術
振
興

財
団
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
海
上
金
融
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史

に
つ
い
て
の
重
要
な
知
見
を
授
け
て
く
れ
た
。
ま
た
東
京
大
学
文
学
部
で
は
、
東
洋
史
研

究
室
の
島
田
竜
登
准
教
授
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り
、
文
学
部
の
研
究
者
や
学

生
た
ち
と
私
の
最
新
の
研
究
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
他
、
九
州
大
学

（
ア
ン
ト
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
教
授
）
と
京
都
大
学
（
村
上
衛
教
授
）
と
も
研
究
懇

談
を
お
こ
な
い
、
今
後
の
研
究
を
進
め
る
上
で
の
史
料
や
研
究
状
況
に
つ
い
て
の
知
見
を

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
滞
在
に
お
い
て
得
た
人
的
交
流
を
元
に
、
次
回
の
世
界
経
済
史
学
会
（
二
〇
二
五

年
、
ル
ン
ド
）
に
お
い
て
日
本
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
研
究
者
な
ど
を
交
え
た
パ
ネ
ル
を

企
画
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
今
回
の
日
本
滞
在
に
お
い
て
新
し
く
得
た
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
と
に
、
新
し
い
共
著
の
出
版
計
画
も
進
行
中
で
あ
る
。

﹃
江
戸
初
期
の
資
源
管
理
（
鉱
山
・
鉱
石
を
中
心
に
）﹄

バ
ッ
ツ
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学

二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
日
～
一
二
月
八
日

　

史
料
編
纂
所
の
お
か
げ
で
四
年
ぶ
り
に
来
日
し
、
文
献
・
現
場
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
鉱
山
・
鉱
石
を
対
象
に
し
た
十
六
・
十
七

世
紀
の
資
源
管
理
で
あ
る
。
石
見
銀
山
・
佐
渡
金
銀
山
な
ど
の
例
は
海
外
で
も
知
ら
れ
て

い
る
が
、
今
回
は
図
書
室
取
材
で
生
野
、
院
内
、
長
登
な
ど
、
列
島
に
渡
る
鉱
山
に
関
し

て
の
先
行
研
究
を
検
討
し
、
山
口
啓
二
が
研
究
し
た
梅
津
政
景
日
記
や
、
甲
州
金
山
を
描

写
す
る
一
次
史
料
の
予
備
的
調
査
も
し
た
。
ま
た
一
〇
月
中
旬
に
は
、
京
都
大
学
の
岩
城

卓
二
教
授
が
指
導
す
る
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
研
究
者
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
、笹
个
谷
銅
山（
津

和
野
）と
長
登
銅
山
の
現
場
調
査
も
行
っ
た
。今
後
目
指
す
の
は
金
・
銀
の
生
産
量
を
測
っ

た
り
、
分
析
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
近
世
日
本
を
「
鉱
山
社
会
」
と
し
て
研
究
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
肥
前
名
護
屋
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
兵
站
・
物
流

と
、
そ
こ
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
大
名
の
経
験
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
予
備
的
な
も

の
で
、
参
照
文
献
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
、
私
が
所
属
し
て
い

る
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
で
の
研
究
者
チ
ー
ム
に
報
告
し
、
チ
ー
ム
が
担
当
し
て
い
る
文

禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
戦
争
）
に
関
す
る
多
言
語
デ
ジ
タ
ル
参
照
文
献
を
更
新
し
た
。

　

そ
し
て
、
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、
史
料
編
纂
所
の
松
方
冬
子
教
授
の
ゼ
ミ
に
参
加
さ
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せ
て
い
た
だ
き
、
英
語
圏
の
論
文
を
議
論
し
た
。
ま
た
、
京
都
で
は
立
命
館
大
学
の
谷
徹

也
教
授
、
東
京
で
は
明
治
大
学
の
清
水
有
子
教
授
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
に
伺
い
、
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
京
都
で
は
、
他
の
外
国
人
研
究
員
と
の
再
会
も
で
き
、
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

滞
在
の
成
果
と
し
て
、
今
年
三
月
清
水
教
授
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
「
イ
ベ
リ
ア
ン
・
イ
ン

パ
ク
ト
」
に
関
し
て
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
去
年
の
一
一
月
上
旬
に
欧
州
研
究
評
議
会
へ

五
年
間
の
助
成
金
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
提
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ま
さ
に
「
鉱
山
社
会
」
の
近
世
日
本
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
史
料
編
纂
所
で
の
調

査
が
申
請
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
今
現
在
（
二
〇
二
四
年
春
）
ま
で
に
、
第
一
次
審
査
を

通
過
し
て
最
終
段
階
に
至
っ
て
お
り
、
結
果
は
八
月
に
通
知
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

織
豊
期
・
江
戸
初
期
の
鉱
山
管
理
を
分
析
し
た
論
文
を
完
成
し
、
来
年
論
文
集
に
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
肥
前
名
護
屋
で
集
ま
っ
て
い
た
大
名
が
関
个
原
合
戦
以
降

の
政
治
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
、「
肥
前
名
護
屋
世
代
」（
英
：T

he	H
izen	

N
agoya	Generation

）
と
し
て
評
価
す
る
論
文
の
作
成
に
取
り
掛
か
る
つ
も
り
で
あ
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
一
覧

二
〇
二
三
年
度

番
号

書　
　

名

研
究
費
名

責
任
者

１

音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
🄑

村
井
祐
樹

２

陽
明
文
庫
講
座
図
録
５

天
皇
家
・
公
家
文
庫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

田
島　

公

３
（
公
財
）
静
嘉
堂
調
査
報
告
書

静

嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
調
査
と
研

究

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

稲
田
奈
津
子

４

東
大
寺
文
書
の
近
世
・
近
代

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

遠
藤
基
郎

５

新
発
見
史
料
・
新
解
釈
に
よ
る
古

代
・
中
世
前
期
の
信
濃
―
「『
信

濃
史
料
』
古
代
編
（
２
・
３
巻
）

に
係
る
未
収
史
料
の
収
集
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
―

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

田
島　

公

６

島
津
家
文
書
『
御
文
書
』
外
中
世

文
書
集

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
🄑

村
井
祐
樹

７

内
裏
造
営
関
係
基
礎
史
料
集

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
（
一
般
共
同
研
究
）

新
井
重
行
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